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ＡＩの急速な進化、不登校の子ども約３０万人 

 今、 

学校とは？ 授業とは？ 教師とは？ 

学ぶとは？ 生きるとは？ 

が問われている 

 

子どもとともに「主体的に学ぶ場」を創る 

 熱中・没頭の中で紡がれる 

学びの「ものがたり」 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度卒業生が卒業に際して３年間の学びを 

振り返って書いた自己の「ものがたり」の例 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



実感・自己理解につながる学びの経験が 

生涯にわたり学び続ける生徒を育てる 

 
「自立した学習者」とは、生涯にわたって自ら

課題を見つけその課題解決に向けて考え続ける

ことができる学習者のことである。そのため、一

人ひとりの疑問やこだわりを大切にし、自分なり

の考えを持ち、語り合う過程をどのカリキュラム

でも重視している。語り合い、探究する学びの経

験が、子どもたちを少しずつ「自立した学習者」

の木に成長させていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木は成長にともない、葉（教科の見方・考え方

や探究スキル）をつけ、葉を通して生成された養

分（学び）をもとに、さまざまな色の花（「語り」）

を咲かせる。花はやがて結実し、実（「自己に引き

つけた語り」）をむすぶ。実った実には、その実に

しかない味や形があるように、その個にしかない

学びの意味や価値の実感と自己理解が生まれる。 
このような営みを繰り返す中で、大木として育

った木は、厳しい自然環境の中でも自らの力でた

くさんの多様な実をつけていく。 
 



「ものがたりの授業」づくり（ｐ９〜） 

「ものがたり」の考え方を取り入れた授業のこと。 

他者との語り合いの中で、学んだことを過去の経験と関係づけ、 

学ぶことの意味や価値を実感し、未来につながる自己のよりよい生き方を見いだしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

「共創型探究学習ＣＡＮ・シャトル」の取り組み（ｐ18〜） 

本校では、平成 30 年に文部科学省の研究開発学校指定を受け、これまでの総合学習ＣＡＮの実践を

ベースに「共創型探究学習（ＣＡＮ）」を創設した場合の教育課程や系統的な支援の研究開発に取り組

んできた。また、教科の学習や共創型探究学習ＣＡＮでの探究において活用することができる探究スキ

ルを身につけることを目的とした共創型探究学習シャトルの学習を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 



「語り合いの時間」の取り組み（ｐ35〜） 

自ら問い、考え、生涯学び続ける生徒を育てるために、「こども哲学」における哲学対話の手法を参考

に、答えのない問いに対し、参加者全員で問い、考え、語り、聴き合う「語り合いの時間」を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動における取り組み（ｐ41〜） 

 生徒の立候補によって組織されたプロジェクトのメンバーが中心になって語り合い、探究する中で、

学園運動会、送別芸能祭をはじめとするさまざまな学校行事が生徒主体で企画・運営されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年度 教育研究発表会
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8 時 30 分 ～ 16 時 35 分
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学び続ける 学び続ける 

生徒の育成生徒の育成

－ 実感・自己理解としての　　 

　　　「語り」が生まれる

　　　　　情意へのアプローチ －
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初夏の季節が訪れ、緑豊かな風景が目に映える６月です。本日はご多用の中、本校の教育研究発表

会にお越しいただき、心より御礼申し上げます。 

 前回・前々回の教育研究発表会は、コロナウイルスの影響で遠隔での開催となりました。そのた

め、対面での開催は実に６年ぶりとなります。この間も、本校では流れを止めることなく、着実に教

育実践及び研究を進めてまいりました。 

 近年、様々なところで、「ものがたり」（ストーリー、ナラティヴ、語る・語り）の重要性が話題と

なっています。「ものがたり」という言葉を聞くと、根拠のない「夢物語」を想像される方もいらっ

しゃるかもしれません。しかし、変化の激しい現代社会、そして近未来での社会では、かつて「夢物

語」と思われていたことが現実のものとなっていきます。例えば、今から３０年前に、子どもからお

年寄りに至る人々がスマートフォンを使って会話、情報検索、買い物、予約、金融などを自在に行え

るようになることを想像していた人がどれほどいたでしょうか。経済界・産業界では、新たな商品の

開発やイノベーションの喚起、人工知能（AI）の進化には、「ものがたり」が必要不可欠な要素とな

っています。そして何よりも、「ものがたり」をつむぐ力は、予測不可能な社会に生きる私たち人間

にとって、「生きる力」を生み出す源泉となります。 

 本校では、長年にわたって「ものがたり」に着目し、ナラティヴ・アプローチにもとづく授業づく

りに取り組んでまいりました。「ものがたり」の授業は、個々の学習者が主体として「ものがたり」

をつむぎ、それぞれの「ものがたり」の可能性を仲間とともに広げていくものです。その根底には、

「ものがたり」の授業に取り組む教師たちの専門性はもちろんのこと、成長する主体としての子ども

たちへの深い愛情と信頼があります。 

 本年度の研究テーマは、＜生涯にわたって学び続ける生徒の育成―実感・自己理解としての「語

り」が生まれる情意へのアプローチ―＞です。人の在り方・生き方は、その時々の選択・判断・意思

決定の積み重ねであり、単線的な「ものがたり」に見えても、そこには可能性に開かれた複線的な

「ものがたり」が潜んでいます。生涯にわたって学び続けることで、新たな「ものがたり」がつむが

れていきます。各教科、「共創型探究学習 CAN」、「語り合いの時間」において、「ものがたり」のもつ

力を活かし、生涯にわたって学び続ける意欲が湧き出た「熱中・没頭する学びの場」を現出できれば

幸いです。 

 本日ご講演いただきます、慶応大学教職課程センター教授、鹿毛雅治先生におかれましては、ご多

忙な中にもかかわらず、快くご講演をお引き受けいただきました。この場を借りまして厚く御礼申し

上げます。 

 最後になりましたが、本教育研究発表会の開催にあたり、多大なご支援を賜りました、香川県教育

委員会、坂出市教育委員会、宇多津町教育委員会、綾川町教育委員会、香川県中学校長会、綾歌郡中

学校長会、香川県中学校教育研究会、香川県中学校教育研究会坂出・綾歌支部、ならびに関係各位に

厚く御礼申し上げます。 

 

令和６年６月７日 

                         香川大学教育学部附属坂出中学校 

                               校長  鈴木 正行 



国　　語
〈研究テーマ〉

言語による認識の力をつけ、豊かな言語文化を育む国語教室の創造
―「遊び」のなかで言葉や読み方を捉え直す国語科授業の在り方―

■公開授業Ⅱ� 授業者：山�﨑　　�大

３年「俳句の鑑賞」
　日本文学の最短詩型である「俳句」。言葉を極限まで削ることで、言葉
一つ一つが大きな役割を担っています。僅か十七音に込められた作者の
思いや物語を想像するとともに、取り合わせの効果について批判的に読み
を進めながら言葉の面白さや奥深さについて捉え直す授業をめざします。

■公開授業Ⅲ� 授業者：髙�木　千�夏

２年「かっこいいとは－君は『最後の晩餐』を知っているか－」
　筆者の価値観の根拠や具体例、文章の構成や言葉の用い方に注目し
て、評論の在り方を吟味します。絵画「最後の晩餐」をプレゼンする
という活動を通して、テキスト（本文）を何度も読むことで、筆者の
示す物事への価値について自らの既有知識と関わらせながら変容して
いく生徒の姿をめざします。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局義務教育課
主任指導主事

尼 子　智 悠

香川大学教育学部
講 師

浅 井　哲 司

〈司会者〉 〈記録者〉

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

額 田　淳 子

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

森 宗　利 晃

公開授業Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ および 教科研究協議会

社　　会
〈研究テーマ〉

これからの社会のあり方を自ら考える民主社会の形成者の育成をめざした社会科学習
―本質的な問いについて、互いの「社会観」を語り合うことを通して「社会的自己」を捉え直す―

■公開授業Ⅱ� 授業者：藤�本　大�貴

２年「キリスト教と戦国日本」
　今から約500年前、戦国の世に突如現れた南蛮船と宣教師。当時の為
政者が彼らとどう関わったのかを学び、そして戦国の世を終わらせた
豊臣秀吉は彼らとどう関わるべきか、語り合いながら、多文化共生に
ついて捉え直していきます。

■公開授業Ⅲ� 授業者：大�西　正�芳

１年「EUと難民のものがたり（ヨーロッパ州）」
　他に例がない政治・経済共同体として発展を遂げてきたEU。一方で、
人や材、そして難民の偏在から域内の対立は先鋭化している。EUが抱
える問題と国家間の対立について語り合いながら、日本という国を新
たな視点で捉え直していきます。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局義務教育課
主任指導主事

吉 村　 龍

香川大学教育学部
准 教 授

神 野　幸 隆

〈司会者〉 〈記録者〉

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

髙 橋　範 久

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

宮 武　昌 代

保�健�体�育
〈研究テーマ〉

健康やスポーツの価値を実感する保健体育学習のあり方
―自分の「からだ」を土台として健康やスポーツと関わることで生まれる「ものがたり」を通して―

■公開授業Ⅱ� 授業者：德�永　貴�仁

３年「球技：バドミントン」
　ラケット競技の難点はまず当たらないこと。その難点を教材化され
たバドミントンで解決し、全員がバドミントンで学ぶべき「豊かなス
ポーツライフの本質のひとつ」を楽しむことができます。その本質の
ひとつとは・・・。

■公開授業Ⅲ� 授業者：葊�石　真奈美

２年「球技：ハンドボール」
　誰もが「得点に関わるプレーに参加する」喜びを。なかまと大量得
点を目指して試行錯誤していく中で、ゴール型球技の本質に触れて、
全力で楽しむ姿をめざします。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局保健体育課
指導主事

増 田　一 仁

香川大学教育学部
教 授

米 村　耕 平

〈司会者〉 〈記録者〉

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

桑 城　 光

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

芝 野　明 莉

外 国 語
〈研究テーマ〉

コミュニケーションの喜びを実感する英語授業の創造
―自分の考えや気持ちを伝えるための試行錯誤を通して―

■公開授業Ⅱ� 授業者：高�木　将�志

３年「記者会見―聞き取った情報を伝達しよう―」
　コミュニケーションは一方的な言葉の伝達ではありません。自分の
意見を言ったり、聞いたりするだけでなく、相手から聞き取った情報
を誰かに伝達する力は、コミュニケーションにおいて大切な力です。
聞き取った情報を自分なりの表現で伝える喜びの実感をめざします。

■公開授業Ⅲ� 授業者：石�田　吏�沙

２年「FSJツアーズ�－Plan�a�trip�in�Kagawa!－」
　中学生は限られた語彙や文法でコミュニケーションを行わざるを得
ません。自分が伝えたいことを伝えるためにはどうすればよいかを、
他者とのやり取りを通して考えます。様々な試行錯誤を通して自分の
考えや気持ちを伝えることで、コミュニケーションの喜びの実感をめ
ざします。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局義務教育課
主任指導主事

眞 鍋　容 子

香川大学教育学部
教 授

中 住　幸 治

〈司会者〉 〈記録者〉

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

小 柳　昌 弘

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

日 野　康 志
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シンポジウム・講演
「授業づくりを語る
～子どもとともに
主体的な学びの場を

創る～」
慶應義塾大学教授
鹿毛　雅治　先生

語り合いの
時間

CAN
生徒発表 学校保健研究協議会

授業討議動画・CANステージ発表動画・CAN物語、CANLOGの公開
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数　　学
〈研究テーマ〉

疑問や気づきを自ら生み出す生徒の育成
―数学をつないで語ることで生まれる「ものがたり」を通して―

■公開授業Ⅱ� 授業者：中�居　朋�子

２年「平行と合同」
　学習の中で、「なぜ？」「どうして？」と疑問をもつ場面を大切にし
ていきます。本単元では、平面図形の中にある生徒の当たり前に着目
し、生徒の情意に寄り添いながら論理的に考察する活動を行います。

■公開授業Ⅲ� 授業者：松�添　啓�子

３年「計算マスターへの道」
　計算はその計算方法を覚えて計算できればいいと考える生徒が多い
のではないでしょうか。本単元では、生徒が自ら疑問を生み出し、解
決に向けて自分自身や友達と語ることで「なぜその方法で計算できる
のか」を考えていきます。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局義務教育課
主任指導主事

太 田　隆 志

香川大学教育学部
教 授

松 島　 充

香川大学教育学部
准 教 授

杉野本　勇 気

〈司会者〉 〈記録者〉
香川大学教育学部附属高松中学校

教 諭
田 中　浩 一

香川大学教育学部附属高松中学校

教 諭
池 内　靖 昌

理　　科
〈研究テーマ〉

進んで自然と関わり、見通しをもって探究する生徒の育成
―科学する共同体の中でつむがれる「ものがたり」を通して―
■公開授業Ⅱ� 授業者：島�根　雅�史

１年「タンポポ」
　タンポポを採集し、観察する中で、外来種と在来種があることに気
づきます。外来種が増加してきた理由を、タンポポの花や綿毛につい
て、在来種と比較し、仮説を立て、試行錯誤しながら考えていく姿を
めざしています。
■公開授業Ⅲ� 授業者：宮�崎　浩�行

３年「作用・反作用の法則」
　体重計は何を測っているのか。質量なのか、それとも別の何かなの
か。誰しもが使用したことのある体重計に隠された仕組みを探究して
いく中で、普遍的な法則である「作用・反作用の法則」を見出してい
くことをめざします。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉
香川県教育委員会事務局義務教育課

主任指導主事
橘 　慎二郎

香川大学教育学部
教 授

笠 　潤 平

〈司会者〉 〈記録者〉
香川大学教育学部附属高松中学校

教 諭

赤 木　隆 宏

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

萓 野　大 樹

音　　楽
〈研究テーマ〉

音楽との関わりを深める学習のあり方
―音楽観の捉え直しや変容からつむがれる「ものがたり」を通して―

■公開授業Ⅲ� 授業者：井�上　真�衣

１年「赤とんぼ」
　誰もが知っている名曲「赤とんぼ」。詩の背景を探る中で、生徒と共
に心情に迫る歌唱表現を追究します。音楽の奥深さに触れ、心弾む時
間を実現させます。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉
香川県教育センター

主任指導主事
井 川　史 郎

香川大学教育学部
教 授

岡 田　知 也

〈司会者〉 〈記録者〉
香川大学教育学部附属高松中学校

教 諭

小 澤　 聡

坂出市立東部中学校
教 諭

山 下　章 代

美　　術
〈研究テーマ〉

感性を働かせ、自分にとっての美を更新する創造活動
―自己や周囲との関わりを通して変容する感性に気づく授業づくりをめざして―
■公開授業Ⅲ� 授業者：渡�邊　洋�往

３年「〇〇な空間〜本校校舎と香川県庁東館〜」
　自分を取り巻く風景の一つとしか捉えてなかった本校校舎を、県庁
東館の鑑賞や校舎空間の考察を通して、願いをもとにつくられた建築
空間について捉え直します。本校はこうあってほしいという自分たち
の願いをもとに、空間を再考するアイデアを練ります。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉
高松市総合教育センター

指導主事
熊 田　知 香

香川大学教育学部
准 教 授

吉 川　暢 子

〈司会者〉 〈記録者〉
香川大学教育学部附属高松中学校

教 諭

桒 島　克 浩

綾川町立綾川中学校
教 諭

西 山　貴 浩

学�校�保�健
〈研究テーマ〉

「チーム学校」として取り組む教育相談
―羅生門的アプローチを援用した教育相談体制と継続的な支援―
� 発表者：高�橋　妹�子
　見る立場によってストーリーが変わることを重視する「羅生門的ア
プローチ」を援用することで、ナラティヴ・アプローチを重視した教
育相談体制の充実を図り、今後の教育相談のあり方と、教育相談委員
会の役割について考察します。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉
香川県教育委員会事務局保健体育課

指導主事
山 田　那央子

香川大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻
心理実践教育学講座　准 教 授

谷 渕　真 也

〈司会者〉 〈記録者〉
香川大学教育学部附属高松中学校

養護教諭

青 木　早 貴

香川大学教育学部附属坂出小学校
養護教諭

井 上　さくら

技�術・家�庭
〈研究テーマ〉

生活を見つめ、持続可能な未来へつながる実践力を育む　技術・家庭科教育
―生活を語り合い、問題解決を実践することで生まれる「ものがたり」を通して―

■公開授業Ⅱ� 授業者：大�西　昌�代

１年「サスティナブル和文化」
　どうすれば持続可能な衣生活を送ることができるのでしょうか。和
服を通して、江戸時代の衣生活と比較しながら、これからの自分の衣
生活について見つめ直します。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育委員会事務局
西部教育事務所　主任指導主事

田 中　明日香

香川大学教育学部
准 教 授

一 色　玲 子

■公開授業Ⅲ� 授業者：加�部　昌�凡

１年「構造と強度」
　同じ素材、同じ量、でも構造を変えると、強度が変わる。限られた

材料で最良の強度を得られる構造とは。

■研究協議会　　　　　　��〈指導者〉

香川県教育センター
指導主事

稲 毛　 晶

香川大学教育学部
教 授

宮 﨑　英 一

〈司会者〉 〈記録者〉

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

左 海　 亮

香川大学教育学部附属高松中学校
教 諭

和 田　美 紀

「語り合い」の時間（１年）

■公開授業Ⅰ� 授業者：逸�見　翔�大

　答えのない問いに対して、生徒同士で自身の経験や価値観をもとに

語り、聞きあいます。その中で、問いについて真剣に考え、自身の変
容や成長を自覚していきます。入学したばかりの１年生に、教師がか
かわりながら、一緒に語り合っていきます。



社会構成主義 

さまざまな認知的な能力やスタイルなどの個人差を包括的にとらえ直す個性の新たな概念。学習

において、個人のもつ障害や才能も含めて多様な認知発達的特徴・個人差を、「認知的個性」（CI：
Cognitive Individuality)という包括的な概念でとらえ直すことで、児童生徒の認知的個性を識別し

て、学習を個性化する方策を探ろうとする。 

本校研究の基盤となっている主な理論 

 

 

 

現実の社会現象や、社会に存在する事実や実態、意味とは、すべて人々の頭の中でつくり上げら

れたものであり、それを離れては存在しないとする社会学の立場。学習とは、外から来る知識の受

容と蓄積ではなく、学習者自らの中に知識を精緻化し（再）構築する過程であるとする。 
社会構成主義の学習観は、次の３点を前提にしている。 
① 学習とは、学習者自身が知識を構成していく過程である。 
② 知識は状況に依存している。そして、おかれている状況の中で知識を活用することに意味が

ある。 
 ③ 学習は共同体の中での相互作用を通じて行われる。 

このような前提により、学習者は受け身的な存在ではなく、積極的に意味を見つけ出すために主

体的に世界とかかわる存在になる。一方、教師は学習者を支援する役割を担うが、学習者にとって

は多くのリソースの一つと見なされる。 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習というものを｢実践の共同体への周辺

的参加から十全的参加(full participation)

へ向けて、成員としてアイデンティティを形

成する過程｣としてとらえる。 

学習者が獲得するのは環境について

の認知的構造ではなく、環境の中での振

る舞い方（状況的学習）であり、実践コ

ミュニティに新参者として周辺的に参

加し、次第にコミュニティ内で重要な役

割や仕事を担っていくプロセスそのも

のが学習であるとする。 

 

ナラティヴ（語り、物語）という概念を手

がかりにして何らかの現象に迫る方法。 

「語り」も「物語」も単なる出来事だけ

でできあがっているのではなく、その時の

「思い」や「感情」なども語られるが、「思

い」や「感情」だけでは「物語」は成立せ

ず、出来事があってはじめてその時の「思

い」や「感情」が意味をもつ。複数の出来

事の連鎖、すなわち、複数の出来事を時間

軸上に並べてその順序関係を示すことが、

ナラティヴの基本的な特徴である。学習論

としては、「我々はそれぞれの経験に沿って

自らが生成した物語に意味がある」ことを

前提とする。 

ナラティヴ・アプローチ 正統的周辺参加論 

 認知的個性（CI） 
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生涯にわたって学び続ける生徒の育成 

―実感・自己理解としての「語り」が生まれる情意へのアプローチ― 

 

ⅠⅠ  研研究究主主題題ににつついいてて  

  

１ どうすれば「生涯にわたって学び続ける生徒」になるのか 

 

 

 

生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新

等により、社会構造や雇用環境は大きく、また急速に変化しており、

予測が困難な時代が到来している。社会の変化とともに、求められ

る知識や技能も変化しており、学校教育で必要な知識や技能を身に

つけたとしても、それだけでは多様で複雑な未来社会におけるさま

ざまな課題を乗り越えていくことは困難であろう。子どもたちはよ

り一層、自分自身の在り方を模索し、困難に対応しながら生涯にわ

たって学び続けることが求められる。それは一方で、学校教育が「学

びとは何か」「何のために学ぶのか」といった本質的な問いに応え、

子どもたちの学び続ける意欲を育まなければならないことを意味

している。 

では、子どもにとって学びとはどのような活動だろうか。教師の

説明を聞いて、ひたすら重要語句を暗記したり、計算などのスキル

を訓練したりする。これらは学びという活動のもつ豊かさからは、

かけ離れているだろう。本校が着目してきたのが林（1990）1 と斎

藤（2006）2 の言説である。学びの本質とは、自己の変容を伴う活

動である。子どもたちが、なぜ、どうして、もっと知りたいと自ら

課題に向き合い、新たな世界を探究していく。思考を巡らせ、挑戦

学びを通して自分が変わったという実感が、 

学び続ける意欲となる 

1 林（1990）は次のように述べ
ている。「学ぶということは、
覚えこむこととは全くちがう
ことだ。（中略）一片の知識が
学習の成果であるならば、それ
は何も学ばないでしまったこ
とではないか。学んだことの証
しは、ただ一つで、何かがかわ
ることである」 

2 斎藤（2006）は次のように述
べている。「教育の本質は進歩
であり、自分を変えていくこと
である。より高い精神、より新
しい世界への渇望にもえ、自分
を内省し、他を発見し、そのこ
とによって、つぎつぎと新しい
世界へ驚きながらはいってい
く。そういう子どもをつくって
いくことが教育だと思う」 
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し、時には失敗したり行き詰まったりする。悩んだときは自己や他

者に問い、意見を聴き、語り合うことで、自分をとりまく世界の見

え方や感じ方の広がり、深まりを実感し、新たな自分となって進ん

でいく。このように、自分が変わっていくことが本来の学びであり、

「自分自身について語る」ことを通して自己の形成と変容を理解す

ることが、学ぶことの意味や価値の実感につながるのである。自分

が変わっていく経験は、学ぶことの本来の楽しさや豊かさを感じる

ものであり、次の学びへと向かう原動力となる。こういった自己理

解の経験の繰り返しが、生涯にわたって学び続ける意欲を育むので

はないかと考えている。 

 

２ これまでの研究の経緯と今期の問題意識 

本校では、「自立した学習者の育成」をめざし、生涯にわたって学

び続ける意欲やその基盤となる力の育成を中心に実践研究を継続し

てきた。平成 26 年度大会からは、ナラティヴ・アプローチ 3 として

の「語り」の研究を継続しつつ、様々なアプローチから「ものがた

り」4 の授業を提案してきた。令和２年度大会より、学びの意味や価

値を実感した「語り」とはどのような「語り」なのかという問題意

識から、「自己に引きつけた語り」5 が定義された。子どもの変容を

意識したアプローチが、子どもの学ぶ意味や価値の実感につながり

やすいことを確認できた一方で、いくつかの課題が明らかとなった。

特に私たちが課題として感じたのが、教科学習と共創型探究学習Ｃ

ＡＮ6（以下ＣＡＮ）における子どもの「語り」の差である。次に示

すのは、１年生社会科地理的分野においてアフリカ州の学びを終え

た子どもの「語り」とＣＡＮにおいて食塩水による発電を探究テー

マとした子どもの「語り」である。 

 

3 ナラティヴ（語り、物語）と
いう概念を手がかりにしてな
んらかの現象に迫る方法。本校
は、振り返りを語りの視点から
とらえなおす自己理解法とと
らえている。 

4 「語る」行為と「語られたも
の」の両方を含む概念。特に、
教育活動の中で、生徒が「語る」
ことを通して学びの意味や価
値を実感し、自己を形成してい
くことを重視する点で、2013
年より本校独自に「ものがた
り」とひらがなで表記してい
る。 

6 共創型探究学習ＣＡＮ･･･正
統的周辺参加論に基づき、１〜
３年生が異学年で集まってク
ラスターを組み、探究すること
で、自らの可能性を広げていく
生徒主体の開かれた学習。 

5 「語る」行為の中でも、特に
出来事（題材）と自己との関連
を見つめ、時間軸の中でそれを
筋立て、その出来事の自分にと
っての意味づけや価値づけを
する主体的な行為。 

 

し、時には失敗したり行き詰まったりする。悩んだときは自己や他
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２ これまでの研究の経緯と今期の問題意識 
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マとした子どもの「語り」である。 
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【社会科 第１学年 地理的分野 生徒の語り（一部）】 

【中略】 

【前略】 

【後略】 

【「ＣＡＮものがたり」における生徒の語り（一部）】 

【前略】 

【中略】 
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二つの「語り」を比較すると大きな差異があることがわかる。教

科学習における「語り」は、「〜を知った」「〜が分かった」という

知性的な変容を記述することに終始しており、学びの中で自分が何

を経験したのかがあまり語られていない。一方で、ＣＡＮでは、探

究を進めていく上での「期待」、実験の失敗による「落胆」や「焦り」、

次は成功させたいという「意欲」など、学びの過程で自分の思考や

情動、意欲とが一体となった密度の濃い「語り」となっている。ま

た、「学ぶことは探究であり、それはＣＡＮである」と、ＣＡＮでの

学びを価値づけ、より意欲と自信をもった自分を感じていることが

わかる。このような「語り」こそ、学びの価値を実感し、自己理解

につながった「語り」である。 

 では、なぜこのような「語り」に差が生まれたのか。ＣＡＮはそ

もそも子どもの願いやこだわり、問題意識から学びが始まり、探究

課題から探究方法の全てを自分たちの考えで進めていく。つまり、

子どもの文脈をもとに学びが展開されているのである。また、教師

にも探究のゴールや正解がわからないため、教師は探究の仕方を支

援はするが、基本的に子どもに寄り添って一緒に考える伴走者とな

っている。だからこそ、子どもたちには｢自分で探究し、課題を解決

した｣という達成感が生まれ、ＣＡＮにおける学びの価値を実感し、

自己理解にまでつながるのである。一方で、教科学習には、教える

べき教科内容があり、どうしても教師には、子どもを導かなければ

ならない、変容させなければならないという意識が働いてしまう。

｢主体的・対話的｣にしなければならないと思いつつ、教師は意識的、

無意識的に子どもをコントロールしてしまうのである。そして、教

師の文脈に子どもの文脈を従わせた結果、子どもは知識を授けられ

る受け身の存在となってしまい、自己理解や自己形成にまで至らな
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かったのであろう。今期の問題意識は、これまでの実践が子どもの

意欲や文脈を重視したものと謳っていたが本当にそうであったの

か、にある。そこで、今期は子どもの情意 7 に着目し、子どもの学

びの文脈を重視した実践を行っていく。 

 

３ なぜ子どもの情意に着目するのか 

 

 

 

 

 

子どもの文脈とは、子どもの知的好奇心や思い、こだわりなど、

いわば情意を基盤とした学びの道筋である。情意は、子ども一人ひ

とりの学びに対する構えそのものであり、当然個々によって異なる。

例えば、教師が災害について真剣に考えてほしいと考え、被災動画

を流せば子どもたちは危機感を感じ、学びに向かうだろうと想定し

たとする。しかし実際には「怖い、なんとかしなければ」と思う子

どももいれば、「どれくらいの人が被害にあったのだろう」「自分に

は関係ないから何にも思わない」とそれぞれで感じ方は異なる。こ

れらを一律に子どもたちが危機感を持ったとして、学びを進めるこ

とが、子どもの文脈から乖離した学びになる原因である。子どもが

主体的に学ぶために教師ができることは、特定の学びの場を設定す

ることで特定の情意が生まれるかもしれないと想定しながらも、実

際の子どもの情意と文脈を見取り、次の学びにつなげるしかないの

である。 

 また、鹿毛（2019）は「主体的な学び」には子どもの姿に「エン

ゲージメント状態（没頭）」が顕れるとしている。「エンゲージメン

ト状態（没頭）」とは、「知情意が一体化して活性化している心理状

7 鹿毛（2019）は質の高い問題
解決プロセスには、「『なぜ？』
『どうすれば？』『なるほど』
『納得！』『身にしみてわかっ
た』といった知的な体験だけで
なく、『ワクワク』『ドキドキ』
『悲しい！』『悔しい！』『共
感！』『感動！』といった情動
体験や、『よしっ、頑張ろう』
『今度こそ！』『挑戦！』とい
った意欲的な体験も含まれて
いる」としている。そこで本校
では子どもの情動面と意欲面
をあわせたものを情意として
定義づけている。 

子どもが主体的に学ぶ場を実現するためには 

情意を見取り、働きかけることが必要である 
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態」であり、表１のような「子どもたちが学びの対象（テーマ）に

真摯に向き合い、知的活動のみならず情意的な心の働きをも総動員

しながら、思いや考えを自ら表現し、相互コミュニケーションを通

して学び合おうとする姿」8 である。まさしくこの熱中・没頭してい

る姿こそ、本校が学びの主体としてめざす子どもの姿である。そし

て、このような学びの場が生まれるためには、知性だけでなく子ど

もの情意にも教師は働きかける必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 表１の中には、認知的側面だ
けでなく、「試行する」「持続的
に取り組む」など非認知的側面
があることが分かる。これら
は、今期学習指導要領で必要と
されている意欲、粘り強さ、忍
耐力等の非認知能力とリンク
していることが着目される。つ
まり、非認知能力はエンゲージ
メント状態を経験する中でこ
そ育成されるのである。 

鹿毛雅治『授業という営み 子どもとともに「主体的に学ぶ場」を創る』教育出版、2019、35 頁の表 1−1 を引用 

表１ エンゲージメントと非エンゲージメント 
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ⅡⅡ  今今期期のの研研究究のの視視点点  

１ 研究の目的 

 

２ 研究構想図 

図２は本校の研究構想図、表３

は教科学習と総合的な学習の時間

のとらえ方を表している。「自立し

た学習者」とは、生涯にわたって

自ら課題を見つけ、その課題解決

に向けて考え続けることができる

学習者のことである。そのため、

一人ひとりの疑問やこだわりを大

切にし、自分なりの考えを持ち、

語り合う過程をどのカリキュラム

でも重視している。特に「語り合

いの時間」では、答えのない問い

に対して、子どもと教師がともに

考え、多様な価値観と触れあうこ

とで、子どもが自問自答すること

を期待している。 

教科学習である共通学習Ⅰは、基礎・基本を習得する場、共通学

習Ⅱは、習得した基礎・基本を活用する場である。ただし、共通学

習Ⅰをして次に共通学習Ⅱをするという順になっているわけではな

い。あえて共通学習Ⅱから入り、失敗や試行錯誤する場を経験する

共通学習Ⅰ、共通学習Ⅱ、シャトル、CAN、語り合いの時間の内容や構造を再検討するこ
とによって、生徒一人ひとりが学ぶことの価値を実感し自己理解につながる学びとなるた
めの有効なカリキュラムと教師の関わりのあり方を追究する。 

図２ 研究構想図 
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ことで、子どもが習得の場を求め共通学習Ⅰに進むこともある。そ

のため、教科の特性や子どもの発達段階、文脈を踏まえながら、習

得と活用の場を単元レベルで組み合わせて実施していく。 

共創型探究学習ＣＡＮでは、原則、各学年の生徒１名ずつの小集

団を編成し、自ら設定した課題の解決に向けて探究活動を進めてい

く。１年生は見習いとして集団に参加し、経験を積みながら２年生

（弟子）となり力を付けていく。そして３年生（師匠）では探究の

中心として活動する。つまり、経験が違う異学年集団に属して活動

することで、経験豊富な者から様々なことを自ら学び取り、「見習い

→弟子→師匠」のように成⻑していくことをねらう。また、共創型

探究学習シャトルでは探究をする上で出会う困難に対して解決する

ための探究スキルを、教師設定の共通講座と十数種類の選択講座を

設定している。自分の探究に応じて適切な講座を選択させることで、

基本的な知識・技能が身につけるだけでなく、先見性、主体性、自

律性が身に付くことを期待している。 

 そして、それぞれのカリキュラムで学びの経験が、互いに影響し

合い、からみ合うことで、子どもたちを少しずつ「自立した学習者」

に成⻑させていくと考えている。 

 

表３ 教科学習と総合的な学習の時間のとらえ方 
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３ 研究の内容 

以下の（１）〜（４）の本校カリキュラムにおいて、一人ひとり

が学ぶことの価値を実感し自己理解につながる学びとなることをめ

ざしている。 

 （１）「ものがたりの授業」づくり 

 （２）共創型探究学習ＣＡＮ・シャトルの取り組み 

（３）「語り合いの時間」および特別活動における取り組み 

 （４）生徒の学びを見取る教師集団となるために 

 以下、具体的に述べていく。 

 

（１）「ものがたりの授業」づくり 
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③ 実感・自己理解としての「語り」を促す教師の関わり 

以下、それぞれについて、具体的に述べる。 
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単元を構想するにあたって、まず不可欠なのが「本単元（題材）
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びの場を具現化していくからである 9。また、目標やねらいではな

く、「ねがい」としていることにも意味がある。目標やねらいは学び

を通して到達しなければならないという意識が教師に強く働くが、

「ねがい」は授業者が子どもたちによせる成⻑への期待であり、大

まかな学びの方向性を示している。そのため授業者が「ねがい」を

明確に持っていれば、子どもたちに学びを委ねることにもつながる

と考えている。 

また、授業者は単元学習後の「振り返り」例を想定している。こ

んな学びの場を経験した子どもたちからは、このような「語り」が

出てくるのではないか、と子どもの具体的な姿として描くことで授

業づくりの方向性が明確になると考え、図４のような、「授業者のね

がい」と単元学習後の「振り返り」例を反映させた授業構想図を作

成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 鹿毛（2019）は次のように述
べる。「教師が抱くねがいは、
多くの場合、自覚的ではない
が、授業の構想、展開、省察の
すべてに影響を与える（中略）
教師のねがいは、授業を実践
する上で中核的な位置を占め
る要素である。（中略）教師に
自分なりの『ねがい』がなけれ
ば、授業の構想は頓挫するに
違いない」 

イ 

ア 

ウ 

エ 

図４ 第 2 学年社会科「土器川の防災物語」の授業構想図 

イ 学習前の子どもの思考 

 単元学習前のアンケートや

毎時間の授業の振り返りの記

述、授業中の生徒の発言や姿

等をもとに示している。 

ア 授業者のねがい 

 単元を通して生徒に期待す

る成長や変容を示している。 

ウ 学習後の子どもの思考 

 単元の学びを終えて、ど

のように子どもの思考が変

容するか、授業者が想定して

示している。 

エ 単元学習後の「振り返

り」例 

 単元を通して、どのような

学びの場を経験するのか、具

体的に想定して、子どもの振
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② 熱中・没頭する学びが生まれる単元構成 

熱中・没頭する学びの場が生まれるには、一人ひとりの子どもの

問題意識が触発され、そこから生まれる課題を解決していくような

学びを具現化していかなければならない。そのためには、子どもた

ち一人ひとりの学びに対する文脈が生まれ、授業者はその文脈を単

元の展開に取り込みながら、社会構成主義 10 的学力観で知識の再構

成を促していくことが重要だと考える。 

そこで、子どもの学びの文脈を視覚的に捉えるために、子どもの

意識や思考を会話に見立てて単元構想図 11 を作成する。また、今期

は本校がこれまでに行ってきた授業づくりを、教師がより自覚的に

子どもの目線で実施していくために、以下のような手立て（ア）～

（ウ）を重視して単元デザインを行っている。 

 

手立て（ア） 子どもの文脈が生まれるようにしかける 

手立て（イ） 困難や葛藤が生まれ、それを乗り越えようとする 

場面を組み込む 

手立て（ウ） 子どもの文脈に寄り添い、単元や学習課題を柔軟   

       に変えつつ、次の学びへとつなげる 

 

以下、それぞれの手立てについて説明する。 

手立て（ア） 子どもの文脈が生まれるようにしかける 

授業者が題材に学ぶ意義や価値があると感じ、いくら子どもに学

ばせたい、考えさせたいと思っても、子どもにとって魅力的な題材

であるとは限らない。特に単元が始まった段階では、子どもにとっ

て題材は授業者から与えられたものであり、こだわりや思い入れも

ないからである。そのため好奇心や探究心、対象への興味や親しみ、

10 社会構成主義とはおよそ以
下のことを含意する考え方で
ある。すなわち、①学習とは、
学習者自身が能動的に活動す
ることによって知識を構築し
ていく過程である。②知識や
スキルは文脈から切り離され
るのではなく、状況の中で、状
況に依存して学ばれていく。
③学習は共同体の中での社会
的な相互作用を通じて行われ
る。（久保田賢一『構成主義パ
ラ ダ イム と学 習環 境デ ザ イ
ン』関⻄大学出版部、2000 年、
28・29 頁） 

熱中・没頭する学びが生まれる単元構成として重視していること 

11 詳しくは 52 頁の指導案の見
方を参照されたい。 
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憧れ、危機感などからくる「やってみたい」「してみたい」「できる

ようになりたい」「なんとかしたい」を生み出すためのしかけが必要

である。例えば、対象との出会いをしかけたり、実際に本物に触れ

たり体験したりする場をしかけたりする。ただし、ここで注意した

いのは、子どもたちの中で一律に同じ情意が生まれるわけではない

という点と、体験や活動自体が目的ではないという点である。これ

らのしかけは、その子なりの対象への理解や気づき、思い、疑問な

どを生み出すためにしかけているのである。 

また、学びに関わるより多くの決定を子どもに委ねることも、子

どもの文脈を生み出す上で有効だと考える 12。子どもたちがやりた

い方法や取り組みたい内容を選択・決定できる場を多く設けたり、

試行錯誤ができる場を設けたりすることで、よりこだわりや思い入

れが生まれやすいからである。 

 

手立て（イ） 困難や葛藤が生まれ、それを乗り越えようとする 

場面を組み込む 

 単元構成の中で、失敗や困難、葛藤を伴った情意が働く場が必要

である。なぜなら、それらを乗り越えようとするからこそ、子ども

たちは知性だけでなく情意も働かせ、学びに熱中・没頭し、価値観

や感受性がぶつかり合うような深い語り合いが生まれるからである。

しかし、困難や葛藤の場面を設定することはなかなか難しい。子ど

もたちの文脈から乖離したものでは真剣に考えたり、語り合ったり

はしないからである。また、考えるために必要な知識が構成されて

いない場合やあまりにも自分たちの力からかけ離れた課題だった場

合にも、子どもたちは考えることができない。そのため、授業者は

意図的に単元構成の中に知識や根拠を獲得できる場面を設定してお

12 鹿毛（2007）は次のように述
べる。「あれこれと指示を与え
るよりも、本人の自己決定を
促す方が、本人の意欲だけで
なく、自覚や責任をも促すこ
とになるのである。自分で決
めたという感覚がやる気を支
えるのだといえよう」 
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くことが必要となってくる。また、子どもの文脈を丁寧に見とりな

がら、どこでつまずきそうか、どこで文脈に差異が生まれそうかを

想定し、「できそうなのにできない」「この考えの方が良いと思った

のに」といった困難や葛藤の場面を設定していくことが重要である。 

 

手立て（ウ） 子どもの文脈に寄り添い、単元や学習課題を柔軟に

変えつつ、次の学びへとつなげる 

子どもたちの文脈を重視した学びを実現することは容易ではない。

子どもたちのどんな文脈にも添えるほど緻密かつ多様に計画してい

ても、いざ実践していくと思わぬ反応や気づきが生まれるからであ

る。そのため、子どもの気づきや疑問に教師が寄り添い、単元の展

開や学習課題を柔軟に変更していくことが必要である。子どもとの

対話や振り返りから子どもの文脈を毎時間分析し、学びのプロセス

に積極的に反映させることを重視する。 

 

以下、社会科（第 2 学年「土器川の防災物語」）の実践事例をもとに、

手立て（ア）～（ウ）について具体を示す。 

（説明文中の下線は柔軟に変更した部分を示している） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単元１時間目】（全７時間） 手立て（ア）と手立て（ウ）における単元構成 例
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【単元１時間目の説明】 

 学習前のアンケートでは、「日本で発生する自然災害とは何か、あなたに

とって身近な災害とは何か（複数回答可）」において「河川氾濫」と答えた

生徒は１名であり、「河川氾濫」を自らが直面しうる災害と認識している生

徒はほとんどいない状態である。 

そのため、驚きや実感、危機感が必要と考え、単元の始めに過去 10年間

で水害の被害を受けていない市町村がどれくらいかを予想する場面や、どれ

くらいの浸水深で避難できなくなるかを実際に自分の身体を計測しながら考

える場面、千曲川の氾濫において逃げ遅れた人々の避難行動などを取り上げ

た。【手立て（ア）】 

危機感を持った生徒も多くいたが、その中で「土器川はどうなの？」「香

川県は大丈夫じゃない？」「危険な川と安全な川のちがいって？」など生徒

から生まれた問いや考えを第２時や第４時に組み込んだ。【手立て（ウ）】 

【単元５時間目】（全７時間） 手立て(ア)と手立て(ウ)における単元構成 例 

【単元５時間目の説明】 

単元４時間目「土器川は安全な川か、危険な川か」において、勾配や堤

防と家屋の関係を自分たちで調べていく中で、土器川が危険な川だと認識

した子どもの振り返りに、「氾濫が起きるとどれくらい被害が出るのか調べ

てみたい」という記述があった。 

授業者は土器川周辺の施設分布図を準備しており、５時間目で配布する

予定だったが、自分たちの調べたい施設を調べる方が良いと考え、５時間

目を自分たちで納得いくまで調べる時間として変更した。【手立て（ア）・

（ウ）】 

 自分たちで施設分布図を作成することで、多くの気づきが生まれた。ま

た、６時間目に実際の洪水浸水想定区域図を配布すると、諦めに似たよう

な声があがり、自分たちが作った地図を食い入るように見比べている姿が

見られた。 
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【単元６・７時間目】（全７時間） 手立て（イ）における単元構成 例  

【単元６・７時間目の説明】 

５時間目に土器川流域の人口や施設の分布の特徴を、６時間目に実際に

想定されている氾濫域と浸水深の特徴を認識した生徒の振り返りからは大
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そこで、この考えの差異を語り合う問いとして７時間目に設定した。 

【手立て（イ）】 

（上流を整備すべき） 
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③ 実感・自己理解としての「語り」を促す教師の関わり 

 一般的に学習活動は、子どもの知識・技能の習得、思考力・判断

力・表現力等の育成など、知性的な側面が重視されるため、教師は、

子どもたちに振り返りを書かせて、どのような概念が構成されたの

かという知性的な見取りが重視される。しかし、これまでも本校で

は、「自己と世界との関係を『私』でとらえていくこと、主体的な自

己が対象とかかわっていく中で自己を理解していく過程、自己の学

びを自己の言葉で語り表現すること（本校研究紀要、2014）」を重視

してきた。また、藤井（2023）は、「自分の情動は自分自身のもので

あり、それについては自分を主語にして自分の言葉でしか語れない。

自分の情動を語ることにより、その問題が自分自身とどのようにつ

ながるのか、すなわち自分にとっての価値が自覚される。」と知性的

な側面だけでなく、情意的な側面を振り返ることの重要性を述べて

いる。 

そこで、今期は以下のような視点を参考にして、子どもたちに毎

時間や単元を終えた段階での自分の情意を自覚させ、その情意がど

のような出来事や経験に由来しているのか、そしてどう変化してき

たのかを時間軸を意識しながら語らせることで、実感・自己理解と

しての「語り」をつむぎやすくなるのではないかと考える。 

 

① 自分を主語として書かせる。 

② 毎時間を終えた段階で、自分の情意を明確にさせ、そこから自

分の行った活動についての反省的な分析と検討をさせ、考察を

させる。 

③ 情意の起伏や変化を軸に、ストーリー性をもって叙述させる。 

④ 学習前と学習後の時点での情意とその変化を明確にさせ、変化

の理由を考察するとともに、自分の成長を自覚させる。 

重視している振り返りの視点 
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 英語科での子どもの情意を表出させるために工夫した例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感情（喜怒哀楽驚）をハート図で

示し、本時で最も強く表れた気持

ちを１つ選択する。 

「伝えたい！」という気持ちの変

化を視覚化するために、数値（0

～100）を記入する。 

なぜその感情が強く出たのか、

なぜ伝えたい気持ちが上がっ

た・下がったのか、その理由を

内省していく。 

振り返りシートをもとに、単元

の中で、自分の気持ちが大きく

動いた/変わったのはいつかと

いう視点で語り直させる。 

単元の振り返り 
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（２）「共創型探究学習ＣＡＮ・シャトル」の取り組み 

共創型探究学習ＣＡＮ 

① 熱中・没頭する学びの過程 

 ＣＡＮ13 とは、「生徒自らが設定した課題を多様な他者と協力しなが

ら探究することを通して、自⼰の成⻑や可能性を実感し、社会に柔軟

に対応しながら学び続けるための資質・能力を育成する」ことを目的

にした、本校の学びの集大成となる学習活動である。 

下に示しているのは、ＣＡＮの大まかな流れである。生徒は、自ら

追究したい身近な問題や疑問から探究課題を設定し、仮説を立て、自

分たちの方法で探究していくことになる。生徒から生まれた課題や探

究方法であるからこそ、そこには生徒のこだわりがあり、熱中・没頭

する姿が見られる。このような探究の過程において、生徒はさまざま

な困難や葛藤に出会うことになる。 

 
 

 
 
 

 探究の主体が生徒であるからといって、その学習が生徒の中に価値

づくとは限らない。上に示した困難や葛藤する場面で、生徒は上手く

対処できず、次のような姿になる場合も多く見られる。 

・やりたいことは見えていても、具現化ができず断念する 

時期

活動
シャトル

共通講座
1人CAN 編成１

シャトル

選択講座

テーマ

深化
編成２

CANの

日Ⅰ

中間

発表
探究活動

CANの

日Ⅱ

シャトル

選択講座

まとめ

発表会

内容
探究の種を探し、個人で探究
テーマを設定する。

探究の方向性・方法等につ

いて専門家からアドバイス
をもらったり、予備調査を

行ったりする。

調べた方法で調査や実験な

ど探究活動に取り組む。
CANの日を活用し、外部の

専門家から意見をもらう。

探究成果をまとめ、発表
を行う。探究の成果を最

終論文集にまとめる。

意見を出し合って探究
テーマを深化させる。

2・3月

【令和５年度　活動時期と概要】

12月・冬休み・1月 4・5・6月 7・8・9月 10・11月

13 ＣＡＮのＣ・Ａ・Ｎは、Cluster（ｸ
ﾗｽﾀｰ）、Action Learning（ｱｸｼｮﾝ･ﾗｰﾆﾝ
ｸﾞ）、Narrative Approach（ﾅﾗﾃｨﾌﾞ･ｱ
ﾌﾟﾛｰﾁ）の頭文字をとったもの。
Cluster とは異学年の小集団、Action 
Learning とは、小グループで現実の
問題に取り組む中で、行動を起こし、
内省することで学習していくプロセ
ス、Narrative Approach とは、ナラテ
ィブ（語り、物語）という概念を手が
かりにしてなんらかの現象に迫る方
法のこと。 

探究課題が定まらない。 

これで探究できるのか… 

やりたいテーマは見つかっているけれど、

仮説が設定できない。 

１年生にどんな役割をふ

ればいいだろう… 

実験を始めたが、データは

正確にとれているのか？ 

仮説が正しければＡになるは

ずなのにＢになる… 

どうまとめていけば、探究してき

たことが伝わるだろうか。 

変数を変えてデータをと

りたいけど、もう残された

時間が少ない。 
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にした、本校の学びの集大成となる学習活動である。 
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分たちの方法で探究していくことになる。生徒から生まれた課題や探

究方法であるからこそ、そこには生徒のこだわりがあり、熱中・没頭

する姿が見られる。このような探究の過程において、生徒はさまざま

な困難や葛藤に出会うことになる。 
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・やりたいことは見えていても、具現化ができず断念する 
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・探究への意欲を１年間維持できず、探究が深まらない 

・探究の方向性を見失い、行き詰まってしまう 

・探究は進んでいても、一人よがりなものになっていて伝わらない 

 上手くいかないことも含めてＣＡＮの学習であるため、失敗させな

いように、見栄えのする探究になるように教師が先回りするようなこ

とはしない。しかし、困難・葛藤に出会ったときには、生徒たちがそ

れを乗り越えられるように教師が伴走者として関わらなければ、学習

が価値づくかどうか以前に、途中で息切れすることになる。 

 

● 生徒が困難・葛藤を乗り越えるための手立てや関わり 

探究課題設定期 

ア 探究の種シートとＡＬ会議 

冬休みにはテーマ分類表を用いて、３つの視点 14 に対し、１つず

つ課題を設定させる。（各視点につき、異なる分類番号からテーマを

設定）その後、生徒は「探究の種シート」を使って、自分が設定した

課題のどこに問題があるのか、探究のゴールは何か、どのように探

究を進めていくかなどを記入していく。このようにして、自分が何

に問題意識をもち、何を探究したいのかを明確にすることができる。 

 ２月には、「探究の種シート」に対してお互いに質問し合うＡＬ会

議（アクションラーニング会議）15 を設けている。質問を受けること

で、自分は本当は何に困っているのか、何を探究したいのかの根源を

探ることにつながる。また、定義を明確化したり、どのように数値化

していくかを検討したりと、他者からの視点が加わることで、より探

究内容が具体化されてくる。２月の同学年によるＡＬ会議の期間を

終えて、探究テーマが固まったあと、クラスター編成を行う。 

 

【探究の種シート】 

15 ＡＬ会議（アクションラーニング
会議）探究に行き詰まったとき、教
師が解決策を示すのではなく、互い
に質問し合うなかで、本当の問題は
何なのか、どうすれば解決に向かう
のかを見つけ出す。 

14 ３つの視点 
①素朴な疑問から発想 
②身近な問題から発想 
③特技や好きなことから発想 
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イ 探究深化シートを活用した教師の関わり 

探究深化シートは、探究の道筋を視覚化したものである。生徒は、

この探究深化シートを埋めていくことで、自分の探究は何をめざし

ているのか、そのためにどのような問いがあるのか、その問いに対す

る自分なりの答えは何なのか（仮説）を明確にすることができ、その

仮説を立証するために、どのようなデータをとればいいのかという

見通しまで持てる。この探究深化シートを生徒が作成していく中で、

教師がどのように関わっていくかの指針を設定したものが下図のＳ

ＴＥＰ１〜ＳＴＥＰ５である。教師とのＡＬ会議でも、教師が解決策

を示すのではなく、問うことに重点を置いて関わる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探究課題深化・追究期 

ア 各クラスターの進捗状況を把握・共有 

 ３月の研修では、各部屋の担当教師が受け

持っているクラスターの探究深化シートを

Ａ〜Ｃで評価してもらい、今後の関わり方を

悩んでいるクラスターについてアドバイスを行う場を設けた。この

ような取り組みを積み重ねていくことで、４月からの追究期に向け

て、見通しをもつことができるようにする。 

16 「○○をつくる」ことを「ゴール」
としているクラスターにとって、問い
を「なぜ」や「どうして」から書き始
めるのは難しいという問題点もあり、
ＣＡＮ2023 では「なぜ」しばりをなく
し、ＣＡＮ2024 では「なぜ」あるいは
「どうすれば」という問いの型を示し
ている。 

16 
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イ 多様な他者とつながるための外部連携 

外部とつながることは、探究活動を校内で閉じられたものにする

のではなく、他者の目から評価してもらうことで新たな気づきを促

し、探究をより深めたり、社会とつながることで、自分たちがやって

きたことや成果について意味づけや価値づけを行ったりすることに

つながる。そこで、専門家の方や高校生、大学生などとつながり、評

価を受ける場面を設定した。 

ＣＡＮの日 17 を利用して専門家を訪問し、探究方法について助言

をもらうことは以前から行ってきた。また、コロナ禍により直接訪問

することが難しい中で、オンライン会議によってＣＡＮの日以外で

も専門家とつながって、探究を進めようとする生徒の姿が見られる

ようになったことは良い傾向であると感じている。 

 また、香川県立坂出高等学校の教育創造コースの生徒や香川大学

教育学部の実習生などとの連携も継続しており、ＣＡＮの活動や発

表会に参加してもらっている。特に、香川県立坂出高等学校の教育創

造コースの生徒との連携においては、予め中学生と関わる視点を与

え、探究活動や発表に対して質問することを重視して関わってもら

うことにしている。 

 

探究課題まとめ期 

発表に向けて、結果の整理や考察を行うスキルや、発表を聞いて質

問するスキルを、共想型探究学習シャトルの選択・共通講座の中で身

に付け、ＣＡＮに生かしていく。（詳しくは、シャトルの頁にて） 

 

 

 

17 ＣＡＮの日を活用して以下のよう
な活動を行っている。 

・専門家を訪問し自分たちの仮説や方
法について助言をもらう。 

・再度訪問し自分たちのデータから導
かれる結論に飛躍がないか、本当に
それで証明できたといっていいのか
などについて評価、助言をもらう。 
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② 実感・自己理解としての「語り」を促す教師の関わり 

ＣＡＮでは、経験が違う異学年集団に属して活動することで、経験

豊富な者から様々なことを自ら学び取り、「見習い→弟子→師匠」の

ように成⻑していくことをねらっている。 

生徒が自⼰の成⻑や変容を実感するためには、自⼰の活動を内省

し、自らをメタ認知して、どのように成⻑しているかを把握する必要

がある。そのために活用しているのがＣＡＮＬＯＧ（探究日記）であ

り、３年間の探究の足跡がこの１冊に記されていく。新１年生には、

右図のようなスライドでＣＡＮＬＯＧの活用法をガイダンスしてい

る。 

 ＣＡＮＬＯＧには、実験方法や記録データだけではなく、毎時間の

活動で感じたことや考えたことなどを振り返りとして記述させてい

る。その際には、右のような視点を踏まえて記述するように伝えてい

る。 

 また、１年間のＣＡＮが終わる 11 月にはＣＡＮ物語を作

成する。これは「ナラティヴ・アプローチ」の理論を取り入

れた手法であり、自分の活動を時系列で語っていくことで

自⼰の変容が見えてくる。これらを通して、探究過程におけ

る自⼰を内省し、自らをメタ認知することで、自らの成⻑や

可能性を実感することが、ひいては自⼰理解につながってくると考

えている。ＣＡＮにおける成⻑は数値で表わすことは難しい。だから

こそ、自分の学びを生徒が実感でき、その子の学びを教師が見取るた

めにも、ＣＡＮＬＯＧは重要な記録となる。 

 

● ＣＡＮＬＯＧから見えてくる生徒の姿 

１年間のＣＡＮを通して、生徒はどのような場面で困難や葛藤、喜

 

 

【１年生へのガイダンス資料】 
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び、達成感が生まれ、学びに向かっていくのかを分析する。今回分析

対象とした３年生（ＣＡＮ１の時点では２年生）のＣＡＮＬＯＧを以

下に紹介する。 

探究テーマ「なぜ傘を差していても荷物が濡れてしまうのか」  

細線：ＣＡＮを通して育成されている資質・能力 太線：困難や葛藤、喜びなど情意が動いている部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題設定期（２月 10 日：ＣＡＮ２・３） 

１年生との初顔合わせで、探究の見通し

を説明しなければいけないと思い、モデ

ルを用いた場合と実際に傘でやってみる

場合の２通りの探究方法を考えている。 

モデルでやる場合、材料の調達や実際の傘の形を再現

できるのか、条件制御が可能なのかを悩んでいる。 

実際にやってみる場合も、実験場所の問題や降

水量、体格差などをどうするのか悩んでいる。 

課題設定期（２月７日：ＣＡＮ１） 

同学年によるＡＬ会議で、自分の探究テーマに対して多くの質問

を受け、探究成果をどう数値化するのかが課題であることを実感

している。 
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課題深化・追究期（４月 18 日：ＣＡＮ17・18） 

ＣＡＮの日Ⅰの探究に向けて、何が必要か、

また、場所をどう確保するか、誰が何を準備

するかなど段取りをする力が身につこうとし

ている。 

１年生が加入したことで、クラスターリー

ダーとして、責任ある行動をとるだけでな

く、メンバーの力を引き出そうと心がける

ようになる。 

課題深化・追究期（５月 27 日：ＣＡＮ23～26 ＣＡＮの日Ⅰ） 

課題深化・追究期（４月 18 日：ＣＡＮ16） 

プレゼンで失敗した部分を内省し、次に活かそうする姿が見られる。 

自分の探究テーマに興味を持って、多くの１年生が

プレゼンを見に来たことに喜びを感じている。 
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「見通しの甘さ」「条件制御」「データの正確性」

など多くの困難に出会っている。その中で以前か

ら挙げていた自己の課題「ワンマンで動きがち」

という面にも向き合わざるえなくなった。 

ＣＡＮの日Ⅰで上がった課題に対して、自分なり

にタイムマネジメントの方法を考え、ＣＡＮの日

Ⅱに向けて、もう１度前に進もうとしている。 

課題深化・追究期（５月 27 日：ＣＡＮ23～26 ＣＡＮの日Ⅰ） 

課題深化・追究期（７月１日：ＣＡＮ33～37 ＣＡＮの日Ⅱ） 

ＣＡＮの日Ⅰと同様に、「熱中症」「実験回数」「条

件制御」など多くの困難に向き合うこととなった。 

実験結果に対して、批判的に分析したり、この結果からどこま

でが明らかになって、どこからは明らかになっていないかを分

析し、要因を考察することができている。 
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課題深化・追究期（９月１日：ＣＡＮ43） 

ＣＡＮの日Ⅲは最後の探究活動

になるため、意欲が高まってい

る。これまでの反省点も改善し

ようと意気込んでいる。 課題深化・追究期（９月９日：ＣＡＮ44～47 ＣＡＮの日Ⅲ） 

これまでの探究活動であがっていた困難や課題に向き合い、「役割の交代制」「実験回数の増加」「実験

結果の得点化」など、柔軟に対応していく姿が見られる。 

最後まで解決できなかった課題も多く残ったが、新たな問いやアイ

デアが生まれており、新たな学びに向かおうとする姿が見られる。 
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この生徒の振り返りを見ると、どのように実験結果を数値化するの

か、どのように実験の条件制御を行うのかに向き合い続けた１年間だ

ったことがわかる。実験方法の大幅な改善は、最後まで達成すること

はできなかったが、「条件制御」や「データ量とその信頼度」を重視す

る姿勢は身についていったと言える。また、クラスターリーダーとし

て必要な「見通しを持って段取りする力」や「責任ある行動をとる力」

は課題設定期からある程度備わっていたが、ＣＡＮの日Ⅰでタイムマ

ネジメントが上手くいかなかったことなど、大きな失敗や困難にぶつ

かったことで、「協力し合うコミュニケーション力」や「人の力を効果

的に引き出す力」など探究活動が独りよがりにならないように自⼰を

変革しようとする姿が強まっていることもわかる。 
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共創型探究学習シャトル 

 共創型探究学習シャトルの目的は、ＣＡＮの探究活動における問

題解決に向けた技能を習得させることにある。生徒は、自分の探究

活動に必要なスキルを吟味し、開設された講座の中から今後の探究

に生かすことができる講座を自ら選択する。講座の受講は異学年合

同で行う。ＣＡＮのクラスター単位とは違った異学年どうしで交流

させることで、より学びが深まり、スキルの習得につながる。 

シャトル 2020 まで、「実験」「創造」「調査」の３つの分野に分か

れた一般講座と、16 講座から選択できる特別講座を実施していた。

しかし、講座内容が生徒の実態に合っているのか、ＣＡＮの探究で

活用されているのかといった課題が挙がったため、ＣＡＮの探究活

動を行う上で今の生徒に必要な力は何かを検討し、シャトル 2021

より一般講座を廃止、特別講座の内容を見直し、前期、後期の２期

に分けて実施した。生徒が必要としているスキル、足りないスキル

をさらに分析し、それぞれの探究時期に必要となる基礎的な力を抽

出し（表５）、これらの習得をめざして「質問力」をはじめ、「困り

を発見する力」「仮説を立てる力」等の 16 講座を開設した。（表６）

また、前期は探究テーマの設定や探究活動に必要なスキル、後期は

探究結果の分析やまとめ、発表に必要なスキルを設定した。実施す

る時期も、ＣＡＮでの探究テーマを設定する前の１月に前期講座を

４時間（２時間×２回）、探究活動の途中の６月に後期講座４時間

（２時間×２回）の計８時間実施した。その結果、前期、後期とも

に講座で新たなスキルを学んだことに対する生徒の満足感は高か

ＣＡＮでの 
探究活動 

必要とされる 
探究スキル 

探究テーマの設定 

発想力 

困りの発見 

仮説を立てる 

探究テーマの深化 

クラスターの決定 

コミュニケーション 

企画・運営 

探究活動 

ＣＡＮの日 

アンケート 

電話・メールマナー 

分析・考察 

発表・外部発信 

振り返り 

グラフの作成 

動画編集 

プレゼンテーション 

質問する力 

講座名 

前
期
（
１
月
） 

① 発想法 

②困りを発見する力 

③電話・メールマナー 

④アンケート 

⑤ロジカルシンキング 

⑥仮説を立てる力 

⑦コミュニケーション力 

⑧プロジェクトマネジメ

ント 

後
期
（
６
月
） 
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⑭視覚化 
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共創型探究学習シャトル 
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った。一方で、前期講座は、探究テーマの設定前で探究内容が決ま

っていないため、ＣＡＮで活かしたいと考えて受講しても活用する
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導入され、探究やまとめにタブレットを用いる生徒が多くなってい

ることから、基礎的なタブレットの使い方やアプリケーションソフ

トの使い方の講座を設けたことで、ＣＡＮとのつながりを実感でき

たと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャトル 2023 

シャトル 2022 を踏まえ、生徒が「自ら問いをもつ」ことで探究

テーマを設定してほしいというねがいから、１・２年生全員を対象

に、生活の中にある課題や困りそのものを発見するスキルを習得す

る、共通講座「課題発見力」を開設した。また、後期選択講座では、

結果・分析・考察等の「探究のまとめ」に特化した講座と「発表会

でのスキル」に特化した講座をそれぞれ１つずつ受講できるように

枠組みの見直しを図った。（表 10・図 11） 

次の表 12 は、シャトル 2023 で開設した講座である。 

 

必要とされる 
探究スキル 

講座名 

探究のまとめに 

必要なスキル 

動画編集 

分析・考察の仕方 

タブレットの使い方 

グラフの見せ方 

発表会での 

スキル 

視覚化 

質問力 

発表方法 

プレゼンテーション 

表 10【探究のまとめ期に必要な探究スキル】 
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・共通講座

まとめ

発表会

内容
意見を出し合って探
究テーマを深化させ
る。

探究の種を探し、個人で
探究テーマを設定する。

冬休み・1・2月

探究成果をまとめ、発表
を行う。探究の成果を最
終論文集にまとめる。

10・11月

調べた方法で調査や実験な

ど探究活動に取り組む。CAN
の日を活用し、外部の専門

家から意見をもらう。

7・8・9月

探究の方向性・方法等につ

いて専門家からアドバイス
をもらったり、予備調査を

行ったりする。

4・5・6月

時期 3月

活動
シャトル

選択講座
1人CAN 編成１ 編成２

CANの

日Ⅰ

中間

発表

シャトル

選択講座

CANの

日Ⅱ

探究

活動

CANの

日Ⅲ

内容
意見を出し合っ
て探究テーマを

深化させる。

探究の方向性・方法等について専門
家からアドバイスをもらったり、予

備調査を行ったりする。

まとめ

発表会

冬休み・1・2月 7・8・9月 10・11月

探究の種を探し、個人
で探究テーマを設定す

る。

調べた方法で調査や実験な

ど探究活動に取り組む。CAN
の日を活用し、外部の専門

家から意見をもらう。

探究成果をまとめ、発
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を最終論文集にまとめ

る。

4・5・6月

図８【ＣＡＮの活動概要とシャトル 2021 受講時期】 

図９【ＣＡＮの活動概要とシャトル 2022 受講時期】 

 

導入され、探究やまとめにタブレットを用いる生徒が多くなってい

ることから、基礎的なタブレットの使い方やアプリケーションソフ

トの使い方の講座を設けたことで、ＣＡＮとのつながりを実感でき

たと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャトル 2023 

シャトル 2022 を踏まえ、生徒が「自ら問いをもつ」ことで探究

テーマを設定してほしいというねがいから、１・２年生全員を対象

に、生活の中にある課題や困りそのものを発見するスキルを習得す

る、共通講座「課題発見力」を開設した。また、後期選択講座では、

結果・分析・考察等の「探究のまとめ」に特化した講座と「発表会

でのスキル」に特化した講座をそれぞれ１つずつ受講できるように

枠組みの見直しを図った。（表 10・図 11） 

次の表 12 は、シャトル 2023 で開設した講座である。 

 

必要とされる 
探究スキル 

講座名 

探究のまとめに 

必要なスキル 

動画編集 

分析・考察の仕方 

タブレットの使い方 

グラフの見せ方 

発表会での 

スキル 

視覚化 

質問力 

発表方法 

プレゼンテーション 

表 10【探究のまとめ期に必要な探究スキル】 

時期 3月

活動
シャトル

選択講座
1人CAN 編成１ 編成２

CANの

日Ⅰ

中間

発表

CANの

日Ⅱ

探究

活動

CANの

日Ⅲ

シャトル選択

・共通講座

まとめ

発表会

内容
意見を出し合って探
究テーマを深化させ
る。

探究の種を探し、個人で
探究テーマを設定する。

冬休み・1・2月

探究成果をまとめ、発表
を行う。探究の成果を最
終論文集にまとめる。

10・11月

調べた方法で調査や実験な

ど探究活動に取り組む。CAN
の日を活用し、外部の専門

家から意見をもらう。

7・8・9月

探究の方向性・方法等につ

いて専門家からアドバイス
をもらったり、予備調査を

行ったりする。

4・5・6月

時期 3月

活動
シャトル

選択講座
1人CAN 編成１ 編成２

CANの

日Ⅰ

中間

発表

シャトル

選択講座

CANの

日Ⅱ

探究

活動

CANの

日Ⅲ

内容
意見を出し合っ
て探究テーマを

深化させる。

探究の方向性・方法等について専門
家からアドバイスをもらったり、予

備調査を行ったりする。

まとめ

発表会

冬休み・1・2月 7・8・9月 10・11月

探究の種を探し、個人
で探究テーマを設定す

る。

調べた方法で調査や実験な

ど探究活動に取り組む。CAN
の日を活用し、外部の専門

家から意見をもらう。

探究成果をまとめ、発

表を行う。探究の成果
を最終論文集にまとめ

る。

4・5・6月

図８【ＣＡＮの活動概要とシャトル 2021 受講時期】 

図９【ＣＡＮの活動概要とシャトル 2022 受講時期】 

 

導入され、探究やまとめにタブレットを用いる生徒が多くなってい

ることから、基礎的なタブレットの使い方やアプリケーションソフ

トの使い方の講座を設けたことで、ＣＡＮとのつながりを実感でき

たと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャトル 2023 

シャトル 2022 を踏まえ、生徒が「自ら問いをもつ」ことで探究

テーマを設定してほしいというねがいから、１・２年生全員を対象

に、生活の中にある課題や困りそのものを発見するスキルを習得す

る、共通講座「課題発見力」を開設した。また、後期選択講座では、

結果・分析・考察等の「探究のまとめ」に特化した講座と「発表会

でのスキル」に特化した講座をそれぞれ１つずつ受講できるように

枠組みの見直しを図った。（表 10・図 11） 

次の表 12 は、シャトル 2023 で開設した講座である。 

 

必要とされる 
探究スキル 

講座名 

探究のまとめに 

必要なスキル 

動画編集 

分析・考察の仕方 

タブレットの使い方 

グラフの見せ方 

発表会での 

スキル 

視覚化 

質問力 

発表方法 

プレゼンテーション 

表 10【探究のまとめ期に必要な探究スキル】 

時期 3月

活動
シャトル

選択講座
1人CAN 編成１ 編成２

CANの

日Ⅰ

中間

発表

CANの

日Ⅱ

探究

活動

CANの

日Ⅲ

シャトル選択

・共通講座

まとめ

発表会

内容
意見を出し合って探
究テーマを深化させ
る。

探究の種を探し、個人で
探究テーマを設定する。

冬休み・1・2月

探究成果をまとめ、発表
を行う。探究の成果を最
終論文集にまとめる。

10・11月

調べた方法で調査や実験な

ど探究活動に取り組む。CAN
の日を活用し、外部の専門

家から意見をもらう。

7・8・9月

探究の方向性・方法等につ

いて専門家からアドバイス
をもらったり、予備調査を

行ったりする。

4・5・6月

時期 3月

活動
シャトル

選択講座
1人CAN 編成１ 編成２

CANの

日Ⅰ

中間

発表

シャトル

選択講座

CANの

日Ⅱ

探究

活動

CANの

日Ⅲ

内容
意見を出し合っ
て探究テーマを

深化させる。

探究の方向性・方法等について専門
家からアドバイスをもらったり、予

備調査を行ったりする。

まとめ

発表会

冬休み・1・2月 7・8・9月 10・11月

探究の種を探し、個人
で探究テーマを設定す

る。

調べた方法で調査や実験な

ど探究活動に取り組む。CAN
の日を活用し、外部の専門

家から意見をもらう。

探究成果をまとめ、発

表を行う。探究の成果
を最終論文集にまとめ

る。

4・5・6月

図８【ＣＡＮの活動概要とシャトル 2021 受講時期】 

図９【ＣＡＮの活動概要とシャトル 2022 受講時期】 

 

導入され、探究やまとめにタブレットを用いる生徒が多くなってい

ることから、基礎的なタブレットの使い方やアプリケーションソフ

トの使い方の講座を設けたことで、ＣＡＮとのつながりを実感でき

たと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャトル 2023 

シャトル 2022 を踏まえ、生徒が「自ら問いをもつ」ことで探究

テーマを設定してほしいというねがいから、１・２年生全員を対象

に、生活の中にある課題や困りそのものを発見するスキルを習得す

る、共通講座「課題発見力」を開設した。また、後期選択講座では、

結果・分析・考察等の「探究のまとめ」に特化した講座と「発表会

でのスキル」に特化した講座をそれぞれ１つずつ受講できるように

枠組みの見直しを図った。（表 10・図 11） 

次の表 12 は、シャトル 2023 で開設した講座である。 

 

必要とされる 
探究スキル 

講座名 

探究のまとめに 

必要なスキル 

動画編集 

分析・考察の仕方 

タブレットの使い方 

グラフの見せ方 

発表会での 

スキル 

視覚化 

質問力 

発表方法 

プレゼンテーション 

表 10【探究のまとめ期に必要な探究スキル】 

時期 3月

活動
シャトル

選択講座
1人CAN 編成１ 編成２

CANの

日Ⅰ

中間

発表

CANの

日Ⅱ

探究

活動

CANの

日Ⅲ

シャトル選択

・共通講座

まとめ

発表会

内容
意見を出し合って探
究テーマを深化させ
る。

探究の種を探し、個人で
探究テーマを設定する。

冬休み・1・2月

探究成果をまとめ、発表
を行う。探究の成果を最
終論文集にまとめる。

10・11月

調べた方法で調査や実験な

ど探究活動に取り組む。CAN
の日を活用し、外部の専門

家から意見をもらう。

7・8・9月

探究の方向性・方法等につ

いて専門家からアドバイス
をもらったり、予備調査を

行ったりする。

4・5・6月

時期 3月

活動
シャトル

選択講座
1人CAN 編成１ 編成２

CANの

日Ⅰ

中間

発表

シャトル

選択講座

CANの

日Ⅱ

探究

活動

CANの

日Ⅲ

内容
意見を出し合っ
て探究テーマを

深化させる。

探究の方向性・方法等について専門
家からアドバイスをもらったり、予

備調査を行ったりする。

まとめ

発表会

冬休み・1・2月 7・8・9月 10・11月

探究の種を探し、個人
で探究テーマを設定す

る。

調べた方法で調査や実験な

ど探究活動に取り組む。CAN
の日を活用し、外部の専門

家から意見をもらう。

探究成果をまとめ、発

表を行う。探究の成果
を最終論文集にまとめ

る。

4・5・6月

図８【ＣＡＮの活動概要とシャトル 2021 受講時期】 

図９【ＣＡＮの活動概要とシャトル 2022 受講時期】 
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シャトル 2023 の成果と今後の課題 

（１）前期講座について 

共通講座「課題発見力」では、ＣＡＮの探究テーマを考えるため

に、全体で基本事項の確認ができたが、生徒がよりスキルを身に付

けたり考えたりする時間を確保するために、実施方法や内容につい

て今後検討していく必要がある。選択講座では、「この講座で学ん

時期 ２０２３講座 内容 生徒 

2022 
12 月 

(新設)課題発見力 自分で課題を考える力 1・2 年生全員 

２
０
２
３
年
２
月 

選
択
７
講
座 

①対人マナー 専門家とのかかわり方 

35 人まで 

学年制限なし 

(⑥は 24 人) 

②アンケート 質問項目の立て方 

③思考ツール 考える「方法」 

④仮説の立て方 仮説を立てる力 

⑤コミュニケーション力 コミュニケーションスキルの習得 

⑥プロジェクトマネジメント 計画力段取り力リーダーシップ力 

⑦タブレット活用法 探究時のタブレットの活用方法 

１
０
月 

８
講
座
か
ら
２
つ 

(

⑧
～
⑪
で
１
つ
、
⑫
～
⑮
で
１
つ)

 
 

⑧動画編集 動画編集の仕方 

45 人まで 

※CAN のクラスターメン

バーで受講する講座を

考える 

⑨分析・考察の仕方 自分の探究の分析・考察方法 

⑩タブレットの使い方 基本的なパソコンスキルなど 

⑪グラフの見せ方(基本) エクセルの使い方、グラフ作成 

⑫視覚化 パネル、ボードのまとめ方 

⑬質問力 即座に質問する力 

⑭(仮)発表方法 プレゼンでの話し方 

⑮プレゼンテーション プレゼン資料の作成方法 

表 12【シャトル 2023 開設講座一覧】 

時期

活動
シャトル
共通講座

1人CAN 編成１
シャトル
選択講座

テーマ
深化

編成２
CANの
日Ⅰ

中間
発表

探究活動
CANの
日Ⅱ

シャトル
選択講座

まとめ
発表会

内容
探究の種を探し、個人で探究

テーマを設定する。

探究の方向性・方法等につ
いて専門家からアドバイス

をもらったり、予備調査を
行ったりする。

調べた方法で調査や実験な
ど探究活動に取り組む。

CANの日を活用し、外部の
専門家から意見をもらう。

探究成果をまとめ、発表
を行う。探究の成果を最
終論文集にまとめる。

意見を出し合って探究

テーマを深化させる。

2・3月12月・冬休み・1月 4・5・6月 7・8・9月 10・11月

図 11【ＣＡＮの活動概要とシャトル 2023 受講時期】 
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だ探究スキルは総合学習 CAN のあなたの探究に生かせそうですか」

の問いに対し、どの講座も約９割の生徒が肯定的な回答をしている。

（図 13） 

探究課題決定後に、探究で使うと思われる講座を受講できたこと

で、生徒にとってより必要感のあるものであったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）後期講座について 

シャトル講座後の生徒アンケートでは、「探究に生かせそうか」

の問いに対し、どの講座も９割以上が肯定的な回答であった。（図

14）シャトルの講座選択の際に、クラスターで相談し、探究に必要

な講座を分担して受講することができるため、生徒たちもより必要

感をもって学ぶことができていると考えられる。また、後期選択講

座で、「探究のまとめ」に特化した講座と「発表会でのスキル」に特

化した講座を、各１つずつ受講できたことも生徒の満足感につなが

ったと考える。一方で、もう少し早い段階でまとめや発表に関する

図 13【シャトル 2023 前期選択講座生徒アンケート結果】 
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シャトル 2023 前期選択講座生徒アンケート結果 グラフ差し替え 

シャトル 2023 後期選択講座生徒アンケート結果 グラフ差し替え 
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スキルを学びたいという意見や既に知っているスキルが多いとい

う意見も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャトル 2024 

シャトル 2023 を踏まえ、生徒が新たなクラスターで探究を開始

するにあたってより必要感があるもの、足りていないスキルについ

て受講できるように、共通講座として行うものや選択講座として行

うものについて検討し、前期共通講座として「仮説の立て方」を開

設した。また、生徒が必要としている時期に、必要としているスキ

ルを受講できるように、受講時期や対象とする人の条件の設定など

の見直しを図った。前期講座の「プロジェクトマネジメント」は、

新しいＣＡＮがスタートする時期に、マネジメント力を身に付けた

いという生徒が多いため、今期は、例年通りにクラスマッチをマネ

ジメントする講座とお楽しみ会をマネジメントする講座の二つに

分けて実施する。次の表 15 は、シャトル 2024 の開設講座一覧であ

る。 

図 14【シャトル 2023 後期選択講座生徒アンケート結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

シャトル 2023 前期選択講座生徒アンケート結果 グラフ差し替え 

シャトル 2023 後期選択講座生徒アンケート結果 グラフ差し替え 
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 講座名 講座内容 

探
究
に
必
要
な
ス
キ
ル 

 
共通講座 仮説を立てる力 仮説を立てる力の育成 

前
期
選
択
講
座 

①対人マナー 
外部の方とスムーズに連携するために基本的なマナーを学習
する 

②アンケート 
研究に必要なデータを収集するために実際にアンケート調査
（質問紙作成など）を実施する→特に質問項目の立て方に重
点を置く 

③思考ツール 
ただ考えるのではなく、思考ツールを実際に使いながら、考
える「方法」を身につける 

④タブレット活用法 探究時のタブレットの活用方法 

⑤コミュニケーション力 
クラスターで探究が円滑に行われるコミュニケーションスキ
ルの習得 

⑥プロジェクトマネジメントⅠ 

仕事、メンバー、方法を工夫し、時間を効率的に使う方法 

⑥プロジェクトマネジメントⅡ 

⑦課題設定力 自分で課題を立てる力の育成 

探
究
の
ま
と
め
・
発
表
の
ス
キ
ル 

後
期
選
択
講
座 

⑧動画編集 GIGA スクール環境でのタブレットを使った動画編集 

⑨分析・考察の仕方 
実験や調査から得られたデータの間に、関係があるのかない
のか、相関関係を探る技能の習得 

⑩タブレットの使い方 
タブレットのデータの保存方法。タブレットにあるアプリケ
ーションの説明、使用方法等 

⑪グラフの見せ方(基本) エクセルの使い方、グラフ作成の仕方 

⑫視覚化 パネル、ボードのまとめ方 

⑬質問力 即座に質問する力の育成 

⑭発表方法 分かりやすいプレゼンの方法や話し方について学習する 

⑮プレゼンテーション プレゼンテーションソフトの効果的な使い方や技能の習得 

表 15【シャトル 2024 開設講座一覧】 
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（３）「語り合いの時間」および特別活動における取り組み 

「語り合いの時間」における取り組み 

① 問いを設定し、語り合うための取り組み 

 生涯にわたって学び続ける生徒とはどのような姿かと思い描い

た時、身の周りの様々なことに問いをもち、自問自答しながら、自

己の在り方を常に問い続ける姿が思い浮かぶ。このような、自ら問

い、考え、生涯学び続ける生徒を育てるために、本校では「語り合

いの時間」という授業を設定している。この授業は、「こども哲学

18」における哲学対話の手法を参考にしており、答えのない問いに

対し、参加者全員で問い、考え、語り、聞き合うことを通して、自

らの考えを深めていく授業である。 

 

「語り合いの時間」の実践方法 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

「語り合いの時間」では、「答えのない問いに対して、自問自答

しながら考え、語る生徒の育成」をねらいとして、テーマの選び方

と教師の関わり方に視点をあてて研究を進めてきた。実施回数は

18 1970 年代にアメリカのマシュ
ー・リップマンらによって開始さ
れ た 「 子 ど も の た め の 哲 学
（Philosophy for Children 

= P4C）」と呼ばれる教育実践プロ
グラムである。 

１ ねらい 

答答ええののなないい問問いいにに対対ししてて、、自自問問自自答答ししななががらら考考ええ、、語語るる生生徒徒のの育育成成  

２ 実施時期と実施回数 

 ・１･２年生は前期１回・後期２回の計３回、３年生は前期・後期共に１回

の計２回 

 ・各クラス４つのグループで実施 

（例：３５名場合、９名・９名・９名・８名） 

・教員が１名入って一緒に語り合いを行う 

３ 実施方法 

 ① 哲学対話（40 分） 

・ルールと語り合うテーマを確認する 

・お互いに、問い、考え、語り、聞き合うことを意識する 

・発言はコミュニティーボール 19 を使用する 

② 振り返り（10 分） 

 ・本時の取り組みや考えの変容を振り返り用紙に記入する 
19 毛糸で作ったコミュニティー

ボールを使い、このボールを持っ
ている人が自分の考えを語るこ
とができる 
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１・２年生は前期１回・後期２回の計３回、３年生は前期・後期共

に１回の計２回で、学級ごとに四つのグループに分かれて、生徒８

〜９名と教師１名の少人数で行っている。 

「語り合いの時間」の進め方については、まず初めにルール 20 と

テーマ 21 を参加者全員で確認し、その後、約 40 分間本時のテーマ

をもとに自由に語り合う。その際、教師は生徒の発言をつなげたり、

深めたりするファシリテーターとしての役割を果たしながら一緒

に語り合いに参加する。発言する際には、コミュニティーボールを

もち、語り手と聴き手の立場を明確にすることで、一人ひとりが安

心して語ることのできる環境を作るようにしている。最後に各自で

振る時間を取り、本時の「語り合いの時間」の中で考えたことを振

り返り用紙に記入し、自己の考えや気持ちの変容を振り返らせる。 

 

令和５年度「語り合いの時間」の取り組み 

 令和５年度は、前年度までの実践を継続しつつ、生徒の「考えた

い」や「語りたい」を生み出す手立てとして、次の二つのことに視

点をあてて研究を進めた。 

 

ア 生徒が語りたくなるテーマの選択 

イ 生徒の語りを引き出す教師の関わり方 

 

ア 生徒が語りたくなるテーマの選択  

 これまでの実践では、各学級の生徒の実態を踏まえ、学級担任を

中心とした学年団の教師でテーマを検討、選択してきた。また、生

徒自身が、ある程度自分の考えをもった状態で語り合いに臨むこと

ができるよう、テーマは事前に生徒に伝えていた。しかし、教師か

20 「語り合いの時間」のルール 
・相手が話している間は聴く 
・発言権をもったまま黙った人が
いたら待つ 
・意見がまとまらなかったり、途中
で変わったりしてもよい 
・参加している人が傷つくような
ことは言わない 

21 実際に「語り合いの時間」で実施し
たテーマは、次のようなものであっ
た。 
・働かなくてはいけないのか？  
・「ふつう」ってなに？  
・人数が多い方が正しいのか？ 
・「無駄」な事ってある？ 
・「結果」と「課程」はどっちが大事？ 
・「自由」とは？ 
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ら与えられたテーマでは、生徒の「もっと考えたい」「もっと語り

たい（聞きたい）」という意欲は生まれにくいと感じ、教師が選ん

だ複数のテーマを図 16 のように生徒に選択させる場を設けるなど、

模索しながら実践を行うこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 

イ 生徒の語りを引き出す教師の関わり方 

「語り合いの時間」の中で、教師がどのような関わりをしている

のかを、第１回目の「語り合いの時間」における発話の録音や、参

観した教師の記録をもとに分析したところ、図 17 のような特徴が

あることがわかった。 

 

 

 

 

図 17 

 

 

 教師１ 教師２ 教師３ 教師４ 教師５ 教師６ 教師７ 教師８ 

司会進行 １３ １１ ３ １３ １９ １７ ８ ４０ 

相槌 ３７ ４２ ０ １４ ４０ ３６ １４ ３ 

問い返し １１ ２４ ０ ７ ３１ ４１ １３ １８ 

問いの再設定 １４ ３ １ ４ １ ５ ３ １ 

教師の発言回数 
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司会進行は、語り合いを円滑に進めたり、生徒がどの立場で語っ

ているのかを明確にしたり、すべての生徒に語るチャンスを与えた

りすることにつながる。また、相槌や問い返しは、生徒の語りを引

き出したり、語りやすい雰囲気を作ったりすることにつながる。し

かし、相槌や問い返しをするだけでは、生徒が自分の考えを深めて

いくには十分ではなく、教師が適切なタイミングで問いの再設定を

していくことが深い語り合いになるには重要である。そこで、教師

が適切な場面で問いを再設定し、生徒に新たな問いを投げかけるこ

とができるよう、図 18 のように、それぞれの教師が事前にテーマ

に関係するいくつかの問いを準備し、実践を行うこととした。 

テーマ「無駄」なことってある？に関係する問い 

 

 

 

テーマ「ふつう」ってなに？に関係する問い 

 

 

 

図 18 
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特別活動における取り組み 
ア 語り合い、探究する学びの過程 

 

 

 本校では、学園運動会、送別芸能祭をはじめとするさまざまな

学校行事が実施されている。その行事の多くは、生徒の立候補によ

って組織されたプロジェクト 22 のメンバーによって企画・運営され

ている。各プロジェクトの生徒たちは、「こうしたい」「よりよいも

のにしたい」といった思いをもって、自分たちで課題を見つけ、語

り合い、改善していく。企画・運営における選択・決定のほとんど

を生徒たちに委ね任せているため、生徒たちは表 19 のような多く

の困難や失敗に出会う。停滞する場面も生まれるが、教師はあくま

でサポートする立場に徹し、助言することはあっても、最終的には

自分たちで考え決定させていく。このような活動を通して、学校行

事で学ぶことも生徒主体のものになっていく。 

 

  

  

  

 

イ 実感・自己理解としての「語り」を促す教師の関わり 

学校教育の現場では、学校行事が実施された後に、子どもたちに

振り返りを行わせることが多い。それは、学校行事を通して子ども

たちが自分の取り組みを評価、反省し、自らの達成や成⻑を実感す

ることをねらいとしている。しかし一方で、ほとんどが出来事の羅

列で終わっていたり、出来事に対するただの感想で終わっていたり

する振り返りも多い。 

プロジェクトを中心とした生徒主体の学校行事の運営 

22 主なプロジェクトとして、 
・マスゲーム（運動会ダンス）
プロジェクト 
・３年生プロジェクト 
・送別芸能祭プロジェクト 
・合唱プロジェクト 
・学級旗プロジェクト 
・「歩く日」（遠足）プロジェク
ト 
・修学旅行プロジェクト 
などがある。 

【マスゲームプロジェクトの生徒が学年 

全体に隊形の指示を出している場面】 

表 19 マスゲームプロジェクトの主な活動と出会う困難や失敗の例 

主な活動 出会う困難や失敗の例 

曲決め・ダンス作成 
・プロジェクトメンバー内での考えの不一致 

・学年全体で行うという視点が欠如したダンスの作成 

全体指導 
・計画通りに練習が進まない、本番までの時間不足 

・隊形における他の生徒からの不満の声 
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そこで、学校行事の学びも実感・自己理解につなげるために、次

のような視点を与えて振り返りをさせている。 

「（ 学校行事 ）から、私が学んだことは」の視点で、学校行事を振り返らせる。 

その際、以下の点を意識して振り返る。 

   ○ 学校行事の前と後で自分が変わったこととその理由 

   ○ 今回の学校行事で、どんな出来事があったか。難しかったことや大変だったこと、上手くいっ

たことや苦労の末に達成したことなど、自分の経験とその時に感じた自分の気持ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、視点を与えても、上のような「語り」が出るわけではな

い。学校行事などの特別活動においても、自分たちで困難や葛藤を

乗り越えていくからこそ、自分にとっての意味や価値が語られ、自

己理解にまでつながるのだと考えている。 

【学園運動会における生徒の語り】 
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い。学校行事などの特別活動においても、自分たちで困難や葛藤を

乗り越えていくからこそ、自分にとっての意味や価値が語られ、自

己理解にまでつながるのだと考えている。 

【学園運動会における生徒の語り】 
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（４）生徒の学びを見取る教師集団となるために 

① 教師の「鑑識眼」の醸成 

 そもそも教師の力量とは、「子どもを育てる力」であり、授業力は、

「個々の子どもをどれだけ見取ることができたか」に直結している。 

⻑い単元、あるいは１時間の中での個々の子どもの変容を、発⾔や

振り返りだけでなく、表情や行動、つぶやき等、授業の中で生起す

る事象から、その思考や背景までできる限り詳しく見取り、そこに

含まれる可能性を多様な視点から見いだそうとする「鑑識眼 23」を

高めていくことが、教師として大切である。また、鑑識眼を高め合

う教師集団であることが求められる。 

②  鑑識眼を高め合う授業討議 

 鑑識眼を高め合う教師集団を目指し、本校では、令和４年度より、

研究授業後の授業討議のあり方について、次の観点から語り合うこ

ととしている。 

   全ての参観者が、一人の生徒の姿で語る。 

  ● 授業者のしかけに対して生徒の姿は？ 
例）・授業者のこの発⾔で生徒は〜になっていた。 

・生徒はこの場⾯で〜な姿を見せていた。 

    ・〜な姿を生徒が見せたのはなぜだろう？ 

先に述べたように、教師の力量とは「子どもを育てる力」であり、

子どもが育ったかどうかは、目の前の実際の子どもの姿を見取り、

その姿を基に語るしかない。授業討議においては、「まず生徒ありき」

を全教員で共通理解し、一人の生徒が見せた姿を出し合い、その背

景について語り合うことを徹底する。参観する教師が、授業者の授

業をよく見る責任を引き受けることは、生徒を見る目、学びを見る

目を養うことになり、教師としての専門性も磨かれる。討議の場で

は、参加者それぞれの視点から、熱中・没頭するようになった瞬間

の姿や、逆に停滞した姿から、生徒がそれを見せたのはなぜか、こ

23 「鑑識眼(Educational Connois-

seurship)」とは、エリオット・アイス

ナーによって提唱された教育評価論

の中で語られる教師の能力であり、

子どもが見せる複雑で偶然性を潜め

た活動の意味や価値を解釈し、臨機

応変に適切な指導を行うために教師

に不可欠な能力のことである。 

「鑑識眼」については、勝見健史「小

学校教師の『鑑識眼』に関する一考察

―熟達教師と若手教師の授業解釈の

差異性に着目して―」『学校教育研

究』26、2011、60-73 頁、等に詳し

い。 
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の生徒には、この学習までにどんな生活経験や文脈があったのか等、

一人の生徒の多様な姿が語られる 24。 

「目標に準拠した評価」は大切であるが、目標の到達に囚われす

ぎると、目標への準拠は目標による拘束となり、授業の中に生ずる

豊かな意味を掘り起こし、味わおうとする鑑識眼が失われてしまう。 

仮に、生徒たちが熱中・没頭した姿が見えたとして、その姿は、教

師のはたらきかけによるものなのか、たまたま様々な要素がうまく

かみ合ったからなのか、教師も子どもも思ってもみなかった事柄に

触発されたからかなのか等、学びの姿がなぜ生まれたのかの要因や

背景が討議の中で明らかになっていけば、子どもたちが主体的に学

ぶ姿が、様々な場⾯で生まれていく。また、この視点をもつことは、

新たなカリキュラム開発にもつながっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 討議を通した教師の振り返り(令和４年度末)では、「一人ひとりを

焦点化した討議を聞く中で、停滞したり火が付いたり様々な生徒の

姿が 50 分の中でもたくさんあることに気づかされた。そこから、よ

り一人ひとりの声を聞きたい、考えを知りたいと思うようになった」

「これまでの授業の中で、自分は、学びが深まる種をたくさん見逃

しているのだろうと思った。逆に、生徒から発せられる気づきや考

えをうまくひろえるようになると、可能性が広がると思った。一人

24 こうした本校の討議は、羅生門的

アプローチの援用による。J.M.Atkin

によって⾔及された羅生門的アプロ

ーチとは、教授活動によって学習者に

何が引き起こされたかをできる限り

多様な視点からできる限り詳しく叙

述し、それによって一般目標がどこま

で実現されたかを判断し、カリキュラ

ム開発へフィードバックしていくも

ので、教師の即興的な働きかけや活動

と、多様な視点からの「目標にとらわ

れない評価」を重視する。文部省「カ

リキュラム開発の課題：カリキュラム

開発に関する国際セミナー報告書」大

蔵省印刷局、1975 
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ひとりの学びの跡をしっかり見れる手立てを考えていきたいと思っ

た」「やはり、授業中に生徒一人ひとりの発⾔や反応をこと細かに見

取ることは難しい。他の先生方から詳細を聞くことで、新たな気づ

きがあり、自身の授業改善に活かせた」等、討議の中での他の教師

の子どもの見取りを聞くことで、自身の鑑識眼の向上を自覚し、授

業力向上につながる意識をもったことが伺えた 25。 

 

 

教師アンケート「授業討議に臨む意識は前期研究授業と比べて変わったか」 

＜変わった＞ １４人 

・今まで授業参観で先生のかかわり、色々なグループの活動を見るために歩き回ることが多かったが、“個”を見る観点

から、研究授業は一人の児童・生徒をじっくり見るようになった。討議も「その子がどうだったか」や「先生がこうした

が、その子は～だった。自分なら…」と考えるようになり、先生の手立て中心から、子どものこと中心で質疑するように

なったと思う。 

・これまでは授業者の発問の仕方、題材の切り口など、授業者に焦点化して授業を見ていたが、一人の生徒の姿を追い続

けようとするようになった。参観している際に、一切授業者の方を向かなくなった。 

・子どもの１時間での変容を見取ろうと、一人にじっくり関われるようになったから。 

・方法や授業の流れについてだけでなく、生徒に何がどう影響を与えたのかという視点で発言、考えながら参加するよう

になった。 

・今までは教師の発言やしかけをみていましたが、今回は生徒の姿を意識して見ることができました。自分が授業すると

きには気づけないような生徒の発言やリアクションが見られてよかったです。 

・子どもを中心に授業を見るようになった。 

・研究授業を参観する際に、生徒全員の平均値でなく、個々の変容に目を向けるようになった。つまり、これまでは「全

体の理解度はどれくらい（何人）だろう」や「分かっていない子どもは、どれくらい（何人）だろう」という視点だった

が、「生徒 A は教師のしかけによって、何を感じ、どのように変容していくのだろう」という視点になった。 

・他教科については、よく分からない部分があったり、単元の中でもその１時間しか見ていないのでもいまいちつかめな

いことが今までは多かったが、その時の子どもの姿に注目することはできる。また、専門的な知識がなくても、子どもの

姿を伝えたり、そこから感じたことを伝えたりすることは自分にもできると思った。その視点で授業参観をすると、今ま

でよりも自分にとっての気づきや学びも大きくなったと思う（生かせる）。 

・以前は（公立の時も含めて）指導案を中心に授業を見たり質問したりしていたように感じる。討議の際も、主語は基本

的に授業者。「先生がねらった通りだったか」「先生としてはこの発言は OK か」など。今では、授業参観の際に、一人の

生徒の 50 分間のドラマを見ている感覚（例えとして適切かは分かりませんが）。その生徒はなぜ、この時目の色を変えて

活動にのめりこんだのか。一方、なぜこの生徒は熱中できなかったのか。子どもを主語にした参観・討議のなかで、活動

や問いの有効性について考えることができた。 

・以前よりも、生徒一人一人の反応や変化を見ようとする意識が強くなった。討議に入る前に、「なぜこの子はこんな発

言・反応をしたのか」を自分で考えるようになった。授業を見る視点が増えて嬉しい。 

・今までよりも、生徒を見る、語りを聞くことへの意識が高まった。 

・授業を漠然と見ていて盛り上がったらいい授業!というイメージだったが、生徒が一喜一憂するような姿がより意識的

に見えるようになり、自分の授業の考えるヒントをもらえた。 

25 詳細については、「鑑識眼を高

め合う学び合う教師集団」文部科学

省『中等教育資料』令和５年７月号、

学事出版、2023、46〜47 頁、および、

川田英之「中学校教師の授業力向上

に関する考察―羅生門的アプローチ

による討議を通した授業観の変容

―」香川大学教育学部附属教育実践

総合センター『香川大学教育実践総

合研究 第 47 号』2023、11-22 頁、

を参照されたい。 
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・前期の研究授業では、過去の研究冊子や指導案ばかりを見ていました。考えていたのも、授業の流ればかりです。後期

では、条件をそろえたり教具を選択する時に、生徒の反応や出そうな意見を考えるように変わりました。また、振り返り

を以前よりもよく確認するようになりました。そのうち、他教科の先生方の視点が気になるように変化していったのを覚

えています。 

 
教師アンケート「授業討議を通して、自分の授業への考え方が変わる部分（授業観の変容）はあったか」 

＜あった＞ １１人 

●個や個の背景の見取り ４人 

・一人一人を焦点化した討議を聞く中で、停滞したり火が付いたり様々な生徒の姿が 50 分の中でもたくさんあることに

気づかされた。そこから、より一人一人の声を聞きたい、考えを知りたいと思うようになった。 

・平均値的な視点では、自分の授業を分析する際にも、全体がぼやっとしていた。理由は、＋１と－１でも平均は０、＋

１０と－１０でも平均は０、つまり個の様子が分からない。それが、個の変容についてピンポイントで分かったとき、自

己の改善点が明確になった。（これは時に残酷であると感じた。なぜなら、この改善点は、容易に解決するものではなか

ったからである。）また、羅生門的アプローチを行うには、単に子どもの振り返りのみを観察するだけでなく、子どもの

発話、表情、しぐさ、感情等も観察しなければいけないと感じた。 

・今までは、授業全体の流れを重視していた（指導案通りにスムーズに流れるか等）。この１年を通して、生徒一人一人

の関心や思考に寄り添うことの大切さを感じている。まだまだ不安もあるが、今は生徒たちがこだわるところなら立ち止

まってみたいと思う。 

・これまでいろんな子の反応を見ていたが、一人 or 一班の子をずーっと見るようになったから。 

●個や個の背景の見取りからの授業づくりの視点 ７人 

・発問やしかけが生徒の思考に合ってなかった時と合っていた時の生徒のリアクションや意欲の違いがけっこう分かっ

て、自分が授業するときも生徒のリアクションで「うまくいってない？」と分かるようになってきました。 

・（前）学級全体の思考の把握→単元構成、授業展開を考える→学びが広く浅いものになってしまう。（後）抽出生徒の思

考と題材の本質に迫れる問いに絞って授業を組み立てる。 

・教師のねがいやゴールがより具体的になったと思う。今までも授業づくりの中でねがいは考えていたが、後期研究授業

を通して、子どもの姿をイメージしながら授業づくりに臨むことができたように感じる。（余談になりますが、「子どもの

姿で語る」という話が夏頃集会で出ていたので、９月の実習で国語の実習生にもこの視点で授業を参観するよう伝えまし

た。視点を与えなかったときの討議の話題の中心は“時間配分”。視点を与えた際の討議では、発問の仕方や活動の有効

性が話題となり、実習生にとってもこの視点は効果的であると考えました。） 

・各班で行われている対話の内容を聞き、生徒の声をつないで全体の学びにしていく意識ができるようになった。 

・これまでの授業の中で、自分は、学びが深まる種をたくさん見逃しているのだろうと思った。逆に、生徒から発せられ

る気づきや考えをうまくひろえるようになると、可能性が広がると思った。一人一人の学びの跡をしっかり見れる手立て

を考えていきたいと思った。 

・生徒主体の授業を考えるようになった。そのために単元構成や授業の組み立て方などをより意識するようになった（大

切さが分かった）。 

・生徒の思考の過程に沿った指摘は大いに参考になりました。また、自分で意識していても喋りすぎているという指摘も

あり、自分が言いたい言葉をどう生徒の口から発言させるかを今も考えています。 

●その他 ３人 

・それぞれの教科の手法、流し方、しかけ、熱量など、参考になることがたくさんあったから。 

・勉強になる、参考になる意見が多々あった。 

＜なかった＞ ２人 

・自分の授業に対する考え方（授業観）自体は変わっていないと思う。 

・生徒の姿や思考の見取り方は変わらない。自分の授業では一人の子だけをずーっと見るわけでなく、全員の子の様子を

見ざるをえないから、生徒の様子は把握し切れていないと思う。 
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＜どちらともいえない＞ １人 

・授業は子どもたちと一緒に作っていくという根本自体は変わらなかったが、先生方の意見を聞いて、良いと思ったこと

は取り入れようとした。 

 

教師アンケート「授業討議を通して、自分の授業力の向上につながるところはあったか」 

＜あった＞ １４人 

・他の先生方の発問の仕方や、生徒の新たな発見があり、それを自分の授業に生かすことができたから。 

・学びに向かうようになった瞬間や、逆に停滞した姿を見せているのはなぜか、この生徒にはこれまでにどんな生活経験

や文脈があったのかを考えることは、自分の授業作りにも役だった。 

・授業作りをする視点の変容はあった。 

・生徒をよく見ることの大切さを改めて感じました。生徒が発言しない、盛り上がっていないときは、何か原因があると

考えるようになってきました。 

・勉強になる、参考になる意見が多々あった。 

・学級全体だけでなく、特に抽出生徒の思考に注目し、問いを立てる方法。 

・授業討議の中でも、②の視点（個の見取りのこと－筆者注）でアドバイスをいただくことができ、自分のできていたこ

と、できていなかったことが、より明確になった。また、②の内容（個の見取りのこと－筆者注）から、「結果（振り返

りに記述や試験の点数）」に重点を置くのではなく、「過程（どのように学んでいるのか）」を重視していかなければなら

ないと感じた。 

・先生方のお話から、今まで見えていなかったことが見えてきたり、新たな発見がたくさんあったりと見える世界が広が

ったので、授業を実践する前までの思考はレベルアップしたと思う。授業を進めるスキルはまだまだ十分身に付けられて

いないので、今後挑戦しながら伸ばしていきたい。 

・今までも授業討議に参加して学ぶことはたくさんありましたが、どちらかというと方法（技？テクニック）。二項対立、

ネームプレートを使うなど。後期研究授業では子どもの姿から授業を検討することで、「自分だったら」どう問うか、ど

のように活動を設定するか考えることができ、授業を自分ごととして見つめ直すことができたように思います。 

・やはり、授業中に生徒一人一人の発言や反応をこと細かに見取ることは難しい。他の先生方から詳細を聞くことで、新

たな気づきがあり、自身の授業改善に活かせた。 

・生徒の細かな反応まで討議することで、しかけやファシリの重要性がよりわかったから。 

・授業の時に生徒の様子を見ながらクラスによって少し流れ方を変えるようなことが少しは意識できるようになった。 

・他教科だから関係ないではなく、自分の教科がよくなるために真似できるところをやってみたいと思った（感情を動か

す工夫など）。 

・自分の反省点は、公立でずっと当たり前にやっていたことで、それはただの教え込みと変わらないことだったと感じま

した。生徒が考える授業が附属で出来るようになりたいと感じています。 

 

③  「語り合いの時間」と「共創型探究学習ＣＡＮ」での教師

の関わり 

 「語り合いの時間」と「共創型探究学習ＣＡＮ」では、教科学習

のように教えるべき内容が明確にあるわけではなく、絶対的な正解

があるわけではない。よって、「教師が生徒に教える」というスタン

スでは、関わることができない。 
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「語り合いの時間」では、生徒たちが語り合う流れの中で、どの

ように関われば、語りやすい雰囲気が作れるのか、生徒が本音を語

り出すのか、表⾯的な意見共有でなく、深い語り合いになるのか、

を教師集団で共有していく 26。 

 「共創型探究学習ＣＡＮ」では、全体で 100 近くのクラスターと、

それぞれ異なるテーマがあり、探究している方向もスピードも異な

る。探究がどんどん進むクラスターもあれば、行き詰まっているク

ラスターもある。「自分たちの探究したいことを自分たちで探究して

いく」ことが基本であるため、課題設定の場⾯、探究の場⾯、まと

めの場⾯等で、生徒がより深い探究になるために教師がどう関わる

かの判断はとても重要である 27。 

 これらの関わりこそ、教師としての総合的な鑑識眼が問われるこ

とになる。教科や経験年数を超えた教師同士の学び合いは不可欠に

なり、積極的な意見交換と学び合いが行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

今後も、鑑識眼を高める学び合う教師集団として、目の前の生徒

を見つめつつ、その学びを見取り、自身を高めていく「教師として

の探究」を続けていきたい。 

 

26 令和５年度に、全教員の１時間の
「語り合いの時間」を音声記録し、
逐語録を分析した。教師の主なかか
わりを、①司会進行、②相づち、③
問い返し、④問いの再設定、⑤その
他、で分類した結果、④問いの再設
定が効果的に行えれば、語り合いが
深まることを共有した。現在、どの
場⾯で、どんな問いの再設定を行う
かについて、共有しながら「語り合
いの時間」を実施している。 

27 探究の方法は教えられても、探究
活動自体は教えることができない。
現在は、課題設定シートや探究進化
シート、ＡＬ会議などで、「教えず」
してかかわる方法について共有し
ながら実施している。 
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問い返し、④問いの再設定、⑤その
他、で分類した結果、④問いの再設
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深まることを共有した。現在、どの
場⾯で、どんな問いの再設定を行う
かについて、共有しながら「語り合
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活動自体は教えることができない。
現在は、課題設定シートや探究進化
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ⅢⅢ  主主なな成成果果とと今今後後のの研研究究のの方方向向性性  

本校では、毎年定期的に全校生徒へ学びのアンケー

ト調査を実施している。３年間の本校のカリキュラム

での学びの成果がどのように表れたのか、令和５年度

の卒業生の経年変化が【図 20・21・22】である。 

肯定的な回答（４・３）の割合を見てみると、どの

項目も同様の推移をしていることが分かる。「学ぶこと

を楽しい（おもしろい）と感じる」の項目において、

２年次から３年次にかけて肯定的な回答へと変化した

生徒の学びの振り返り【次頁】には、様々なことに疑

問を持ち、皆で考えることで、様々な角度から考える

ことができるようになったという自己理解につながっ

た語りが見られる。このことからも語り合い、探究す

る学びの過程を重視した本校のカリキュラムが、学ぶ

ことの意味や価値を見出し、自らを豊かに再構成して

いく「自立した学習者」を育成することに一定の成果

があったと考えている。 

一方で、学ぶことを楽しいと感じず、学ぶことに意

味や価値を見出せない生徒も見られる。そのような生

徒の語りを分析すると、学びを通して自分自身に対す

る気づきがなかったり、そもそも学びとは自己理解に

つながるものではないという認識をもっていることが

分かった。学びを自己理解へとつなげるためには、教

師と生徒、双方への新たな意識づけと、どうなれば自

分をよりよく知ったことになるのかといった具体的な

イメージを共有することが必要である。また、そのよ

うな生徒はそもそも学びの中で「なぜ？」「どうして？」

と思わない、学びに対して受動的であるという課題も

みられる【図 23・24】。今後も教師が生徒の文脈や気

づきを重視した学びをより一層具現化することに加え、

授業や CAN といった特定の場だけでなく、子どもた
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ちが日常的に問題意識や興味関心を触発されるような

学習環境を整備する必要があると考えている。 

 

 

 

【「学ぶことが楽しい（おもしろい）と感じる」の回答が１から３へと変化した生徒の振り返りの一部】 

【「学ぶことが楽しい（おもしろい）と感じる」の回答が２から４へと変化した生徒の振り返りの一部】 

ちが日常的に問題意識や興味関心を触発されるような

学習環境を整備する必要があると考えている。 

 

 

 

【「学ぶことが楽しい（おもしろい）と感じる」の回答が１から３へと変化した生徒の振り返りの一部】 

【「学ぶことが楽しい（おもしろい）と感じる」の回答が２から４へと変化した生徒の振り返りの一部】 
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各教科及び学校保健　提案・指導案



 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指 導 案 の 見 方 

ア 単元（題材）観 
 本単元（題材）を扱うに至った、現
在の状況や今日的課題、本題材を学ぶ
ことが、生徒にとって教科の本質や学
ぶ意義の実感にどうつながるのかが書
かれている。 

イ 生徒観 
 この単元（題材）に関する生徒の文
脈（知識や経験、状況）について、学
習前の生徒の中でどのように構成され
ているかをアンケートの結果等をもと
にして書かれている。 

ウ 指導観 
 生徒の文脈を踏まえ、この単元（題
材）を指導するにあたって、どのよう
なしかけを施すのか、（例えば①生徒
の文脈が生まれる工夫、題材と自己と
のつながりを意識させる単元構成 ②
困難・葛藤の場の設定、語り合いの場
の工夫 ③実感・自己理解につながる
語りを促す振り返りの視点などについ
ての）本単元における具体が書かれて
いる。 

エ 本単元の「ものがたり」の授業
構想図 

 授業者のねがい（単元を通して生徒
に期待する成長や変容）や学習の前と
後の生徒の思考、単元学習後の「振り
返り」例が書かれている。詳しくは10
頁を参照されたい。 

オ 本単元で育成する資質・能力 
 授業者のねがい（単元を通して生徒
に期待する成長や変容）は方向目標で
あり、それとは別に本単元（題材）を
通して育成すべき資質・能力（到達目
標）が３観点で示されている。 
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カ 生徒の意識や思考を会話に見立
てた単元構想図 

 本単元（題材）での「生徒の主な思
考の流れ」が分かるよう会話に見立て
て書かれている。決して一問一答や、
授業者が設定した固定的な流しを示し
ているのではない。あくまで授業者に
よる生徒の思考の予想であり、実際の
生徒の問題意識や思考の流れに対応し
柔軟に修正を行う。 
 また、単元構成における授業者の意
図を枠外に明記している。 

キ 本時の学習指導過程 
 本時で生徒はどのように学ぶのか、
生徒の具体的な活動や授業者のかかわ
りを示している。 
 また、クラス全体や班内で生徒が語
り合う場面は「予想される語りの具
体」を示している。 
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国 語 科  

 

髙 木 千 夏 ・ 山 﨑 大 
 
 

言語による認識の力をつけ、 
豊かな言語文化を育む国語教室の創造 

－ 「遊び」のなかで言葉や読み方を捉え直す国語科授業の在り方  － 
 

 国語科では「知覚化－意味化－相対化」という授業方法の研究を積み上げてきた。 
前回研究では、文学的文章の読みの指導を中心に、〈読みを生きる体験〉と〈読みを自覚す

る体験〉の充実や深い読みを生み出すための学習集団づくり、題材と自己の変容に気づく振り

返りの工夫等について実践し、検証を行った。 
今期は、「遊び」の概念を取り入れ、夢中になって学べる場を設定するとともに言葉や読み

方を様々な視点から見つめ直したり、自己の中の言葉の広がりを実感したりすることをねらい

として、 ①「遊び」を通して言葉や読み方を捉え直す単元構成の在り方、②学びの深まりを実

感する「遊び」を取り入れた言語活動の工夫、③自己の変容に気づく振り返りの工夫、につい

て研究していく。 
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【 図②   遊びの分類 】 

研究主題について 

 
 本校国語科では、国語を学ぶ目的は言葉を「獲得する」ためだと考えている。ここでの「獲

得する」とは、知っている言葉の数を増やすことのみを意味するのではなく、一つひとつの言

葉の自分にとっての価値を実感し、自己内に位置づけ 
ることである。今井・秋田（2023）によれば、言葉は 
記号に過ぎず、言葉を本当に理解するには「まるごと 
の対象について身体的な経験を持たなければならない」 
とある。五感や今までの経験など、様々なことを総動 
員して子どもたちは言葉を「獲得していく」のである。 

教室の中には様々な生活経験の子どもたちがおり、 
同じ題材を見ても、疑問に感じるところや感想は異な 
る。そのため、ブートストラッピング・サイクル（今 
井・秋田 2023：図①）の概念を用いて、自分の経験か 
ら離れた言葉の場合でも、授業における言語活動のな 
かで他者の感覚や経験を自らの感覚や経験と結び付けて 
いく（感性理解）を通して個々の言葉の概念を捉え直していくことをめざす。 

生徒が、主体的に言葉の概念を捉え直すことができるよう、本校国語科では今回、単元の中

に設定する言語活動に「遊び」の概念を含むことととした。 
 「遊び」は、ロジェ・カイヨワにより四つに分類、 
定義され、（図②）「故意に作り出され、恣意的に限 
定された困難つまり、それをやりとげたからといって、 
解決しえたという内面的満足以外のいかなる利益をも 
もたらさないような困難──を解決して味わう楽しみ 
が、遊びの中に登場してくる。」としている。国語科 
の授業の中で設定する言語活動に「遊び」を取り入れ、 
子どもたちが困難を解決する中で、何度も題材と向き 
合い、自分にとっての言葉の価値を味わう楽しみを感 
じさせられると考える。 
 また、同じ本の中でカイヨワは、「競争と模擬とは、 
誰もが教育的、美的価値をみとめる文化形態をつくる 
ことができるし、また実際にもつくっている。そこか 
らは安定した魅力ある制度が、ほとんど必然的に出て 
くる」とし、その生産性を語っている。本研究では競 
争と模擬の遊びの概念を取り入れた実践に重きをおき、 
言葉と自己を結びつけ、意味づけし、価値を実感する 
ことで、言葉を獲得し、自分をとりまく世界を広げ、 
さらに自分自身をも形成することができると考える。 
 
 
 

本校国語科が「遊び」の要素に着目したのは以下のような生徒の実態からである。 

【 図① 言葉の獲得の例 】 
今井むつみ・秋田喜美著『言語の本質』ｐ193 より 

1. 競争（Agon） 

徒競走などの純粋な競い合い。平等な条件の

下での勝負を特徴とする。これは競争心を刺

激し、個人の技能や戦略を最大限に引き出す。 

2. 偶然（Alea） 

ルーレットなどの賭け事。結果が完全に偶然

に左右されるもので、参加者の能力や選択は

関係ない。 

3. 模擬（Mimicry） 

演劇や RPG など。文化的には、模倣遊びは人

間のアイデンティティや役割の探求、そして

社会的な価値観や規範の反映・再評価の場と

しての役割を果たしている。 

4. 魅惑（Ilinx） 

ブランコや絶叫マシーンなど。魅惑遊びは、

通常の知覚や意識を一時的に混乱させること

に焦点を当てている。 

－56－



昨年までは、国語科では文学的文章を中心に読みの方略に注目して習得した力を活用するこ

とで、読み方を捉え直すことをめざし、研究を行ってきた。この取り組みは、生徒が自分の読

み方の変容に気づけたり、読みの方略の活用を意識して行ったりと一定の効果があった。しか

し、「全国学力・学習状況調査 生徒質問紙」において「国語の勉強は好きですか」の項目で

は、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した本校の生徒は例年、全国平

均を下回っており、特に R５年度は、42.9％と全国平均の 61.3％を大きく下回っていた。追加

で行ったアンケートでは、「当てはまらない」、「どちらかといえば当てはまらない」と答え

た生徒の主な理由として、「国文法や漢字が難しく嫌になるから」「文章を読むのが嫌だから」

という自体活動に対する否定的なものが挙げられた。国語の勉強が好きと答えた生徒の理由は

「長い文章を読むのが好きだから」「書いてある内容が分かるとなんとなく嬉しいから」と感

覚的なものが多く挙げられた。そのため今期は、言語活動の中に「遊び」の概念を取り入れ、

どの生徒も楽しく、夢中になって学べる場を設定する。「遊び」の中で読みの方略を活用し、

題材や言葉と向き合い、言葉や読み方を様々な視点から見つめ直したり、自己の中の言葉の広

がりを実感したりする生徒の姿をめざす。それによって、国語科の勉強への感覚的な意識を、

学びの実感がともなった確かなものに変えていきたい。 
 

 

言葉や題材について語り合うこと（他者・自己・教材）を通して、自分自身の言葉や読

み方を捉え直した語りのこと。       
 

研究の目的 

 学習者が自己の学びを実感し、言葉や読み方を捉え直すために、 
① 「遊び」を通して言葉や読み方を捉え直す単元構成の在り方 
② 学びの深まりを実感する「遊び」を取り入れた言語活動の工夫 
③ 自己の変容に気づく振り返りの工夫 

以上３点の具体的な手立てについて研究を行い、生徒の変容について見取っていきたい。 

 

研究の内容 
  
 
 
 
 
 
 

（１）「遊び」を通して言葉や読み方を捉え直す単元構成の在り方 

前回研究では〈読みを生きる体験〉と〈読みを自覚する体験〉の充実を図るため、自分は作品を

どのように読んだのかということを自覚するとともに、自らの読み方を見直し、新たな読みを生み

出していくことをめざした。それらの研究は一定の効果はあったものの、作品の内容の深まりだけ

に終始し、学びを自己に引きつけた（国語を学ぶ意味や価値を実感した）と言えない生徒の姿も多

く見られた。 
その原因として、言葉や読み方についての捉え直しが不十分であったことと生徒が夢中になって

学べる場が設定できていなかったことが挙げられる。生徒にとって教科書の題材は与えられたもの

であり、夢中になって読んでいる、自分の好きな小説や漫画とは違うものとして捉えている。 

（１） 「遊び」を通して言葉や読み方を捉え直す単元構成の在り方 

（２） 学びの深まりを実感する「遊び」を取り入れた言語活動の工夫 

（３） 自己の変容に気づく振り返りの工夫 

国語科における「自己に引きつけた語り」とは 
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誰しも自分の好きな作品については夢中になって 

語る。熱をもって身振り手振りで語ったり否定され 

て悔しくなったりするのは、夢中になっていると言 

える。この姿を授業の中で生み出すために、「遊び」 

の概念を取り入れる。 

では、「遊び」の概念とは何か。前述のロジェ・ 
カイヨワの定義に加え、香月（2023）によると「遊 
びは何よりも自由で、遊ぶことそれ自体が目的であ 
り、自由の中で我を忘れて没入し、生きることその 
ものを体験する」とある。 

また、ピーター・グレイ（2018）は「遊び」を以下のように定義している。 
 
（1）遊びは、自己選択的で、自主的である 

（2）遊びは、結果よりもその過程が大事にされる活動である 

（3）遊びの形や規則は、物理的に制約を受けるのではなく、参加者のアイディアとして

生まれ出るものである 

（4）遊びは、想像的で、文字どおりにするのではなく、「本当の」ないし、「真面目な」

生活とはいくらか意識的に解放されたところで行われるものである 

（5）遊びは、能動的で、注意を怠らず、しかもストレスのない状態で行われるものであ 

     る 

「遊び」とは、自主的な活動でなければならない。 

そして、「遊び」の中で何度も教科書の題材と向き合ううちに、教科書の題材は与えられた

ものからこだわりをもって読んだものに変わっていく。（図③）この活動によって生徒は題材

の言葉を様々な視点で読んだり、自分が題材をどう読んでいたのかに気づいたりする。その際、

他者と語り合ったり、自分の考えを書くことで視覚化したりすることが自己内の言葉や読み方

を捉え直すためには必要だと考える。このような活動を通して、生徒が言葉や読み方を捉え直

すために単元構成を工夫していく。しかし、単元の中での全ての活動が自主的な活動にはなら

ないことが考えられる。そこで、図④のように単元構成を工夫していく。 

 

時間  学習課題（中心の問い） と ◆学習内容 

１ 

 

 

 

２ 

～ 

４ 

５ 

 

 

６ 

 

 

「かっこいい」は何に使う？ 

◆「かっこいい」と思うものについて語る。 

◆題名読みをして、本文を初読する。 

◆評論文とは何かを知る。 

筆者になって「最後の晩餐」を見に来た人にプレゼンしよう 

◆小グループでプレゼンテーションの草案を作成する。 

◆図版を三つ選ぶとすればどれか考える。 

筆者がたたえているのは、「レオナルド・ダ・ヴィンチ」か、「最後の晩餐」か？ 

◆プレゼンの原稿を見直し、筆者になりきれているか見直す。 

◆自分たちが作成したプレゼンテーションの結論を確認する。 

プレゼン大会を開いて、筆者になりきろう。 

◆プレゼン大会を開いて完成したプレゼンを発表し合う。★ 

◆自分の思う「かっこいい」ものを作者になりきり、評論文で表現する。★ 

◆学習全体を振り返り、単元の振り返りを書く。 

【 図③ 「遊び」の概念をもとに 

作成した学びのイメージ図 】 

【 図④ 「遊び」を取り入れた単元構成例 】 
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【 図⑤ 物語における 

遊び方・遊ばせ方（中冽）】 

 

 ２年生「君は『最後の晩餐』を知っているか」（光村図書）の実践では、図②の「模擬の

遊び」の概念を取り入れた。評論文の内容理解や段落構成の理解にとどまるのではなく、筆者

が使った「かっこいい」という言葉へのこだわりに注目させるため、「筆者になりきって」プ

レゼンを行うことを単元の中に位置づけた。自分たちで評論文を書くことを通して、より筆者

らしい表現にするにはどうすればよいか試行錯誤する生徒の姿が見られた。  

また、文末表現や、説明に使う図の選定の妥当性など、何度も本文と向き合い自分の作った

プレゼン原稿を修正する姿が見られた。「筆者になりきって」という「模擬の遊び」の概念を

盛り込むことで、プレゼンに工夫が生まれることはもちろん、プレゼンを発表した際も、ただ

の発表会にとどまらず、見ている生徒もプレゼンの中でどこが筆者らしいのかという評価の観

点をもつことができていた。 

森田（2023）は「『遊び』は、それ自体が目的であり、自発的な動機づけによって行われる

ものであるが、そうした活動に本当に真剣に従事すれば、自ずと自分のできない部分に目を向

けざるを得ないことになる。できないことを克服して真に楽しめるようになりたい、そうした

思いが向上心や想像・創造力を育んでいくことになる」と述べている。「できない」「もっと

こうしたい」が生まれたとき、生徒の学びはより深くなり、言葉や読み方にこだわる姿が生ま

れるのではないかと考える。 

 
（２）学びの深まりを実感する「遊び」を取り入れた言語活動の工夫 

前回研究では「深い読み」を生み出すための工夫として二項対立や選択型の学習課題を多く

設定した。これらの課題では生徒が容易に意見を持つことができた反面、対立構図になったり

自分の考えに固執する者がいたりと、自身の考えを述べ合うだけで読みが深まったとは言えな

いものも多かったり、一部の生徒のみが発言する場になったりするという課題があった。そこ

で今期は、「語り合い」の場にも「遊び」を取り入れ、生徒が夢中になって語りたくなるよう

なしかけや教師の関わりについて追究していく。「遊び」の概念を用いた、国語科授業実践を

行っている中冽（2018）は、物語における遊び方・遊ばせ方を図⑤のように整理している。 

２年生「落葉松」（東京書籍）の実践では、A を参考にし、「詩の全体図を明確に理解する

こと」をねらいとして、登場人物になって落葉松の林を歩く体験やイメージをイラストにした

り、イメージに近い画像を選んで持ち寄ったりする活動を 

行った。それらの活動を通して、生徒は五感や今までの経 

験を使って、「落葉松」を読むことができた。 

また、1 年生「さんちき」（東京書籍）の実践では、Ｃを 

参考にし、「登場人物が果たす役割を理解すること」をね 

らいとして、侍に焦点を当て「侍の場面は必要か？」とい 

う学習課題で授業を行った。侍は必要・不必要のグループ 

に分かれ、侍以外ならどんな職業が妥当か、や侍のセリフ 

は「無念じゃ」でいいか、などについて語り合った。これ 

らの活動を通して、生徒は登場人物の役割や時代背景を考 

えることの重要性に気づくことができた。 

このような、活動は作品への理解を深めていくことに有 

効であると考える。しかし、「遊び」の概念を用いて授業 

する際、陥りやすいのが「活動あって学びなし」の授業で 

ある。三好（2024）はその注意点として、「目的を明確に 

する」ことを挙げている。「楽しかった」で終わらないよ 

う、何の力をつけるために行うのかを教師が明確にもつとともに、生徒にもしっかり伝えて活

動を行う必要がある。 

 

 

A 自分の体験（経験）、知識等と重ねな

がら、物語を劇的、映像的にイメージす

る。 

B 物語に同化して、物語の中で生活する。 

C 物語の登場人物、ことがら、事件等を

評価する。 

D 物語に触発されて、自由に想像したり、

創作したりする。 

E 物語の比べ読み、重ね読みをし、感想

を述べる。 
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（３）自己の変容に気づく振り返りの工夫 

自らの学びの過程を振り返り、それらが自分にとってどのような意味や価値があったのかを

語れなければ、習得した新たな知識や概念は自分のものとはならない。今期は振り返りにおい

て、どのような言葉や読み方を獲得したかを意識させることで、学ぶ意味や価値の実感（次の

学びへの意欲、期待）へとつなげたい。また、学びが生徒のものになっているとき、生徒は夢

中になってテキストを読んだり、級友と語り合ったりしている。１時間の中で、あるいは単元

の中で「心がどのように動いたのか」を振り返りの視点として設け、記述させることで、生徒

の思考を把握していきたい。 

具体的には、以下の３点を実践する。 

① 毎時間の振り返りに、「今日の気持ち」「一番心が動いたこと・強く印象に残ったとこ

ろ」などの視点を用いて書かせることで情意に注目させる。（図⑥） 

② 単元学習前の題材に対する自分の考えを書かせておく。 

単元学習後の振り返りを書く際、学習前の自分の考えや 

毎時間の振り返りを生徒に配付し学びの過程を振り返る 

手助けとする。また、単元学習前と単元学習後で同じ内 

容のアンケートを行うことで、自分の変容に気づかせる 

ことをねらう。 

③ 単元後の振り返りの際に以下の視点を提示する。 

（視点については笠井（2021）を参考にした。） 

ア、学びの過程を記述させる 

   教師はこちらが意図し求めた言動や活動、振り返 

りの記述があれば、よい学びが営まれていると思い 

込みがちである。しかし、生徒が学びを実感するの 

は、このような成果や到達だけではない。そこには、 

諦めや躊躇もあれば、迂回や克服、学びをめぐる喜怒哀楽がある。そのような情意の変容

を記述させる。 

 イ、この単元での言語活動の意味や価値を考える 

学習を通して体験した言語活動、扱ったテキストについて、どう捉えるか。自身で単元

の学びをどう意味づけ・価値づけしたか記述させる。特にここで、今期重点を置いている

言葉や読み方の捉え直しについての記述が出ることをめざしたい。しかし、ここには作品

ならではのよさ（現実でできないことを追体験→自身を振り返る→「私」という存在につ

いて考える、等）を踏まえた語りも含まれると考える。 

 ウ、学習を通して学んだ能力や態度を取りだして整理する 

単元を通した学びは一人ひとりの生徒の内に成立する。ここでは、 

  １ 知った、理解した、できたこと（能力） 

  ２ 深く考えたこと、感じたこと（能力、態度） 

  ３ もっと学びを広げたい、深めたいと思うこと（態度） 

  について、生徒自身が単元学習後にどう感じているか記述させたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 図⑥ 生徒の振り返りシート 】 
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成果（○）と課題（●） 

 

（１） 「遊び」を通して言葉や読み方を捉え直す単元構成の在り方 

○ 「遊び」の概念を用いた単元構成によって、授業に前向きに取り組む生徒の姿が見られ

た。２年生「君は最後の晩餐を知っているか」では、「筆者になりきって『最後の晩餐』

をプレゼンしよう」という単元を貫く課題を設定し、プレゼンを作成した。３年生「俳句」

では、宇多津町主催の「令和相聞歌」に応募するために「恋」をテーマに俳句作りを行った。

単元のゴールイメージを明確にしたことも生徒の意欲喚起につながったと考えている。 

● 「遊び」の概念を用いたことで意欲的に活動する姿は見られたが、熱中しているとは言

い難い。森田（2023）が提唱するように、「できない」「もっとこうしたい」と思わせる

しかけが必要である。３年生「俳句」の実践では、授業の１時間目に俳句を創作し、単元

の学習を通して生徒の俳句が変容していくことをねらったが、変容が見られない生徒がい

た。それは自分の俳句にこだわりをもっていると言うこともできるが、「もっとこうした

い」という意欲が喚起できなかったとも言える。そこで、生徒どうしで相互評価をする時

間を設け、自分の俳句が表現したいことが相手に伝わっていないという「できない」を経

験させることで、「もっとこうしたい」を生み出せるのではないかと考える。また、生徒

にこのような情意面の変化が見られない場合、言葉や読み方の捉え直しも難しいのではな

いかと感じる。やはり、情意面に働きかけ夢中になって学習する場を設定することは、言

葉や読み方を捉え直し、国語を学ぶ意味や価値を実感するために有効な手立てだと考え

る。 

 

（２） 学びの深まりを実感する「遊び」を取り入れた言語活動の工夫 

○ 「筆者になりきって」や「審査員として」など、役割を与えることは生徒の学びに有効

だと感じた。また、ロイロノートなど ICT を活用することは意欲喚起につながった。 

● 語り合う際の視点がはっきりしていなかったことが最大の反省点である。語り合う目

的、今焦点になっていること、語り合ったことを俯瞰的に見る時間など、教師が生徒の様

子をしっかり見取り、ファシリテートする必要がある。また、語り合うためには生徒が語

りたいと思う場の設定やそれまでの活動での知識の習得が必要である。そのため、単元の

中で効果的に言語活動が行えるように考えていく必要があると感じた。 

 

（３） 自己の変容に気づく振り返りの工夫 

○ 単元の前後で同じ問いを投げかけたり、視点を与えて自分の考えを書かせたりすることで

生徒の変容を見取ることができた。 

● 自己の変容を捉える視点の提示が不十分だったので、「説明的文章が読めるようになっ

た」と感じる生徒がいても、その感動や充実感の表現が乏しかったように思う。２年生「君

は『最後の晩餐』を知っているか」では、筆者の「かっこいい」に対するこだわりを吟味

してもなかなかその学びを原稿へと表現することの必要性を感じない生徒もいた。「かっ

こいい」を吟味させる前に、「かっこいい」が筆者として必要であることを押さえておき

たい。大きな単元構成で考え、「かっこいい」をテーマに単元を組んでみることも考えら

れる。例えば、まずは自分で『最後の晩餐』について調べてこだわったプレゼンをつくっ

たのちに、本文と出会わせ、筆者との乖離や違和感を感じさせる。「自分は『最後の晩餐』
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をかっこいいとは言っていない。じゃあかっこいいはいるのか？」とコンフリクトを発生

させ、思考の波が生まれる工夫を単元構成を考える中で行い、読めた充実感や表現できた

満足感など、生徒が自然と振り返りに表現するような工夫が必要である。 
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 第３学年１組 国語科学習指導案  
 

  指導者  山﨑 大  
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））１１１１：：２２００～～１１２２：：１１００       

２２  単単    元元    名名      俳俳句句のの鑑鑑賞賞～～世世界界をを広広げげるる「「取取りり合合わわせせ」」～～  
３３  学学  習習  空空  間間      ３３年年２２組組教教室室                                        
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて                                                                                                   

(１) 俳句は日本文学における最短の詩型である。短いからこそ、表現に込められた

  意図を考えながら、じっくりと言葉と向き合うことができる題材である。子ども 

は俳句を介しながら、言葉を獲得したり捉え直したりして、自分をとりまく世界

への認識を更新していくことができる。 

中でも本単元では「取り合わせ」の効果に焦点をあてながら鑑賞活動を行う。

取り合わせとは、季語とそれと一見無関係に思えるフレーズ(作者の気持ちや気

づきなど)とを組み合わせて俳句を詠む方法である。短い俳句では、作者は感情を

そのまま言葉にはせず、季語に託しながら詠む。鑑賞する際は「季語」と「その

他の部分」の取り合わせから生まれる発想の広がりを楽しみながら読みに向かう

ことができる。そして、取り合わせの効果を検討し、表現の妥当性を考えていく

中で、生徒は作者が十七音にこめた思いに迫ることができる。学習指導要領にお

ける〔思考力・判断力・表現力等〕「Ｃ読むこと」の指導事項「ウ 文章の構成

や論理の展開、表現の仕方について評価すること。」を指導するに適している。 

(２) 本学級の生徒は男子１８名、女子１７名の合計３５名である。子どもたちは小

学校５年生時に「俳句」を学習しており、事前のアンケートにおいても、ほとん

どの生徒が俳句について「五七五」「季語」という言葉を用いて説明することが

できた。一方で「物語が好きですか」という質問に対する肯定的回答が全体の８

０％、否定的回答が９％だったのに対し、「俳句が好きですか」という質問に対

する肯定的回答は全体の５１％、否定的回答は２９％となった。このことから、

俳句を読むことに関する好みについては生徒によって差が大きいことが分かっ

た。否定的回答への理由を問うと「字数が少なくて分かりにくい」といった回答

が複数目立った。「短い＝説明が少ない」といった解釈が為されているものと予

想されるのに加え、語句同士のつながりに対する意識が薄いものだと考えられる。

そこで、つながりをより意識できるよう、他の季語と入れ替えてみながら、イメ

ージがどう変わるかを検討する時間をとりたい。お互いの経験を基にしながら俳

句の解釈を話し合う場を設定することで、辞書的な意味を超えてその言葉が句全

体に果たす役割について、思いをめぐらせるようなきっかけ作りとする。 

(３) 本単元(題材)を指導する(個の「ものがたり」をつむがせる・「情意」を働かせ 

る)にあたって、次の点に留意したい。 

・ 「恋の句」を題材に用いることで、生徒が自身の経験とつなげて学びを進め 

られるようなしかけとする。また、中高生が創作した俳句を題材に用いること 

で、教科書教材に対するよりも批判的思考を用いて吟味できるようにする。 

  ・ 単元の終末に身近なＪポップの歌詞における「取り合わせ」的表現を紹介し、

その意味を考える活動を設定することで、本単元で身につけた見方・考え方が

実生活につながるものであることを実感させられるようにする。 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
 俳句の鑑賞を通して、取り合わせの効果に気づき、そこに込められた作者の思い

に迫りながら作品を評価することができる。 

●題材（  俳句  ）に対する「ものがたり」の変容 

５５  本本単単元元のの目目標標                                                
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図                      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

（２）本単元で育成する資質・能力 

  学学習習指指導導要要領領よよりり  本本単単元元ににおおけけるる目目標標  

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を増し、
慣用句や四字熟語などについ
て理解を深め、話や文章の中で
使うとともに、和語、漢語、外
来語などを使い分けることを
通して、語感を磨き語彙を豊か
にすることができる。（１）イ 

○季語やそれを支える言葉に着
目し、語感を磨くことができる。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・文章の構成や論理の展開、表
現の仕方について評価するこ
とができる。Ｃ（１）ウ 

○「読むこと」において、季語と
その他の部分とをつなぎながら
読みを進め、その取り合わせの
効果を吟味し、評価することが
できる。 

（学習前） 

 五・七・五で書かれた詩。

作れる人はすごいと思うけれ

ど、なんだか説明が少なくて

分かりにくい。 

（学習後） 

 短い分、言葉同士をつなげ

ながら想像できて楽しい。取

り合わせは言葉のかけ算みた

いですごい！ 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫ ＊「自己に引きつけた語り」部分  
  

最初、俳句は説明が少なくてわかりにくいなと感じていた。途中から、季語をじっ

くりとみて、そこからイメージをふくらませていくことがポイントだと思った。だん

だん慣れてきたら言葉と言葉が頭の中でつながって、想像がどんどん広がって、「取

り合わせ」はまるで言葉のかけ算みたいでおもしろかった。そうやって、直接的にわ

かりやすく説明するのではなくて、季語のイメージを利用しながら自分の考えや思

い、気づきを読み手に伝えようとするこの方法は、とてもオシャレですごいと思っ

た。 
１番驚いたのは、取り合わせの考え方が俳句以外でも使われていることだ。授業で

は bucknumber の『わたがし』で考えた。歌詞とわたがしのイメージをつなげながら

読むと、歌詞に込められた思いが今までよりも深く理解できた気がした。私が好きな

あいみょんの曲でも探してみたい！ 

探究的な学び 
他者と語り合う 

『 も の が た り 』 の 授 業 
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学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・言葉が持つ価値を認識する
とともに、読書を通して自己を
向上させ、我が国の言語文化に
関わり、思いや考えを伝え合お
うとする。 

○積極的に俳句を読み、学習課
題に沿って作品を評価しようと
している。 

 

（３）単元構成（全５時間） 

 

    

選択式の発問を用
意することで、生徒
が立場をもって話し
合いに参加できるよ
うにする。 

語 感 を 確 認 し て か
ら、解釈につなげる
ことで、発想を広げ
にくい生徒への支援
とする。 

夏井先生の話の説
得 力 を 感 じ る こ と
で、「感想文」ではな
く「鑑賞文」を目指
したいという思いを
もたせる。 
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Ｂに分かりやすい俳
句を用意し、「分かり
やすい」＝「良い俳
句」ではないことを
実感するためのきっ
かけ作りとする。 

感触の違いばかりに
議論が向かうようで
あれば、「この重さは
一体何による重さで
すか」と追発問を行
い、句の内容を深く
読むためのきっかけ
作りとする。 

恋の俳句を題材に扱
うことで、生徒が自
らの経験とつなげな
がら鑑賞できるよう
にする。 

「取り合わせ」によ
って作られた俳句ば
かりを用意し、後半
でその効果に焦点化
できるようにする。 
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中高生が作者である
こ と を 明 か す こ と
で、批判的思考をも
って作品を吟味でき
るようにする。 

歳時記や便覧、タブ
レットを用いてよい
ことを声かけし、言
葉が広がりにくい生
徒への支援とする。 

同じ句を選んだもの
同士の話し合いの場
を設定することで、
自身の意見を支える
根拠に説得力をもた
せるようにする。 

実 生 活 の 中 で 働 く
「取り合わせ」的も
のの見方を紹介する
ことで、学びと生活
のつながりを実感で
きるようにする。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導              

(１）目標   
  ・ 作者が句に込めた思いを言葉を用いて想像しながら、取り合わせの効果につ

いて吟味し、根拠をもって評価をすることができる。 

（２）学習指導過程      
 学習内容及び学習活動  予想される生徒の反応   ○教師のかかわり  
 
 
 
 
1 ABCの俳句について、

どれがよいかを考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 取り合わせの効果を

吟味する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3  今日の学習を振り返

り、語り合う。 

 
 
 
 
・どんな状況だろう？ 
・どんな思いだろう？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・他の言葉では代えられ

ないのかな？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「取り合わせ」、だんだん

おもしろくなってきた！  

  
 
 
○視点を与えず、自由に読みを広

げられるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○歳時記や便覧、タブレットを使

わせて、生徒の発想を広げる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○「取り合わせ」という見方につ

いて考えをもてている振り返
りを紹介する。 

 
７７  見見取取りり  

 ・ 言葉に着目して作者が句に込めた思いを言葉を用いて想像しながら、取り合わせ

の効果について吟味し、根拠をもってランキングをつけられたか。(ノート、観察) 

学学習習課課題題：：恋恋のの俳俳句句ととししてて優優れれてていいるるももののははどどれれかか  

A「初恋の真っ只中や扇風機」B「告白の勇気いちご五百個分」C「夕焼けや明日の映画の服選び」 
Ｔ ：１番良いなと思う俳句はどれですか？また、理由は何ですか？ 
Ｓ１：Ａです。夏で体も暑いし、きっと心も熱いのだと思います。テンションが上がりすぎそ

うなところを、「冷静に冷静に」と自分に言い聞かせている様子が浮かんできます。 
Ｓ２：Ｂです。なぜなら「いちご」の甘酸っぱさが恋の甘酸っぱさと重なるからです。 
   また、「五百」という数がとても勇気が必要だった心情を強調しているとも思います。 
Ｓ３：Ｃです。日が落ちるまで長い時間をかけて一生懸命服を選んでいる様子を想像しまし

た。また、夕焼けに照らされた赤い顔も少し照れているような気持ちと重ねられます。 
Ｔ ：少ない言葉からいろいろな想像が広がりますね。Ａからは「好きな気持ちが抑えきれな

いという思い」、Ｂからは「告白を前にドキドキしている思い」、Ｃからは「照れくさい

けれど服選びに一生懸命な思い」がそれぞれ見えてきましたね。 

Ｔ ：ここからはランキングをつけていきましょう。「扇風機」「いちご」「夕焼け」がそれぞれ

季語で用いられていますが、これが「作者」の思いを本当に効果的に表してるんでしょ

うか。他の言葉をどんどん入れてみて、検証してみましょう。作者の季語がやっぱりい

い！となれば、その句のランキングは高くなりますね。 
Ｓ２：Ａは「かき氷」ではダメなのかな。夏祭りの楽しそうなイメージが、気持ちの高ぶりと

重なっていい気がするなぁ。 
Ｓ３：Ｂは「レモン１００個分」の方がいいと思う！告白って甘さというプラスの感情よりも

緊張のドキドキが大きいはずだから、もっと酸っぱいものの方がいいと思う。 
Ｓ１：Ｃは「スズムシや」でどうかな。一生懸命に鳴く虫たちと、作者の一生懸命な気持ちと

が重なると思う！ 
Ｔ ：では、話し合いも踏まえて最終的なランキングをつけてください。そして、次回は実際

に文章を書いていきます。１位の句を評価してもいいし、３位の句を批判してもいいで

す。１位か３位かを選んで鑑賞シートに記入しましょう。 
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 第２学年３組 国語科学習指導案  
 

  指導者  髙木 千夏 
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1133：：0000～～1133：：5500 
２２  単単    元元    名名      「「君君はは『『最最後後のの晩晩餐餐』』をを知知っってていいるるかか」」 
３３  学学  習習  空空  間間      ３３年年２２組組教教室室                                       
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて                                                                                                         

 （１）本題材は、筆者が『最後の晩餐』とそれを描いたレオナルド・ダ・ヴィンチを「かっこ

  いい」という言葉で讃えている。筆者はそう讃えた理由として、本文中で『最後の晩餐』に

  科学的知識や技術が駆使されていることを挙げている。文章から、論理的な表現の意図や

  筆者の価値観を読み取ることができる。文章に表出した筆者の言葉選びや文末表現の目的、

  その効果を、プレゼンテーションの作成という「模擬の遊び」の中で考えることで、日常生

  活の中で自分の考えを書いたり披露したりする際に、情報を取捨選択し、根拠を明確にし

  て表現する力を身につけることができると考える。 

生徒は評論文を読むことは今回が初めてとなる。評論文は、筆者が読み手に共感や納得を

生ませようという意識が強い。そのために絵画には不向きとも言える平易な表現を用いな

がらも、構成や叙述にさまざまな工夫を凝らしている。「かっこいい」という日常的な語と、

「解剖学」「遠近法」「明暗法」などの専門的な用語を具体例や図を示しながら順に用いて

いることにその特徴がみられる。こうした点に目を向けることで、筆者が使う「かっこいい」

の対象やその意味を本当に理解できているのか生徒に問いかけ、説明的文章を「読める」と

はどういうことかを考えさせたい。生徒たちは、有名な絵画である『最後の晩餐』を目にし

たことはあるが、美術の授業ではまだ学習していない。じっくり絵を鑑賞したり、使われて

いる技法を分析したりした経験はない。また、文章を読んで筆者の論を言葉で読み込むこと

はできても、構成や絵を文章の内容と結びつけ、納得感や充実感を持って読み進めることに

は及んでいないと考える。そこで、自ら調べた内容にキーワードを付けたプレゼンテーショ

ンをつくる活動を「模擬の遊び」として設定する。条件付けを行い、ゲーム性を持たせるこ

とで、伝えたい内容を的確に他者に伝える意識を持たせる。この活動のために何度も本文を

読み返させ、筆者の工夫と内容が結びついた理解となり、自身のプレゼンテーションへの更

なる表現の工夫への意欲や筆者の絵に対する思いの深さに共感できることにつながると考

えた。 

（２）本学級の生徒は男子19名、女子16名の合計35名である。学習前のアンケートでは、「説明

的文章を読むときには、筆者の意見の根拠を探すようにしている」に対して、「はい」と答

えた生徒は27名(n=35)であり、説明的文章の読解において、根拠を明確にして筆者の主張

を読み取ろうと意識していることは分かる。しかし、「自分の意見を発表するときには説

得力のある伝え方ができている。」という質問に対して、「はい」は13名、「自分の意見を

まとめる活動では、筆者や他の級友の意見と比較し、共通点や相違点を見つけたり、根拠

となる体験などを入れたりしている。」に対しては11名と、自分の考えや意見の形成につ

いては自信を持っておらず、論理的に意見を組み立てられるまでには至っていない。日々

の授業でも「すごいと思った」、「良かった」というように、簡単な感想を述べるだけに留

まっている生徒が大半である。授業では、筆者のものの見方や考え方を読み取ることに留

まらないよう、根拠を明らかにして自分の言葉で考えを表現する活動を取り入れる。自分
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
 本文を何度も読むことを通して、表現の意図や構成の工夫の効果を理解し、実生活の中

で自分の思いや考えを伝える際に、言葉の吟味や工夫を行う意識をもってほしい。 
  
●題材（「君は『最後の晩餐』を知っているか」）に対する「ものがたり」の変容 

で感じたことが根拠を伴って説得力をもつとき、それは独りよがりではなく、筋道立てら

れた、他者にも認められるものであることを実感させたい。筆者の意見や他者の考えと比

較したり、関連付けたりして自分の意見を再構成することを通して、自分の考えを根拠立

てて形成する力を身につけさせていきたい。  
（３）本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点

に留意したい。 
・「どんなことができれば『説明的文章』を読めたことになるのだろう」を常に意識さ

せ、評論文として自分の考えを表現した原稿で絵のプレゼンを行う。 

・「時間は２分以内」、「キーワードを的確に伝える」といった条件をつけることで、

本文の「かっこいい」への筆者のこだわりを遊びの中で的確に捉えさせる。 

・「読む活動」と「書く活動」をつなげる取り組みとして、学習前や毎時間の最後に 

学んだことを取り入れて創作を行い、「読む活動」で得たスキルを「書く活動」で活用

することをねらう。 

５５  本本単単元元のの目目標標                                               
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図                      

○ キーワードを決めて絵のプレゼンテーションを行うことで、自らの既有知識や価値観と 
本文の内容を関わらせながら、文章を書くことに対して自己の変容を自覚させたい。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

 評論文は筆者の主観であり、

それを支えるために多くの専門

的な言葉が使われている。説明

文と同じ。難解である。 

（学習後） 
 評論文は筆者固有の考えだが、

作品の魅力や作品の評価を表現

するときには、対象を分析的に見

るだけでなく、読み手へのわかり

やすさも意識されて言葉が選ば

れていることが分かった。 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
 私は最初、評論文は説明文のことだと考えていた。しかし、「最後の晩餐」という一枚の絵

に対して、描いた作者やその作者が使った技法まで、いろいろな観点で述べて、絵の魅力を伝

えようとする一生懸命な筆者の思いが伝わってきた。「最後の晩餐」を「かっこいい」とは最

後まで思わなかったけれど、筆者が私たち読み手にその価値観が伝わるよう様々な工夫をして

いることが分かった。「最後の晩餐」について調べたとき、本当にたくさんの情報があって、

何を伝えればいいのか迷った。自分で自分の原稿にキーワードを付けるのも難しいと感じた。

でも、何度も本文を読み返す中で、筆者がこだわっていた表現や絵の説明に欠かせないものは

何かを考えることができ、自分の文にも生かしたいと感じた。ただ知っていることを並べるの

ではなく、「どのような相手に何をどれだけどのように伝えるか」を考えて、言葉や図版を選

ぶのはとても難しかった。筆者の文章の構成や言葉の選び方、価値観の持ち方を何度も読むこ

とで、自分の中でも「最後の晩餐」がとても魅力的な絵になったと感じている。自分がよいと

思ったものの魅力や評価を、他人に効果的に伝えられるようになりたい。 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について理

解することができる。(１)ア 

・情報と情報との関係の様々な

表し方を理解し、使うことがで

きる。(１)イ 

○図版の役割や段落どうしの関係

に着目して文章の構成を捉え、内

容を読み取ることができる。 

○図版の役割や段落どうしの関係

を意識して、文章の構成を考えて

書くことができる。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・文章と図表などを結びつけ、

その関係を踏まえて内容を解釈

している。Ｃ(１)ウ 

・文章を読んで理解したことや

考えたことを知識や経験と結び

つけ、自分の考えを広げたり深

めたりしている。Ｃ(１)オ 

○「最後の晩餐」をプレゼンするた

めに、必要な情報を整理し、取捨選

択しながら表現に取り組んでい

る。 

○構成や表現、図版の効果に着目

して、プレゼンを批評することが

できる。 

学学びびにに向向かかうう力力,,  

人人間間性性  等等  

・粘り強く文章を読んだり、他

者と交流したりして、自分の見

方や考え方を深めようとしてい

る。 

○プレゼンの発表から、自分の読

みを形成し、根拠をもって友人に

語ろうとする。 

 

（３）単元構成（全７時間） 

 

時間  学習課題（中心の問い） と ◆学習内容 

 

１ 

～ 
３ 

 

 

４ 

～ 

６ 

 

 

７ 

 

 

「最後の晩餐」ってどんな絵だろう？ 

◆「最後の晩餐」についてさまざまな視点から調べ尽くす。 

◆プレゼンテーションの草案を作成する。 

◆自分の原稿から「最後の晩餐」を一言で表したキーワードを付ける。 

「最後の晩餐」はかっこいいのか？ 

◆本文を読み、評論文とは何かを学ぶ。 

◆本文と自分のプレゼンテーションの原稿を比較する。 

◆「かっこいい」を伝えるための筆者の工夫とは何か考える。 

◆プレゼンの原稿を見直し、キーワードが相手に伝わるかどうか見直す。 

◆自分たちが作成したプレゼンテーションの結論を確認する。 

プレゼン大会を開いて、相手に伝えよう。 

◆プレゼン大会を開いて完成したプレゼンを発表し合う。 

◆自分の思う「かっこいい」ものを、評論文で表現する。 

◆学習全体を振り返り、単元の振り返りを書く。 
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本文を読む前に、最初
に「最後の晩餐」につい
て生徒の視点から調べ尽
くす活動を入れること
で、生徒にプレゼンへの
こだわりを持たせる。 

自分が調べたこと、原稿に
まとめたことからキーワード
を決めることで、何を伝えた
いかを明確にさせる。また、
本文のキーワード「かっこい
い」に対して違和感を持たせ
る。 

説明文ではなく、評論文
であることをおさえ、筆者
の価値観について語られて
いる内容であることを意識
させる。筆者の価値観につ
いて疑問を持っている状態
でもかまわない。 
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 うまく字数や時間
内に原稿がまとまっ
ていても、伝えたい
内容がうまく伝わら
ない状態で困難を感
じさせる。内容の精
選や構成の工夫の必
要性をもたせる。 

 内容と図の関連
や、その順番の妥当
性、構成のあり方を
考えさせることで、
分かりやすい表現や
構成のための筆者の
意図や工夫を理解さ
せる。 
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 「かっこいい」という表
現の理由を明らかにしてい
く筆者の構成の工夫を明ら
かにするために、筆者の絵
画の見方を動作化すること
で、筆者の絵を見た時の感
動を追体験させる。 
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プレゼン大会を行
うことを「遊び」と
して設定し、生徒が
何度も本文に立ち返
り、読みの方略を身
につけるよう仕掛け
る。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導    

（１）目標  

 ・ 筆者の「かっこいい」という言葉の意図やそれを伝えるための構成の工夫を他者の意

見や自らの読みを元に吟味できる。 

（２）学習指導過程    

学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応 ○教師のかかわり 

１ プレゼンを発表し、自分

の決めたキーワードが伝わ

るか確かめる。 

 

２ 学習課題について語り合

う。(グループ→全体) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３ 語り合ったことから、自

分たちのプレゼンを見直

し、キーワードを伝えるた

めの工夫について考える。 

 （グループ→全体） 

 

４ 本時の振り返り 

・ 自分は「謎が多い」とい

うことを伝えたいけど、

調べたことを書いている

だけで上手く伝わらない

な。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 筆者の価値観と自らの

価値観を照らし合わせ、

よりよいプレゼンテーシ

ョンにしようとしてい

る。 

 

 

○ 実際に発表させることで、自分の伝

えたいことが伝わらない困難を実感

させ、表現の工夫の必要性をもたせ

る。 

○ 前時までに出しておいたキーワー

ドの一覧から選んで考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ これまでのグループでの語りや本

文の具体性から、その工夫や修正の妥

当性について考えるように助言する。 

 

  

７７  見見取取りり    

・ 本時の振り返りや単元終了後の記述、語り合いで本文の言葉や文章の構成に注目する

発言や記述があったか。 

Ｔ ：みなさんは「最後の晩餐」について調べるとき、何に注目して調べ始めましたか？ 
Ｓ１：僕は裏切り者のユダに注目しました。この絵について少し知っていたので人物の謎について調べて

伝えたいなと思いました。  
Ｔ ：なるほど。全体ではなく、一人ひとりの人に注目したのですね。 
Ｓ３：私はこの絵の歴史やなぜ描かれたのかが気になったのでそこから調べました。 
Ｔ ：目に見えないものに注目するのも大切かもしれませんね。みなさんは調べたあとで自分のキーワー

ドを決めましたが、布施さんのキーワード、「かっこいい」はどうなのでしょうか。 
Ｓ２：布施さんはぱっと見たときになぜだか「かっこいい」と思ったって書いてあるね。  
Ｓ４：感覚だから根拠はないんじゃないかな。技法はたくさん使われているけれど、使われているから「か

っこいい」とは言えないと思うな。  
Ｓ２：それだと、「かっこいい」は結局根拠がない感覚ってことなのかな。 
Ｓ３：説明的文章では説明する順番も大切だったよね。布施さんは何から注目してこの絵を見たのだろう。 
Ｔ ：確かに布施さんはどんな風に絵を見ていったのでしょうか。動作に表してみると面白いかもしれま

せん。班で話し合ってみましょう。 
Ｓ３：うーん。ダ・ヴィンチの紹介から始まって、その次に「最後の晩餐」を見て、「かっこいい」か。 
Ｓ２：順番を入れ替えたものとそうでないものを比べてもよく分からないなあ。 
Ｓ１：この技法が出てきた通りに絵を見てみるとどうなるのかな。 
Ｔ ：実際に前に出てきて動いてみてもいいですよ。 
Ｓ２：あ、解剖学→遠近法→明暗法は、小さなものへの注目から全体に向けて視点が広がる様子を表して

いるんじゃないかな。 
Ｓ３：布施さんは自分が「かっこいい」と思った理由を確かめるように絵に近づいたり、離れたりしてそ

の順に文を構成したのかもしれないね。 
Ｔ ：「かっこいい」が伝わったような気がしますね。みなさんの文は何か工夫することができますか？ 
Ｓ４：布施さんのように絵を実際に見るように表現を工夫すれば分かりやすくなるのかもしれない。 

学学習習課課題題：：筆筆者者ははどどののよよううにに絵絵をを見見てて「「かかっっここいいいい」」とと考考ええたたののだだろろううかか  
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社 会 科  

  

大 西 正 芳 ・ 藤 本 大 貴  
 

 

これからの社会のあり方を自ら考える 

民主社会の形成者の育成をめざした社会科学習 

－ 本質的な問いについて、互いの「社会観」を語り合うことを通して「社会的自己」を捉え直す － 

 

 
過去の研究から、本校社会科で大切にされてきた柱として「確かな社会認識」とそれに基づ

いた生徒個々にとっての「学びの意味や価値の実感」の２つがある。その２つを身につけさせ

る方法として、「対話」と「内省」を基軸とした様々な手立てが試みられてきた。一方で、前

回大会の課題として、何を語り合い（「対話」）、何を語り直す（「内省」）ことが「学びの

意味や価値の実感につながるのか、といった課題が明らかになった。 

そこで、今期はこれまでの研究を引き継ぎつつ、（１）本質的な問いの設定と当事者性を高

める単元構成（２）自己の「社会観」を語り合う場における教師の関わり（３）「社会的自己」

の捉え直しを「ものがたり」で語り直す工夫、を研究の柱とし、研究実践を行う。 
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研究主題について 

 

 社会科は、よりよい社会とは何かを追究し続け、その実現に向けて行動する「公民的資質」

を備えた民主社会の形成者を育成するという目標観に立つ教科である。そのような民主社会の

形成者を育成する上で、「今、私が生きている現代とは」「今、私が住んでいる地域とは」「今、

私が生きている社会の制度とは」、つまり、「今・ここ」を捉えられないと、今後の民主社会

を形成していくことはもとより、その方向性を構想することすら困難だろう。 
このような、「『今・ここ』の社会に生きる私」を「社会的自己」と定義する。子どもたち

にとってこの漠然とした「社会的自己」を捉えさせる手がかりが、社会科で学ぶ社会的事象で

ある。世界や日本の諸地域（横軸）、過去の歴史（縦軸）、現代の諸制度（原点）におけるさ

まざまな人々の営み（社会的事象）について学ぶことを通して、「私の地域は実はこんな地域

で、今後こうあるべきじゃないかな」「今ってこんな時代なのかもしれない、だから私はこう

していきたい」といった、「社会的自己」の捉え直しと未来社会への意識につながると考える。

（各分野における社会的事象と「社会的自己」の関係は、以下のようになる。） 
 
 
 
 

一方で、子どもたちにとって、社会科の学び

が「社会的自己」の捉え直しや未来社会への意

識につながっているとは言い難い。例えば、地

理で「北アメリカ州の農業」の特徴を習い、歴

史で「冠位十二階」という制度を知る。これら

は確かに社会の一断面を表しているが、子ども

にとって自己と乖離した知識としての社会であ

り、「この地域はこんな農業なのか」「昔は今

とちがうのだな」という認識にとどまってしま

うからである。そこで、今期、社会科の学びを

構想する上で重視しているのが、異なる時代、

地域で争点・論点となっている本質的な問いを

単元に組み込み、子どもたちが語り合う場を設

定することである。この本質的な問い（例えば

「国家としてどうあるべきか」「どちらが豊か

なのか」「平和を実現する上でどちらの選択がよい

か」といった問い）は、具体的な事象は異なっても、

時代や地域、社会を越えて普遍的に現れる。こういった本質的な問いについて考え、語り合う

ことは、自分はどんな社会が望ましいと考えているのかといった自己の「社会観（社会に対す

る価値観）」を明確にしたり、他者の「社会観」との相違に気づき、自己の「社会観」を捉え

直したりすることにつながると考えている。そして、異なる時代や地域の学びを終え、あらた

めて現代や自分の国・地域を見直したとき、「社会的自己」の捉え直しにつながるのではない

かと考えている。 
 また、現代社会は、大きく変化している。人工知能に代表される科学技術の急速な発展、

○地理的分野…様々な地域における社会認識を通して、自分の住む国・地域を捉え直す 
○歴史的分野…様々な時代における社会認識を通して、自分の生きる時代を捉え直す 
○公民的分野…現代における様々な社会認識を通して、自分の暮らす社会の仕組みを捉え直す 

【「社会的自己」を捉え直す構想図】 
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「人・もの・カネ」のグローバル化と経済格差の拡大、また、それに伴う民衆の分断、急速

に進行する少子高齢化と人口減少社会の到来などである。このような現代社会の大きな変化

の中で、今後子どもたちが突きつけられるのは、「国家とは」「豊かさとは」「平和とは」

といった本質的な問いである。そういった本質的な問いに対するこたえを、他者と協働して

模索し、つくりあげていく姿勢こそ、これからの民主社会の形成者に最も求められる資質・

能力なのではないか。 

 以上のように考えて、研究主題を設定した。 

 

 

本質的な問いについて語り合う中で獲得した社会認識を通して、「社会的自己」を捉え直し

た語りのこと 
 

研究の目的 

 
 これからの社会のあり方をともに考える形成者として生徒を育成するために、 

  ① 本質的な問いの設定と当事者性を高める単元構成 

  ② 自己の「社会観」を語り合う場における教師の関わり 

  ③ 「社会的自己」の捉え直しを「ものがたり」で語り直す工夫 

が必要であると考えた。そのための具体的な手立てと有効性について研究する。 

 

研究の内容 
 
 
 
 
 
 
 
（１） 本質的な問いの設定と当事者性を高める単元構成 

単元において、何を本質的な問いとして設定するかは重要である。容易に合意形成が図れな

いものでなければ、子どもたちは語り合わなかったり、自分のもつ「社会観」を表出しないま

ま収束したりしてしまうからである。そのため、意図的に価値観の差異を内包した問いを設定

し語り合うことで、子どもたちは自分のもつ「社会観」や自分と他者の「社会観」の差異を認

識しやすくなると考える。そこで、以下の３点を条件とした本質的な問いを設定したい。 
 
 
 
 
 また、単に二項対立の問いを設定するだけでは不十分だと考える。なぜなら子どもたちにと

って自分が暮らしている時代や国・地域に比べて、異なる時代や国・地域に対する当事者性は

低い。仮にこのような状態で本質的な問いに出会ったとしても、「どちらでもいい」や「論理

的に考えて･･･」など、容易に結論を出してしまうおそれがある。そこで、単元構成の中で当時

の人々が置かれていた状況やその際に求められた決断場面を追体験したり、現地の人々の生の

声を聞いたりする場面を設ける。そのような知性だけでなく情意にも働きかける場面を多く設

（１） 本質的な問いの設定と当事者性を高める単元構成 

（２） 自己の「社会観」を語り合う場における教師の関わり 

（３） 「社会的自己」の捉え直しを「ものがたり」で語り直す工夫 

社会科における「自己に引きつけた語り」とは 

・どちらの立場にも正当性があること 
・どちらの立場にもデメリットがあること 
・どちらかを選ばざるを得ない選択になっていること 
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定し、当時の人々やその地域に暮らす人々に共感しながら選択することで、より子どもたちは

真剣に悩み考え、語り合うのではないかと考える。 
以下は、地理的分野第２学年「土器川の防災ものがたり」における構想図の例である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 自己の「社会観」を語り合う場における教師の関わり 

社会科における語り合うとは、資料や社会的事象に基づいて互いに自らの考えを語ることで

ある。他者に自分の考えを語るためには、単元の中で出会った多くの社会的事象の中から再構

成し、自分の考えを言語化しなければならない。つまり、語り合う過程を通して、子どもたち

は羅列的だった社会的事象を取捨選択したり、統合したりして、自分なりの社会認識を主体的

に構築していくことにつながるのである。また、子どもは本質的な問いに対して判断や決断を

する際、単なる社会認識のみを語っているのではない。その判断や決断の中には自身がもって

いる生活経験や文脈に基づいた「社会観」が含まれている。そこで、自己の「社会観」を語り

合う場を設定するにあたって、本校社会科で重視しているのは次の３点である。   
① 語り合う目的やゴールが明確化されていること 

  語り合う目的が曖昧であったり、ゴールが漠然としたりする場合、異なる立場同士での語

り合いは互いの考えや「社会観」を述べるだけで、深まりにくい。ましてや語り合うことに

よって合意形成を図ろうとしても、そのための留保条件や妥協点を考えることすら難しい。

そのため「○○のために、あなたはどちらを選択するか」など、○○の部分（目的やゴール）

が明確化され共通理解を行うことで、その目的やゴールを足場にして、互いに妥協点を模索

単元における知性的な面 

単元における情意的な面 
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したり、問いあったりすることができるのではないかと考える。 
 ② 根拠となる情報が共有され、語り合う土俵が明確化されていること 

社会科での語り合いでは、ややもすると、既有知識が多い子どもの独壇場になったり、空

論に発展したりするケースが多い。そこで、語り合う前に、単元の中で使用した資料を一覧

にまとめて配布し、自分の立場と理由付けを資料に基づいてまとめさせる時間を十分に確保

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ③ 「社会観」を語り合う場における教師のファシリテートの手立て 

語り合う場において、教師は、子どもの「社会観」を「可視化」「共有化」「焦点化」す

ることに努めていきたい。まずは子どもたちがどのような立場をとったのか、ネームなどを

貼らせることで「可視化」していく。次に、なぜその立場をとったのか、子どもに語らせて

いくが、子どもから表出される語りは、資料に基づいた事実とその子がもつ「社会観」が渾

然一体となって表出されることが多い。そこで、子どもの発言を教師が「共有化」すること

が必要になる。「共有化」とは、例えば「どこから、そう考えたの？」「○○さんの考えは

～っていうこと？」と問い返すことで、その子どもなりの資料の捉え方を説明させることだ

と考えている。その際、子どもが語った内容に対して資料に基づいた事実とその子どもがも

つ「社会観」を整理していくことが教師に求められる。これらを、板書を用いたり子どもの

発言をつないだりすることで整理した後に「焦点化」することが必要となる。「○○さんは

～を重視しているけど、みんなはどう考えますか？」、「今、論点が～するか、～するかに

なっていますが、どうですか？」など教師が子どもに「返す」ことで、子どもは自分と他者

の「社会観」の差異を認識したり、自分のもつ「社会観」を認識したりしやすくなると考え

る。 
 

（３） 「社会的自己」の捉え直しを「ものがたり」で語り直す工夫 

単元の学びによって捉え直された「社会的自己」をより実感させるために、単元を終えた後

に、時間軸を意識した視点（学習する前と後など）を与えて、本質的な問いに対する自己の「も

のがたり」を語り直すことを行っている。このような視点を与えることで、子どもは単元で獲

得した社会認識をもとに、自らの「社会的自己」の捉え直しにつなげる。そして時間軸を未来

にまで向けた子どもは、捉え直した「社会的自己」をもとに、これからの社会について語るの

ではないかと考えた。 

 
 

【単元における資料一覧（例）】 
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研究の分析 

 

成果(○)と課題(●) 

 

研究内容（１） 本質的な問いの設定と当事者性を高める単元構成 

○ 本質的な問いを設定し、決断場面の追体験や生の声を聞く場面を設けることが、生徒が共

感し、ジレンマを感じやすくなるという点で、有効であった。 

○ 生徒に選択させる、ＥＵ内の国の担当を決めることによって、生徒の当事者性をより高め

ることができると分かった。 

● 語り合うため、ジレンマを持つためのしかけが機能していない生徒もいた。単元の中で、

たしかな社会認識を構築していくために、しかけ部分は、より丁寧に知識や概念を抑えてい

く必要がある。 

 

研究内容（２） 自己の「社会観」を語り合う場の設定と工夫 

○ 自分の立場を明確にすることで、自分の考えにこだわりを持つ姿が見られた。「～の国と

して語る」「～の武士として語る」姿が多く見られた。 

○ 「平和の実現のために」という目的のもと、考えに差異があり、生徒も単元内の資料にもとづ

いて考えを述べ、問い合うことができていた。 

● 語り合う場における教師のファシリテートにおいて、グループ内での語り合いが不十分な

まま、全体に戻している場面がいくつか見られた。より生徒の語り合いに付き合う姿勢が必

要となる。 

● 歴史的分野では、自分の既有知識や憶測で語っている生徒が一定数いた。当事者性を高め

るために、より具体を伴った資料が必要であると考える。それぞれの選択にどういう危険が

あり、それにより何が起こる可能性があるのか、数字や具体を伴った資料を提示していきた

い。 

● 考えに差異があっても、問い合うことが難しい場面もあった。考えられる原因としては、

「平和のために」という目的が広く、言葉を定義づける必要があった。 

 

研究内容（３） 「社会的自己」の捉え直しを「ものがたり」で語りなおす工夫 

○ 各時間の振り返りにも、視点を与えることが、自己の社会観を表出させることに有効で

あることが分かった。 

● 単元終了後につむがれた「ものがたり」を分析すると、「社会的自己＝（今・ここに生

きる私）」を捉え直す視点が弱い。本時の問いを十分に語り合い、その視点を踏まえ、も

う１時間本質的な問いについて語り合った上で、日本の現状を提示し、自分のカタリヤ日

本の現状を捉え直す場を設ける必要があると考える。 

● 抽出生徒の振り返りにジレンマをもったような記述があったが、それが単元終了後のレポート

で表出できなかった。１時間ごとに時系列を意識して書かせる、時間の流れごとに書かせる、各

時間を１枚にまとめさせるなどの工夫を検討していく必要がある。 
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 第２学年１組 社会科学習指導案  
 

  指導者  藤本 大貴 
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1111：：2200～～1122：：1100 
２２  単単    元元    名名      キキリリスストト教教とと戦戦国国日日本本 
３３  学学  習習  空空  間間      情情報報検検索索ルルーームム 
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて                                                                                                         

 （１）現在、日本には322万人の外国人が暮らしている。このままのペースで進むと、2070年 

には1000万人を超し、人口の約１割が外国人である社会が到来するという試算になって 

いる。 

その中でも埼玉県川口市の在留外国人数は全国１位の約３万9000人（法務省調査）で 

ある。20歳代～40歳代に絞ると、日本人が38.12％であるのに対し、外国人の割合は67.8 

4％にも及ぶ。総人口に占める高齢者の割合が28.4％（2019年10月時点）、2036年には33. 

3％（推計）と少子高齢社会並びに人口減少社会を迎える日本にとって、外国人は労働力 

不足の担い手として、期待されている。 

しかし、言葉の壁や宗教・文化の違いから、日本に上手く順応できずにいる外国人も 

一定数いる。また、そういった外国人が日本でマナー違反とされる行動をとることを忌 

避する日本人もいる。 

現代の日本人に問われていることは、「今後外国人を受け入れるべきかどうか」ある 

いは「いかにして多文化共生社会をつくっていくか」ということではないだろうか。 

    今回取り扱う単元は、キリスト教勢力が南北アメリカ大陸、アジアへ進出するところ 

から、日本国内で豊臣秀吉が宣教師の国外追放を命ずるバテレン追放令を出すまでの過

程である。バテレン追放令とは、豊臣秀吉が国内にいる宣教師に国外退去を求めたもので

ある。しかし、キリスト教布教と結びついた南蛮貿易を積極的に認めたため、結果的に宣

教師の国外追放は不徹底なまま終わってしまったという点で、この政策は失敗したとい

う扱いをされがちである。 

しかしこの選択には、キリスト教勢力をあえて国内にとどまらせながらも、日本の経済

的な発展を重視したという秀吉の葛藤が見て取れる。 

キリスト教勢力は南北アメリカを手に入れた後、先住民を武力で支配し、その数を急激 

に減少させた。また、一神教を理由に彼らの文明を破壊した。その後、アジアへも進出す 

る中で出会ったのが、わが国である。一方、国内では、応仁の乱後、各地で戦国大名がし 

のぎを削り、互いに領土や財産を奪い合う戦乱の世となった。そうした戦乱の世において、 

戦国大名たちが求めたのが鉄砲をはじめとした武器である。これを提供する存在として 

現れたのが、南蛮船とそれに乗る宣教師だ。宣教師は、戦国大名たちに、南蛮貿易の利益 

と引き換えに、その土地でのキリスト教布教を求めた。しかし、宣教師は一神教を理由に、 

キリスト教の布教だけでなく、神社、仏閣を破壊するようになる。これを理由にキリスト 

教の布教を禁止する大名もいれば、自らキリシタン大名となって、さらに貿易の利益を得

ようとする者もいた。こうして国内でキリスト教信者が増えていき、神社や仏閣が宣教師

によって破壊される状況が続いた。一方、キリスト教勢力と一定の距離をとって貿易の利

益を得たのが織田信長である。信長は、堺などの貿易港を抑え、その関税を収入とするこ

とで、財を成していった。 

その信長の跡を継いだのが豊臣秀吉である。秀吉が全国を統一していく過程で、九州に 

遠征した際、宣教師という存在を避けられなくなり、対峙した結果がバテレン追放令であ 

る。もしそのまま宣教師の活動に制限をかけなければ、神社、仏閣への徹底的な弾圧によ 

る文化的アイデンティティの崩壊、キリスト教徒の爆発的な増加とそれに伴う日本の分 

断が起こっていたかもしれない。一方、宣教師と切っても切り離せない南蛮船の来航すら 

禁止していれば、税収を得るための貿易そのものが行われなくなり、経済的なダメージが 

非常に大きかっただろう。 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
多文化共生を、これからの日本社会の課題だと捉え、共生への道を模索してほしい 

●題材（ キリスト教と戦国日本 ）に対する「ものがたり」の変容 

本題材を通して、豊臣秀吉が何をどう悩み、どういう決断を下したのか、そして何を重

視していたのかを追体験して考えることは、学びの当事者意識を高める点で有効であり、

ひいては公民的資質育成の一助となると考えた。 
 
（２）本学級は男子19名、女子16名の35名で構成される。本単元を行う前に生徒にアンケー 

トを行った（Ｎ＝34）。 

その中で「人類の歴史上、異なる宗教や文化をもつ人々が差別されたり、命を奪われ

たりするということがありました。これについてのあなたの意見を自由に書いてくださ

い。」という問いに対し、「差別された人がかわいそう」「どんな理由があっても人の

命を奪ってはいけない」「宗教や文化が違って何がいけないのか分からない」などとい

った否定的な回答をした生徒が32名（94.1％）いた。 

このことから、生徒の学習前を「宗教や文化の違いで差別をするのはよくないこと」

と設定した。  
（３）本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる・「情意を働かせる」）

にあたって、次の２点に留意したい。 

・ 前時の歴史ログ（毎時間の授業での気づきや自己の考えを記すノート）の記述や現 

 代的感覚で考える授業中の生徒の発言、素朴な疑問を取り上げ、現在と過去、自分と 

他者などの考えのズレに出会わせ、生徒の思考にそった学習課題（中心の問い）を設 

定する。そうすることで、生徒が受け身ではなく、主体的に歴史認識を獲得すること 

につなげる。 

・ 歴史的事象に対して互いの考えを語り合う場面（本単元では６時間目）で、これ 

までの単元の学びを１枚にまとめた資料を配布し、単元で学んできたことや資料を 

暗記せずとも振り返られるようにする。また語り合いの土俵をそこに書かれてある 

ことに限定することで、資料にもとづいて互いに問い合い探究する空間づくりにつ 

なげる。 

  

５５  本本単単元元のの目目標標 
（１） 本単元の「ものがたり」の授業構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

 宗教や文化の違いで差別をす

るのはよくないことだ。 

（学習後） 

 豊臣秀吉は自分の目指す平和

を実現するために、苦渋の決断

でバテレン追放令を出した。 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
 最初、豊臣秀吉がバテレン追放令を出したと聞いた時、「愚かな策だな」と思っていたけれ

ど、ここまで秀吉が悩みぬいての活躍をしてくれたと分かって、捉え方が大きく変わった。ま

さか、そのまま宣教師を放っておくと、神社やお寺が破壊され続け、最悪日本が分断される危 
 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・我が国の歴史の大きな流れを、世界の

歴史を背景に、各時代の特色を踏まえて

理解するとともに、諸資料から歴史に関

する様々な情報を効果的に調べまとめ

る技能を身に付けるようにする。 

〇平和のためにイエズス会とのを継続す

るか否か考える中で、当時の戦国時代の

常識や自力救済の社会、キリスト教国に

よる海外侵略などを、諸資料をもとに理

解することができる。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・歴史に関わる事象の意味や意義、伝統

と文化の特色などを、時期や年代、推移、

比較、相互の関連や現在とのつながりな

どに着目して多面的・多角的に考察した

り、歴史に見られる課題を把握し複数の

立場や意見を踏まえて後世に選択・判断

したりする力、思考・判断したことを説

明したり、それらをもとに議論したりす

る力を養う。 

〇戦国時代の自力救済社会の状態やキリ

スト教国による海外侵略の実態、豊臣秀

吉が目指した平和などの視点から、平和

のためにイエズス会との関係を継続する

か否かを、それまでの既習事項や資料に

もとづいて論理的に説明できたり、議論

できたりする。 

学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・歴史に関わる諸事象について、よりよい社

会の実現を視野にそこで見られる課題を主

体的に追究、解決しようとする態度を養うと

ともに、多面的・多角的な考察や深い理解を

通して涵養される我が国の歴史に対する愛

情、国民としての自覚、国家及び社会並びに

文化の発展や人々の生活の向上に尽くした

歴史上の人物と現在に伝わる文化遺産を尊

重しようとすることの大切さについての自

覚などを深め、国際協調の精神を養う。 

〇平和な社会の実現のためにイエズス会

との関係を継続するか否かを主体的に追

究していく中で、 

○平和のために重視されるべきもの 

○豊臣秀吉が何を重視してバテレン追放

令を出したのかなどについて理解を深

め、そのことを通して我が国の歴史に対

する愛情や国民としての自覚を深めるよ

うとする。 

 

 

 

 

機があるだなんて、思いもよらなかった。実際に秀吉がどうしたかを聞いた時も、正直、政策

自体が中途半端な気もしたし、友達が行っている意見を聞いても「そんなん無理やろ」としか

思っていなかった。でも、そんな意見を秀吉が採用したと聞いて、すごく驚いた。 
最終的に秀吉の選択は貿易の継続だったが、その背景には、国内が少し荒れるかもしれない

というリスクを背負いながらも、日本の今後を考えて経済的な利益を得ようとする、秀吉の国

策が見えた。現代においても、同様のことが起ころうとしている。今、川口市では外国人が原

因のトラブルが急増している。かといって、外国人を排除するというのは、人権的にも、日本

の経済を考えても得策ではない。人口減少社会を迎える日本にとって、外国人といかに向き合

うかが肝心だ。かくいう自分も、自分の町の人がほとんど外国人で、トラブルだらけだった

ら、正直なところ引っ越しを考えるかもしれない。が、それでは意味がない。共生以外に道が

ないのであれば、どうやって共生していくか、真剣に考えたい。今まで、すごく簡単に、「外

国人と仲良く」や「相手のことを思いやる」と言っていた。そんな自分を反省したい。 
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（３）単元構成（全７時間） 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

単元最初に多文化
共生社会を作ってい
く上での課題を提示
し、本音の部分や素直
な振り返りを書かせ
ることで、本時の最後
での内省に結び付け
たい。 

 単元１時間目に、キ
リスト教勢力に文明
を破壊された南北ア
メリカ大陸の惨状を
見せることで、共感を
生むとともに、本時で
語り合う根拠とする。 
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 日本でも文化的ア
イデンティティの崩
壊の可能性があるこ
とを示唆することで、
本時で語り合う根拠
としたい。 

第２時も乱取りに
ついて自ら資料を使
って読み取り、説明す
ることで、より共感を
生み出したい。 
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貿易の利益によっ
て、強力な軍が成立し
ていたことを強くお
さえ、経済の重視とい
う落としどころへし
っかりと向かわせた
い。 
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これまでの学習を
振り返って、決断する
場面。時間をかけて考
えさせたい。また、一
方を選ばなかった理
由も書かせることで、
本時で他者を否定さ
せたい。 

－90－



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

６６  本本時時のの学学習習指指導導  

（１）目標 
・ ポルトガルを排除するか、共存するかを語り合う中で、当時の日本が置かれていた 

状況などを踏まえて、自分の考えを表現することができる。 

・ 多文化共生についての議論や考察を通して、「治安優先」と「経済優先」の視点か 

ら現在の日本が置かれている状況を理解し、これからの日本のあり方を考えることが 

できる。 

  

総
　
論

国
　
語

社
　
会

数
　
学

理
　
科

音
　
楽

美
　
術

保
健

　
体
育

技
術
・

　
家
庭

外
国
語

学
校
保
健

共
創
型
探
究

語
り
合
い
の
時
間

－91－



（２）学習指導過程  
 学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応  ○教師のかかわり 

 
 
 
１ 学習課題について単元の
学びにもとづいて考える。 

 
 
 ２ 学習課題について諸資料 

をもとに考えたことを議 
論する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
２ バテレン追放令を見て、

秀吉が重視していた価値に

ついて考える。 
 
３ 現在の日本が置かれて 
いる状況を再確認し、これ

からの日本はどちらを優先

すべきか考える。 
 
 
 
４ 振り返りを書く。 

 
 
 
・ 自分はなぜそう考えた 

か、資料や学んだ歴史認 
識をもとに考える。 

 
・ 資料や学んだ歴史認識 

級友の意見をもとに考え 
直している。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ そんな都合のいい事が

可能なのか？ 
・ でも、結果的に経済的

な部分はクリアしてい
る。 

 
・ 外国人を受け入れるし

かない世の中になってい
るのか。 

・ そういえば、単元の最初
の授業では、経済的な損失
があっても、日本人を守る
ために外国人を排除した
方がいいと考えていたな。 

・ 外国人の受け入れと制
限、どちらが今後の日本に
必要なのだろう？ 

 
 
 
 
〇 考えの根拠を明確にするよう伝える

とともに、なぜ逆の選択をしなかった
のかも考えるように促す。 

 
〇 自分と逆の立場の人に積極的に質問 
したり、意見を述べたりするように促
す。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 秀吉が自分の目指す「平和」のため
 に苦渋の決断をしたということをおさ
 える。 
 
 
 
〇 単元最初の学びを歴史ログで振り返

らせ、自分の今の意見との差異を確認
させる。 

学学習習課課題題：：日日本本ははポポルルトトガガルルをを排排除除すすべべきき？？共共存存すすべべきき？？  

Ｔ：それでは、排除すべきという立場の人から意見をどうぞ。 
Ｓ１：僕は排除すべきだと思います。なぜなら、資料３を見た時、排除しなければ、日本はアメリ

カのように文明を破壊され、やがてキリスト教勢力に征服されてしまうのではないかと思った

からです。 
Ｓ２：僕も排除だと思います。資料４では、国内のキリスト教徒の数が増えていっているのが分か

ります。これが今後も増えていくと、日本の中でキリスト教派とそうでない人の間であらおし

が起こると考えたからです。 
Ｔ：では、共存すべきの人の意見はどうですか。 
Ｓ３：私は共存すべきだと思います。理由は、資料１です。秀吉は貿易港からの関税で利益を得て

います。これがなくなると、かなり経済的な打撃があります。完全に貿易を止めるのはあまり

にも苦しいと思いました。 
Ｓ４：質問です。資料６にあるように、南蛮貿易後半の輸出品は奴隷がありました。共存するとい

うことは日本人の奴隷化は止められないと思います。どうするんですか？ 
Ｓ３：多少は仕方ないと思います。 
Ｓ４：奴隷になって売られていく人の気持ちって考えていますか？ 
Ｓ５：それでも、貿易の利益は大きいと思う。それがないと、秀吉は資金を調達するのが難しくな

ってしまう。 
Ｔ：秀吉は日本を統一して、何をしようとしていたのかな。 
Ｓ６：戦国時代を終わらせようとしていた。 
Ｔ：ですよね。では、戦国時代を終わらせるためには、どちらを選ぶのがよいでしょうか。 
Ｓ１：となると、経済かな？ 
Ｓ２：うん、経済を重視しないと、また資料２の乱取りが行われかねない。それでは戦国時代と同じ。 
Ｔ：なるほど。では皆さん経済を重視していくということでいいですね？多少の犠牲が出るのはＯ

Ｋということですね。では、実際の豊臣秀吉の決断を見てみましょう。 

－92－



７７  見見取取りり  

 ・ バテレン追放令に対する「ものがたり」の変容（単元が始まる前の捉えと、単元を終えた段 

階での捉えの変容の記述）があるかを、単元終了後のレポートで見取る。 

・ 自己に引きつけた語り（「異文化の受け入れ」と「異文化の排除」の視点から現在の 

日本を捉え直し、今後の在り方について考えている記述）があるかを、単元終了後のレ 

ポートで見取る。 
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 第１学年１組 社会科学習指導案  
 

 指導者  大西 正芳  
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1133：：0000～～1133：：5500         
２２  単単    元元    名名      ＥＥＵＵとと難難民民ののももののががたたりり（（ヨヨーーロロッッパパ州州）） 
３３  学学  習習  空空  間間      情情報報検検索索ルルーームム                                       
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて                                                                                                         

 （１）本単元は、学習指導要領社会科地理的分野「(２)内容 Ｂ 世界の様々な地域 ２ 世界 

  の諸地域 ③ ヨーロッパ」に対応している。この中項目は、「空間的相互依存作用や地域

に関わる視点に着目して、世界の各地域で見られる地球的課題の要因や影響をその地域的

特色と関連付けて多面的・多角的に考察し、表現する力を育成すること」を主なねらいと

しており、「取り上げる地球的課題については、地域間の共通性に気付き、我が国の国土

の認識を深め、持続可能な社会づくりを考える上で効果的であるという観点から設定する

こと」としている。そこで本単元では、「難民問題」を地球的課題として設定した。 

「難民問題」は、国際社会で近年特に注目される問題となっており、2016年9月19日

には国連史上初の「難民と移民に関する国連サミット」が開催された。そのサミットで

取り上げられた課題の一つが、「世界の難民の受け入れ及び支援のための負担と責任の

より衡平な分担」である。世界全体で言えば、先進国よりも途上国に過剰な負担がかか

っていることが問題となっているが、先進諸国間の負担もかなりの差があり、本単元で

扱うヨーロッパ州は、まさにその負担と責任のあり方が問題となっている。そもそも、

ヨーロッパ州では人や資源、財などの不均等な分布、宗教・言語など各国の固有性から

何百年もの間、幾度となく戦争の悲劇に見舞われてきた。その反省から、経済的な統合

を足がかりに、この半世紀余りで、国家の多様性を尊重しながら、他に例がない政治・

経済統合体として共通政策を進めるＥＵへと発展を遂げている。一方で、多様な国家を

統合していく中で、ＥＵが抱える問題も顕在化している。その一つが「難民問題」であ

る。2015年、100万人という記録的な難民が欧州に流入し、ギリシャ、イタリア、スペ

インなど難民受け入れの最前線にある国と、受け入れを完全に拒む国々との間にある不

均衡と対立が浮き彫りとなった。ＥＵ加盟国を中心としたヨーロッパには難民の受け入

れルールとして、難民が最初に到着した国で難民申請手続きを義務付ける「ダブリン規

約」がある。難民の多くがイタリアやギリシャに到着することから、イタリアなどは受

け入れ負担の不公平さを主張している。この不均衡への唯一の解決策は庇護申請者を各

国に配分することだとドイツのメルケル前首相は提案したが、東欧の国々が抵抗を示し、

頓挫することとなった。その後、東欧は「自国優先」の姿勢をさらに先鋭化させ、ドイ

ツはいきすぎた「人道主義」から100万人の難民の受け入れを発表したことで、ヨーロ

ッパはさらなる混乱と対立を招くこととなった。 

本単元ではまずヨーロッパ州における人や財などの不均等な分布を地域的に理解し、

地域的特色を明らかにしていく。そして、その地域的特色を踏まえてダブリン規約の是

非と難民受け入れの衡平な配分を考察していく中で、「自国優先」と「人道主義」の視

点から現在の日本のあり方を捉え直していく。難民問題は「自国優先」「人道主義」の

いずれかの立場で語られることが多いが、そのバランスにジレンマを感じながらこれか

らの日本のあり方を考えていくことは、学習指導要領における「我が国の国土の認識を

深め、持続可能な社会づくりを考える」うえで効果的であると考える。 
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（２）本学級の生徒は、男子18名・女子17名の合計35名である。学習前のアンケート（Ｎ＝

35）では、「ヨーロッパ州のイメージとは何か（複数回答可）」で、「豊かな地域・発

展している地域」と答えた生徒は26名（約74％）と最も多く、次いで「ＥＵ」が14名（約

40％）、「小さい国が多い」が9名（約26％）となっている。また、「ＥＵの良さ・問

題点は何か」について、「人が自由に移動できる」「関税がかからない」「経済発展で

きる」など良さを挙げた生徒が27名（約77％）に対し、「移民問題」「さらなる経済格

差の発生」など課題を挙げた生徒は3名（約9％）にとどまっている。 

以上から生徒の学習前の題材に対する「当たり前」を「ヨーロッパ州は豊かな地域で

あり、ＥＵの設立によって加盟国すべてが発展している」と設定した。また、本単元で

は、ヨーロッパ州における人や財などの不均等な分布に気づき、ＥＵ加盟国間での格差

や問題が生じていることを理解させていく。その上で自国の利益を守りたいからこそ、

人道主義的な決断が難しくなることを認識していく生徒の姿を期待している。  
（３）本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点

に留意したい。 
① ヨーロッパ州の学びに当事者性を持たせる手立て 

 生徒にとって自分が暮らしている国・地域に比べて、他国や他地域の社会的問題に対する当

事者性は低い。また、ヨーロッパ州における社会的問題について考えた場合、どの立場から考

えれば良いのかが分からず、自分の考えにこだわりを持つことも難しくなる。そこで、単元の

初めに、単元を通して自分が担当する国を決める。担当している国について調べる場や、単元

の途中で出会う社会的問題について、その国として選択し、語り合う場を設けることで、次第

にその国としてこだわって考えていくような単元を構成していく。 
② 学びの過程を生徒のものにする工夫 

ヨーロッパ州を学習するにあたって、単に民族や宗教・人口・ＧＤＰの資料を教師か

ら提示するのでは、学びが生徒のものになりにくい。そのため、自分の国を調べて、共

有していく中で、「あの国とはあいさつが似ているな」「この国とは全く宗派がちがう

ぞ」といった生徒の気づきや振り返りをきっかけとして「どこの国と共通点・相違点が

あるのか」という問いを設定し、分布図を作る必要感を生み出す。同様にシェンゲン協

定に対する肯定的な振り返りが多い中、自国の人口が減っているのではないかと危惧す

る振り返りを提示することで、「どこの国で人口が減っているのか」「なぜ人口が減っ

ているのか」といった生徒の思考を生み出し、資料に対する必要感を高めることができ

ると考える。 

③ 社会的価値の対立を含んだ問いの設定  

 第５時でシリアの幼い少年の悲劇的な写真や難民の苦しんでいる姿の動画、ギリシャ

やハンガリーが難民を追い返す姿を単元に組み込むことで、「難民を引き受けるべきだ」

「ヨーロッパの姿勢は酷い」という生徒の率直な思い（人道主義的な立場）が引き出さ

れる。そこで、「ダブリン規約を続けるべきか、なくすべきか」という問いを設定する。

この問いは、ダブリン規約を続ける立場をとると地中海沿岸国に難民申請が集中してい

る現状が解決できず、なくす立場をとるとより豊かな国に難民申請が集中してしまうと

いったジレンマに至る。これらを解決するためには、他国と比較して「自分の国より○

○である他国が難民を引き受けるべきだ」といった自国優先の姿勢を捨て、自国が難民

を引き受けるという選択肢しかないが、自国の利益を守りたいからこそ、人道主義的な

決断が難しくなるため、生徒の社会観を引き出すことにつながると考える。 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
難民問題を自国の問題として捉え、「人道主義」「自国優先」のジレンマを感じながら、

これからの日本のあり方について考えてほしい。 

●題材（ EU ものがたり ）に対する「ものがたり」の変容 

５５  本本単単元元のの目目標標                                               
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

ヨーロッパ州は豊かな地域

だ。ＥＵとして多くの国が統合

し、いろんなメリットを享受し

ながら発展していてすごい。 

（学習後） 

ヨーロッパ州の国々には格差

があり、それらの国が一つにな

って何かをするのは難しい。Ｅ

Ｕって何のためにあるのだろ

う。 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
 私ははじめヨーロッパ州はすべての国が豊かであり、EU として１つになって加盟国がどん

どん発展していると思っていた。そんなヨーロッパの中で、自分の担当する国が決まった。ラ

トビアだった。全く聞いたこともない国だし、どこにあるのかも分からなった。調べていく

と、とても小さい国で他の国と比べた時に正直がっかりした。けど、美しい田園風景が有名だ

ったり、バルトのパリと呼ばれていたり、他の国に負けないくらい良さがあって、だんだんラ

トビアに対して愛着が湧いてきた。そんなラトビアから見る EU は私が思っていたものと全

然違った。EU と言えば、自由に国境をまたいで移動できるとか、素晴らしい発展が待ってい

ると思っていたからだ。けど、EU に加盟して、私の国は人口が 20％も減ってしまった。自

由に移動できるようになって、裕福な国へみんなが移住してしまったからだ。シェンゲン協定

を続けるべきかどうかを議論した時には、周りの国の冷たさに傷ついたし、腹が立った。自分

の国のことばかりで、元々の EU の理念とはかけ離れたものだったからだ。正直 EU って何

のためにあるのだろうって思うようになった。そんな EU が直面しているのが難民問題だ。

シリアからの難民が地中海で亡くなったことを知ってショックだった。助けたいと思った。け

ど現実ではギリシャやハンガリーが国境に柵を作り、難民を追い払っておりとても腹が立っ

た。かつて戦争の悲惨さを経験したヨーロッパだからこそ助けるべきなのに。けどダブリン規

約やについて考えていく中で、助けたいという思いはあるけれど、いつの間にか、裕福な国に

押し付けたいと思うようになっていた。助けたいという思いが強すぎるとドイツみたいに国内

に混乱を招くし、自国のことばかり考えると東欧のように難民を排除してしまう。このバラン

スはとても難しいと感じた。そして、私たち日本はほとんど難民を受け入れていない。けど、

資金面では多額の難民支援をしている。これは自国優先と人道主義のバランスをとった結果じ

ゃないかと感じている。けど、これからの日本は、バランスを保ちながらも、もう少し多く難

民を受け入れていくことが必要なのではと考えている。 

探究的な学び 
他者と語り合う 

－96－



（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・世界各地で顕在化している地球的課

題は、それが見られる地域の地域的特

色の影響を受けて、現れ方が異なるこ

とを理解すること。 

・①から⑥までの世界の各州に暮らす

人々の生活を基に、各州の地域的特色

を大観し理解すること。 

・ヨーロッパ州における人や資源、財など

の不均等な分布、宗教・言語などそれぞ

れの国家が持つ固有性を理解すること

ができる。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・①から⑥までの世界の各州において、

地域で見られる地球的課題の要因や

影響を、州という地域の広がりや地域

内の結び付きなどに着目して、それら

の地域的特色と関連付けて多面的・多

角的に考察し、表現すること。 

・ヨーロッパ州の難民問題において、自国

の地理的特色（ＧＤＰや人口）、ヨーロ

ッパ州全体の地域的特色（豊かさや人

口、難民申請の不均衡な広がり）を踏ま

えて、ダブリン規定の是非について、考

察し、自分の立場とその理由を表現す

ることができる。 

学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・日本や世界の地域に関わる諸事象に

ついて、よりよい社会の実現を視野に

そこで見られる課題を主体的に追究、

解決しようとする態度を養うととも

に、多面的・多角的な考察や深い理解

を通して涵養される我が国の国土に

対する愛情、世界の諸地域の多様な生

活文化を尊重しようとすることの大

切さについての自覚などを深める。 

・地域的特色を踏まえたダブリン規定の

是非や難民の公平な配分についての議

論や考察を通して、「自国優先」と「人

道主義」の視点から現在の日本のあり

方を捉え直すことができる。 

（３）単元構成（全７時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 担当国について、自
分たちが調べたいこ
とを自由に調べる場
を設けることで、その
子なりの気づきや担
当国に対する親しみ
を生みだしたい。 

 他の子との交流を
通して「○○と似てい
る」「○○よりＧＤＰ
が多い！」といった気
づきから、「ヨーロッ
パ全体における自分
の国の位置づけは？」
と第２時における地
図化の必要感へとつ
なげる。 
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 地図化することで、
ヨーロッパ州におけ
る東欧と西欧の大ま
かな地域的差異を認
識していく。また、地
図化した資料は第７
時の語り合う根拠と
なる。 

 マーストリヒト条
約からＥＵが作られ
た背景や理念を理解
する。これが第４時に
おいてＥＵとしてど
うあるべきかの語り
合う根拠となる。 

 シェンゲン協定に
対して人口流出を危
惧する振り返りから
第４時の語り合う問
いを設定する。 

 人口流出によって
苦しんでいる人々の
声を聞き情意面にも
働きかける場を設け
る。 

 担当している国と
して選択し、語り合う
ことで、より題材の世
界に入り込んでいく。
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 シリアの幼い少年
の悲劇的な写真とそ
れを報じヨーロッパ
の姿勢を非難してい
る記事から「なぜヨー
ロッパが非難される
の？」という生徒の素
朴な疑問を生み出す。

 難民に対して共感
的な姿勢も不可欠な
ため、実際の難民の苦
しい生活などを見せ、
情意面にも働きかけ
る場を設ける。 

 難民たちをギリシ
ャやハンガリーが難
民を追い返す姿など
を見ることで「難民を
助けるべきだ」「ヨー
ロッパの姿勢は酷い」
という生徒の率直な
思いが引き出される。

 ヨーロッパの国々
がなぜ難民を拒んだ
のかという振り返り
から、第７時では難民
受け入れにおけるデ
メリットを①資金面
②土地③治安の悪化
④異文化の流入とい
う４つの視点から確
認する。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導  

（１）目標  
・ ダブリン規約の是非について、自国の地理的特色（ＧＤＰや人口）、ヨーロッパ州

全体の地域的特色（豊かさや人口、難民申請の広がり）を踏まえて、考察し、自分の

考えを表現することができる。 

・ 難民の公平な配分についての議論や考察を通して、「自国優先」と「人道主義」の

視点から現在の日本のあり方を捉え直し、今後の日本のあり方を考えることができる。 

（２）学習指導過程    

学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応  ○教師のかかわり 

 

 

１ 学習課題について単元

の学びに基づいて自分の

考えを明らかにする。 

(四人班・同質・異質) 
 
２ ダブリン規約の是非に

ついて自分の考えを発表

する。（全体） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

・ ほかの生徒との対話を

通して、自分の考えを捉

え直している。 
 

 

・ 他の考えを聞いて、自分

の考えを捉え直している。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

○ 資料の一覧を配布し、資料に基づ

いて説明させる。 

 

〇どの資料からそう考えたのか、必ず

資料に基づかせて語らせる。 

○ 同質ごとに発表させ、異質の考え

を持つ生徒に疑問点を質問させる。 

○ 生徒の語り合いを踏まえ、論点を

「公平性」に絞っていく。 
 

 

 

 
 

Ｔ ：では、考えを。どうですか？はい、○○さん、どうぞ。 
Ｓ１：私は、なくすべきだと思います。資料３のようにギリシャやブルガリアなど比較的貧しい国が

難民を多く受け入れており、また、難民が資料１のようなルートを通るとして、初めに着いた

国が受け入れるのなら、地中海沿いの国やシリアなどのまわりの国の負担感が大きいからで

す。 
Ｔ ：Ｓ２さん、うなずいていましたが、Ｓ１さんの考えについて、どう思いますか？ 
Ｓ２：私もなくすべきだと思っていて、資料２のようにヨーロッパ内でも貧富の差が大きいです。余

裕があり面積も大きい国が受け入れるべきだと思うからです。 
Ｔ ：今のＳ１さんとＳ２さんの話について、Ｓ３さん、どうですか？ 
Ｓ３：私は、ダブリン規約を続けるべきだと思います。なぜなら、現状でさえ難民申請数が多いとこ 

学学習習課課題題：：ダダブブリリンン規規約約をを続続けけるるべべきき？？ななくくすすべべきき？？  

立場  Ｓ１、Ｓ２：ダブリン規約をなくすべき  Ｓ３、Ｓ４：続けるべき 
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３ 資料「各国のＧＤＰに

基づいて難民申請を分配

した主題図」から、公平な

配分を知る。 

 

 

 

 

４ ヨーロッパと日本の現

状を「自国優先」と「人道

主義」の視点から捉え直

し、これからの日本のあ

り方について語る。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 現状の難民申請数はド

イツにとって公平性がな

く、各国の申請数は増え

ることを認識する。 
 
 
 
 

 
・ 日本はどんな国なの

か、そしてこれから日本

はどうあるべきなのか、

を振り返りに書いてい

る。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 仮に「なくすべき」という考えに偏

った場合は、「ドイツが多いのは構わ

ないの」と教師から問い、それはなぜ

なのか理由をさらに問う。 

○ 論点が「各国の豊かさ」「各国の

人口」「現状の申請数」が予想され

るため、「豊かな国が多く引き受け

なければならないってこと？」「人

口が多い国、少ない国どちらが引き

受けるの？」「とても申請数が少な

い国があるけどこれはみんな納得

なの？」など焦点化しながら４人班

に返す。 

○ ＧＤＰによる公平な配分を各国

が引き受けることができるか問う。 

○ 「だとしても豊かな国が引きうけ

なければいけない」という考えが出

た場合は、「前時の振り返りで助け

たいと言っていたのに各国は難民

を救いたくないの」と問い返すこと

で自国優先が強まっていることに

気づかせる。 
 

○ 実際のヨーロッパでも難民申請を配

分することが唯一の解決方法として、

各国が議論を重ねたが、東欧が配分の

受け入れを拒否したこと、一方でドイ

ツが100万人の受け入れを認めること

を発表して国内でデモが多発し難民排

斥が生まれたことを紹介する。一方で

日本は難民受入数・申請数ともに低い

こと、ＵＮＨＣＲに対する拠出金は世

界でも３位であることを紹介し、「日

本とはどんな国なのか」を投げかける。 

ろは 202645 人、少ないところは 155 人と差が大きすぎるからです。この差は資料３のように、ＧＤ

Ｐが高い国に難民は申請しており、ＧＤＰが少ない国に申請していないことがわかります。も

し、ダブリン規約がなくなったら、余計にＧＤＰが高いところに集中するからです。 
Ｔ ：Ｓ４さん、どうですか。 
Ｓ４：たしかに、比較的貧しい国にも難民を多く受け入れている国はあります。けど、すべての国が

そうではないですし、資料２を見ても地中海沿いの国も必ずしも多いわけではないと思いま

す。だからそんなに負担感があるのかどうかと思うからです。 
Ｓ１：言っていることは分かりますが、じゃあギリシャやブルガリアが多い現状をほっといてもいい

ってことですか？ 
Ｓ３：それを言ったら、現状ドイツが 20 万人も来ていることの方が不公平だと思うんですが。 
Ｔ ：なるほど。今話を聞いていると、公平性が論点になっていますね。ではどんな国が引き受けた

ら公平だと思うのですか？ちょっと４人班で話し合って。 
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７７  見見取取りり  

・ ヨーロッパ州に対する「ものがたり」の変容（単元が始まる前のヨーロッパ州の捉え

と単元を終えた段階での捉えの変容の記述）があるかを単元終了後のレポートで見取る。 

・ 自己に引きつけた語り（「自国優先」と「人道主義」の視点から現在の日本のあり方

を捉え直し、今後の日本のあり方を考えている記述）があるかを単元終了後のレポート

で見取る。 
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数数  学学  科科  

  

逸 見 翔 大 ・ 中 居 朋 子 ・ 松 添 啓 子 
 

 

疑問や気づきを自ら生み出す生徒の育成 

－ 数学をつないで語ることで生まれる「ものがたり」を通して － 
 

 
本校数学科では、生徒が数学を学ぶことの意味や価値を実感するための手立てについての研

究に、一貫して取り組んできた。これまでに、「数学ものがたり」をつむぐ振り返る活動を取

り入れた授業(2014)、数学から学ぶ価値に気づくための数学の本質に気づく「問い」と数学と

自己との関わりを見つめ直す「語り直し」を取り入れた授業(2016)、他者と学び合うことから

生まれた新たな問いや気づきを基に数学化のよさを実感できる授業(2018)、数学的な見方・考

え方が豊かになる授業(2020)、「数学で語ること」の意味や価値を実感できる授業(2022)につ

いて研究を進めてきた。 

 今期の研究では、これまでの研究を継承しつつ、数学的活動の中で、生徒自らが疑問や気づ

きを生み出すことで、数学を学ぶ意味や価値を実感できるのではないかと考え、その手立てに

ついて追究していくこととした。 
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研究主題について 

 

 「生涯にわたって学び続ける生徒の育成」のために、数学を学ぶ意味や価値とは何だろうか。数学教育

研究では、これまでの数学学習の目的を、人間形成的目的(陶冶的目的)、文化的目的、実用的目的の 3 種

に分類している（長崎ほか、2007）。本校数学科ではこれらの中でも人間形成的目的に着目し、疑問や気

づきを自ら生み出すことが重要であると考えた。それは、先行きが不透明な現代社会において、現象に対

して問いをもち、論理的に思考したり、自らの思考を振り返って新たな視点から思考し直したりするこ

とで、問題の解決策を見出していくことが大切であると考えたからである。このような問題解決過程に

おいて、数学は大きな力を発揮すると考えられる。そこで本校数学科では、研究主題を「疑問や気づきを

自ら生み出す生徒の育成－数学をつないで語ることで生まれる「ものがたり」を通して－」と設定した。 

 なお、本校数学科では、数学をつないで語ることで新たに生まれる「ものがたり」を「自己にひきつけ

た語り」として、次のように定義している。 

 

 

数学的活動を通して、今までの学習や日常生活での経験と関係づけたり、他者の考えと比較したりしな

がら、自己の数学を学ぶことの新たな意味や価値を獲得した語りのこと。 

 

研究の目的 

 

上記の研究主題の具現化を図るために、次の３点について研究を進めることを研究の目的とする。

生徒の主体的な学びを生み出すための数学を活用する場面設定の工夫、問いから数学を生み出した

り数学から問いを生み出したりする場面設定の工夫、「振り返り」や「語り直し」を通して「自己に

引きつけた語り」を深める場面設定の工夫、である。 
数学を活用する場面について、生徒は数学を活用することで日常生活と数学がつながり数学の有

用性を感じ、数学を学ぶ意味を感じていくことができる。このような活用の学習は、生徒の探究す

る学びをより促すのに効果的である（吉田ほか、2022）。問いから数学を生み出したり数学から問い

を生み出したりする場面設定について、生徒は問題解決の場面で直観的に「なぜ？」と疑問に思っ

たり、「～ではないか」と予測したりする（相馬、2017）など、授業の中で感性を働かせており、そ

のような感性的な思考が、数学を学ぶ意欲につながっていることがわかった（鹿毛、2019）。「振り

返り」や「語り直し」を通して「自己に引きつけた語り」を深める場面設定について、生徒の学びを

深めるためには、生徒の既有のものがたりを変化させ続けていくことが重要である。そのために、

既有のものがたりを振り返って思考し直したり、そのものがたりを語り直して他者と議論したりす

ることが必要である（大前ほか、2014）。 
上記の研究の目的の具現化のために、下記の３点を研究の柱として研究を進めることにした。 

 
研究の内容 

  
 
 

数学科における「自己に引きつけた語り」とは 

（１） これまでの学習経験を活かす題材や論理的に考えるための単元構成の工夫 

（２） 疑問や授業での感情を表出する毎時間の授業の振り返りの工夫 

（３） 学習したことをつないで語ることを促す「My Math Story」の活用 
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（１） これまでの学習経験を活かす題材や論理的に考えるための単元構成の工夫 

数学を学ぶ意味・価値を実感するためには、学んだことを活かす場面があることや、学習したこ

とからさらに深く考え、新たな知識・技能を獲得したり、新たな考え方が生まれたりすることが大

切であると考えた。 

このことから、生徒が自ら学ぶために、これまでの学習経験を活かして考えることのできる題材

を扱い、生徒が「なぜ？」や「どうして？」と疑問に思う場面を意図的にしかけることが必要である

と考えた。例えば、図１の単元「正五角形の作図」の単元構想図のように、中学 1年「平面図形」に

おける作図について学習した後に、「正多角形の作図」を題材として扱う。正多角形の作図方法を学

ぶだけではなく、「なぜその作図で正方形がかけるのか」や、「正～角形まで作図できるのか」「正

五角形は作図できるのか」などと問いかけることで、学習したことを用いて論理的に考えようとす

ることができる。このような題材を単元の中で扱うことで、生徒の中に疑問を生み、学んでいく中

で「難しい」「悔しい」「できて嬉しい」などの感情をもつのではないかと考えた。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★①、②正多角形の

作図可能性を考え

ることで、理論上無

限に正多角形を作

図することができ

ることをおさえ、

「正五角形は作図

できるのか？」とい

う問いを生み出す。 

★③多様に考えた

り、筋道立てて論理

的に考えたりする

ことで、統合的・発

展的に思考する力

を身につけるとと

もに、証明の素地を

つくる。 

図１ 単元「正五角形の作図」の単元構想図 

（１） これまでの学習経験を活かす題材や論理的に考えるための単元構成の工夫 

数学を学ぶ意味・価値を実感するためには、学んだことを活かす場面があることや、学習したこ

とからさらに深く考え、新たな知識・技能を獲得したり、新たな考え方が生まれたりすることが大

切であると考えた。 

このことから、生徒が自ら学ぶために、これまでの学習経験を活かして考えることのできる題材

を扱い、生徒が「なぜ？」や「どうして？」と疑問に思う場面を意図的にしかけることが必要である

と考えた。例えば、図１の単元「正五角形の作図」の単元構想図のように、中学 1年「平面図形」に

おける作図について学習した後に、「正多角形の作図」を題材として扱う。正多角形の作図方法を学

ぶだけではなく、「なぜその作図で正方形がかけるのか」や、「正～角形まで作図できるのか」「正

五角形は作図できるのか」などと問いかけることで、学習したことを用いて論理的に考えようとす

ることができる。このような題材を単元の中で扱うことで、生徒の中に疑問を生み、学んでいく中

で「難しい」「悔しい」「できて嬉しい」などの感情をもつのではないかと考えた。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★①、②正多角形の

作図可能性を考え

ることで、理論上無

限に正多角形を作

図することができ

ることをおさえ、

「正五角形は作図

できるのか？」とい

う問いを生み出す。 

★③多様に考えた

り、筋道立てて論理

的に考えたりする

ことで、統合的・発

展的に思考する力

を身につけるとと

もに、証明の素地を

つくる。 

図１ 単元「正五角形の作図」の単元構想図 
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無理数を作図する

ことができること

をおさえる。 

正五角形の１辺と

対角線の長さの比

である、黄金比につ

いて取り扱う。 

★④対角線の長さ

を求めるために扱

う２次方程式の解

き方について学習

する。 

★⑤正五角形の中

にある相似な三角

形を見つけ、対角線

の長さを求めるこ

とを第５時の学習

課題とする。 

★⑥対角線の長さ

をもとに作図でき

ないかを考え、方眼

を用いて作図する

ことを第６時の課

題とする。 

★⑦なぜ正五角形

といえるのかを考

えることで、直角三

角形と辺の長さの

関係について考え

ることを促す。 
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また、学習のサイクルが、一度きりで完結す

るのではなく、学習したことを活かしてさらに

学習を進めることが大切であると考えた。図２

のように、ある問題の解決を行い、その過程や

自分の感じたことを振り返り、さらに統合的・

発展的に考えたり、日常の生活や社会の事象と

つなげたりすることで、新たに疑問が生まれる。

また、その疑問を解決し、他領域・他学年の問題

において、問題を解決していくということを意

識し、図 1 のように、単元を構成する。このよ

うに、これまでの学びや今後の学びを見通して

単元を構成していくことで、新たな疑問が生徒の

中に生まれ、学んだことを根拠として論理的に考えることができるのではないかと考えた。また、

生徒の数学的な資質・能力が繰り返し活かされていることや、他領域・他学年とのつながりも実感

できることで、生徒の題材(単元)に対する「ものがたり」が変容するのではないかと考えた。 
 
 
 
 
 

★⑧三平方の定理

を用いると、正五角

形の作図について

証明できることに

気づかせ、第８時の

学習課題につなげ

る。 

★⑨正五角形の作

図を通して、学習が

つながっていると

いうことを実感さ

せる。 

★⑩３年間の数学

での学びは、自分に

とってどんな意味

や価値があったか

を振り返らせる。 

図２ 学習サイクルのイメージ 
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（２） 疑問や授業での感情を表出する毎時間の授業の振り返りの工夫 

 授業後の生徒の振り返りを分析すると、大きく次の 3 つに分類されることがわかった。 
 
・「～ができた」「～がわかった」など、授業で身につけた知識・技能や、できるようになったこと

について振り返るもの 
・「～で嬉しい」「～と知ってびっくりした」など、自身の感情を振り返るもの 
・「～になると、どうなるのか」など、疑問が生まれているもの 
 
 今期の研究では、できるようになったことにつ

いて振り返ることより、自身の感情や、疑問が生

まれている振り返りを生むことに重点を置き、授

業後の振り返りの手立てを考えた。 
振り返りの手立てとして、図３のように、単元

ごとの毎時間の授業の振り返りカードを作成し

た。まず、本時の「私の感情を表すと…」という

振り返り項目を設け、自身の感情を表出するよう

促した。このことで、自身がこの授業で「できた」

「わかった」ことの振り返りにとどまらず、自分

にしかない感情を表出し、どのように情意面が揺

さぶられたかを表すことができるのではないか

と考えた。 
また、「本時の学習を生かして、これからどの

ように学んでいきたいか」という視点と、「本時

の学習は、これまでの学習とどのようにつなが

っているか」という視点を設けた。このような

視点を設けることで、図４のように、「共通点は

あるのか」と、これまでの学習とのつながりを考

えたり、「三角形以外では」と、条件が変わると

どうなるのか考えたりするなど、新たな課題や法則などを自分で見つけ、自ら主体的に学ぼうとす

るのではないか、また、このような振り返りを行うことで、より自己に引きつけた語りが生まれる

のではないかと考えた。 
 
（３） 学習したことをつないで語ることを促す「My Math Story」の活用 

数学を学ぶことが、自分にとってどのような意味・価値があったかを語るために、中学校３年間

で使用する「My Math Story」ファイルを準備する。 
各単元の終末には、図５のように、研究の内容（２）での振り返りカードをもとに、単元での学習

が自分にとってどんな意味・価値があったかを語る。また、この振り返りをポートフォリオとして

蓄積し、学年の最後には、図６のように、その１年間での「My Math Story」を記す。このような語

図３ ２年「三角形と四角形」での生徒Ａの 

授業後振り返り 

図４ ３年「相似な図形」での生徒Ｂの   

授業後振り返り 
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りを行うことで、下線部のように、自分なりの単元を学んだ意味や価値を実感することができると

考えた。 
このように、単元を学ぶ意味について蓄積していき、これまでの学習やこれからの学習をつなぐ

手立てを行うことで、中学校３年間での自身の「数学ものがたり」を振り返る(語る)ことができ、数

学を学ぶ意味・価値の実感につながるのではないかと考えた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ ２年生徒Ｄの「My Math Story」 

図５ ２年「三角形と四角形」での

生徒Ｃの単元終了後の語り 
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成果(○)と課題(●) 

 

研究内容（１）これまでの学習経験を活かす題材や論理的に考えるための単元構成の工夫 

○ 生徒の学習経験から題材などを考えたことで、「なぜ？」という疑問に対し、自身のこれ

までの経験を活かし、筋道を立てて論理的に考察することができていた。日常生活から数学

で扱えそうな題材を見つけるなど、今後も教材開発をしっかりと行っていきたい。 

● 単元を構成していく中で、１時間の授業の中で教師が意図的にしかけ、生徒にもたせたいと

いう疑問が、次の時間の授業と本当につながっているのか検討が必要である。生徒の反応や振

り返りなどを分析すると、教師が思っているよりも、数学のつながりについて実感できていな

いように感じた。他学年・他領域の学習や、この単元で学ぶことは何か、生徒に何を学んでほし

いのか、どのような生徒を育成したいのかを意識し、１時間１時間の授業の意図を考えながら

単元を構成していく必要がある。 

 

研究内容（２）疑問や授業での感情を表出する毎時間の授業の振り返りの工夫 

 〇 疑問をもつような手立てを行うことで、新たな法則を考えようとしたり、次時へのつながり

を持てたりしていた。また、「できて嬉しかった」「びっくりした」「わからなかった」などの

感情を自分自身の言葉やマークで振り返ることで、研究内容(３)の「My Math Story」が、自分

にとっての数学を学ぶ意味につながっていると感じた。自分自身で疑問をもつことから学びが

深まっていくという意識をもち、授業の中での生徒の感性的な思考をこれからも大切にしてい

きたい。 

 ● 生徒が「なぜ？」「どうして？」と抱く疑問は、振り返りの場面だけでなく、授業中のいろい

ろな場面で生まれている。しかし、問題解決場面で色々な解法について話し合ったり、自身の考

えを伝えたりする授業に終始してしまい、生まれた疑問を表出できていない現状がある。授業

後の振り返りの視点を常に黒板に掲示するなどし、授業の中で「この視点で考えると」などと問

うことで、振り返りだけではなく、常に疑問をもち、それを共有できるような手立てを講じてい

きたい。 

 

研究内容（３）学習したことをつないで語ることを促す「My Math Story」の活用 

○ １年間または３年間の学習を振り返り、数学を学んだ意味や価値について自ら語ること

で、自分にしかない学びの振り返りを蓄積していくことができた。また、各単元の学びにつ

いて振り返ることで、単元と単元をつなぐことができ、１年間の数学を学んできた意味につ

いて、考えるきっかけになったと感じる。 

● 生徒の「My Math Story」を、価値づけていく取り組みを、今後考えていきたい。「My Math 

Story」に教師からコメントを書いたり、生徒同士で読み合って感想を述べたりする活動を取り

入れるなど、数学を学んでよかったと思えるようにしたい。 
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 第２学年２組 数学科学習指導案  
 

  指導者 中居 朋子  
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1111：：2200～～1122：：1100   
２２  単単    元元    名名      平平行行とと合合同同 
３３  学学  習習  空空  間間      ２２年年２２組組教教室室                                       
４４  単単元元ににつついいてて                                                                                                          

（１）本単元は、「中学校学習指導要領解説数学編 数学科の目標及び内容 B 図形」に関す

る内容である。小学校算数科における図形の学習では、角度の測定や実験などの活動を行

い、その性質について考察を行うなど、いわゆる「直観的」な取扱いをしている。中学校数

学科における図形指導の意義については、学習指導要領解説では、「図形の性質や関係を

直観的に捉え、数学的な推論により論理的に考察し表現する力は、いろいろな分野での学

習や活動において重要な役割を果たす」とあり、直観的にわかるということだけを目的に

するのではなく、「なぜそのように考えたのか？」を論理的に考察し、筋道立てて説明する

ことが求められていると考える。第１学年では、作図や空間図形などの学習において、単

なる操作や作業だけに終始せず、考察したことを筋道立てて説明する機会を設ける。第２

学年では、図形の性質について学ぶとともに、図形の性質を演繹的に確かめ、証明するこ

とが取り扱われるようになり、証明する活動を通して、論理的に考察し表現する力を育成

していくことを目標としている。 

これらのことを踏まえ本単元では、平行線と角の関係や多角形と角の関係について、筋道

を立てて論証することについて学び、図形に関する知識を深めるとともに、論証する面白さ

に気づくことを目標としたい。また、角度について探究的な学びを行い、自分なりに見いだ

したこと、確かめたこと、工夫したことなどを数学的な表現を用いて論理的に説明し、伝え

合う活動を行う。このような活動を通して、論理的に考察し表現するよさを実感させたい。 

 

（２）本学級は35名である。事前のアンケート(n=35)で、「数学の授業で「なぜ？」「どうし

て？」と思うことがあるか」との質問や、「それを解決しようと取り組んでいるか」と

の質問に、32名が肯定的に答えた。しかしながら、「自分の考えが相手にうまく伝わる

よう、根拠や話の組み立てなど、何か工夫している」と答えた生徒は11名、「解決まで

の過程を振り返って、他にも方法がなかったか考えている」と答えた生徒は３名であっ

た。そこで、いろいろな図の見方や考え方ができる問題や題材を扱い、自分の考えの根

拠を相手にわかりやすく伝えたり、互いの考え方の違いやそれぞれの良さを振り返った

りさせる機会を積み重ねていきたい。 

   

（３）本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点

に留意したい。 

・ この単元で学んだ内容が、前学年や他領域で学習したこととつながって、自身の数学に関

する理解が深まっていると実感できるように、単元を構成する。例えば、文字式を用いて説

明する活動を行うことで、代数領域と幾何領域のつながりをもたせる。 

・ 生徒が自分なりに工夫して数学的な推論を進めるために、書き方にこだわることをせず、

表現に幅をもたせるなど、生徒なりの説明に耳を傾ける。 

・ 生徒が自分から「なぜ？」「どうやって？」と困難を感じる場面を設定するために、振り

返りで生徒がもった問いを学習課題に設定したり、補助線のひき方が多様である題材を準

備したりする。 

・ 単元の学習が、これまでの学習や、これからの学習とつながっているということを実感で

きるために、授業後の振り返りに「学習したことがどのように生かせるか」などの視点を設

け、単元終了後には、単元を通して「自分にとってこの学習はどのような価値があったか」

という学びの過程を語る活動を行う。 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
平行の学習を通して、数学の授業で「なぜ？」とか「どうやって？」と疑問をもつこと

が、次の学習につながっていくのだということを実感してほしい。 

●単元（ 平行と合同 ）に対する「ものがたり」の変容 

５５  本本単単元元のの目目標標                                                

（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図                      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・平行線と角の性質、多角形の角に

ついての性質を理解するととも

に、証明の必要性と意味、方法につ

いて理解する。 

〇平行線と角や、多角形の角の性質

について理解し、補助線をひいて角

度を求めたり、証明の際の仮定や結

論を把握したりできる。 

思思  考考  力力，，  

判判  断断  力力，，  

  表表  現現  力力  等等  

・平行線と角の性質、三角形の基本

的な性質を論理的に確かめたり、

新たな性質を見いだしたりする力

を養う。 

〇図形の基本的な性質がなぜ成り

立つのかについて、学習してきたこ

とを使って説明したり、証明したり

できる。 

学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・数学的活動の楽しさやよさに気

づいて粘り強く考え、数学を生活

や学習に生かそうとする態度、問

題解決の過程を振り返って検討し

ようとする態度、多面的に捉え考

えようとする態度を養う。 

〇証明に粘り強く取り組み、性質が

成り立つ理由について考えたり、ど

んな場合でも使えるよう一般化し

たものを考えたり、新たに疑問を生

み出せないかと考えたりする。 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

 平行、垂直は身近に存在する

ものだが、数学の世界で使うも

のであり、特に何も感じない。

「平行だから何？」って感じ。 

（学習後） 

なぜ平行なのかを考えること

で、論理的に考える力が身につ

いたと思う。平行の奥深さと、疑

問をもつことの大切さを感じ

た。 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
                         
 「私たちがバランス良く立っていられるのは、平行のおかげ」と聞いても、「ふーん」くら

いしか思えなかったです。でも、学習を進めていくうちに、「なぜ？」とか「どうして？」と

感じることが、次第に増えていきました。これまで当たり前だと思っていた、「三角形の内角

の和は 180°」というのも、「なぜ？」と聞かれれば、「確かに…うまく説明できないぞ…。」

と思ってしまいました。この単元では、証明というあまりイメージが良くなかったものと出会

いましたが、証明は「なぜ？」の説明であり、この単元を通して、いろいろな「なぜ？」の説

明ができるようになって、今は嬉しい気持ちです。でも、この単元が終わっても、図形に関す

る疑問はいっぱいです。正直まだまだ分からないことがあってモヤモヤしています。これから

の数学の学習でも、何でも当たり前と思わず、「なぜ？」とか「どうして？」と考え、それを

解決していきたいと思います。 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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（３）単元構成（全１４時間） 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１年時の作図方法を

確認し、その作図方

法でなぜ平行といえ

るのか考えること

で、論理的に考える

素地を作る。 

身の回りの数学に触

れ、興味をもたせる。 

論理的に考えるため

の知識や技能を身に

つける。 

第 1 時で学習したこ

とを用いて問題解決

を行い、なぜそう考

えたのかを説明し、

論理的に考える。 

平行になる条件を学

習し、小学校や 1 年

時に学習した平行の

作図がなぜ平行とい

えるのか考える。 

－114－



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

１年時や小学校の学

習とつなげて考える

ことを促す。 

第５時の内容を発展

的に考え、その際に

出た課題を第６時の

学習課題とする。 

論理的に説明するた

めに、必要なことは

何かを考えることを

促す。 

当たり前のことに疑

問をもたせ、論理的

に解決することにつ

なげる。 

第８、９時の内容を

発展的に考え、多様

な考え方を出す。 

「なぜ？」と問い、論

理的に考察すること

を促し、本時とつな

げる。 

第６時で疑問に思っ

たことを考え、その

疑問を第７時の学習

課題とする。 
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本時を発展させた問

題を考え、次時の学

習課題とする。 

第 10 時の内容を振

り返り、論理的に考

えるよう促す。 

証明の根拠となる事

柄を学習する。 

筋道立てて証明する

方法を考え、どのよ

うな事柄を証明でき

るか考え、次時の学

習課題とする。 

証明できるものが他

にないか考え、単元

を学んだ意味や価値

を自分なりに振り返

る。 

筋道立てて論理的に

説明(証明)すること

について生徒に意識

させ、第 12 時からそ

の根拠となることが

らについて学ぶこと

をおさえる。 
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２年時の学習を素地

に、論理的に考察す

る力を身につける。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導    ((第第 1111 時時))  

（１）目標  
・ 凹五角形のへこんだ部分の角の大きさについて、補助線を用いて考察、説明する活

動を通して、筋道立てて論証する方法について理解し、凹五角形のへこんだ部分の角

の大きさの求め方について説明することができる。 

・ 凹ｎ角形のへこんだ部分の角の大きさについて、補助線を用いて考察する活動を通

して、自ら進んで未知の問題に取り組んだり考えたりしようとする態度を身につける。 

（２）学習指導過程     

学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応 ○教師のかかわり 
１．前時までの復習をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．凹五角形のへこんだ部分の

角について考える。 
 
 
 
 
 
 
 
(１)具体的な数で考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(２)へこんだ角の大きさが、内

側のへこみ部分以外の角の
大きさの和から180°ひいた
ものであることを証明する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
(３)一般化で用いた補助線のひ

き方が、どのように考えてい
るかを考える。 

 

・前回は、へこんだ角の大きさを求
める方法を考えた。 
・多角形の角の数が変わっても、前
回のようにきまりが見つかるかな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・いきなり文字だと難しいから、ま
ずは具体的な数で考えたい。 
・前の授業でやった補助線のひき
方を使うと求められると思う。 
・へこんだ角の求め方にきまりが
ありそうだ。 
・同じように補助線をひいて考え
てみよう。 
・いつでもいえるようにするには、
文字式を使って考えればいい。 
・すべての内角をたして180°ひく
と、へこんだ部分の角の大きさを求
めることができる。 
 
・右のような補助線のひき方があ
る。それぞれどのように考えている
のだろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○これまでの学習とのつながりを
実感できるようにするために、前時
の復習を行い、前時の振り返りから
本時の学習課題を設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○凹多角形のへこんだ部分の角の
大きさについて、見通しをもって一
般化できるようにするために、４つ
の内側の角を具体的な数でおき、 
∠ｘの角度を求める。 
 
 
 
○相手にわかりやすく伝えること
ができるようにするために、文字や
記号など、自分の伝えやすいものを
自由に扱ってよいことを伝える。 
 
 
○いろいろな考え方を引き出すた
めに、いろいろな補助線のかき方を
称賛し、その補助線にどのような意
味があるのかを問う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学学習習課課題題：：凹凹多多角角形形のの∠∠ｘｘのの大大ききささににはは、、どどんんなな秘秘密密ががああるるだだろろうう？？  

ｘ

①       ② 

   
③       ④ 

ｘ ｘ

ｘ ｘ
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３．凹多角形のへこんだ部分の

角の大きさを求める方法は
ないか考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．本時の振り返りを行う。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・補助線が、問題を解くためのもの
でなく、みんなの考えを表している
ものだって感じた。 
・補助線のひき方がいろいろある
ように、みんなの考え方もいろいろ
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・難しかったけど、前の時間に学習
した補助線のひき方と同じように
考えることができた。 
・今日のように、角度を求めるだ
けではなく、新たな公式を生み出
していくのが面白かった。 
・補助線は、問題を解くための道
具ではなく、自分の考え方を示す
ための道具だ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○生徒の情意面を揺さぶり、補助線
に対する捉えの変容に気づくこと
ができるようにするために、「どの
補助線が感動したか？」と問う。 
 
 
 
○生徒主体的な学びを促すために、
それぞれの考えた発展的課題に取
り組むよう伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○角度について学んだことをつな
げて振り返ることができるように
するために、「今日の学習は、これ
までの学習をどのように生かすこ
とができたか」という視点で振り返
りを行う。 
○数学を学ぶ喜びを実感できるよ
うにするために、「この単元で、
自分にどのような力が身についた
か」という視点で振り返りを行
う。 

  

７７  見見取取りり  

 ・ 毎授業の振り返りや単元のまとめレポートにおいて、新たな疑問が生まれているか、その疑問を

解決しようとしているか見取る。 

T：いろいろな補助線のひきかたがありますね。たとえば、①の補助線はどのような考え方をし

ているのでしょうか？ 
S1：①は、四角形の内角の和が 360°であることと、三角形の内角の和が 180°であることを使

っていると思う。 
S2：前の凹四角形のときも同じように考えた。 
T：では、③の補助線はどうですか？ 
S3：③は、へこんだ部分を通って、上の辺に平行な線を引いているな。 
S4：平行をひくということは、錯角や同位角が等しいことを使って考えている。 
T：補助線をひいていることで、皆さんの考え方が見えてきますね。皆さんが「感動」した補助

線はある？ 
S5：わたしは平行線をひくなんて発想が出てこなかったからすごいと思った。 
S6：④のように垂線をひいても考えられるのかな。この方法でも証明できるなんて感動する。 

T：今は凹五角形だったけど、この問題を発展させるとどんな課題が考えられる？今は五角形だ

ったから… 
S1：凹六角形、凹七角形とかも自分でかいてやってみようかな。 
S2：これまでと同じ補助線のひき方をすれば、考えることができるのではないかな。 
T：凹六角形、凹七角形、凹八角形、…と角を増やしていくのはいいね。 
S3：凹ｎ角形のへこんだ部分も決まりがあるのかな？ 
T：どうやって凹ｎ角形のへこんだ部分の角の大きさの決まりを見つけられるかな？これまでに

学習したことを使えないかな？ 
S4：多角形の内角の和や、正多角形の１つの内角の大きさを考えたときみたいに、一般化できな

いかな。 
S5：なるほど。公式を自分でつくることができるかもしれない。 
S6：これまでの学習をつなげて考えることもできるなんてすごい。 
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 第３学年１組 数学科学習指導案 
 

  指導者  松添 啓子  
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1133::1100～～1144::0000 
２２  単単    元元    名名      計計算算ママススタターーへへのの道道 
３３  学学  習習  空空  間間      １１年年２２組組教教室室 
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて 

（１） 本単元は、中学校指導要領解説数学編第３学年「A数と式」における(２)簡単な多項式に

関する内容である。「式の展開・因数分解」と聞くと、二次方程式を解くために必要である

と考えられることが多いが、果たしてそれだけだろうか。小学校算数科の数と計算の領域で

は、第２学年で個数を考えることによって乗法を学習する。そして、第４学年の図形領域に

おいて平面図形の面積を学習することによって、乗法を図形として捉えることができるよ

うになる。中学校数学科では、第１学年において正の数、負の数の乗法、文字式の乗法を学

習する際に面積図を用いて考え、乗法は長方形の面積として考えられることを学習をする。

また、第２学年では、文字を用いた式で数量の関係を説明したり、平面図形の性質を証明し

たりすることで、証明の必要性や意味について学習する。 

そして第３学年の本単元につながり、式の展開・因数分解を学習する。学習指導要領解 

説には、「既習の単項式と多項式の乗法と関連付けて考察し、単に形式的に計算ができるよ

うにするだけではなく、その方法が交換法則、結合法則や分配法則などを基にしていること

を理解できるようにすることが大切である」、「目的に応じて式を変形したり式の意味を読

み取ったりできるようになることが重要である」と記されている。本単元を学習することに

より、これまでに学習したことを関連づけて考察することの必要性や、式と図形のつながり

を感じることができ、統合的・発展的に考える力を養うことにつながると考えられる。また、

単元構成や問いを工夫することにより、本校数学科が研究している生徒の「なぜ？」を生み

出すことが可能になる。公式に当てはめて計算出来ればよいというのではなく、「なぜそう

なるのか？」ということを大切にして授業を展開していきたい。 

（２） 本学級は35名であり、数学に対して苦手意識を持っている生徒が多い。事前に 

行ったアンケートでは、「かけ算が得意である」と回答した生徒は12名であったが、「筆

算を使わずに計算ができるようになりたい」と回答した生徒が32名いる。このことから、

速く計算ができるようになりたいという生徒の考えに沿った単元構成を行う。また、「数

学の授業で疑問に思ったとき、解決しようとしている」と回答した生徒が25名いること

から、生徒自身が疑問を生み出せる単元構成や発問の工夫を行うだけでなく、その疑問

を解決できたという達成感を味わうことができる機会の積み重ねを行っていきたい。一

方で、「問題が解けたときに、他の方法がないか考えているか」という問いに対して「い

つも考えている」と回答した生徒が５名であることから、答えは１つであってもその答

えを導くまでの考え方が多様であるような問題や題材を、授業の中で扱っていきたい。 

（３） 本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる・「情意」を働かせる） 

にあたって、次の点に留意したい。 

・ 疑問を持たせる手立てとして、普段の授業において、友達の発言を聞いたときに「◎分か 

ったこと、つかめたこと」「？分からなかったこと」「☆もっとこうすればいいのでは」と

いう３つの視点を提示し、ノートに書くよう指示する。 

・ 生徒の思考の流れに沿えるように、授業での生徒の発言や振り返りシートの記述をも 

とに、単元構成の修正を行う。 

・ 数学が得意な生徒も苦手な生徒も、こだわりを持って深く考えられるように、１つの方法 

で考えるのではなく、多様な考えを取り上げたり、なぜそうなるのかを論理的に証明させた

りする。また、個に応じた解き方を選択できる場面を作る。 

・ 数式領域と図形領域のつながりを感じられるように、単元の最初から面積図を用いて考え 

させる。 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
計算の仕組みを自ら発見し、既習事項を用いてその仕組みを説明することで、「できた」

という達成感を得るとともに、領域を超えた数学のつながりを実感してほしい。 

５５  本本単単元元のの目目標標   
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・数量や図形などについての基礎的な概

念や原理・法則などを理解するとともに、

事象を数学化したり、数学的に解釈した

り、数学的に表現・処理したりする技能を

身につける。 

〇単項式と多項式の乗法、多項式を単項

式で割る除法の計算をすることができ

る。 

〇簡単な一次式の乗法の計算、公式を用

いる式の展開や因数分解をすることがで

きる。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・事象を論理的に考察する力、数量や図形

などの性質を見いだし統合的・発展的に

考察する力、数学的な表現を用いて事象

を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

〇既に学習した計算の方法と関連付け

て、式の展開や因数分解をする方法を考

察し、表現することができる。 

〇文字を用いた式で数量及び数量の関係

を捉え説明することができる。 

『 も の が た り 』 の 授 業 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
 最初は、展開・因数分解と聞いて難しそうとか嫌だなというマイナスな気持ちが大きかった。で

も、面積図を使って考えていくことで、文字だけだとややこしい計算が視覚化されて、面積として

考えられたので分かりやすかった。展開は公式を忘れてしまったとしても、順番に分配法則を使え

ばできるのでよかったけど、問題は因数分解でした。タイルを使って考えたとき、定数項が正の数

なら面積として分かるけど、負の数になるとどうやって表すのか。それが解決しても今度は、どの

公式の形に当てはまるのかをどうやって見極めるのかというように次々に疑問が出てきました。 
 先生が速算を披露してくれたとき、どうやって計算してるの？と思ったけど、何個か式を見てい

たら計算方法は理解できた。でも、「何でその方法で計算できるの？」と聞かれると、「…。」だっ

た。これまでのことが使えるのかなと思って、面積図に表して「この計算方法だから、ここにこの

長方形が必要で…」と友達と一緒に考えていくと、解決することができ、分かったときにはすごく

うれしかったし、自分でできたという達成感があった。文字を使うことで、一般的な場合を説明す

ることができて、便利だなと思った。文字を使った説明の方は難しくてまだ分からないけど、でき

るようになりたいなと思った。それに速算って他にもあるのか調べてみたいなとも思った。 
展開・因数分解は公式に当てはめるだけと思っていたけど、小学校で習ったかけ算でも、計算の仕

組みさえ分かれば、筆算よりも速くできるし、その理由も説明ができるようになって、計算への抵

抗が少し減ったような気がする。そして、数学はいろいろなことがつながっている、学んだことを

使って考えれば公式であっても自分たちで作ることができるということを実感できたのでよかっ

た。 

探究的な学び 
他者と語り合う 

（学習前） 

 展開・因数分解は公式を覚え

て、その公式に当てはめて計算

すればいい。答えが合っていれ

ばそれで OK。 

●題材（ 式の計算 ）に対する「ものがたり」の変容 
（学習後） 

計算の仕組みを発見すること

ができたのがうれしい。展開・因

数分解を使うことで、一般的に

その仕組みを説明することもで

きてすっきりした。 
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学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・数学的活動の楽しさや数学のよさを実

感して粘り強く考え、数学を生活や学習

に生かそうとする態度、問題解決の過程

を振り返って評価・改善しようとする態

度を養う。 

〇自ら疑問を生み出し、その疑問の解決

に向けて、既に学習した内容と関連づけ

て、粘り強く考えたり、友達と話す中で解

決を図ろうとしたりすることができる。 

 

（３）単元構成(全15時間)  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 単元の最初に「あな
たにとって展開・因数
分解とは？」を書くこ
とによって単元後と比
較できるようにする。

 トランプを用いたマ
ジックに教師対生徒で
はなく、2 人 1 組で取
り組むことで、当事者
性を持たせ「なんで？」
が生まれやすくする。

 面積図を用いた考え
が今後生徒から出てく
るようにする手立てと
して、教師側から課題
を提示する。 

 （ ）×（ ）の計
算方法を考えるため
に、2 年次に学習した
問題を振り返ること
で、既習事項と結び付
けて考えられるように
する。 
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 多項式どうしの積の
計算方法を考えるため
に、面積図を用いる。
また、「何種類」と問う
ことで、1 つの図形に
対して多様な見方がで
きるようにする。 

 生徒の「面倒くさい」
という発言から、乗法
公式の必要性につなげ
る。この時間で「（ ）
の中の項の数が増えた
らどうなるのか？」と
いう疑問が出れば 6 時
間目につなげていく。 

 乗法公式を用いて展
開ができるようになる
技能の定着を図るため
に、個に応じた難易度
の問題・課題解決に取
り組む。 

 展開から因数分解に
つなぐために、2 年次
に学習した「逆」の話
を用いる。また、視覚
的に理解しやすいよう
にタイルを用いて考え
る。それにより、負の
数の表し方に対する疑
問が生まれやすくな
る。 

総
　
論

国
　
語

社
　
会

数
　
学

理
　
科

音
　
楽

美
　
術

保
健

　
体
育

技
術
・

　
家
庭

外
国
語

学
校
保
健

共
創
型
探
究

語
り
合
い
の
時
間

－123－



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 因数分解の技能を習
得するとともに、見極
め方を考えることで、
論理的に考える力をつ
けられるようにする。

 共通の課題に取り組
むことで、本時での考
える手立てにする。 

 自分で見つけ、それ
を証明することで、達
成感を味わうことがで
きるとともに、本時の
課題に取り組むときの
証明方法へのこだわり
につなげる。 

 生徒からの「他にも
あるのか？」という疑
問から、次の時間の学
習課題へつなげる。 
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 前時よりも難しくな
っているように見える
が、計算の仕組みとし
ては簡単で、生徒が次
の疑問を持ちやすい
(条件を変えやすい)問
題を扱う。 

 生徒から出てきた疑
問をもとに次の時間に
つなげる。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導計計画画  

（１）目標 
十の位の数が同じで、一の位の数の和が10になる2桁の自然数どうしの2数の積について、

面積図や文字式など既習事項を用いることによって、その計算の仕組みを考え、証明するこ

とができる。また、解決したことから新たな速算を生み出すことができる。 

（２）学習指導過程  
 学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応  ○教師のかかわり 

１．十の位の数が同じで、一の
位の数の和が10になる2桁
の自然数どうしの2数の積
について、計算の仕組みを
考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．計算方法の説明を考える。 

(個人・グループ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・十の位が1じゃない。前回より
難しそう…。 

・でも十の位は同じ。一の位の数
にも何か決まりがある？ 

・一の位の数の和が10だ。 
・1〇×1△の応用なのかな。 
・どういう仕組みで先生は計算

してるんだろう？ 
 
 
・答えの下2桁は一の位の数ど

うしの積になってる。 
・十の位の数どうしをかけても

う一回その数を足してる？ 
・十の位の数とそれより1大き

い数をかけてるんじゃない？ 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○既習事項とのつながりを実感できる
ように、17×13、27×23の順で問題
を提示する。 

 
 
 
 
 
〇計算の仕組みに気がつけるように、

筆算の形で式を提示する。 
 
〇計算の仕組みが分かったところで、

学習課題を生徒に尋ねる。 
 

〇十の位の数どうしをかけてもう一回
その数を足すことと、十の位の数と
それより1大きい数をかけることは
同じなのか投げかける。 

 
 
 

 
〇生徒同士で説明しやすくするため

に、前時までに何を用いて考えてい
たのかをもとに座席を決めておく。 

(面積図、文字) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学学習習課課題題：：ななぜぜそそのの計計算算方方法法でで計計算算ででききるるのの？？  

S1：何を使って考えればいいんだろう？ 
S2：今までみたいに面積図を使えばいいのかな。 
T：長方形の面積図が使えるの？ 

S1：掛け算は長方形の面積って言ってた気がするけど。 
S2：4つに区切って移動したらできそう。 
T：この図が計算の仕組みとどう関係してるの？ 

S1：右下の長方形はこの計算の部分だよね。 
 
S3：文字を使って証明したいけど、十の位が1じゃないから何を文字でおけばいいのかな。 
S4：1年生の時に2桁の数の表し方ってやったよね。10a+bかな。 
S3：もう一方の数は一の位の数が違うから10a+cでいいかな。 
S4：ということは、積は(10a+b)(10a+c)だから展開できるよ。 
S3：あれ？一の位の数の和が10はどこで使うの？ 
S4：和が 10…。b+c=10 ってことだよね。 
 
T：式を展開したんだね。でもこれって計算の仕組みの説明になってる？ 

S5：100a(a+1)が表してる意味って何だろう？ 
S6：a が十の位の数字で a+1 はそれより 1 大きい数だから、100 倍すれば 

計算の仕組みと合うんじゃないかな。 
 

T：bc を答えの十の位と一の位に書くって言ってたけど百の位に書くこと 
はないの？ 

S7：bc って一の位の数どうしの積だよね。 
S8：最高でも 9×9＝81 だから 2 桁でおさまるよ。だから百の位に書くこと 

はないよ。 
S7：そこまで考えないといけないのか。 
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３．計算できる理由を全体で共

有する。(全体) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．本時の振り返りを行う。 

(個人) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・文字を使うことでどの数でも

この仕組みが成り立つことが
証明できた。 

・面積図の説明はこれまでとほ
とんど同じなんだ。 

 
 
・一の位の数が同じで十の位の

数の和が10だったらどうなる
んだろう。 

・すべての2桁×2桁の計算を速
算する方法はないのかな。 

 
 
 
・前回の速算は繰り上がりを足

すのが面倒くさくて使えない
なと思ったけど、今回のはこ
れから使えそうだな。 

・速算ってもっと他にもあるの
かな。調べてみたいな。 

 
 
〇1つの方法で考えられた生徒には、新

たな疑問や他の疑問がないのかを考
えるように助言する。 

 
○今考えているすべての場合で、その

方法が当てはまるのかを考えるよう
助言する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇多様な考え方を取り上げられるよう

にするために、ノートに書いたもの
を写真で撮ってロイロノートの提出
箱に提出するよう伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
〇新たに出てきた課題があれば書くよ

うに伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
〇出てきた疑問を紹介することで、次

の時間につなげる。 

７７  見見取取りり  

 ・ 毎授業後の振り返りと単元のまとめレポートにおいて、考えがどのように変容したのかを見取る

と同時に、その変容がどのような環境によって起きたのかを録画したものから見取る。 

 

予想される生徒の考え① 

予想される生徒の考え③ 

予想される生徒の考え② 

予想される生徒の考え④ 
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理科 
 

島 根 雅 史 ・ 宮 崎 浩 行 

 

 

進んで自然と関わり、 

     見通しをもって探究する生徒の育成 
－ 科学する共同体の中でつむがれる「ものがたり」を通して － 

 

 

本校理科では、「自然の真理や摂理の追究」と「理科を学ぶ意味や価値の実感」を中心と

して研究を行ってきた。 

自然の真理や摂理を追究する過程を通して、学んだことに対する自分なりの意味や価値

を見出すことこそが、進んで自然と関わろうとする意欲につながると考えている。本校理科

では、意味や価値を実感する学びを実現するために、生徒の素朴概念や思考過程を踏まえた

単元構成、対話を促す教師の関わり、「ものがたり」をつむぐための振り返りの工夫などに

ついて研究を行ってきている。特に前回大会では、仮説を設定する場面における教師の関わ

りについて手立てを講じ、一定の成果が得られた。しかし、仮説の検証可能性や焦点化の仕

方、個の思考にどこまで寄り添うかなど、さまざまな課題がある。 

そのため、今期も「自然観の変容を生むための単元構成」「仮説を立て、検証する力を育

成するための手立て」「自己の『ものがたり』をつむぐ振り返り」の３つを中心に、研究を

行っていく。 
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研究主題について 

 

 本校は、自立した学習者を育てるため、学び続ける意欲について研究を行っている。理科

における自立した学習者とは、「進んで自然と関わり、見通しをもって探究する生徒」であ

ると捉えている。「進んで自然と関わり、探究する生徒」とは、積極的に自然に触れたり、

学びを通して得られた視点で自然を捉えたりする中で、問いを見出し、探究する生徒である

と考える。このような生徒の育成をめざし、研究を進めていく。  
「進んで自然と関わり、見通しをもって探究する生徒」を育成するために大切にすべきこ

とは何か。それは、「生徒による探究」と「意味や価値の実感」の２つであると考える。ま

ず、自然について探究することができる生徒を育成するためには、生徒が自然を探究する力

を身につける必要がある。この力を育成するために必要なのが、「生徒による探究」の過程

である。自然から見出した問いについて、生徒が仮説を立て、検証し、自然の摂理を解き明

かす過程の中でこそ、自然を探究する力が育成できる。しかし、それだけでは、進んで自然

と関わろうとする意欲を育むことはできない。生徒の意欲を育むためには何が必要か。それ

は、生徒が学んだこと、学んできた過程に対する「意味や価値の実感」である。  
では、生徒はどのようなときに学んだことの意味や価値を実感するのか。１つは、自分と

自然との関わりに気づき、自然を新たな視点で捉え直したとき、すなわち自然観が変容した

ときであると考える。そのためには、「生徒による探究」の過程が、自然について他者と聴

き合い、問い合いながら探究する過程であること、さらには、その土台として、他者と対話

し、試行錯誤を繰り返しながら解明していくことを大切にできる集団（＝科学する共同体）

づくりが重要である。もう１つは、自然を新たな視点で捉え直すことができるようになった

自分に気づくことができたとき、すなわち自己の変容を自覚したときであると考える。その

ためには、学びの過程を過去の自分の考えや感じ方とつなげながら振り返ることが重要で

ある。  
前回大会では、「生徒による探究」の中でも、仮説を立てる場面に焦点化したアプローチ

を行った。その結果、仮説を立てることの有用性を実感する姿、見通しをもって検証する姿

が見られたが、仮説の立案や、妥当性の検討などに課題が残った。また、前々回大会から理

科における「自己に引きつけた語り」を設定し、単元を終えた生徒がつむぐ「ものがたり」

について、量的・質的な分析を試みてきた。しかし、語りが一般論的で個人性が表出されて

いないものや、知識レベルでとどまっているものも見られた。  
そのような課題を踏まえ、今期も単元構成および仮説を立てて検証する力を育成するた

めの手立てについて研究を継続する。そして、探究の過程が生徒の学びとなるよう、困難・

葛藤と出会わせながら生徒の情意面を揺さぶるための単元構成、自分の意見、方法にとこと

んこだわって探究した足跡を「自己に引きつけた語り」として表出させるための手立てにつ

いて研究したいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

新たな視点で自然を捉え直し、理科を学ぶ意味や価値を実感した語り  
 

理科における「自己に引きつけた語り」とは 
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「生徒による探究」＝自然から見出した問いについて、生徒が仮説を立て、  
検証し、自然の摂理を解き明かす過程  

生徒が学んだこと、学んできた過程に対する「意味や価値の実感」  

研究の目的 

 
進んで自然と関わり、見通しをもって探究する生徒を育成するために、次の２点が必要で

あると考えた。  
 
 
 
 
その具体的な手立てについて研究する。 

 

研究の内容 

上記の目的を達成するため、理科では研究の柱を次の３つに設定し、研究を行う。  
 

 
 
 
 
（１）自然観の変容を生むための単元構成 

理科における「自己に引きつけた語り」を生み出すためにはどのような学びが必要か。そ

れは、自己の自然観（自己をとりまく自然の見方や考え方、自然に対する価値観）が変容す

る学びであると考える。単元での学びを通して自己の自然観が変容することで、学んだこと

に対する意味や価値を実感し、「自己に引きつけた語り」を表出しやすくなるのではないか

と考える。では、自然観の変容を生むような単元には何が必要か。これまで本校理科では、

単元構成の視点として、以下のことが重要であることを明らかにしてきた。  
●単元構成の視点 

 

   

 

 

 

 

自然観の変容を生むためには、題材に対して見出した問いについて、自分たちの手で

解決していくといった探究の過程が必要であり、上記の視点は、そのような学びを具現

化するための手立てとなる。しかし、探究の過程を踏まえた単元構成を行っても、題材

に対する知識・理解にとどまり、自然観の変容が見られない生徒や、学んだことに意味

や価値を見出せていない生徒が見られるなど、課題が残った。 

そこで今期は、教材に対する興味やこだわりをもって、探究に対して熱中する姿を生

み出したいと考えた。そのために、対象物にじっくり向き合って、生徒の自由な視点で

観察、操作をする自由試行の場面を設け、そこから見いだした事象をもとに問いや仮説

を設定できるようにする。仮説の検証についても、結果の見通しをもちながら、生徒が

考えた検証方法を試してみる場面を設定する。 

（１）自然観の変容を生むための単元構成 

（２）仮説を立て、検証する力を育成するための手立て 

（３）自己の「ものがたり」をつむぐ振り返り 

① 生徒の自然事象に対する捉え方を把握し、単元の「ものがたり」が設定できているか（単元

を通して、こんな語りをしてほしいというゴールを設定することができているか） 

② 生徒の自然事象に対する概念を揺さぶり、対話を生むような教材が設定できているか 

③ 学習のなかで生まれる生徒の文脈を見取り、そこから新たな問いを設定できているか 

④ 題材が自分や自分をとりまく自然事象とどう関係しているかに気づかせるしかけがあるか 
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自由試行の場面では、教師からの指示はできるだけせず、生徒の自由な発想に委ねる。

教材とじっくり対話することで、生徒は自分なりの学びの文脈を形成していく。その中

で自ら発見したことは、こだわりをもって他者に語ることができる。こだわりをもって

教材や他者と向き合う先にこそ、困難や葛藤が生まれ、熱中する姿になっていくのでは

ないか。このような試行錯誤を経て、他者と対話しながら、自然の真理や摂理を解明し

ていく中で、生徒の自然観は変容していくのではないかと考えている。 

 

 

（２）仮説を立て、検証する力を育成するための手立て 

「自然からどんな真理を引き出すことができるかは、自然に対するわれわれの問いかけ

方いかんによる、つまりわれわれの仮説の立て方いかんによるのです。」（米盛、2007）と

あるように、仮説を立てることができないと、自然の真理や摂理を追究することは困難であ

る。このことから、仮説を立てる力を育成することは、自然を探究する力を育成するうえで

欠かすことのできないものであるといえる。 

本校理科では、仮説とは、「ある自然現象に対する自分なりの仮の説明」であると捉え、

妥当性の高い仮説を立てる力を育成するため、次のような手立てを講じてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 しかし、前回大会では以下のような課題が残った。 

・仮説を立てたものの、その仮説を検証する方法を考えられない場合がある 

・検証することが困難な仮説であった場合がある 

 

これらは、仮説そのものの質に関する課題である。ここでは、「なぜ」のような大きな問

いを「疑問（探究課題）」と呼び、観察や実験によって科学的に解決可能な問いを「問い」

と呼び、区別する。本校理科では、「疑問」を「問い」へと変換するための手立てや教師の

関わりとしては、仮説と変数を意識させ、それらを生徒自らが設定することが有効であると

考え、授業実践の中で検証を行ってきた。生徒が自ら探究するためには、教師が疑問（なぜ）

に対する仮説を設定するような対話を促し、その仮説から生まれた科学的に解決可能な「問

い」に対して、その仮説を検証するためには何を変数として設定すればよいかという次の対

話に導くことが有効であることがわかっている。 

 

 「疑問」から「問い」への変換過程における思考について、吉田、川崎（2019）は、次の

ような順序性を明らかにしている。 

 

 

 

このように、仮説の形成は、「疑問」から「問い」への変換過程の一部であるという認識

のもと、今までの授業実践を省察した上で、授業研究を重ねているところである。 

 前回大会の実践授業について、この観点から整理すると、次のようになる。 

① 個人で仮説を立てる ※「何が」「どのように」などのキーワードを示しておく 

② 班で仮説を１つ選ぶ（どの仮説が一番うまく現象を説明できているか） 

③ 各班の仮説に含まれる変数を黒板に集約し、共有する 

④ 各班の仮説を図式化（モデル化）する 

⑤ 全体で仮説を検討する 

  ＜検討する視点＞ 

   ・科学的に説明可能か ・実験で検証することが可能か ・根拠に基づいているか 

① 問題状況の確認 → ② 既有知識の想起 → ③ 要因の検討 

→ ④ 仮説の形成 → ⑤ 「問い」の設定 
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疑問 なぜコケ植物はじめじめした日影で生きているのか 

①問題状況の確認 確かに自分の家のコケも日影に生えている 

②既有知識の想起 今まで習った植物は、光も水も両方が必要だった 

コケ植物は道管がなく、体全体で水分を吸収する 

③要因の検討 日影にいるということは光合成をしていない？ 

でも、植物だから光合成はしているはず 

光があることの不都合は… 

④仮説の形成 光があると水分が蒸発してしまうから日影にいるのではないか 

⑤「問い」の設定 コケ植物に光は必要なのか 

 上記のように、④仮説の形成までには、②や③のような思考をしていると考えられる。特

に②のような前提条件となる部分がずれていると、③や④でも、全く的外れな要因や仮説を

あげることになってしまう。従って、②の既有知識を全体で共有化することは、科学的に妥

当な仮説を立てる上で必要であると考えられる。③の段階では、複数の要因（変数）につい

て洗い出しが行われ、そこから要因（変数）の絞り込みや、変数同士の関係づけを経て仮説

が形成される。ここでは、光という要因によって水が奪われるという因果関係が仮説として

導かれている。そして、水を奪う要因になる光は、コケ植物にとって必要なのかという問い

が設定され、検証される。 

 

 

 

 

 

 また、前回大会以降の実践においては、新たに以下のような課題があがっている。 

・個人で仮説を考えている時点で、自分の考えにこだわりをもつことができていないため、

対話が深まらない場面が見られた 

・班で仮説を集約している時点で、自分の考えていた仮説と班の仮説が異なるものになって

しまう場合がある 

 

これらは、仮説設定の場面における生徒の情意面から見た課題である。 

 １点目の課題については、自分の仮説に自信がもてない場合や、そもそも題材に入り込め

ていない（そのためのしかけが足りない）場合などが考えられる。自由試行などを通して、

自分なりの方法で自然に働きかける時間を保証することで、その子その子の学びの文脈が

でき、自分の考えにこだわりをもつことにつながると考える。 

 ２点目の課題については、仮説を形成した時点で、同質の生徒同士でグルーピングするな

どの手立てが考えられる。 

 

（３）自己の「ものがたり」をつむぐ振り返り 

学んだことの意味や価値を実感するためには、自らの学びの過程を振り返ることが必要

不可欠である。学びを振り返る中で、自然と自己との関わりや自然に対する新たな捉えを語

ることで、その学びが自分にとってどのような意味や価値があったのかを俯瞰して捉える

ことができ、「自己に引きつけた語り」が生まれると考える。本校理科では、授業後や単元

後に学びを振り返る際、次のような視点を与え、「ものがたり」を記述させている。  
 

 

この「問い」の条件は、 

・全員が立場をとれる問いであること 例）必要あるいは不必要 

・科学的に検証可能であること 

      例）「結果がどうなれば、光が必要と言える？」などの関わりが必要である 
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●単元後の「ものがたり」を記述させる視点 

 

   

 

 

 

 

※ 「私にとって○○は（・・・・・）である」といった振り返りのタイトルをつけさせる、 

 授業の流れがわかるスライドの一覧を配布する などの手立ても有効であった。 

 

●授業後の「ものがたり」を記述させる視点 

 

 

 

 

前回大会でも、視点は与えていたものの、本時の学びと感性を結びつけた語りがあまり見

られないという課題が挙がった。そこで今期は、学びの中で生じた自己の感情（喜びや不安、

驚きなど）に焦点を当てる。自己の情意が動いたときこそ、学びと自己がつながっている（＝

自分を主語として学びを捉えている）と考えられるので、毎時間の授業を終えたときの自分

の気持ちとその理由を記述させるような視点（上記①）を新たに与え、学びを意味づけ、価

値づける上での有効性について検証したい。また、生徒の思考に沿って、単元構成を柔軟に

組み換えていく上でも、生徒がたどった学びを、情意の側面からも見取っていくことは重要

であると考える。  
 

成果(○)と課題(●) 

 

研究内容（１）自然観の変容を生むための単元構成 

○ 単元の中に困難・葛藤をしかけることによって、より題材に対して熱中したり没頭した

りする姿や、振り返りが見られた。 

● 自由試行は生徒主体で進めていく方法であるため、制限なくいろいろなトライができる

反面、時間がかかり、各班の結果のすり合わせなどが難しい。どこまで条件をそろえ、ど

の部分を自由にさせるのかを検討する必要がある。 

● その時間その時間の生徒の思考に寄り添った単元になっていない。生徒のリアルタイム

の姿や、振り返りを通して生徒の学びを見取る視点をもつことが必要である。 

 

研究内容（２）仮説を立て、検証する力を育成するための手立て 

○ 「なぜ」という「疑問」から、仮説を形成して「問い」へと焦点化するまでの過程を細

分化したことは、生徒に仮説を立てる視点を与えたり、出てきた仮説を分類、整理するな

ど、学習指導に役立てたりすることもできる。 

● 仮説の吟味では、班での対話が深まることなく、安易に誰かの意見を選んでいる状況も

見られる。個人の仮説、考えに自信やこだわりをもって対話に臨めるよう、個人で仮説を

立てる時間を保証し、対話の根拠となる材料をもたせる必要がある。 

● 個人で立てている仮説や考え方が、各班での話し合いによってどのように変容したの

か、各班でどのような話し合いを経て仮説を設定したのかなどについて、質的な分析が必

要である。 

１ 学んだ過程の中で特に心に残っている部分（印象に残っている部分）とその時の自分の気持ち（驚

き、困り、葛藤、感動など）を結びつけて語る。 

２ 学習を通して生まれた自然観（世界の見え方）の変容を語る（タンポポに対して学習前はどんなふ

うに思っていて、今はどう思っていますか？タンポポを学ぶことで生まれた新たな疑問や仮説は？

タンポポだけでなく、そのまわりの自然に目を向けてみると・・・？） 

３ この単元での学習は、自分にとってどんな意味や価値があったのかを語る。（自分にとってこの学

習は○○であった。なぜならば・・・） 

① 感じた情意をすべて書き出す（面白さ、驚き、喜び、悲しみ、困り、悩み、など）  
② ①の理由を細かく具体的に書く（そう感じたのは、誰かの発言？実験やその結果？…）  
③ 思い浮かんだ疑問や仮説を書く（～～が……なるということは・・・）  
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研究内容（３）自己の「ものがたり」をつむぐ振り返り 

○ 振り返りの視点を与えることは、単元の前後での自己の変容を自覚させたり、表出させ

たりする上で有効であると考えられる。 

● 毎時間の振り返りを言葉として残しておかなければ、単元後の振り返りも誰にでも書け

る一般論的なものになってしまう傾向にある。振り返りの時間を毎時間確保することと同

時に、振り返りの視点の焦点化も検討したい。 

● 毎時間の振り返りは、視点に沿って記述する形式であるが、数値などの指標を導入する

ことで、その変化を単元後に振り返らせるなどの工夫が考えられる。ただし、どのように

指標をつくるか、検討が必要である。 
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 第１学年２組 理科学習指導案  
 

    指導者  島根 雅史 
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1111：：2200～～1122：：1100  

２２  単単    元元    名名      タタンンポポポポ 
３３  学学  習習  空空  間間      理理科科ⅡⅡ教教室室 
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて  

（１）植物は生徒にとって身近な存在ではあるものの、豊かな自然が失われつつある昨今、

日常の中で自然に触れる機会は、少なくなっている。生徒は、植物を育てたり観察した

りした経験はあるものの、花や根、茎、葉のつくり、そして分類の仕方などについて意

識することはあまりないと思われる。観察・実験を通して、植物のつくりの細部を目で

見て確かめ、共通点や相違点などに着目しながら、植物のつくりの多様性と共通性に気

づかせることや、本単元で扱うタンポポの在来種と外来種という身近な題材を通して、

植物の生存戦略に探究的に迫ることは、子どもたちに植物への畏敬の念をいだかせ、進

んで自然に関わろうとする態度を育てるうえで大変重要だと考える。また、本単元は、

中学校に入学して初めての単元であると同時に、今後、２学年で学習する「生物の体の

つくりとはたらき」や、３学年で学習する「生命の連続性」、「自然と人間」へと発展

していく内容となっている。したがって、本単元を通して、生物について科学的に調べ

ていくための基礎操作を習得させたり、仮説を立て、仮説の妥当性の検討、検証を行う

場面を設定したりすることで、自然を科学的に探究する態度の基礎を養うことは意義深

いと考える。 

（２）本学級の生徒は男子18名、女子17名の合計35名である。多くの生徒が身近なところか

らタンポポを採集し、観察に意欲的に取り組んでいる。班で対話をする際には、自分の

意見を積極的に伝えようとする姿勢がうかがえる。一方、探究の過程の中で，生徒が最

も困難を感じているのは問い（疑問）を見つけること（29.4％）である。このことから，

当たり前を疑ったり、批判的に見たりということに慣れていないという実態がうかがえ

る。植物について、小学校では、季節ごとの植物の変化、発芽するための条件、花から

実への変化、植物のはたらき（蒸散、光合成など）について学習している。学習前生徒

アンケート（n＝34、４段階で回答）では、「タンポポについて興味がある（４）」と答

えた生徒は26.5％であり、「理科を学ぶことに意味や価値を感じる（４）」と答えた生

徒は67.6％であった。その主な理由としては、「社会や日常生活で（受験にも）必要だ

から」、「生き物や花を育てる上で役に立つから」など、多くの生徒は、理科を通して

得る知識が増えるという視点から学ぶ意味や価値を感じていると言える。一方、「研究

者にならない限り理科は使わない」など、理科を学ぶことと自分の生き方にはあまり関

係がないと考えている生徒もいる。 

（３）本単元を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点に留意し

たい。 

・ 生徒の語りや学習記録から、題材に対する生徒の学びの文脈やそこから生まれる疑

問を把握し、生徒の思考に沿って単元を構成する。特に、疑問に対して既習事項を想

起したり、要因を検討・抽出したりしながら、自分なりの仮説を形成できるようにし、

そこから検証可能な問いを設定できるように単元を構成する。 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
タンポポに触れ、観察し、検証していく中で、タンポポは外来種も在来種も巧みな生存戦略を

もっていることに気づき、身近なタンポポという存在を捉え直してほしい。 
 

●題材（タンポポ）に対する「ものがたり」の変容 

・ 興味・関心を高められるよう、身近なタンポポの採集や、花の分解など、実物にふ

れる場面を設ける。また、探究活動では、試行錯誤する時間を十分に保障し、「仮説

が正しければ、どんな実験をしてどんな結果が得られるのか」を見通して、理科の見

方・考え方を働かせることができるように教師が関わる。 

・ 生徒同士の対話を活性化させるため、個の考え方を把握した上で、「ＡorＢ」、「Ａ

なのかＡではないのか」といった２項対立的な問いを設定したり、選択肢を用意した

りして、立場を決めやすくし、全員が対話に参加できるようにする。 

・ 毎時間の学びをその時の感情（驚きや困難など）とともに振り返り、学習前後の自

己の変容や、タンポポについての新たな視点での捉え直しを表出させることで、自分

をとりまく自然と自己とのつながりを自覚させ、単元を学ぶ意味や価値を実感させる。  

  

５５■■本本単単元元のの目目標標                                               
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図       

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

・タンポポはどこにでもあって

珍しい存在でもない。 
・外来種といえば、強くて、在来

種の居場所を奪うイメージ。 

（学習後） 

・タンポポには在来種も外来種

がある。同じタンポポなのに、そ

れぞれ違った生存戦略をもっ

て、力強く生きている。 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
 初めての授業で、タンポポには外来種、在来種があると聞き、校舎を出てタンポポを探す

と、駐車場の草地に外来種があった。家の近くのタンポポを探してみると、そこにも外来種が

あった。外来種といえば、在来種の居場所を奪ってしまうくらい強いというイメージがあっ

た。日本の各地で、タンポポの外来種がどうして広がってきているのかを検証したことが印象

に残っている。私の班は「綿毛の落下時間」に注目して実験をしてみた。綿毛を落とすだけだ

から簡単にできると思っていたけれど、２つの綿毛を同時に落とせなかったり、データがばら

ついたりした。自分たちで考えて実験をするのはとても大変だと思った。でも、他の人の意見

も聞きながら、「外来種の綿毛の方がゆっくり落ちるから、遠くまで飛ばされやすい」という

結論を出すことができた。 
 タンポポの外来種のつくりから、外来種が増えてきていることを上手く説明できると思った

ら、その次の授業では、「最近、外来種の割合が減って、在来種の割合が増えている地域があ

る」という、前の実験からは説明のつかない事実を知って、また謎が深まってしまった。そこ

で、実験の結果をもう一度思い出してみると、在来種の綿毛は遠くまでは飛ばないけれど、自

分の近くに確実に仲間をふやすことができるというよさがあることに気づいた。在来種は少し

ずつ確実に陣地を広げているのに対し、外来種はたくさんの種を遠くにばらまくとという全く

違う生存戦略でお互い共存していた。「タンポポってすごい生き物だな」と思ったし、そんな

生き物が身近にいると考えると、タンポポ以外にも、すごい秘密が隠れていそうな気がする… 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・自然事象に対する概念や原理・法則の基

本的な理解 
・科学的探究についての基本的な理解  
・探究のために必要な観察・実験等の基礎

的な技能 

・タンポポやアブラナなどの観察を行い、

共通点や相違点について理解することが

できる。 

・観察器具の操作、記録の仕方などの基礎

的な技能を身に付ける。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・自然事象の中に問題を見いだして見通し

をもって課題や仮説を設定する力 
・計画を立て、観察・実験する力  
・得られた結果を分析して解釈するな

ど、科学的に探究する力と科学的な根拠

を基に表現する力  
・仮説や検証方法の妥当性を検討するなど

総合的に振り返る力 

・外来種がふえている理由についてあら

ゆる仮説を立て、関係する変数を見いだ

して、検証計画を立てることができる。 

・課題に対する自分の考えを、根拠を示し

ながら筋道を立てて説明することができ

る。 

・結果を分析・解釈し、課題に正対した考

察を行うことができる。 

学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・自然を敬い、自然事象にすすんでかかわ

る態度 
・粘り強く挑戦する態度 
・日常生活との関連、科学することの面白

さや有用性の気付き 
・科学的根拠に基づき的確に判断する態度 
・小学校で身に付けた問題解決の力な

どを活用しようとする態度 

・身のまわりの植物を共通点や相違点、在

来種や外来種などの視点から捉え直し、

興味・関心をもつことができる。 

・外来種のふえ方について仮説を立てて

検証する過程を通して、自然を科学的に

調べる楽しさを感じることができる。 

 

（３）単元構成（全 10時間） 
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（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・自然事象に対する概念や原理・法則の基

本的な理解 
・科学的探究についての基本的な理解  
・探究のために必要な観察・実験等の基礎

的な技能 

・タンポポやアブラナなどの観察を行い、

共通点や相違点について理解することが

できる。 

・観察器具の操作、記録の仕方などの基礎

的な技能を身に付ける。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・自然事象の中に問題を見いだして見通し

をもって課題や仮説を設定する力 
・計画を立て、観察・実験する力  
・得られた結果を分析して解釈するな

ど、科学的に探究する力と科学的な根拠

を基に表現する力  
・仮説や検証方法の妥当性を検討するなど

総合的に振り返る力 

・外来種がふえている理由についてあら

ゆる仮説を立て、関係する変数を見いだ

して、検証計画を立てることができる。 

・課題に対する自分の考えを、根拠を示し

ながら筋道を立てて説明することができ

る。 

・結果を分析・解釈し、課題に正対した考

察を行うことができる。 

学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・自然を敬い、自然事象にすすんでかかわ

る態度 
・粘り強く挑戦する態度 
・日常生活との関連、科学することの面白

さや有用性の気付き 
・科学的根拠に基づき的確に判断する態度 
・小学校で身に付けた問題解決の力な

どを活用しようとする態度 

・身のまわりの植物を共通点や相違点、在

来種や外来種などの視点から捉え直し、

興味・関心をもつことができる。 

・外来種のふえ方について仮説を立てて

検証する過程を通して、自然を科学的に

調べる楽しさを感じることができる。 

 

（３）単元構成（全 10時間） 
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自分たちで採集
したタンポポの
データを使って
分析する場面。
（外来種、在来
種の割合とその
経年変化、それ
ぞれの花の数な
ど） 

タンポポをアブ
ラナと比較し、
共通点、相違点
に気づく場面
（単元後半に必
要な知識を押さ
えている段階） 

自由に綿毛を観
察したり、落下
させしたりし
て、外来種のど
のような特徴
が、繁殖に有利
なのかを考える
場面。各班で試
行錯誤する姿を
めざしたい。 
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自由試行で得ら

れた結果をもと

に、課題に対す

る仮説を立てる

場面。他の班の

結果とすりあわ

せながら、考え

方を更新してい

く姿を生み出し

たい。 

ここまで立てた

仮説に反する事

例を示すこと

で、在来種にも

巧みな生存戦略

をもっているこ

とに、資料を通

して気づかせて

いく場面。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導  

（１）目標 
・ タンポポの体のつくりと外来種がふえる理由を関係づけて説明することができる。 

・ 課題に対して、仮説を立て、見通しをもって検証することができる。 

（２）学習指導過程  
 学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応  ○教師のかかわり 

 
 
 
１ 学習課題について，各班で

検証したことを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 再度各班で、新たな仮説が

妥当かどうかを検証する。 
 
３ 考察を確認した上で、新た

な課題を設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時の振り返りを行う。 

 
 
 
・ 果実の落ちる時間の違い

が関係していそうだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 種子の大きさを変えて、落

下時間を比べてみよう。 
 
・ 外来種の方がふえるのに

有利なつくりだな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 在来種が果実を近くに落

とすことと関係がある？ 

 
 
 
○ 焦点化のため、「外来種の方が○○○ 

から、ふえるのに有利」という形で、仮

説を共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 検証方法と，予想される結果を共有

し、見通しを持てるように関わる。 
 
○ 客観的なデータを示し、根拠をもって

考えられるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 自分の感情（驚き、困難など）や新た

な疑問などもふくめて記述させる。 

７７  見見取取りり  

 実験観察ノートの記述、単元後のものがたりの記述などから、学ぶ前後で、タンポポや外来種に

対する捉え方がどのような過程を経て変容したかを見取る。 

立場（○○○の理由付け） Ｓ１：落下時間が長い Ｓ２：落下時間が短い Ｓ３：小さく軽い 

Ｔ ：「この仮説が正しいと言えそうですか。また、その理由は？」 

Ｓ１：「果実の大きい在来種と果実の小さい外来種の綿毛を同時に落としたら、外来種の方がゆっ

くり落下したので、仮説は正しいと言えそうです。」 

Ｔ ：「もともとの課題に戻ると、外来種が増えてきた理由は？」 

Ｓ２：「１つは、外来種の方がたくさんの種子をつくれることと、もう 1 つは外来種の方が綿毛を

遠くまで飛ばせることです。」 

Ｔ ：「では、在来種はどうなるのでしょう…」 

Ｓ３：「このまま減り続けるのかな…」 

Ｔ ：「でも、大阪では外来種の割合が減り、在来種の割合が増加した例があります。」 

Ｓ４：「え…」 

学学習習課課題題：：ななぜぜタタンンポポポポのの外外来来種種ががふふええてていいるるののかか  

Ｓ１：「外来種の方が、果実の落下時間が長いから、ふえるのに有利」 

Ｓ２：「外来種の方が、果実の落下時間が短いから、ふえるのに有利」 

Ｓ３：「外来種の方が、果実が小さくて軽いから、ふえるのに有利」 

Ｔ ：「どうして落下時間が長いと有利なの？」 

Ｓ１：「種子がゆっくり落ちるということは、それだけ遠くまで広がるから。」 

Ｓ２：「はじめはそう思ったけど、実験してみたら外来種の方が、落下時間が短かった。」 

Ｔ ：「そのことと、外来種の方がふえていることは関係ありそう？」 

Ｓ４：「今生えているタンポポの近くに確実に種子を落とすことはできるかも。」 

Ｓ３：「でも、果実の大きさや重さから考えると、外来種の方がゆっくり落ちそう…」 

Ｓ２：「果実の大きさや重さって、個体差があると思うけど…」 

Ｔ ：「個体差があるけれど、みんなが見てきた傾向としては在来種と外来種の違いは？」 

Ｓ４：「外来種の方が果実が小さい。」 

Ｔ ：「…ということは、外来種は果実が小さいものが多いという事実は納得。そして、果実が

小さければ、ゆっくりと落下するということでいいですか。（新たな仮説）」 
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 第３学年２組 理科学習指導案  
 

  指導者  宮崎 浩行  
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1133：：0000～～1133：：5500         
２２  単単    元元    名名      作作用用・・反反作作用用のの法法則則                               
３３  学学  習習  空空  間間      理理科科ⅠⅠ教教室室                                       
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて                                                                                                         

 （１）３年生の物理分野で学習する「運動の規則性」では、物体にはたらく力と物体が運動 

することに関連して、力とは物体どうしの相互作用であること、つまり作用・反作用の 

法則を学ぶ。作用・反作用の法則は抽象度が高く、生徒にとってなじみにくい内容であ 

る。一方で日常で目にする力学的現象の根幹を担う普遍的な法則であるがゆえに、生徒 

に学んでほしい内容である。学習指導要領にもあるようにローラースケートなどを用い 

てその法則を体感させることも、１つの教授法だといえるが、その方法では生徒に学ぶ 

意味や価値を実感させられにくいのではないかと考える。生徒が主体的に行っている探 

究的な学習の中で、生徒自身が法則を発見することで学習に対する達成感を得られたり、 

学ぶ意味や価値を実感できたりするのではないかと考える。 

本題材で主に用いる体重計は、生徒が少なくとも１年に１回は使用する身近なもので 

あるという点と、実際には力を測定する装置であるが、体重の単位が㎏で表示されてい 

るため、生徒にとって誤概念になりやすいという点で教具として優れている。また、体 

重を測定するときは体重計に静かにのり、測定中はまわりの壁などに触れてはいけない 

ということを幼いころから教えられるが、そのルールの理由を考えたことのある生徒は 

少ないと思われる。これまでに意識せずに使用してきた体重計を生徒に自由に使わせる 

ことで新たな疑問が生まれ、探究へとつながりやすいのではないかと考える。 

   このような学習のプロセスを通して、生徒が自然の中から見出した法則を使って現象

を説明しようとする中で他者と議論したり、今まで気づかなかった身近な物理現象に興

味や関心をもったりして、理科を学ぶ意味や価値を実感していくと考える。 

（２）本学級の生徒35名（男子18名、女子17名）で理科を学ぶのが好きな生徒は22名であり、 

やや多いと言える。「理科を何のために学んでいると思いますか」という質問について

は、下の□内の通りに答えている。 

質量と重さのそれぞれについて説明する質問に対して、両方を正確に記述できていた 

生徒はわずか７人であった。多くの生徒が質量を「物体そのものの重さ」と説明してお 

り、質量と重さの区別はついていないと言える。また、質量と重さはそれぞれ何という道 

具を用いてはかりますかという質問に対しても、下の表１、２のような結果が出ている。 

【質量は何ではかりますか（表１）】 
上皿てんびん（正） 電子てんびん（正） メスシリンダー（誤） ばねばかり（誤） 分からない 

11人 11人 ３人 ２人 ８人 

【重さは何ではかりますか（表２）】 
上皿てんびん（誤） 電子てんびん（誤） メスシリンダー（誤） ばねばかり（正） 分からない 

４人 ７人 ０人 20人 ４人 

○将来に向けて知識を得るため（９人） ○身近な問題や不思議を解決するため（９人） 
○受験のため（12 人） ○未来の科学の発展のため（１人） ○わからない（４人） 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
私たちはあらゆるところから力を受け、それを生かして生きていることを実感してほしい。 

●題材（  力  ）に対する「ものがたり」の変容 

（３）本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点

に留意したい。 
・ 単元の初めに体重計を自由に使用させ、体重を１gでも軽くする方法を模索させる。

この自由試行を入れることによって、生徒を題材に入り込ませ、生徒の文脈に沿った

単元を構成していく。 

・ １年生で学習した重さと質量の違いについて、生徒一人ひとりがそれぞれの認識を

語り合う場面の設定を行う。また体重計が重さと質量のうちどちらをはかっているの

かの答え合わせとして体重計を分解し、中の構造を見ることで、単元に登場する疑問

（探究課題）を解決するために必要な問いを設定していく。 

・ 力の視点で疑問を解決していく過程で、１年生のときに学習した力の表現方法であ

る作図を想起させる。また、正しい作図方法をクラス全体で共有し、仮説を形成しや

すくする。 

・ 単元全体の学びをそのときの感情（驚きや困難など）とともに振り返り、学習前後

の考え方の変容や、身のまわりの現象や自身の行動を力の視点から見たときの捉え直

しを表出させることで、自分をとりまく自然と自己とのつながりを自覚させ、本単元

を学ぶ意味や価値を実感させる。 

５５  本本単単元元のの目目標標                                               
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

普通に生活していて力を感じ

るときはあまりない。 

（学習後） 

 私たちは、この瞬間も力を受

けている。今立っている地面か

らも力を受けて、動くことがで

きているんだ！ 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
 １年生のときに「身のまわりの現象」という単元で光と音を学習した後に、力について習い

ました。光と音は確かに常に感じていますが、力を受けていると感じる瞬間があまりないの

で、本当に「身のまわり」か？と思っていました。体重計の授業では、私は週１で使う体重計

が質量をはかっているのか、それとも重さ（力）をはかっているのかについて考えました。私

がよく使う体重計は、私の体重を㎏で表示してくれるので、当然質量をはかっていると思って

いました。クラスメイトの半分くらいは力と言っていましたが、いや㎏って書いているし、と

思って納得ができませんでした。この話し合いに決着がつかず、体重計を分解することになり

ました。すると中にばねが４つついていて、フックの法則か！、力をはかっているんだと実感

しました。毎週見ている質量、㎏は実は力だったということを知り、だまされている気分にな

りました。その力は作用・反作用の法則で与えたら、逆におよぼされるという性質があり、私

たちが生きている人間社会でも起こる現象に似ているなと思いました。そんな恐ろしい性質を

持っている力ですが、私が今いる地面を私が押すことで、私は反作用を受け、静止していられ

るのも、運動するときにジャンプできるのも、力のおかげなんだと思い、意識して力を受け、

その力を生かしていく方法を体育の時間や部活動のときにも探っていきたいと思いました。 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・物質やエネルギーに関する観察、実験

などを行い、それらの事物・現象につい

て理解するとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身につける。 

・自然現象において普遍的な法則である

作用・反作用の法則を理解できる。 

・体重計と人にはたらく力を作図するこ

とができる。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・問題を見出す力や根拠のある予想や

仮説を発想する力などを発展させ、物質

やエネルギーに関する事物・現象につい

て規則性を見出したり、課題を解決した

りする方法を身につけ、思考力、判断力、

表現力等を養う。 

・体重計の内部構造から、体重計が力を測

定していることを見出すことができる。 

・問いに対して仮説を立て、検証実験の計

画を立てることができる。 

・既習事項や経験などの根拠に基づいて

結果を予想できる。 

学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・物質やエネルギーに関する事物・現象

に進んで関わり、自然を科学的に探究す

る活動を行い、科学的に探究しようとす

る態度を養うとともに、自然を総合的に

見ることができるようにする。 

・体重計のメーターが小さくなる現象を

探究する過程から、力に注目することの

意味や価値を見出している。 

・単元を学習する中で、日常の現象を力の

視点から捉え直している。 

（３）単元構成（全８時間） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 多くの人がもつ
体重を減らしたい
という目標をどう
すれば達成できる
か。自由試行で体
重計に対する生徒
の文脈をつくる。 

 体重計がはかっ
ているのは質量か
重さか。生徒間で
分かれる意見を整
理するために体重
計を分解し、重さ
（力）であること
を共通理解する。 
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 力に注目してい
る今、力を表現す
るために作図をさ
せる。また生徒に
とっての困難であ
る正確な作図につ
いても学ぶ。 

 手が上に引っ張
られると上向きの
力を受け、体重が
減るというのは生
徒にとって当たり
前である。この当
たり前と机を下に
押す動作とを比較
することで反作用
の存在に気づかせ
る。 

 作用・反作用の
法則を発見し、疑
問に対する結論を
出す。またその法
則を知った後で、
自然観がどのよう
に変容したかを単
元後の振り返りで
見取る。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導              

（１）目標  
  ・ 手が上に引っ張られているときの図と、手が机を押しているときの図を比較するこ

とで、体重計を押す力が小さくなるためには上向きの力が必要であることに気づき、

問いに対する仮説を立てることができる。 

（２）学習指導過程     
 学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応  ○教師のかかわり 

 

１ 前時に力を描いた

２種類の図を全体で

吟味し、分類する。 
２ 仮説を立てる。 

 (1)個人で仮説を立て 

る。 

 

 (2)班で１つにする。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 (3)どの力に注目した

か黒板に集約する。 
 (4)全体で検討する。 

 

 

 

 

３ 振り返りを書く。 

 

・ 自分の班の作図とは異

なるものに注目してい

る。 
 

・ ２種類の図に描かれて

いる力を比較している。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

・ 文章で書いた仮説と作

図を見比べている。 

 

 

 

○ 力がルールに基づいて作図できている

かという視点を与える。 
 
 

○ ２種類の動作によって出た結果は等し

く、その要因が異なることという点を強調

し、生徒が図を比較できるようにする。 

○ 仮説から新たに力を見出した班には、力

を描き加えてもよいことを伝える。 

 

 

 

 

 
 
 

○ どの部分にはたらく力か、また上向きか

下向きか。この２点に絞って記述させる。 

 

 

 

 

 

○ 自分の感情（驚き、困難など）や新たな

疑問なども含めて記述させる。 
７７  見見取取りり  

 ・ 実験観察ノートの記述、単元後のものがたりの記述から、目に見えない力の捉え方が 

どのような過程を経て変容したかを見取る。 

学学習習課課題題：：ななぜぜ体体重重計計をを押押すす力力がが小小ささくくななっったたののかか。。  

T ：自分の仮説ができましたね。これからその仮説を班で１つにしてください。自分のとは違う

仮説を書いている人にはなんでそう思ったの？って聞いてあげてください。 
S１：S２さんが言っている「力が分散した」というは、なんでそう思ったの？ 
S２：体重計は、人が体重計を押す力をはかっているから、それが小さくなるということは手が机を

押す力の方に分けられたからと思ったからだよ。S１さんの「手が机に押された」というのは、

なんでそう思ったの？ 
S１：手が吊り上げられているのとメーターの数値が減ったという結果が同じだから、ロープが手

を引く力と同じ上向きの力がないとおかしいからと考えたんだ。 
S３：私もそう思った。何かから上向きの力を受けているから体重が減るんだよ。結果が同じだか

ら、それがロープか机かの違いなだけだと思うな。 
S２：じゃあ、前に作図した力は１つ足りてないということか。描き加えておこう。 

T ：「机 ↓」派と「手 ↑」派がありますね。それぞれの考えを聞いてみましょう。S１さん。 
S１：「机 ↓」と考えたのは、人が体重計を押す力が分散すると考えたからです。２人で上の人を

支えているというイメージです。 
T ：なるほど。「手 ↑」派の S２さんの考えを教えてください。 
S２：話し合いでロープの上向きの力と同じ役割の力がないといけないってなって、そう考えると

S１さんの下に押す力がはたらくのと同時に、手に上向きの力がはたらくんだと思いました。 
T ：下に押すと、上に押されるという仮説が出ました。次回、検証してみましょう。 
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音 楽 科  

  

井 上 真 衣 
 

音や音楽に意味を見出し、 

音楽との関わりを深める学習のあり方 

－ 音音楽楽観観のの捉捉ええ直直ししやや変変容容かかららつつむむががれれるる「「ももののががたたりり」」をを通通ししてて － 
 

 
本校音楽科では、音楽のよさや美しさを味わうことのできる学習のあり方について研究を進

めてきた。その中で、音楽を形づくっている要素を支えとして思いや意図を伝え合い、音楽そ

のものに対するよさや美しさについて語ることについて成果が得られた。 

今期は、これまでの研究を継承しつつ、生涯にわたって音楽のよさや美しさを味わうことが

できる生徒を育成するために、生徒が音や音楽に意味を見出し、音楽との関わりを深めること

ができる学習をめざしている。その手立てとして、①題材曲に対する思いや感情を引き出す単

元構成の工夫②〔共通事項〕を支えとして思いや意図を語り合う場の工夫③自己の「ものがた

り」をつむぐ振り返りの工夫の３点について研究を進めていく。 
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研研究究主主題題ににつついいてて  

 

 音楽科の目標は、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊か

に関わる資質・能力を育成することである。本校音楽科では、生徒一人一人が生活や授業の中で出

会う音や音楽に自分なりの意味や価値を見出し、身の回りの音楽と自己との関わりを深めることが

できる学習の在り方について研究を進めていく。 
「音や音楽」とは、そこで鳴り響く音響そのものを対象としており、自己のイメージや感情、生

活や社会、伝統や文化などとの関わりの中で、私たち人間にとって意味のあるものとして存在する

ようになる。そのためには、その場で鳴り響く「音や音楽」を、音楽を形づくっている要素とその

働きの視点で捉え、音楽がどのように形づくられているか、またどのように感じ取るかを明らかに

していく過程を経ることが必要となる。 
「音楽との関わりを深める」とは、生徒自ら、音楽に対する感性を働かせ、自己と音楽との関わ

りを深めることである。音や音楽とそれによって喚起される自己のイメージや感情との関わりや、

生活や社会との関わり、伝統や文化などの音楽の背景との関わりなどについて考える活動を充実さ

せることによって、生徒は音楽を学ぶことを通して、自己と音楽との関わりをより一層深めること

ができる。 
 このことを踏まえ、今期、音楽科では、生徒が音楽と深くかかわり、自分なりの意味や価値を実

感することのできる音楽学習をめざし、①題材曲に対する思いや感情を引き出す単元構成、②〔共

通事項〕を支えとして思いや意図を語り合う場、③自己の「ものがたり」をつむぐ振り返りを工夫

した実践を行い、研究を進めていく。 
 

 

題材曲に対する自分なりの捉えや思いを表現することを通して、自己の音楽観の変容や音

楽を学ぶことの意味や価値を実感した語りのこと 

 
研研究究のの目目的的  

 音や音楽に意味を見出し、音楽とのかかわりを深めるためには、音楽を表現したり鑑賞したりす

る中で題材曲に対する自分なりの思いをもつことが必要だと考えている。そのための有効な手立て

を研究していく。今期は、①題材曲に対する思いや感情を引き出す単元構成の工夫②〔共通事項〕

を支えとして思いや意図を語り合う場の工夫③自己の「ものがたり」をつむぐ振り返りの工夫の３

点について研究を進めていく。 

 

研研究究のの内内容容  
 
 
 
 
（１） 題材曲に対する思いや感情を引き出す単元構成の工夫 

音楽を学ぶ意味や価値を実感するためには、生徒が題材曲に関心をもち、自分なりの思いを

試行錯誤しながら表現する経験が必要であると考える。そのためには、題材曲について自分た

ちで調べたり、楽曲の背景を深く学んだりする活動を組み込んだ単元を構成し、生徒が題材曲

に関心をもったり、自分なりの思いを試行錯誤しながら言葉や音楽で表現する場や、これまで

（１） 題材曲に対する思いや感情を引き出す単元構成の工夫 

（２） 〔共通事項〕を支えとして思いや意図を語り合う場の工夫 

（３） 自己の「ものがたり」をつむぐ振り返りの工夫 

音音楽楽科科ににおおけけるる「「自自己己にに引引ききつつけけたた語語りり」」ととはは  
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に生徒自身が体験したことと重ね合わせて、「自分にとって○○は…」と語り合う場を設ける

ことが有効ではないかと考えている。 

例えば、「赤とんぼ」の学習では、歌詞にある言葉の意味を学び、理解することに加えて、

「夕やけの空を見るとどんな気持ちになる？」など、自己の感情に注目させる問いを投げかけ

る。その後、作詞者の生い立ちや他の作品について知った後、「作詞者にとっての『夕やけ』と

は？」と考えることで、生徒の中で楽曲に対する思いが生まれたり明確になっていったりする

ことにつながるか実践を行っていく。 

 

（生徒の思考のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 〔共通事項〕を支えとして思いや意図を語り合う場の工夫 

〔共通事項〕とは、「音楽を形づくっている要素を聴き取ることとその働きを感じ取ること」、

「音符、休符、記号や音楽に関わる用語を理解すること」といった、表現及び鑑賞の全ての活動

において、共通に指導する内容のことである。生徒が題材曲について語るとき、〔共通事項〕を

もとに語れるようなしかけや場を工夫することで、音楽的な視点をもとに、題材曲に対して思

いを深めることができると考える。 

 授業において、〔共通事項〕をもとに、生徒が思考するポイントを絞っていく。そして、〔共

通事項〕を根拠としながら、表現の活動では自分なりの思いをどのように表現したいかなど考

えたことを伝えあう活動を取り入れ、鑑賞の活動では、感受したことと自分の感情を結びつけ

ながら題材曲に対する思いを伝えあう活動を取り入れていく。この中で生徒が音楽の学習を通

して自己を語るときに漠然とした思いに留まらず、〔共通事項〕に着目して明確な思いや意図

を伝え合うことで、題材曲に対する思いをより一層深められるようにしていく。 

 

（３） 自己の「ものがたり」をつむぐ振り返りの工夫 

 単元を通して、題材曲をどのような自己の感情と関わらせて捉えるようになったかを、単元

の最後に振り返りを行う。その際に、単元内の学びをつなぎ合わせていけるよう、毎時間の振

り返りを工夫することで、単元を通しての自己の音楽観の変容に気付かせ、生徒が、題材曲に

対する自分なりの意味や価値を実感できるようにしたい。 

 このことから、毎時間の振り返りの中で、「嬉しかった」「悔しかった」「驚いた」など、

自分の気持ちについて振り返ることができる欄を設けたり、学習を通して「自己の成長」「新

たな疑問」「今後の課題」を見つけたりできるような手立てを行う。 

 

作詞者が北海道で赤とんぼを見たときに、故郷を

思い出して書いた… 

幼い頃、母親と離れて暮らしていた… 

山の向こうを見ながら母の帰りを待っていた… 

楽楽曲曲のの背背景景をを学学ぶぶ 

三三木木露露風風ははどどんんなな思思いいでで夕夕ややけけのの

空空をを見見てていいたたののだだろろうう……？？ 

私私はは、、夕夕ややけけのの空空をを見見るるととききれれいい

だだななぁぁとと心心がが落落ちち着着くく！！ 
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成成果果（（〇〇））とと課課題題（（●●））  

 

（１） 題材曲に対する思いや感情を引き出す単元構成の工夫 

〇 作詞者の思いを探ることで、生徒の中でどのように表現したいかが明確になり、自分

なりの思いと楽曲の背景を関わらせ、情意を働かせながら歌唱表現を創意工夫するこ

とにつながった。 

● 作詞者の思いなどの楽曲の背景に注目させることは有効であったが、その楽曲が表現して

いる音楽的な特徴から考えるという視点とのバランスを保つ必要があることが課題となっ

た。 

（２） 〔共通事項〕を支えとして思いや意図を語り合う場の工夫 

〇 どの音楽を形づくっている要素に注目して、生徒に考えさせるかを明確にすること

で、自分の考えと比較しながら他者の考えを聞いたり、互いに同じ視点でアドバイスし

合ったりすることにつながり、より深く学ぼうとする姿が見られた。 

● どの要素も関わり合って音楽表現が成り立っているため、本時や単元の中で着目する音楽

の要素を絞ることは効果的な反面、他の単元との関わりも重要になってくると感じた。 

（３） 自己の「ものがたり」をつむぐ振り返りの工夫 

〇 １時間ごとの振り返りで、自分の成長や課題、活動中や授業後の気持ちに注目させる

ことで、単元後の振り返りで自己の変容をより実感したものが見られた。 

● 振り返りの視点を与えることで、視点に沿って順々に記述するようになるため、形式的な

書きぶりになってしまう生徒もいた。 
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 第１学年２組 音楽科学習指導案  

  指導者  井上 真衣  
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））  1133：：0000～～1133：：5500 
２２  単単    元元    名名      「「赤赤ととんんぼぼ」」                               
３３  学学  習習  空空  間間      音音楽楽室室                                        
４４  題題材材ににつついいてて                                                                                                          

（１）本題材「赤とんぼ」は、作詞者である三木露風の幼いころの思い出を歌った、ど

こかなつかしさやあたたかさを感じる日本情緒豊かな曲として、人々に愛されて親

しまれてきた曲である。そのなつかしさやあたたかさなどの雰囲気は、ゆるやかな

速度や、歌詞の言葉の抑揚に合わせて語るように歌われる旋律、だんだん強くだん

だん弱くを繰り返す強弱の変化など、作曲者である山田耕筰の思いが表れた、楽曲

の特徴から感じ取ることができる。楽譜を記されていることをヒントに歌詞を朗読

する活動や、強弱の表現を考える活動を通して、日本の我が国で長く親しまれてい

る歌曲の奥深さを感じ取ることができる題材である。 

（２）本学級の生徒は、男子１８名、女子１７名の計３５名である。事前のアンケート

で「音楽が好きか」という問いに対して、「好き」と答えた生徒は３３名、「嫌い」

と答えた生徒は２名であった。「あなたにとって歌を歌うこととは」という問いに

対しては、「楽しいこと」「好きなこと」など、肯定的な回答をした生徒は１０名、

「好きだけれど、人前で歌うことは恥ずかしい」など、場合によって異なる回答を

した生徒は２０名、「苦手なこと」「歌いたいと思わない」など、消極的な回答をし

た生徒は５名であった。音楽は好きだけれど、自分一人の世界で音楽を楽しむこと

を好み、人との関わりの中で歌唱表現を楽しむことに価値を見出していない生徒が

多い。また、「赤とんぼ」や「夏の思い出」など、「日本の歌として受け継がれてい

る歌に魅力を感じるか」という問いに対して、「魅力を感じる」と答えた生徒は１４

名、「楽曲によっては魅力を感じる」と答えた生徒は１１名、「魅力を感じない」と

答えた生徒は１０名であった。「現代の楽曲と違うからこその魅力がある」と感じ

ている生徒もいる一方で、ノリがよく盛り上がる楽曲を好み、「昔の曲は面白くな

い」と感じている生徒が過半数いる。 

（３）本題材を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる・「情意」を働かせる）

にあたって、次の点に留意したい。  
・ 生徒が自分の思いや意図を歌で表現する難しさを実感したり、自ら問いや課

題を見つけたりできるよう、録音機器を使用し、自分なりの思いや意図が歌唱

表現に表れているか確認させる。 

・ 「赤とんぼ」の学習を通して、生徒一人一人が感じた自身の音楽観の変容を

自分の思いや経験をもとに自分の言葉で語りなおすことができるよう、毎授

業後に自身の成長や疑問、活動の中で感じた思いに着目して振り返りをさせ

る。 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
 「赤とんぼ」の音楽の特徴や歌詞の内容から、我が国で長く親しまれている歌曲

の奥深さを感じ取り、声の音色を工夫しながら歌唱表現に臨んでいる。  

●題材（ 「赤とんぼ」 ）に対する「ものがたり」の変容 

５５  本本単単元元のの目目標標                                                
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『『 もも のの がが たた りり 』』 のの 授授 業業  

（学習前） 

ゆったりとなめらかに歌うと

「赤とんぼ」の雰囲気を表現

することができる。 

（学習後） 

旋律の動き方や、強弱記号に込め

られた作曲者の意図を考えて表

現を工夫することで、“なつかし

い”感じが伝わる演奏に近づく。 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫＊「自己に引きつけた語り」部分 
 「赤とんぼ」はゆったりと落ち着いた雰囲気の曲だと思っていたが、いろいろな「赤

とんぼ」の演奏を聴いて、同じ曲でも演奏している人や、どのように演奏されているか

が変わると、雰囲気が違って聞こえたので驚いた。「赤とんぼ」の歌詞では、故郷を思い

出してなつかしんでいる気持ちが表現されているので、“なつかしい”気持ちで歌いた

い。しかし、私たちの録音を聞くと、全く“なつかしい”雰囲気を感じられなかったの

で、どうすれば“なつかしい”気持ちが伝わる演奏になるかを考えていきたいと思っ

た。歌詞を朗読する活動の中で、旋律の音の上り下がりは、言葉を声に出した時の自然

な動きと同じになっていることや、強弱が歌詞のまとまりごとにだんだん強くなり、弱

くなっていることなど、楽譜の中に多くのヒントがあることに気づき、その通りに読ん

でみると、前回の読み方とは大きく変化していて嬉しかった。しかし、歌ってみるとク

レシェンドやデクレシェンドが上手くできていないことや、なめらかに歌えていないこ

とから、まだ“なつかしい”感じが伝わる演奏にはなっていないと感じた。楽譜に記さ

れた強弱の変化をもっと上手くできるようになれば、“なつかしい”感じが伝わる演奏に

なるのではないかと思い、一生懸命練習をした。苦戦したデクレシェンドも少しできる

ようになり、自分たちの歌の録音を聴いてもずいぶんよくなっていて嬉しかった。しか

し、その後に聞いた、強弱の変化がほとんどつけられていない演奏の方が自分たちの演

奏よりも“なつかしい”感じが伝わる演奏になっていてかなりショックだった。その

後、『強弱は、単に音の強さ・弱さではない』という言葉を聞いて、初めはよく分からな

かったが、“なぜここはｐなのか”“なぜデクレシェンドをするのか”と考えていくうち

に少しずつ気持ちがこもった演奏になっていき、最後に私たちが歌った「赤とんぼ」

は、今までの演奏とは違い、“なつかしい”感じが少し伝わる演奏になっていてとっても

嬉しかった。私は、歌を歌うことは大好きだが、楽譜を読むことや記号を覚えることは

苦手で、覚えなくても困ることはないと思っていたが、作曲者はこの強弱記号で何を表

現しようとしたのか？など、曲に込められた思いを考えながら表現を工夫することで、

その曲らしい演奏ができることに気づいたので、これからは楽譜を読むことや記号の意

味を調べたり覚えたりすることも含めて音楽を楽しんでいきたいと思った。 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・ 曲 想 と 音 楽 の 構 造 や 歌 詞 の 内

容との関わりについて理解する。 

・ 創 意 工 夫 を 生 か し た 表 現 で 歌

う た め に 必 要 な 発 声 、 言 葉 の 発

音、身体の使い方などの技能を身

に付ける。 

・速度、旋律、強弱の特徴が「赤とんぼ」

のおだやかで切ない曲想を生み出してい

ることを理解する。 

・「赤とんぼ」の表現にふさわしい音色で

歌うための発声を身に付ける。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・ 歌 唱 表 現 に 関 わ る 知 識 や 技 能

を得たり生かしたりしながら、歌

唱表現を創意工夫する。 

・歌詞や曲想をもとに「赤とんぼ」に対す

る自分なりのイメージを膨らませ、強弱

の捉えを工夫しながら「赤とんぼ」にふさ

わしい歌唱表現を創意工夫する。 

学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・ 音 楽 活 動 の 楽 し さ を 体 験 す る

ことを通して、音楽文化に親しむ

とともに、音楽によって生活を明

る く 豊 か な も の に し て い く 態 度

を養う。 

・「赤とんぼ」にふさわしい歌唱表現を創

意工夫する活動を通して、我が国で長く

歌われ親しまれている歌曲に興味をもっ

たり、人々の生活の中で音楽が生まれて

いることに気づいたりすることで、音楽

によって生活を明るく豊かなものにして

いく態度を養う。 

（３）単元構成（全４時間） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

自分たちの表現が

どのようになって

いるのかを知るた

めに録音をしてお

く。 

－154－



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

いろいろな「赤と

んぼ」の演奏を聴

き、なつかしいと

感じる演奏の特徴

を イ ン プ ッ ト す

る。 

まずは朗読で表現

の工夫を探ること

で、全員が参加可

能になり、達成感

を感じられる活動

になる。この後に

歌うことで、なぜ

上手くいかないの

か、生徒から疑問

が生まれることに

つながる。 

総
　
論

国
　
語

社
　
会

数
　
学

理
　
科

音
　
楽

美
　
術

保
健

　
体
育

技
術
・

　
家
庭

外
国
語

学
校
保
健

共
創
型
探
究

語
り
合
い
の
時
間

－155－



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

強弱の変化をとこ

とん練習すること

で、歌うことに自

信をもてるように

なり、音色を工夫

する活動が可能に

なる。 

朗読では上手くい

ったけど、歌って

みると上手くいか

なかったという経

験をすることで、

どうすれば…と生

徒から新たな問い

が生まれる。 
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１時間目に考えた

なつかしいと感じ

る音楽の特徴を根

拠に、表現方法を

試行錯誤する。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導               

（１）目標   
・ 「赤とんぼ」にふさわしい声の音色で歌うための発声を身に付け、歌唱表現

を創意工夫することができる。 

・ 自分なりの思いや意図をもって「赤とんぼ」を歌うことができる。 

（２）学習指導過程     

学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応 ○教師のかかわり 

１ 前時の演奏の録音を聴

く。 

 

 

 

 

２ 学習課題に対する予想

を考える。 

 

 

 

 

 

３ 強弱記号に込められた

気 持 ち を 考 え な が ら 歌

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  本 時 の 振 り 返 り を 行

う。 

・ 強弱の変化は上手く付

けられたけど、まだなつ

かしさが伝わる演奏には

なっていないな。 

 

 

・ やさしい声で歌うとな

つかしい感じの演奏にな

るのではないか。 

・ 落ちついた声でなめら

かに歌うとなつかしい感

じの演奏になるのではな

いか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 少しさみしい気持ちを

イメージして歌うと、だ

んだん消えていくような

デクレシェンドになって

よかった。 

○ 自分たちの演奏を聴き

課題となっていることを

確認することで、本時の

目標をもたせる。 

 

 

○ 目標となる演奏のイメ

ージをもたせるため、１

時間目の活動を振り返ら

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自身の成長や疑問、活

動の中で感じた思いに着目

して振り返りをさせる。 

７７  見見取取りり  

 ・ 活動の様子や振り返りの記述から、自分なりの思いや意図をもって「赤とんぼ」にふ

さわしい歌唱表現を創意工夫することができたかを見取る。 

T ：「赤とんぼ」の強弱には作曲者のどんな意図が込められているのでしょうか？みなさんはど

う考えますか？ 
S１：「さみしそうな声」で歌いたいけど、ただ音が小さくなるだけで思うような表現ができない

… 
S２：やさしい声で歌いたいと思って小さめの声で試してみたけど、不機嫌な感じになった… 
T ：まず S１さんの困りについて…どうすれば「さみしそうな声」になるのだろう？  
T ：この中で「さみしそう」と感じる声はありますか？（いくつか例を示す） 
S１：２番目がいちばんイメージにあった「さみしそうな声」だった。 
S２：明るさが変わったような気がした。 
T ：声の明るさはどのように変化させることができそうですか？・・・ 

学学習習課課題題：：どどううすすれればば““ななつつかかししささ””がが伝伝わわるる演演奏奏ににななるるののだだろろうう？？  
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美 術 科 
  

渡 邊 洋 往  
 

 

感性を働かせ、自分にとっての美を更新する創造活動 

－ 自己や周囲との関わりを通して変容する感性に気づく 

授業づくりをめざして－ 

 

 
前回研究では、創造活動を色、形をもとにした美術的な見方、感じ方をはたらかせながら

表現と鑑賞が一体となって共通のテーマに迫るように関連した活動と捉え、実践を行った。 

前回研究における美術ノートの分析より、生徒には「”美しいもの”を作る、見る技能を

身につける」というイメージが根強く、他者の価値観をそのまま取り入れたものが多く、

自分にとっての美を見出す生徒は少なかった。 

これまでの生活の中で他者から得た“美”の概念をそのまま持ち続けるのではなく、創造

活動を通して自らの“美”を捉え直し、更新することを通して、自分にとっての“美”を

見出すものがたりをつむぐことが求められるのではないかと考える。本研究では、自らの

美を見出すためには、感性を広げ、深め、変容した自分に気づくことが必要であると考

え、３年間を見通して感性の変容に気づかせることをねらいたい。また、日常生活と遠い

ものとならないよう、本物や、社会で実際に機能する美術文化を題材として扱う。これら

の期間、題材を、他者と関わることで深め、自らの変容に気づくことをねらった実践研究

を行い、これらの手立てが効果的であるかを検証したい。 
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研究主題について 

 創造活動とは、表現と鑑賞の

両方をさす、美術科教育の本質

的な活動である（図１）。美術

科では創造活動の価値を、①歴

史的、地理的にあらゆる場面で

営まれてきた人間活動の基礎、

②「自分だけのものの見方」で

世界を見つめ、「自分なりの答

え」を生み出し、それによって

「新たな問い」を生み出すこと

[末永 , 2020]、③その活動自体の

喜び、の３点と考えている。創

造活動は自己、他者によるものに関わらず、必ず創造物を介して行われるものであり、創

造物を介した活動は自己が主体となって行われるため、感覚や感性を働かせる経験を伴い

ながら行われていく1。感覚や感性を伴った創造活動を通して、それらの価値を見出すこと

が美術科の本質であると考える。  
本校美術科では、創造活動の喜びを見出すことができる生徒の育成のために、思いを語

り、互いの表現のよさを認め合う活動を授業に取り入れてきた。また、自分らしい表現や

味わい方ができるよう、学習過程の工夫や支援の方法を探ってきた。前回研究では、創造

活動を色、形をもとにした美術的な見方、感じ方をはたらかせながら表現と鑑賞が一体と

なって共通のテーマに迫るように関連した活動と捉え、実践を行った。 

 近年 VUCA と呼ばれる、不確定で正解がない、あるいは無数にある時代の到来が叫ばれ

ている。また、AI の進化は目覚ましく、2022 年には人間特有の活動とされていた美術作

品の制作すら、AI が実現できるようになった。ただ“美しい”ものを求めるならば、キー

ワードを与えるだけで、誰でも数秒で AI に過去の巨匠のタッチに似せた新作や、誰も見

たことのない景色を描かせることができる。人間にとっての創造活動とは何なのか、どの

ような価値があるのかが問い直されている時代が到来したと考えられる。  
 美術科は作品主義、制作主義の時代から、資質能力の育成に目的がシフトしたとはい

え、前回研究における美術ノートの分析より、生徒には「”美しいもの”を作る、見る技能

を身につける」というイメージが根強い。ここで生徒の考える“美しい”とは、一般的な

“美”（美しい景色やリアルな作品、有名な芸術家の作品など。それを選ぶことがが悪い

わけではないが）であり、他者の価値観をそのまま取り入れたものが多く、自分にとって

の美を見出す生徒は少ない。  
このような時代の中で、これまでの生活の中で他者から得た“美”の概念をそのまま持

ち続けるのではなく、創造活動を通して自らの“美”を捉え直し、更新することを通し

て、自分にとっての“美”を見出すものがたりをつむぐことが必要なのではないかと考え

る。  
 以上のように考えて、研究主題を設定した。  
 

美術科における「自己に引きつけた語り」とは 

 

造形的な見方、感じ方をもとに感性を働かせ、創造活動を通して学びを深め、自分にとって

の意味や価値を捉え直している語り 

 

 
 

【図１】 
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研究の目的 

 ものの見方や感じ方である感性とは生来のものでありセンスという一言で済まされてし

まいがちなものである。自らの美を見出すためには、感性を広げ、深め、変容した自分に気

づくことが必要であると考える。しかし美術科の授業数では、題材のみでこれらの変容を図

ることは難しい。そこで、３年間を見通して、感性の変容に気づかせることをねらいたい。

また、日常生活と遠いものとならないよう、本物や、社会で実際に機能する美術文化を題材

として扱う。これらの期間、題材を、他者と関わることで深め、自らの変容に気づくことを

ねらった実践研究を行い、これらの手立てが効果的であるかを検証したい。  
 

研究の内容 

  

（１） 題材をまたいでものがたりを育むための３年間のカリキュラムの工夫 

（２） 本物にふれさせる題材設定・単元構成の工夫 

（３） 美術で語り合い、思考を深めるための問いの設定 

 

（１） 題材をまたいでものがたりを育むための 3 年間のカリキュラムの工夫  
 1 週間に１回、年間 35（45）時間、３年間で 115 時間の授業の中で、生徒のものがたりを

育むため、単元構成だけでなく、３年間を通して生徒のものがたりを育て、変容させるカリ

キュラムの工夫を行う。  
１年 ２年 ３年 

美術の見方を広げる 自己と向き合う   自己と社会との関わ

りを考える 

・共通事項の習得 

・様々な素材にふれる 

・様々な視点を獲得する 

・うまいもの→自分が心

惹かれるものへの価値観

の変化 

・人はどのように自己を表

現してきたか 

・表現したい自己とは何か 

・どのように自己を表現す

るか 

・なぜ人は自己を表現する

のか 

・美術を通した人と社

会の関わり 

・美術を通してどのよ

うに自分は社会と関わ

るか 

 【育てたい生徒像】 

感性を働かせ、自分にとっての美を更新する生徒 

【図２ それぞれの学年で意識するテーマ ３年間のカリキュラムイメージ】 

また、日常の感性の発露の記録として「美術ノート」という課題に週に１回、３年間取り

組んでいる。生徒は１週間の中で「心惹かれたもの」をノートに貼り、①それは何か、②な

ぜ心惹かれたのか、を記述する。分量、内容は問わないので、生徒は思い思いのものを提出

していく。年に１回程度見返したり、回し読みをしながら、３年間続け、最後の授業で感性

の記録を振り返ると、自分の感じ方の変化に気づくことができる。また、自分が惹かれたも

のの記録であるため、作品制作時の最適な資料としても機能する。 

 

（２） 本物にふれさせる題材設定・単元構成の工夫 

  実物や、それに近い資料、作品、美術の現場で働く美術館の職員など、できるだけ本物

に近づいて関われるような要素を題材設定・単元構成を組むことで、社会の中で存在し、は

たらく美術の力や、その中に自分たちの学習も位置付けられているという実感を持たせる

ことをねらう。  
 
（３） 美術で語り合い、思考を深めるための問いの設定  

総
　
論

国
　
語

社
　
会

数
　
学

理
　
科

音
　
楽

美
　
術

保
健

　
体
育

技
術
・

　
家
庭

外
国
語

学
校
保
健

共
創
型
探
究

語
り
合
い
の
時
間

－161－



 

 美術科では、主観の強い自分の見方・感

じ方に関わる場面が必ずあり、美術科の本

質に迫るものであると考える。一方で、主

観の強い内容に関して語り合うことは、対

話が交差せず、思考が深まらない懸念もあ

る。鑑賞体験のフィールド（図 2）[三澤一

実, 2021]をもとに、主観と客観のバラン

スを意識しながら、美術科における生徒の

思考を深めるための対話の目的、形、その

ための問いを整理・厳選した授業を行う。 

 「琳派の美 〜風神雷神図屏風の鑑賞

〜」の授業では、はじめに個人のⅠ、Ⅱの

往還と他者との共有をねらって、①「作品

から見つけたことを自由に発言しよう」と

いう問いから対話鑑賞を行う。その場で、

Ⅲの簡単な知識（風の神と雷の神であるこ

と、持っている道具について、屏風の構造

と特徴、用いられ方など）を伝えていく。

次に、自分なりに考え、ⅡとⅣの中間の位

置の思考をすることをねらって②「ここで

なにがおきているのか」という学習課題を

提示する。生徒の意見は大別すると「戦っ

ている、競っている」「一緒に災害をもた

らしている、一緒に遊んでいる」となるた

め、さらに問いを深め、③「２人の関係は

対立か、協力か」という２項対立の問いを

投げかける。ここでの答えは、ⅡとⅣの中

間から、Ⅳの個人性のやや強いものとなる

が、その根拠はⅠ、Ⅱから出てきたもので

ある。問いの全ての段階において、対話型

鑑賞の手法を用い、生徒の意見に対し「ど

こからそう思うの？」「そこからどう思うの？」という投げかけを行う。このことにより、

ⅠとⅡ（ときにはⅢ）が結びついた意見を表出、生徒間で共有したものを授業の中で蓄積し

ていくことができる。（図 3）これらを材料として生徒は③における自分なりのⅣを、作品を

根拠として考えることができる。次時以降では他作者の風神雷神図屏風を比較することによ

り、またⅠ〜Ⅲを往還しながらⅣを深め、さらに単元を進めることにより自分としての学び

の意味や価値の創造に繋げていく。 
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【図２ 鑑賞体験のフィールド(三澤より引用の図) 

】

【図３ 風神雷神図屏風の鑑賞】 
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 第３学年３組 美術科学習指導案  
 

 指導者 渡邊 洋往  
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1133：：0000～～1133：：5500         
２２  単単    元元    名名      願願いいののああるる場場ををつつくくるる  〜〜香香川川県県庁庁舎舎東東館館とと本本校校校校舎舎〜〜 
３３  学学  習習  空空  間間      美美術術室室                                       
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて                                                                                                          

（１）  本題材は指導要領A表現イ（ウ）およびB鑑賞イ（イ）に該当する内容である。香川県

庁舎東館及び香川県内の建築物を扱う。香川県庁舎東館は1958年5月26日に竣工（当時は本

館）、屋上に3階建ての塔屋が付いた8階建ての建物と、県庁ホールがある3階建ての建物で

構成されている。金子正則知事の要請で建築家の丹下健三氏が設計し、１階は猪熊弦一郎が

壁画を担当。金子の要請で丹下が戦後の県内の工芸、工業技術を駆使して建築されている。

日本の伝統建築を思わせるデザインが特徴であり、民主主義の精神を体現したモダニズム

建築として、丹下建築代表作および以降の公共建築の手本となった。2019年に耐震工事を

完了、1999年「DOCOMOMO Japan」の「日本の近代建築20選」、2021年にニューヨーク・

タイムズ「世界で最も重要な戦後建築25作品」に日本で唯一選出、2022年、旧本館及び東

館が国の重要文化財に戦後の現役庁舎として初めて指定された。1階を開放し、気軽に利用

できる空間は、60年以上たった今も県民に親しまれ、丹下建築を一目見ようと県外からも

多くの建築ファンが訪れている。また、本庁舎をきっかけに、丹下健三と香川県の繋がりを

生み、山本忠司など後の県内建築を牽引する建築人材を生み出すことにもつながっている。 
一方で、2023年、旧香川県立体育館（丹下設計）の取り壊しが決定するなど、当時の県内

の建築は保存か解体かの瀬戸際にあり、何を残して何を新しくするか、市民の選択の時期に

きている。 

 
（２）本学級の生徒は男子18名、女子17名の合計35名である。２年時に「心の街」という、等

角投影図法を用いて建築による自己表現の題材に取り組み、自分の内的世界を建築物で表

現するときに、建築物の構造及び空間への意識をもつ機会があった。 

  本題材に関するアンケートを行い、生徒の実態調査を行なった。結果をもとに、次のよ

うなものがたりを本題材に対する学習前にもつ生徒を想定した。「自分にとって建築と

は意識しない風景の一部であり、使っていて不便と感じることはあっても誰かの思いを

もとに誰かが造形した人間の創造物であるという意識は低い（そう言われればそうだと

思うが）不便であればなんとかしてほしいと思うが、こうあってほしいと願って建築が

作られているという意識はなく、自分が建築を考えるときもそのようにして建築を創造

するという意識もない（建築について過去方向の思考をもち、未来方向の思考が希薄）」  
（３）本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点

に留意したい。 
  ・本物に触れさせる手立てとして、以下の点を実施する。 

    a.生徒が２年間過ごしてきた本校の校舎を題材とする。 

b.地域の教材であり、現在も社会で機能している香川県庁東館を鑑賞する。 

    c.香川県庁の研究を専門とする学芸員を講師として招く。 

・単元のはじめと、県庁東館の鑑賞の後でもう一度校舎を観察する機会をつくり、自分
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の空間の見方の変化に気づかせる。 

・題材にこだわり、夢中になる手立てとして、以下の点を実施する。 

a.校長先生、学芸員など第三者からの評価を予告する。 

b.高評価の案は実現の可能性があることを伝える。 

・制作の活動では、同じ願いをもとにプランを作る同質集団でグループを作ることで、

共通した対話の土台をもった活動を目指す。 

・毎時の自己の学びを振り返るため、制作中の写真を含めた振り返りを記録し、考えや

作品の変化に気づかせる。 

・対話の手立てとして、背景や資料など造形以外の情報、造形要素（どこから）を根拠

として、印象（どんな感じ）、考察、批評（そこからどう考えるか）を意識するように

指導する。 

総
　
論

国
　
語

社
　
会

数
　
学

理
　
科

音
　
楽

美
　
術

保
健

　
体
育

技
術
・

　
家
庭

外
国
語

学
校
保
健

共
創
型
探
究

語
り
合
い
の
時
間

－165－



★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
建築空間を、その場を使う人々の未来のあり方を願って作られた空間として捉えられるよう

になってほしい。 

●題材（ 願いのある場 ）に対する「ものがたり」の変容 

５５  本本単単元元のの目目標標                                               

（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図                      
 

 

 

 

   

  

  

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・対象や事象を捉える造形的な視点に

ついて理解している。 

・意図に応じて自分の表現方法を追求

し，創造的に表している。 

・装飾などの建築要素など空間を捉える

造形的な視点について理解している。 

・グループの採用した願いに応じて表現

方法を追求し，創造的に表している。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・美術作品の造形的なよさや美しさ，

表現の意図と創造的な工夫などにつ

いて独創的・総合的に考えるととも

に，主題を生み出し豊かに発想し構想

を練ったり，美術や美術文化に対する

見方や感じ方を深めたりしている。 

・建築全体や構成要素の造形的なよさや

美しさ，表現の意図と創造的な工夫など

について独創的・総合的に考えるととも

に，主題を生み出し豊かに発想し構想を

練ったり，美術や美術文化に対する見方

や感じ方を深めたりしている。 

学学びびにに向向かかうう力力,,

人人間間性性  等等  

・美術の創造活動の喜びを味わい主

体的に表現及び鑑賞の学習活動に取

り組もうとしている。 

・建築に関わった人々の願いや工夫に触

れたり、自分たちで願いやプランを作る

ことの喜びを味わい主体的に表現及び鑑

賞の学習活動に取り組もうとしている。 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

① 建築は周りの風景と同じ。自

分を取り巻くだけのもの 

② 名建築というのはわかるが、

お金がかかるし、それで豊か

になるわけでもなく、優先度

は低いでしょ。 

（学習後） 

建築は人々の暮らしがこうあ

ってほしいという願いがあっ

て、そのために工夫され形作ら

れている。それを変えるのも、守

るのも、同じく願いをもってや

るべきだ 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
・・・自分たちで校舎を変えていく活動になったとき、普段あれだけ不満を感じていたが、い

ざ自分が変えるアイデアを出すとなると、全然思いつかなかった。これはきっと自分には校舎

や学校への不満はあるが金子正則や丹下健三、猪熊弦一郎のような、「これからの学校はこう

なってほしい」という願いがなかったからだろうと思う。チームで話し合う中でなんとか自分

たちの願う「これからの学校生活」のイメージをもつことができた。しかしそれから建築のア

イデアを出すのにも苦労した。自分たちのアイデアを学芸員さんに評価してもらえたときはう

れしかった。自分たちができたアイデアはほんの小さな工夫だが、それだけでもものすごい知

恵が必要だった。きっと、県庁舎を立てる時は、はるかに超える苦労があったのだろうな。香

川には県庁舎のような建築が多いと聞いた。こんな思いをさらに大きくもって作られた県庁舎

や他の建築を守りたいと考える人の気持ちはわかる。色々建築を見に行きたいと思う。 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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（３） 単元構成（全 10 時間） 

  
    

生徒に現校舎

に対する不満

を出させる。

（未来思考の

思いはなく、不

満ばかりが出

ることを予想

する） 

不満はあれど

「どうあって

ほしいか」「そ

のためには何

が必要か」とい

う視点がなか

ったことに気

づかせること

をねらってい

る 
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願いをもち、

願いをもとに

かたち作られ

た場（願いから

造形までがつ

ながっている

場）の例に触れ

させる。 
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前時で視点を

獲得し、改めて

校舎をリサー

チする。場から

作った人の願

いを考える。 

生徒の思考の

流れに合わせ、

全校生徒に関

わる場である

あじさいホー

ルか、オープン

廊下の願いに

ついて考える 
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生徒の願いを

交流させるた

め、他グループ

の願いを採用

してプランす

ることも可能

にする。 

生徒が夢中に

なるしかけとし

て 
①第三者も交

えた評価 
②実現の可能

性 
を設定する 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導              

（１）目標  
・校舎を「願い」という視点で観察することを通して、場を設計した意図について考え

ることができる。 

・校舎を自分たちの「願い」という視点で捉え直すことを通して、自分たちの場への願

いを考えることができる。 

 

（２）学習指導過程    

学習内容および学習活動 予想される生徒の反応 指導上の留意点 

 

 

1.校舎を観察・考察する。 

 (1)校舎を観察する（班） 

(2)設計の願いを考察す

る（班） 

(3)全体で共有する 

 

2.興味・疑問の多かった空

間について対話する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.今の自分たちは校舎に

どんな願いをもたせるか

考える 

 

 

 

 

 

 

 

4.本時の学習を振り返る 

 

 
 
・結構原則に忠実に作られているんだな

（自由に設計できる原則に基づいてる） 
・オープン廊下はなんのために外に作って

いるのだろう 
・あじさいホールって、「明るく自由で爽

やかな居場所」っていう願いがあるけど

どこからそれを形にしているのだろう 
・中庭は特徴ある。生徒がこの中を歩ける

ようにしていたのじゃないかな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・前に観察したときは不便なところばかり

目がいっていたけど、こんな場にした

い、っていうのは考えていなかったな 
 
 
 
 
 
 

 
・ 
◯近代建築の原則について、前時

までに資料を渡しておく。 
◯造形要素(広さ、高さ、装飾、位

置 等)をもとに印象を感じ、考

察をするように指導する。 
◯願いを考察する資料として、教

育目標、学校の使命などを提示

する。（学校要覧） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◯あじさいホールは当時はホール

として設計されていなかったこ

とを伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
◯校舎に願いをもち、それに合わ

せた校舎の改善プランを考える

活動を伝える。 
  

７７  見見取取りり  

・本時の振り返り、設定された願いの記述、制作されるプラン、単元後のものがたりの

記述から、建築や場への捉え方がどのように変化したかを見取る。 

学習課題：本校校舎の設計の願いは何か 

T ：オープン廊下について考察した班が多かったようですが、どのような願いで設計されたと考えますか。 
S１：教育目標に「広い視野をもった生徒」、「個性豊かな生徒」になってほしいという願いがあるから、変わ

った形にして、遠くが見えるようにしたのじゃないかな。 
S2：めざす子供の姿に「心身ともに健康で」、とあるから元気になれるように外に廊下を作ったんじゃない

かな。 

T ：あじさいホールについて考察した班が多かったようですが、どのような願いで設計されたと考えます

か。 
S1：教育目標に「広い視野をもった生徒」、「個性豊かな生徒」になってほしいという願いがあるから、玄関

のすぐのところをホールにして、生徒会の活動や、生徒の表現の場になるようにしたんじゃないかな。だか

らピアノや黒板がある。 
S2：でも、それだと狭いからそうじゃないと思う。それなら見る人のスペースやステージみたいに一段高い

ところがあると思うから。 
S3：当時は今の大きさで発表できていたけど、今は演奏とかしているから狭く感じるようになったんじゃな

いかな。 

S1：あじさいホールをなんとかしたい。もっと生徒が自由に発表できるようにしたい。 
S2：自分の特技を自由に発表できて、見る人もそれを見て刺激を受けるような。 
S3：それでいて、本を読みたい人やただ通るだけの人も迷惑にならないような 
T ：まとめるとどんな場にしたい、と言えますか。 
S1：それぞれが自分らしく行動できる場になってほしい、にしよう。 
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保健体育科 

  

德 永 貴 仁 ・ 廣 石 真 奈 美  
 

 
健康やスポーツの価値を実感する保健体育学習のあり方 

－ 自分の「からだ」を土台として健康やスポーツと関わることで 

生まれる「ものがたり」を通して － 
 

前回の研究では、コロナ禍の中でスポーツの存在意義を生徒が実感するため、そして豊かな

スポーツライフの実現につなぐために、前提として「健康やスポーツの価値を実感する」必要

があると考え、研究を行った。そのためには保健と体育の両面からのアプローチが必要である

と仮定し、研究を進めた。その結果、運動習慣を生活の中で日常化し、健康への意識（前回は

生活習慣病の予防について）も高めることができた。また、「ものがたり」の記述にも健康の

視点で書いているものもあり、保健と体育を一体として捉える意識ができつつある生徒もいた。 

今回は、保健と体育を一体として捉え、「健康やスポーツの価値を実感する」ために、その

共通の土台である「からだ」に焦点を当て、「からだ」を土台として健康やスポーツと関わる

中で、情意を表現できるようなしかけを講じ、その有効性について迫っていく。 
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研究主題について 

 

長く続いたコロナ禍の中でも、世の中は「スポーツはなくてはならないもの」と捉える人が多く

存在した。それは、スポーツがもつ価値を、多くの人々が実感しているからである。では、現在の

子どもたちはどうだろうか？音楽は必要だが、体育は必要ではないという生徒も少なからず存在す

る。しかし、スポーツがもつ価値を実感することができれば、その考えは変わり、人生を豊かにす

ると思われる。人生を豊かにするためには、自分の「からだ」を土台として、心と身体、両方の健

康が必要不可欠である。本校保健体育科では、「（教科を学ぶ意義を通して）日々の生活の中

で自他の心と身体に関心をもつ生徒」をめざす生徒像としている。保健と体育を一体として捉

え、「健康やスポーツの価値を実感する」ために、その共通の土台である「からだ」に焦点を

当て、「からだ」を土台として健康やスポーツに関わる中で、情意を表現できるようなしかけ

を講じることで、本主題に迫ることができると考え、設定した。 
【研究のキーワード】 

健康とは 肉体的、精神的及び社会的に完全に良好な状態であり、単に疾病又は病

弱の存在しないことではないこと。 

からだとは 心身。触れることのできる肉体と、その肉体がもつ心も含めたもの。 

豊かなスポーツラ

イフとは 

いつでも、どこでも、だれとでも、運動・スポーツと多様に関わり（す

る、見る、支える、知る等）続けることができる生活や営みのこと。 

 
【めざす生徒像についてのイメージ図】      【教科を学ぶイメージ図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健康やスポーツに対する題材の変容によって獲得された新たな視点をもとに、自己と健康やスポ

ーツとの関わりに対する意味付けや価値づけをした語りのこと。 
 

研究の目的 

 「健康やスポーツの価値を実感する」ための手立てとして、自分の「からだ」を土台とし

て健康やスポーツに関わることで生まれる「ものがたり」を構想し、その実践の中で今期は

①自分の「からだ」を土台として健康やスポーツと関わる単元構成の工夫、②自己の課題に

応じて選択するアナロゴンドリル学習の開発、③自己の情意を表出できる振り返りの工夫、

の３点を柱として、研究を進めることとした。 

保健体育科における「自己に引きつけた語り」とは 
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研究の内容 
 
 
 
 
 
 
 
（１） 自分の「からだ」を土台として健康やスポーツと関わる単元構成の工夫 

これまで、本校保健体育科では、単元構成の中に、主に以下のしかけを行ってきた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
それぞれのしかけは、成果や課題がありなが

らも、一定の効果は見られた。今期は、前回ま

での研究もふまえた上で、「健康やスポーツの

価値を実感する」ためには、自分の「からだ」

を土台とし、健康やスポーツと関わる中で、自

分の「からだ」が内的にも外的にもどう変化し

ていくかを生徒自身がメタ認知する必要がある

のではないか、と考えた。 
為末（2022）は「『自分を扱う』は、思い通

りにならなさも含めて、むしろそこに何か可能

性があるかもしれない、それを手がかりに新し

い世界が見えるかもしれない、そんな可能性も

含んだ言葉」と述べている。そこで、単元内に

「自分の『からだ』を土台として健康やスポー

ツと関わる」ためのしかけとして、体育活動で

は、毎時間のドリル学習のなかに「からだ」の

一部をキーワードとした技能向上ドリルを設定

したり、振り返りで「からだ」をキーワードと

してその時間を振り返ったりする活動を行う。

また、保健分野では、学習内容と自分の「から

だ」を関連付けた問いを投げかけたり、単元内

に保健や体育理論の単元を組み込み、心と身体

を一体として捉えたりする工夫を行う。 
 

（１） 自分の「からだ」を土台として健康やスポーツと関わる単元構成の工夫 

（２） 自己の課題に応じて選択するアナロゴンドリル学習の開発 

（３） 自己の情意を表現できる振り返りの工夫 

○ 個々の学びの履歴（長所・短所・成功・失敗・達成・不安・思い・願いなど）やその運

動やスポーツに対してのこれまでの「ものがたり」が表れるよう促し、把握し、それらを

変容させようとするしかけ。 
○ 生徒に応じた「教材・教具」の準備。これは主に運動が苦手な生徒も含め、全員が体育

活動に参加できるしかけである。 
○ 生徒やチームにとって切実感のある問いの設定。 
○ 単元内に保健分野や体育理論の内容を取り入れ、体育分野との関連をはかるようになる

しかけ。 
○ パラスポーツを取り入れ、新たな見方や考え方ができるようにするしかけ。 
○ 「自己に引きつけた語り」を生み出すために、意図的に困難を設け、欲求を駆り立て、

生徒自らが探究するしかけ。 

【「からだ」の一部をキーワードとした 

技能向上ドリルで使用したテールボール】 

【自分の「からだ」を土台とした単元構成図】 
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（２） 自己の課題に応じて選択するアナロゴンドリル学習の開発 

体育授業での技能向上のために、毎時間行うドリル学習があるが、それは全員に一定の課題

を与えるにとどまり、生徒の課題に応じたアプローチができていない現状が見られる。そこで、

生徒自身が自己の課題に応じて選択できるドリル学習を準備することで、生徒は自己の「から

だ」を見つめなおし、技能に応じた選択をすると考えられる。この活動を毎時間繰り返すこと

で、今までは漠然と考えていた「できる」「できない」を、毎時間変わってくる自分のからだ

の様子で気付くことができると考えた。単元前半は、自分の「からだ」を上手く使うために類

似運動（アナロゴン運動）を教師側が設定する。単元後半になるにつれ、生徒が自らの課題に

応じた準備運動を考えることで、生徒の必要感に応じた準備運動を設定する。 

 

 

（３） 自己の情意を表現できる振り返りの工夫 

カタールＷ杯、ＷＢＣ、世界水泳、バスケットボールやラグビーＷ杯での活躍を観て、感動

する人は多く存在する。それは、自分の中の情意が揺さぶられたからである。体育でも、「で

きた」や「勝った」時に、生徒の情意が表現されていることは多い。しかしなぜその情意が表

現されたか、生徒は分からないまま学習を進めているのではないだろうか？そこで、今回は毎

時間の振り返りの中に、「○○ができて（できず）うれしかった（悔しかった）。もっと○○

してみたい！」などといった情意を表現できるような視点を与え、振り返りを行う。「自分の

『からだ』を土台として健康やスポーツと関わる」ことを通して、なぜその情意に至ったのか、

その理由まで表現できるよう促すことで、自分の情意の揺さぶりを認知しやすいと考えた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

【アナロゴンドリル学習の場の設定（Before）】 

【ワークシートにある１時間の振り返りの視点】 

【アナロゴンドリル学習の場の設定（After）】 
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成果(○)と課題(●) 

 

研究内容（１）自分の「からだ」を土台として健康やスポーツと関わる単元構成の工夫 

 ○ からだの一部をキーワードとした技能向上ドリルをすることで、自分のからだの使い方

が上達したと感じる生徒が多かった（91.9％）。また、ハンドボールの授業において、「テ

イクバックの際に肘をあげること」「距離感と力加減」をキーワードとした「的あて」を

実施したことで、投球技能が向上したと感じる生徒が多かった（83.7％）。普段から自分

のからだを見つめる習慣を体育授業で育むことが健康やスポーツの価値を実感することに

つながるのではないかと考えられる。 

 ● 体育の技能面に寄ったところが大きくあるので、保健での「からだ」について実践を多

く積み、心と身体の一体化について研究を進めていきたい。 

 

研究内容（２）自己の課題に応じて選択するアナロゴンドリル学習の開発 

○ できることをわざわざしない、自分の向上させたい技能を選択して練習することが生

徒の実感にもつながった。 

● 今回はシングルスでのアナロゴンドリルを設定していたので、単元が進むにつれてダ

ブルスゲームになった時に変化をつけていなかった。今後は単元の流れによって躓くポ

イントや、生徒が求めている動作をアナロゴンドリル学習に取り入れるなど、柔軟に変

更していきたい。 

 

研究内容（３）自己の情意を表現できる振り返りの工夫 

 ○ 自己の情意を表現できるよう促し、その理由についても記述させることで、生徒がメタ

認知するだけでなく、教師側の単元の組み方の一助にもなることが分かった。 

 ● 「からだ」だけではなく、毎時間の感性をキーワードとして表れるよう促し、その理由

を記述する方法について、研究を進めたい。 
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 第３学年３組 保健体育科学習指導案  
 

  指導者  德永 貴仁 
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1111：：2200～～1122：：1100         
２２  単単    元元    名名      球球技技  「「ネネッットト型型（（ババドドミミンントトンン））」」                         
３３  学学  習習  空空  間間      体体育育館館                                       
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて                                                                                                          

（１） 本単元は学習指導要領保健体育編「Ｅ 球技 第３学年 イ：ネット型」に対応しており、

役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空いた場所をめぐる

攻防をすることで、作戦に応じた技能で仲間と連携し、ゲームを展開することをねらいとして

いる。 

   豊かなスポーツライフを実現するためには、スポーツがもつ面白さを深く感じ、今日的

にどの分野でも言われているような「持続可能な」面白さを感じなければならないと考え

られる。事実、東京 2020 オリンピック・パラリンピックを契機に普及してきたパラスポー

ツ（アダプテッドスポーツ）も初めは教材がもつ面白さを感じ、生徒はのめり込むが、だん

だんとその面白さは薄れてくる傾向が見られる。それは教材がもつ表面の面白さ（ルール・

勝敗方法・できた・できないなど）のみを感じ、そこで学習が終わってしまうからではない

か。どのスポーツももっている、その競技の本質の面白さを感じた時、それが「持続可能な」

面白さになり、豊かなスポーツライフにつながるのではないか。 

その競技の本質の面白さの一つに「駆け引き」がある。「駆け引き」とは「相手の出方や

状況に応じて、自分に有利になるように事を運ぶこと」とされており、多くのスポーツにも

「駆け引き」は有されるものである。 

ネット型のスポーツは「相手のいないところにボール等を落とし、一定の得点に早く到達す

るもの」である。そのためには、ボール等のコントロールだけではなく、相手との「駆け引き」

が非常に重要であると考えられる。 

本単元で扱うバドミントンは、一般的にレクリエーションスポーツとしてよく知られており、

自由にシャトルを打ち合うだけの遊び段階からコートの中で体力・精神力をベースに、技術・

戦術などを駆使する高い段階まで、極めて幅広い人たちが、その体力・年齢・技能レベルに応

じて、手軽に楽しむことができる、生涯スポーツの代表格である。また近年、日本人選手が大

活躍しており、その中でも桃田賢斗選手は香川県出身のため、生徒の中にもバドミントンとい

うスポーツは身近な存在である。 
競技特性として、バドミントンは球技の中で最速のスポーツであり、その速度は一流選手の

場合、初速が時速 300〜400km/h を超える。一方、バドミントンで使用するシャトルは、他の球

技で使用するボールとは性質が大きく異なり、ラケットで打った直後から大きな減速が見られ

る。つまり、相手がどんなに強く打ったとしても手元では大きく減速して到達するため、他の

球技と異なり、返球もしやすい。また、ラケットを振るというひとつの動作で攻撃と守備を同

時に行わなければならないことも特徴である。さらに、多様なフライトの種類（打球の種類）

があることから、「駆け引き」の場面を最も生み出しやすいスポーツである。 
今までは漠然と楽しいと感じながらスポーツをしていたことが、「駆け引き」を意識してプレ

ーすることによって、そのスポーツならではの面白さに気づく。そうすることで「する」だけ

ではなく「見る」力も向上した豊かなスポーツライフにつながると考えられる。以上のことか

ら、本単元を扱うことにした。 
 

（２）本学級の生徒は男子 18 名、女子 17 名、計 35 名の学級である。事前のアンケート（n=35）

では、「バドミントンをしたことがありますか？」という問いには 77％の生徒が「はい」と回

答している。その場面としては「遊びで」といった回答が 81％と一番多く、その次は「部活動

で」であった。バドミントン部は男子３名、女子１名が在籍している。 

   また、単元前の「バドミントンについて思うこと」という問いに対しては「楽しそう」「好
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
駆け引きを意識してスポーツをしたり見たりすることで、その競技（バドミントン）な

らではの面白さを感じてほしい。 

●題材（バドミントン）に対する「ものがたり」の変容 

き」などの肯定的な回答が 19％、「難しそう」「不安」が 66％であった。 
以上のことから、単元前の生徒の学習前の題材に対する当たり前を「遊びの中でやっ

たことがあり、ラケット操作は難しそうでできるか不安だが、楽しそうなスポーツ。」

と設定した。 
 
（３）本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点

に留意したい。 
・ 駆け引きの種類を主に前後方向限定するため、単元前半のゲーム時はコートを縦半分に

区切ったハーフコートシングルスゲームを行う。後半では、ハーフコートのままで２対１の

ゲームを行い、限られたショットだけで点数を取れるよう工夫する。 
・ 前後の揺さぶりによる駆け引きを生み出すために、技能として扱うフライトの種類はハ

イクリア、ドロップ、ヘアピン（後半のみプッシュは解禁）に限定する。 
・ バドミントンにおける一番の難関であるラケット操作を取り除いた上での、インディア

カを使ったタスクゲームを行うことで、相手コートのどこに返球すれば得点を取れるか、を

パターン化し、実感しやすいようにする。 
・ ラケット操作が難しい生徒に対しては、バドミントンラケットのほかに、クロスミント

ン、ジャンボラケット、ミニラケットを準備し、シャトルを当てやすいように工夫する。 
・ 単元前後で一流選手のゲームを見て、その記述から「見る」視点としての変容も感じさせ

たい。また、データを取ることでゲームの様子を見て、「見る」視点を養い、豊かなスポー

ツライフにつながる一助にする。 
 

５５  本本単単元元のの目目標標                                               
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図                      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

 遊びの中でやったことがあ

り、ラケット操作は難しそうで

できるか不安だが、楽しそうな

スポーツ。 

（学習後） 

多彩なショットを駆使し、相

手を前後に揺さぶって点をと

る、考えてするスポーツ。 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
 バドミントンは今まで遊びの中でやったことがあり、相手と羽を打ち合うことが楽しかった

覚えがある。学校の昼休みの時間にもやったことはあり、とにかく羽を落とさずに打ち合うこ

とが楽しい。 
 今回の授業を通して、単なる打ち合いの楽しさより、もっと奥深い「駆け引き」の楽しさを

感じることができた。それは、自分の思ったように打つことで相手が思ったように動き、それ

によって点を取ることができる面白さを実感したからである。今までは単に相手のミスや偶然

で得点を重ねていたが、「駆け引き」をして得点をすることで、より点を取った実感が湧い

た。これは今までのスポーツで感じることがなかったことだ。今まで何気なく見ていたスポー

ツの中にも、実は「駆け引き」はたくさん行われているのではないか？見るときもその視点を

もってみてみたい。 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・技術の名称や行い方、体力の高

め方、運動観察の方法などを理解

するとともに、作戦に応じた技能

で仲間と連携しゲームを展開す

ること。 

・ネット型では、役割に応じたボ

ール操作や安定した用具の操作

と連携した動きによって空いた

場所をめぐる攻防をすること。 

○各ショットの打ち方を理解する

こと。 

○サービスでは、シャトルを狙っ

た場所に打つこと。 

○シャトルを相手側コートの空い

た場所や狙った場所に打ち返すこ

と。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・攻防などの自己やチームの課

題を発見し、合理的な解決に向け

て運動の取り組み方を工夫する

とともに、自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えること。 

○選択した運動について、合理的

な動きと自己や仲間の動きを比較

して、成果や改善すべきポイント

とその理由を仲間に伝えること。 

○球技の学習成果を踏まえて、自

己に適した「する、みる、支える、

知る」などの運動を継続して楽し

むための関わり方を見付けるこ

と。 

学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・球技に自主的に取り組むとと

もに、フェアなプレーを大切にし

ようとすること、作戦などについ

ての話合いに貢献しようとする

こと、一人一人の違いに応じたプ

レーなどを大切にしようとする

こと、互いに助け合い教え合おう

とすることなどや、健康・安全を

確保すること。 

○バドミントンの学習に自主的に

取り組もうとすること。 

○一人一人の違いに応じた課題や

挑戦及び修正などを大切にしよう

とすること。 

○互いに練習相手になったり仲間

に助言したりして、互いに助け合

い教え合おうとすること。 

（３）単元構成（全15時間） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

まずゲームをすること

で、何に困難を抱いている

かを振り返りから見取り、

教師側も生徒側も認知す

る。 

制限なしのゲームを行う

ことで、生徒から「スマッシ

ュを禁止してほしい」とい

うワードが出てくるように

しかける。 
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ショット制限を行うこと

で、狙いである「前後のゆさ

ぶり」を行う生徒が出てく

る。そして、そのゆさぶりだ

けでも勝利できることに気

付くきっかけにする。 

「ラケットに当たらな

い」という困難性を解決す

る教具を準備し、意欲化を

図る。 

後にゆさぶる「ハイクリ

ア」の技能を習得する時間。 

練習ツールを使うこと

で、軌道のイメージや「から

だ」の部位に意識を向け、技

能習得の一助とすることが

できる。 

ハイクリアの飛距離を数

値化することで、自分の「か

らだ」の変化に気付きやす

くする。 

上手な人の動画を観て、

自分と比べることで「から

だ」のポイントに着目する

ことができる。 
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前にゆさぶる「ドロップ」

「ヘアピン」の技能を習得

する時間。 

キャッチ＆スローができ

るインディアカスローを使

って、ゆさぶりのパターン

練習をする。 

練習ツールを自由に選択

して使用できるようにする

ことで、生徒の必要感によ

って教具選択できるように

しかける。 

前後にゆさぶる３種類の

ショットをここまでで経験

する。ショットの練習はア

ナロゴン準備運動によって

自分で選択し、行う。 
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２対１を設定すること

で、２人側が点を取りやす

いようにしている。さらに、

前衛のみプッシュを解禁す

ることで、ランク下位の生

徒も点をとることができる

ようにする。 

ペアのうちランク上位の

生徒が１人側となる。運動

が得意な生徒も夢中になる

ためのしかけ。 

漠然と前後にゆさぶるの

ではなく、ゆさぶりの定義

を明示し、データをとるこ

とで、ゆさぶれたかどうか

の評価を自分たちで客観視

できるようにする。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導              

（１）目標  
・ 点を取るためには、相手の体勢や立ち位置を見ることが必要であるということに気

づく。（思考・判断・表現） 

・ 空いたスペースにシャトルを打つことができる。（知識・技能） 

（２）学習指導過程     
 学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応  ○教師のかかわり 

１ アナロゴン準備運動を

する。(個人) 
 
 
２ 前回の振り返りを確認し、

学習課題を確認する。 
 
 
 
３ 試合動画の例を観て次

のショットを考える。(全
体) 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ インディアカスローを行

う。 
 
 
 
 
５ ゲーム①を行う。(グル

ープ) 
 
６ ゲーム①を振り返り、ゲ

ーム②を行う。 
 
７ 本時を振り返る。 
 

・ ドロップが打てないか

ら打とう。 

・ サーブ練習をしよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ さっきの仮説は正しい

か、インディアカを使っ
て確かめてみよう。 

・ あとはラケットを使っ
て実践するだけだ。 

 
・ 相手がバドミントン

部でも点を取れるぞ！ 
 
・ データから、相手をよ

く揺さぶることができ
たぞ！  

・ 自分の打ったショッ
トで相手をコントロー
ル す る こ と が で き た
ぞ！ 

 
○ サーブ練習につき、サーブが入る

ように指導や助言を行う。 
 
 
○ データをいくつか紹介し、学習課

題に結び付ける手立てとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 実際のシャトルの軌道になるよ

うに助言する。 
○ できるだけキャッチ→スローを

早くし、判断を早くするように促
す。 

 
○ 動画撮影をしていない方がリア

ルタイムで助言できているか確認
し、助言を促すよう伝える。 

 
 
 
 
○ 「相手を前後にゆさぶり点をとる」

という視点で本時を振り返らせる。 
 

７７  見見取取りり  

・ ゲーム中に相手の位置を考えてプレーを行えたかを振り返りシートで確認する。 

学学習習課課題題：：相相手手ををゆゆささぶぶりり点点ををととるるににははどどううすすれればばいいいいののかか？？  

Ｔ ：みなさんの試合動画を見せます。止めながら流します。この後何を打って、どこを狙いますか？ 
Ｓ１：私は、ヘアピンをネット際に打ちます。 
Ｔ ：それはなぜですか？（感覚を言語化する質問） 
Ｓ１：こちらがハイクリアを打った後に相手は後ろからドロップを打ったので、後ろにいるままだ（根拠）

からです。  
Ｔ ：では、各ペアで自分たちの動画とデータシートを観て、どういう時に何を打ってどこを狙うのか、

話し合ってみよう。 

【予想される生徒の語りの具体】 

Ｓ２（上手）：Ｓ３さん、私がドロップを打つから、相手のヘアピン対策でヘアピンを構えていてほしい。

動画を見るとヘアピンでやられていることが多い。 
Ｓ３（苦手）：わかった。でもヘアピンで点を決められるくらい打てないかもしれない。 
Ｓ２：大丈夫。相手が我慢できずにロブを打ってくれば私がハイクリアを打って点を取るから。 
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１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1133：：0000～～1133：：5500 
２２  単単    元元    名名      球球技技  ゴゴーールル型型「「ハハンンドドボボーールル」」 
３３  学学  習習  空空  間間      体体育育館館 
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて  

（１）本単元は学習指導要領保健体育編「Ｅ 球技 ア：ゴール型」に対応しており、ボール

操作と空間に仲間と連携して走り込み、マークをかわしてゴール前での攻防を展開するこ

とを狙いとしている。 

ゴール型の球技はルールが複雑で求められるボール操作の技能レベルが多様な上に、攻

守の切り替えが目まぐるしいため、俊敏な変化への対応や瞬時の判断力が求められる。そ

のため、授業でゲームをするとなると、得意な生徒が活躍し、シュートを決め、その他の

生徒はただひたすらボールが移動する方向へ走るか、その場からほとんど動かないままゲ

ームの終了を待つだけになってしまうことが多い。その理由の多くは、「ボール操作が難

しい」「ゲーム中にどう動けばよいのかわからない」といったものや「苦手な自分はチー

ムのみんなに迷惑をかけないようにしたい」といったものである。比較的運動が得意な生

徒でも、ゴール型の球技の本質である、「仲間と協力して、相手と駆け引きをしながら、

守備を突破して得点する」面白さを味わうことができないことも少なくない。 

本単元で扱う「台形ハンドボール」は、ゴールの形が台形であるため、ゴール周辺での

シュートチャンスが誇張され、誰でも容易にシュートすることができる。また、やわらかい

ボールで誰もが扱いやすく、攻守交代型のゲームであるため、ゲームに必要な「判断」や「ボ

ールを持たないときの動き」を繰り返し試すことに集中できる。以上のことから、得点に関

わるプレーに容易に参加でき、「仲間と協力して、相手と駆け引きをしながら、守備を突破

して得点する」面白さを味わうために有効である。ゴール型球技の本質を理解したうえで楽

しさを味わうという経験から、生涯の生活の中にスポーツ文化を取り入れたいと感じ、豊か

なスポーツライフを実現する一助となると考える。 

（２）本学級の生徒は、男子19名、女子16名、計35名の学級である。ゴール型の運動部に所属

している生徒は５名で、ゴール型のスポーツ経験者を合わせても数名程度であるが、休み

時間にサッカーをするなど、日常的にゴール型のスポーツに親しんでいる生徒も複数名い

る。１年次には、「アルティメット」の単元において、パスやシュートなどの基本的なボー

ル操作やパスを受けるために空いている空間に走り込む動きについて学習している。単元

前のアンケート（ｎ＝35）において、「ゴール型のスポーツが好きですか」という質問に肯

定的な回答をした生徒は29名であり、その理由の多くは、「試合で得点することができる

とうれしい」「得点をとるためにどうすればいいか考えるのが楽しい」というものである。

一方で、「パスやキャッチが難しい」「ルールが難しい」と感じている生徒もいる。生徒

は、ゴール型の球技において、得点に関わることができると面白いと感じている生徒もい

るが、技術的な難しさやルールの複雑さから、上手くプレーに参加できない生徒もいる。 

   以上のことから、単元前の生徒のものがたりを「ゴールできると楽しいが、自分がプレ

ーに関わることが技術的にもルール的にも難しいスポーツ」と設定した。 

（３）本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる・「情意」を働かせる

にあたって、次の点に留意したい。 

・ 思考する視点を「攻撃回数」と「シュート数」に限定し、適宜データを提示するこ

とによって、相手チームより得点をとるために作戦を立てる際に、根拠をもって語り

合いやすくする。 

・ スキルアップを目的として、毎時間「的あて」を行うことで、ボールを操作する上

で「力加減」や「距離感」を調整するための体の動かし方に考えを巡らせ続ける手立

てとする。 

第２学年１組 保健体育科学習指導案  
 

指導者  廣石 真奈美 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
 「効率よく得点するための動き」を学習することで、得点に関わるプレーに参加するこ

とができる面白さを感じてほしい。 
 

 ●題材（ハンドボール）に対する「ものがたり」の変容 

・ ゴールを台形にすることで、苦手な生徒でもシュートのチャンスを生み出しやすく

する。 

・ 自己に引きつけた語りを生むために、「ゴール型の面白さ」を視点として単元の振

り返りを書くように伝える。 

５５  本本単単元元のの目目標標   
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・ 球技の特性や成り立ち、技術の

名称や行い方、その運動に関連し

て高まる体力などを理解する。 

〇 歴史やルール、シュートやパス

などボール操作のポイントを理解

すること。 

・ ゴール型では、ボール操作と空

間に走り込むなどの動きによって

ゴール前での攻防をすること。 

○ ゴール方向に守備者がいない位

置でシュートをすること。 

○ 得点しやすい空間にいる味方に

パスをすること。 

○ ゴール前の空間に走り込んでパ

スを受けるなどの動きによって、

得点につなげること。 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

ゴールできると楽しいが、

自分がプレーに関わることが

技術的にもルール的にも難し

いスポーツ。 

（学習後） 

 どう攻撃すればよいかわかる

と、より多く得点できて、自分も

得点に関わることができて面白

いスポーツ。 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
 これまで、ゴール型のスポーツは得点できたり、みんなで作戦を考えて実践したりすること

は楽しいけど、自分はパスやキャッチも苦手だしどうやってプレーに参加したらいいか分から

ないから苦手意識が強かった。 
 今回ハンドボールをやってみて、アナロゴン準備運動で苦手なボール操作を練習して上手に

なったし、自分がゴール近くでパスを受けてシュートすることができたり、ゴール前の人にパ

スを出してシュートをアシストできたりして、自分も得点に関わることができたことが何より

嬉しかった。試合を見ていても、「今あそこにパス出したらよかったのに！」とか「ナイスア

シスト！」と思うことが増えて、もどかしく感じたりより一層楽しめたりできるようになっ

た。 また機会があったら、「台形ハンドボール」をやりたいし、他のゴール型のスポーツに

も挑戦してみたいと思う。 

探究的な学び 
他者と語りあ合う 
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思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・ 攻防などの自己の課題を発見

し、合理的な解決に向けて運動の

取り組み方を工夫するとともに、

自己や仲間の考えたことを他者に

伝えること。 

○ ゲームにおいて、合理的な動き

方と自己の動きを比較して、課題

を発見して解決するための工夫を

他者に伝えること。 

学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・ 球技に積極的に取り組むととも

に、フェアなプレーを守ろうとす

ること、作戦などについての話し

合いに参加しようとすること、一

人一人の違いに応じたプレーなど

を認めようとすること、仲間の学

習を援助しようとすることなど

や、健康・安全に気を配ること。 

○ ハンドボールの学習に積極的に

取り組もうとすること。 

○ 作戦などについての話し合いに

参加しようとすること。 

○ 一人一人の違いに応じたプレー

などを認め、助言するなどして仲

間の学習を援助しようとするこ

と。 

 

（３）単元構成（全13時間） 

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 基本的なボール操作の
技能習得のための時間。
アナロゴン準備運動につ
なげる。 

 試合をすることで、「得
点に関わるプレーに参加
する」ことへの困難さに
出会わせる。 

 試合で実感した、技能
的な困難さを解決するた
めの時間。アナロゴン準
備運動につなげる。 
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 ８時間のシュート数は
増えたが得点が増えない
というつまずきから、「シ
ュート有効エリア」でシ
ュートを打つことへの気
づきにつながる。パスを
つなぐことへ思考がシフ
トしたことで、シュート
回数が減少することから
10 時間目の学習につなが
る。 

 速く「シュート有効エ
リア」でシュートチャン
スを作るために、ゴール
方向へのパスの必要性が
ある。そのためには、ボー
ルを持たない人のゴール
方向へ走り込みが大切だ
ということに気づかせた
い。 

 ８～10 時間目の学習を
通して、「得点に関わるプ
レー」にどのように参加
すればよいか考え、実践
することで、ゴール型本
来の楽しさの実感へとつ
なげる。 

 たくさん得点するため
には攻撃回数やシュート
数を増やすことが大切だ
ということに気づかせ
る。攻撃回数を増やそう
とすることで、速くシュ
ートを打ち、速くスター
トに戻るという動きが必
要となる。また、シュート
回数を増やそうとする
と、ロングシュートが増
えることから、９時間目
の学習につながる。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導  

（１）目標  
  ・ ボールの受け手がゴール前のスペースに走り込んだり、サイドチェンジを有効活

用したりすることが大切であることに気づく。 

  ・ ゴール方向に守備者がいない位置でシュートしたり、得点しやすい位置にいる味

方にパスをしたりすることができる。 

（２）学習指導過程     
学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応 教師のかかわり 

１ アナロゴン準備運動を

する。 

２ 課題を確認する。 

 

 

 

 

 

３ ３つの班の違いから、

課題について考える。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

４ 話したことをもとに作 

戦を立てる。（チーム） 

 

 

 

５ 練習試合を行う。 

 

６ 振り返りを行う。 

（個人） 

・ 今日はパスランシュートの練

習をしてみよう。 

・ どこでシュートを打てばいい

か分かったけど、そこまでどう

やってパスをつなげばいいの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ボールを受けたらすぐに次の

パスを出せるように、他の人が

ゴールに向かって走り込もう。 

・ サイドチェンジをやってみよ

う。 

・ 作戦通りにできた！ 

・ ゴール前に走っていたらパス

がもらえてシュートを打てた！ 

・ これまで、どうやってパスを

繋げばいいか、どこに動けばい

いかわからなかったけど、それ

がわかったから自分もパスをも

らってシュートを打つことがで

きて嬉しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 考える根拠として、「パ

スの回数・軌跡」「試合の

映像」を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分たちのゲームの様子

も見ながら、どのようにパ

スを繋いでいけばよいか考

えるよう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

学学習習課課題題：：速速くく確確実実にに「「シシュューートト有有効効エエリリアア」」ままででボボーールルををつつなないいででシシュューートトチチャャ

ンンススをを作作るるににはは？？  

Ｔ ： 前回実際に練習試合をしてみて、シュート有効エリアでのシュート回数は増やせましたか？ 
Ｓ１： シュート有効エリアで打つことはできたけど、逆に攻撃回数やシュート数が減ってしまった。 
Ｔ ： では、攻撃回数も多く、シュート有効エリアでのシュートが多いチームの「パスの回数」「パスの

軌跡と映像」を見てみましょう。 
Ｓ２： パスの回数が少ない！ 
Ｔ ： どうしてパスの回数が少ないんでしょう？ 
Ｓ２： 結構縦のロングパスがつながっているみたい。 
Ｔ ： もう少し、具体的に説明できますか？  
Ｓ２： パスの軌跡を見ると、ゴール方向に長いパスがつながっているのがわかります。映像からも、ボー

ルを持っていない人が思い切ってシュート有効エリアの方に走り込んでるから、そこにパスが出せた

んだって分かる。 
Ｔ ： なるほど。他にはある？ 
Ｓ３： ゴールを挟んで反対側へパス出すのも有効なのかな。キーパーが遅れるから前に人がいない状態で

シュートしやすい！（サイドチェンジ） 
Ｔ ： では、自分たちのチームはどうなのか。映像を見ながら分析して、作戦を立てましょう。 
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７７  見見取取りり  

 ・ ボールの受け手がゴール前のスペースに走り込んだり、サイドチェンジを有効活用 

したりすることが大切であることに気づくことができたか振り返りで確認する。 

・ ゴール方向に守備者がいない位置でシュートしたり、得点しやすい位置にいる味方

にパスをしたりすることが、ゲームの中で実践することができているかゲームの様子

を観察する。 
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技術・家庭科 

  

大 西 昌 代 ・ 加 部 昌 凡   

 

 

生活を見つめ、持続可能な未来へつながる実践力を育む 

技術・家庭科教育 

－ 生活を語り合い、問題解決を実践することで生まれる「ものがたり」を通して － 
 

  
技術・家庭科では、これまで、生活を語り合い、問題解決を実践することを通して、持続可

能な社会を構築するための実践力を育むことをめざし研究を進めてきた。 

今期はこれまでの研究を継続しつつ、①生徒の当たり前を捉え、実践力へつなげる題材構成、

②生活の中から問題を見いだし、語り合い、探究するための共通体験、③家庭や生活につなげ

る問いの設定や実践レポートの工夫、の三つを柱に研究を実践する。 
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研究主題について 

 

近年、地球温暖化をはじめとする地球規模の深刻な問題が顕在化し、持続可能な社会への転

換期を迎えている。これらの問題の解決に向けた取り組みは、行政や企業だけではなく、消費

者である私たち一人一人の実践力が重要となる。 
鈴木（2020）は、「経済的市民として、消費が持つ社会的・環境的な影響力を理解するととも

に、倫理的市民として環境問題や社会貢献等の倫理的課題をクリティカル（批判的）に考え、社

会的市民として意見表明や社会参加することが、公正で持続可能な社会を実現させる」と述べ

ている。また、荒井（2020）は「ここで求められるのは、困難な問題に向き合い、粘り強く創造

的に問題を解決するための、世界をつなぐ哲学や取り組みの手立て」であり、「状況をクリティ

カルに分析して探究的に思考し、協働して問題解決に取り組む実行力を持つ人をどう育てるか」

をこれからの教育の課題だとしている。 

持続可能性とは、気候変動や環境保護といった環境的な側面に限らず、生物多様性、教育や

社会福祉、雇用や経済成長など、幅広い側面を含んでおり、技術・家庭科のすべての分野と深い

関わりがある。自分の身近な生活を、持続可能性の視点から批判的・多角的に見つめ直し、課題

を見つけ、解決策を模索しながらこれからの自分の生き方を考えることで、将来にわたって持

続可能な未来を構築する実践力を育成したいと考える。 
そこで、本校の技術・家庭科では「持続可能な未来へつながる実践力」を以下のように定義

し、研究主題を設定した。 
 
 
 
 
 
 

 

 

    
 

 

 

 

研究の目的 

 
 技術・家庭科の授業において、生活の当たり前のズレに気付いたり知識・技能を身に付けたり

して、問題解決を実践することを通して、持続可能な未来へつながる実践力を育むための手立

てを考えていく。 
 

 

 

 

 

 

自分の生活を起点とし、語り合いや生活での実践を通して、よりよい生活の実現や持続可

能な未来の生活と自己の生き方を捉え直した語りのこと 

 技術・家庭科におけるにおける「自己に引きつけた語り」とは 

「持続可能な未来へつながる実践力」とは 
①社会の一員としての自覚をもち、自分の生活が環境や社会に与える影響力を理解する力 
②環境問題や社会問題に関心をもち、自分の生活と関連させながら批判的に思考する力 
③自分の生活を見つめ直し、工夫し創造する力 
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研究の内容 

 
 
 
 
 
（１） 生徒の当たり前を捉え、実践力へつなげる題材構成 

当たり前の今の生活の中から課題を見

つけ、空間軸（自分↔地域↔日本↔世界）

や時間軸（これまで↔現在↔近い未来↔未

来）の視点を広げながら課題と向き合い、

最後には自分の生活に戻り、これからの自

分の生活や生き方を考えることができる

ように題材を構成していく。自分や身の回

りの生活の当たり前の中から疑問や問題

を見つけ、それらを批判的・多角的に考え、

自分なりの方法で解決を目指すことで、主

体的な実践力へとつなげていきたい。 
例えば、「衣服や家具、家電製品を購入したり廃棄したりするときの基準」「自分で取り換えや

修理をするか、新しいものを買ったり、業者に依頼したりするかの基準」「DIY するか既製品を購

入するかの基準」などを自分の生活や経験から振り返らせ、他者と語り合う中でズレを生み出した

り、疑問を持たせたりする。また、現代の生活では当たり前になっている事象も取り上げ、その原

因や、自分の行動が社会や環境に及ぼす影響など、広い視点から問題に向き合うことで、物事を客

観的に考える力を身に付けさせ

たい。そして、自分の生活に戻す

ことで当たり前の生活に葛藤を

生み出し、自分の生き方を考え直

すきっかけにしていく。 
一方で、持続可能性を考える視

点は多岐にわたり、一つの題材で

多くの視点を扱うことは時数の

関係で困難である。そのため、題

材ごとの関連性を考えながら、３

年間を見通した題材配列も工夫

していく。 
 

 

（２） 生活の中から問題を見いだし、語り合い、探究するための共通体験 

技術・家庭科における探究とは、自分の身の回りから課題を見つけ、知識や技術を習得しな

がら、実際に活用・実践したり、創造（製作）したりしたことを、分析・評価し、改善すること

だと考える。そのために、実践や改善したり、全員が語り合ったりできる題材を選ぶことが重

要である。 

未来 

 

近い未来 

 

現在 

 

これまで 

 

時間軸 

 

空間軸

自分   地域社会   日本   世界 

（１）生徒の当たり前を捉え、実践力へつなげる題材構成 

（２）生活の中から問題を見いだし、語り合い、探究するための共通体験 

（３）家庭や生活につなげる問いの設定や実践レポートの工夫 

１年 「サスティナブルファッション」（衣） 

廃棄、気候変動、環境破壊、人権 

２年 「サスティナブル弁当」（食） 
ゴミ、プラスチック、児童労働、生態系、飢餓、安全、健康 

１年 「責任ある消費者」（消費生活・環境） 
消費者の権利と責任 

３年 「私たちはどう生きるのか」 
これからの行動を考える 

３年「サスティナブルな社会」（家族・家庭生活、住） 
社会福祉、働きがい、教育、ジェンダー 

【持続可能性の視点をふまえた３年間の題材配列例】 

 

 

持続可能な
社会 

今までの生活 

当たり前の 

価値観 

これからの生活 

新たな価値観 
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しかし、同じ題材であっても、生活経験や考える視点が異なる場合、同じ土俵で語り合うこ

とは難しい。そのため、全員が実践や経験をし、視点を与えて問題を見つけさせる場面を設定

する。そうすることで、授業の中で全員が自分の意見をもって語り合ったり、他者と比較した

りしやすくなり、より深い探究につながると考える。 

例えば、生物育成では、管理をせずに育てた作物を調査し、経済・安全・環境等の視点から問

題を見いだしていく。食生活では、全員が弁当づくりを経験することで、購入や調理の視点か

ら健康・文化・環境等の問題を見いだすことができる。また、省エネルギー、修復・修繕等の活

動では、身の回りや自分の生活について視点を与えて調査させ、その結果について他者と語り

合う中で問題を見つけていく活動が考えられる。 
 

（３） 家庭や生活につなげる問いの設定や実践レポートの工夫 

愛情のこもった弁当やお気に入りの衣服、愛着のある椅子、生産者や利用者の思い、家族の

ための工夫など、技術・家庭科は自分の家庭や生活、そして人々の思いと密接に関連している

教科である。題材を自分の生活に引き込む問いを設定することで、自分や周りの人々の思いと

交錯させながら語り合うのではないかと考える。そして、理想と現実との間で葛藤することで、

生徒の心に印象強く残り、題材終

了後の実践力につながっていくの

ではないかと考える。 
また、題材の最後には、家庭で

の実践を行ったり、身の回りを調

査したりするレポート作成を行

う。そして、家庭での実践やレポ

ートをもとに、評価・分析し、改

善方法を考えることで、学んだこ

とが実感を伴って身に付いていくと考える。また、題材終了後も定期的に生徒が自ら進んで実

践したこと調査したり、３年間を通して経年変化の考察をしたりと、長期的な視点で生徒の変

容を見取ることで、生徒の実態把握を行い、授業改善へとつなげていきたい。 
 

 

【家庭や生活につなげる問いの設定】 
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成果（○）と課題（●） 

 
研究内容（１）生徒の当たり前を捉え、実践力へつなげる題材構成 

○ ものづくりに「長く使う」という縛りを作ることで、生徒のやらされている感が減り、製作

そのものを積極的に楽しみ工夫する姿が多く見られた。また、今年度は細い板を素材に選ん

だことにより、工夫の幅が広がったように思う。（技術） 
○ 和服は生徒にとって身近なものではなかったが、和服や和の文化に興味を持つところから

スタートし、浴衣体験を行うことで、遠い存在として認識していた「和服」をより身近に感じ

ることができていたようであった。（家庭） 
● 題材構成が製作に上手くつながらなかった。本題材では素材の特徴から始まり、設計製図

などものづくりに必要な内容を一通り実践してみたが、それ故こだわってほしい強度と構造

に関する内容が薄く、また橋という身近ではないものを例に使ったことにより、自分の作っ

ている作品と結びつけることが難しかったと思われる。（技術） 
● 生徒の思考の流れを意識できておらず、教員の願いに沿った題材構成になっていた。生徒

の思考に沿った題材構成を考えていきたい。（家庭） 

 
研究内容（２）生活の中から問題を見いだし、語り合い、探究するための共通体験 

〇 作ったものを長く使うという視点のもと、題材構成の中で、同じ土俵で語り合うことがで

きるよう「強度」という視点を与えた。一番活用されていた場面は模型作成である。各々が製

作予定の作品の模型を用意し、班で語り合う時間を設けた。構造の欠陥や、使用用途から考

えられる問題など、強度から考える構造について語り合うことができていた。（技術） 

○ 事後アンケートから、題材の始めに浴衣着方教室を行い、全員が和服を着用するという共

通体験を行ったことは、その後の探究や語り合いに有効であったと考えられる。（家庭） 
● 実際に作るという体験を行ったわけではないので、語り合う内容が模型から見える簡単な

構造上の意見に留まった。また、強度に関しても、授業内で扱った内容がトラス構造のみだ

ったため、三角形の強さを重視したものが多かった。共通体験として、実際に全員が作ると

いう共通土台を持てる時間を確保する必要があると感じている。（技術） 

 

研究内容（３）家庭や生活につなげる問いの設定や実践レポートの工夫 

○ 事後アンケートから、「和服を普段着にすることに賛成か」という問いは、葛藤を生み出す

のに有効であったと考えられる。（家庭） 
● ３月末に完成まで至ることができなかった。次学年で作品が完成後、作品を持ち帰り、使

用し、自分の作品を評価・分析して改善する作業を実施する予定である。（技術） 
● 家庭での和服調査は、和服に対する家族の思いが表出するため、語り合う上で有効である

が、自分の生活につなげる工夫が足りないと感じた。生徒自らが家庭の和服について調べた

くなるように、生徒の題材への関心が高い浴衣体験前後に調査を促すとともに、家庭への情

報発信を行うことで自分の生活とつなげていきたい。（家庭） 
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第１学年１組 技術・家庭科学習指導案  
 

  指導者  大西 昌代 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1111：：2200～～1122：：1100          

２２  題題    材材    名名      ササスステティィナナブブルル和和文文化化             
３３  学学  習習  空空  間間      被被服服室室                                       
４４  題題材材ににつついいてて  

（１）猛暑が続いた昨夏、世界の平均気温は最高を更新した。2022年のIPCC第６次評価報告書

では、ついに人間の影響が地球を温暖化の原因であるとはっきりと断定された。ここ100年

ですでに１℃以上地球の気温は上昇しており、極端な気候現象など、私達自身も実感する

ところまで影響は広がっている。 

世界の気温の調査は、観測が始まった1850～1900年の気温を基準としており、温暖化に人

間の影響がほとんどない時代だと明記されている。このころの日本は江戸時代末期～明治

時代であるが、江戸時代は温暖化への影響なく250年以上続いており、サスティナブルな循

環型社会であったと言われている。人々は自然をうまく利用し、知恵と技術によって、限ら

れた資源を循環させ、廃棄物さえも活用する社会を創り出していた。人々が生活で使うもの

は、自然の素材を用い、必要な分だけ丁寧に手作業で製作された。新しいものを買うより壊

れたものを直して使い続けることが良いとされ、金継ぎのように修理をして長く使い続け

る「ものを大切にする」精神や文化が当たり前であった。 

しかし、高度経済成長に伴い、大量生産・大量消費・大量廃棄が普及し、現代では多くの

物を消費することが当たり前の世の中になっている。自然との共生よりも、人間社会を優先

する考え方により、資源は枯渇し、地球環境の劣化は加速している。現在、「持続可能性」

や「ものを大切にする」ことに注目が集まっているが、ＳＤＧｓが設定される遥か前から、

日本には現代にも活きる大切な価値観が存在していたのである。 

本題材では、和服を通して、現代の自分たちの消費の在り方を問い直す機会としたい。和

服は、製作過程で余分な端切れは全く出ず、衣服の役割を終えても、資源として使い切るた

めの知恵や技能が凝縮されており、洋服とは正反対の構造をしている。和服の構造や利用方

法を学びながら、その裏側にある先人たちの考え方を想像することで、日本人として自分た

ちの文化を誇りに思う気持ちを育てるとともに、自分たちの生活に合わせて価値観を取り

入れていく柔軟さを身に付けさせたいと考える。 

（２）本学級の生徒は、男子18名、女子17名の合計35名である。入学してからこれまで、衣

服の素材や製作工程、ファストファッションや環境汚染等の問題について学習している。 

   事前アンケートによると、日本の和の文化に対して30名(85％)が興味が「とてもある」

「少しある」と肯定的に答えており、理由は「自分の国だから」「和食がおいしい」「日

本の文化が好き」「独特の文化だから」など様々であった。一方で、和服(着物や浴衣)

に対して興味があると肯定的に答えた生徒は22名（63％）と半数は超えているが、日本

の文化よりも関心は低い。着物は七五三やお祭り等で30名（85％）が着用経験があるが、

和服に対して「着るのが大変」「暑い」「重そう」といった否定的な印象がある生徒は

13名（37%）に上っている。 

（３）本題材を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点に留意し

たい。 

  ・ 生徒のこれまでの和服との関わりは一人一人異なるため、題材の始めに浴衣を自分で着る

という体験の場を設定し、和服の着方、和服を着た時の動きや感覚などを全員に共通して経

験させる。また、体験前には視点を与えておくことで、自分の意見をもって語ったり、他者

と比較しながら語ったりできるようにする。 
  ・ 題材全体を通して衣服や消費の持続可能性を考えさせるために、「江戸時代はなぜサステ

ィナブルなのか」という題材を貫く問いを設定し、これまで学んだ現代のファストファッ

ションの問題と比較させながら、問いに立ち返らせる機会を設ける。 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
日本人の物を大切にする心を受け継ぎ、行動しようとする意識を持たせたい。 

●題材（ サスティナブル和文化 ）に対する「ものがたり」の変容 

  ・ ものを大切にするのが当たり前であるという先人たちの価値観や日本古来の文化に誇

りや敬意を感じられるように、和服の構成だけでなく、循環型社会を形成していた江戸時

代の人々の考え方に目を向けさせる。そして、現代の消費に対する考え方と比較して葛藤す

る場面を生み出すことで、自分の生活を見つめ直す機会としたい。  

５５  本本題題材材のの目目標標                                            

（１）本題材の「ものがたりの授業」構想図             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

（２）本題材で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能 

・衣服と社会生活との関わりが分かり、目
的に応じた着用及び衣服の適切な選択につ
いて理解している。 
・自分や家族の消費行動が環境や社会に与
える影響を理解している。 

〇和服と洋服の構成や着方の違いを理解す
る。 
◯衣服に関する消費行動について、持続可
能性の視点から見直し、環境や社会に与え
る影響を理解する。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等 

・自分や家族の消費生活の中から問題を見
いだして課題を設定し、解決策を構想し、
実践を評価・改善し、考察したことを論理
的に表現するなどして課題を解決する力を
身に付けている。 

〇江戸と現代の消費に対する考え方の違い
に気付き、先人たちの価値観から自分の生
活を見直すことができる。 
〇身に付けた知識を活用し、持続可能性の
視点から、自立した消費者としての責任あ
る消費行動を考え、工夫することができる。 

『 も の が た り の 授 業 』 

（学習前） 
日本の文化に興味はある。 

浴衣も着るのは楽しいけれど、

普段着ることはない。 

（学習後）  
日本人の精神は SDGｓのさらに

上をいっている。現代の方が技術
も発展して便利だけれど、過去に
学ぶことは多いし、自分もその精
神を受け継いでいきたい。 

≪（授業者が考えた）題材学習後の「振り返り」の例≫ ＊「自己に引きつけた語り」部分 
私は、和服に興味がなく、着るのも大変そうなので、着物なんて着たいとは全く思わなかっ

た。でも、浴衣教室で着てみて、少し動きにくいけれど、着てみると楽しかったし、たまには
着物もいいなと思った。 

なにより、江戸時代の和服がこんなにもサスティナブルなものなんて知らなくてとても驚い
た。現代の洋服は、大量に廃棄されていたり、リサイクルが難しかったり、環境にかなり悪い
けれど、江戸時代の着物は洋服よりもずっと長持ちするし、着物として着られなくなっても、
リメイクしやすかったり、灰になっても役に立つし、すごいことだらけだった。それに、もと
もと日本人は、「もったいない」精神で、何でも最後まで使い切るのが当たり前だと思っていた
から、ゴミという考えすらなかったのかもしれない。そんなすごい文化を持っていたのに、今
の私達を振り返ると真逆の事しかしていない。最近になってＳＤＧｓをやりましょうと言われ
ているけれど、江戸時代の日本人はそんなこといわれなくても究極のＳＤＧｓを実行していた
と思う。便利さとか、安さとかも大事だけれど、着物や日本の文化がなくなってしまうのは悲
しいし、何より、日本人としてこの文化を残していかなければいけないと思う。これから私達
は、昔に逆戻りして着物を毎日着ることは無理かもしれないけれど、夏祭りや行事でチャンス
があれば着物を着たいと思う。でも、和服を着る機会がなくても、江戸時代の「もったいない」
精神は、生活の中のどこでも活用できると思う。買い物するときは、長く使えるものを選ぶこ
とや、使い終わった後に他のものに利用するとか。日本には他にも素晴らしい文化がたくさん
あるから、もっと知って、積極的に関わっていきたいと思う。 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・国際社会に生きる日本人としての自覚と
誇りをもち、自国の文化を継承しようとし
ている。 
・よりよい生活の実践に向けて、衣服の選
択について、課題の解決に主体的に取り組
んだり、振り返って改善したりして、生活
を工夫し創造し、実践しようとしている。 

◯和服の学習を通して、日本の文化や先人
たちに対する敬意と誇りをもち、自国の文
化を尊重し、継承しようとしている。 
〇自分の消費生活について課題を見つけ、
持続可能性の視点から生活を改善するため
に工夫しようとしている。 

 

 

 

  和服への関心を
高めるために、身
の回りの和服や
和の文化につい
て考えさせる。 

全員が浴衣を着
用する経験をさ
せることで、より
和服への関心を
高める。 

和服の構成を知
ることで、和服の
ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙさを実
感させる。 

自分の生活に引
き戻す問いを投
げかけることで、
葛藤場面を生み
出す。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導              

（１）目標  
     江戸時代の消費に対する考え方は現代とは大きく違うことに気付き、これからの自分の消

費生活について考え直すことができる。 

（２）学習指導過程    
学習内容及び学習活動  予想される生徒の反応  ◯教師のかかわり 

１ 和服のサスティナブ
ルな面を振り返る。 

 
 
 
 
 
 
２ 和服を普段着にする

ことに賛成か考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 江戸時代は和服だか

らサスティナブルなの
か考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
４ これからの自分の消

費生活について考える。 
 
 

・ 自然素材でできているから環境に
やさしい。  

・布に無駄がないので端切れがでない。 
・仕立て直しや染め直しができる。  
・親子何代もわたって受け継がれ100年

以上もつ。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 和服がサスティナブルなのではな

くて、江戸の考え方がサスティナブ
ル。和服も洋服も使う人の気持ち次
第。  

・ 「自然を大切に」と言う人がいると
いうことは、現代は自然を大切にして
いないということ。江戸の人にとっ
て、自然や物を大事にすることは当た
り前すぎることだった。  

・ 洋服も、生産者や消費者が意識すれ
ばサスティナブルになる。  

・ 和服は「もったいない」の心そのも
の。着物はたまにしか着ないかもしれ
ないけれど、和の心は受け継いでいき
たい。  

・ できることはたくさんあるから、今
の自分の生活に合わせたサスティナ
ブルな生活を実践していきたい。  

◯ 和服の持続可能性について振
り返るために、前時の発表資料
を提示する。 

 
 
 
 
 
◯ 自分事として考えさせるため

に、和服を普段着にすることを
提案する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
◯ 消費の仕方は、関わる人々の

価値観が影響していることに気
付かせるために、現代の和服が
サスティナブルか問いかける。 

 
 
 
 
 
 
 
◯ 自分事として振り返りなが

ら、これからの消費生活につい
て具体的に考えるよう助言す
る。 

 

７７  見見取取りり  

 ・ 江戸時代の消費に対する考え方は現代とは大きく違うことに気付き、これからの消費生活につ

いて、自分の生活を振り返って考え直すことができたか。 

T1：和服を普段着にするのはどうですか。家に帰ったら浴衣を着る。 

S1：お祭りならいいけど、普段はちょっと無理かも。 

動きにくいし。自分で着られない。 

T1：袴なら走れますよ。着るのは毎日着ていれば慣れます。 

S2：便利な生活からぬけだせない。洗濯が大変。着物より洋服がいい。 

T1：じゃあ、このサスティナブルな和服の考え方を捨てるということですね。 

  これからも大量にゴミを出し続けるのですね。 

S3：現代の人がみんな和服を着るようになると、結局大量生産したり、捨ててしまったりして

江戸時代のような暮らしはできないと思う。 

T1：和服でも洋服でも関係ないということ？なぜ、現代では和服でも洋服でも循環型の消費生

活ができないの？ 

S4：便利さや安さを重視しているから。 

T1：みんなも便利さや安さを重視しているということ？和服でも洋服でも循環型の生活がで

きないのなら地球の未来は真っ暗ですね。 

S5：洋服を着るけれど、大事に着る。過去に戻って和服を普段着ることはできないけれど、江

戸のような人たちの考え方は忘れないことが大事。 

和服を普段着にすることに賛成か？反対か？ 
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 第１学年３組 技術・家庭科学習指導案  
 

  指導者  加部 昌凡 
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1133：：0000～～1133：：5500         
２２  題題    材材    名名      構構造造とと強強度度                               
３３  学学  習習  空空  間間      技技術術室室                                         
４４  題題材材ににつついいてて                                                                                                        

 

（１）本題材は材料と加工の技術に関する内容Ａに位置する。材料と加工に関する技術の

見方・考え方には多様な視点がある。いくつか例を挙げると、社会からの要求、生産、

使用・廃棄までの安全性、耐久性や機能性、生産効率、環境への負荷、資源の有限性、

経済性などがある。本単元の中で、技術の重要な役割である持続可能な社会の構築に関

する視点として、安全性と耐久性が考えられる。近年、大量生産大量消費の時代は過ぎ

去り、社会の持続可能性についての取り組みが続けられている。しかし我々の生活はも

のづくり無しには成り立たない。ものづくりの中で、重要なのは使用者の安全性、そし

て長く使える(＝耐久性)、ということである。安全に長く使えるものを選ぶことは、持

続可能な社会への貢献にもなると考えられる。その視点から製作物の構造と耐久性(強

度)の関係について捉え直していく。本時では、構造と強度について焦点化し、同じ材

料を使用した製作においても、工夫次第で生徒の想定以上の強度を実現させることが

可能であることを実感させたい。このような、素材の強度を高める工夫は、単なる技術

的な問題にとどまらず、人間の創造性と探究心を育む重要な役割を果たしており、生徒

が身の回りの構造物に目を向け、その強さの秘密を探究することは、将来的な社会とも

のづくりの発展につながる可能性を秘めていると考えている。 
 
（２）本学級の生徒は男子18名、女子17名の合計35名である。授業以外でものづくりに取

り組んだことがことがある生徒は71％であり、多くの生徒がいす、筆置き、はしなどの

ものづくりの経験がある。本題材で取り扱う、ものづくりに関しては67％の生徒が興味

を持っているが、実際に身の回りのものと強度の関係に対して関心を持っている生徒

は48％に留まった。技術の授業に興味を持っている生徒が多く、題材の初めで木材の強

度について学んだあと、帰ったあとに家の柱や木製の個所を確認してみたという趣旨

の振り返りを書いている生徒が50％を超えていた。 

 
（３）本題材を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点に留意

したい。 
・ 構造と強度の関係について実感させるためにペーパーブリッジを作成させる。 

・ 語り合い、探究するための共通体験として、ペーパーブリッジ製作を本時で２回行 

う。 

・ 常によりよいものを工夫し創造する姿勢を育成するために、三角形が強度に大きく

関わっている理由を想像したあと、さらに強度を高める方法を模索させる。 

・ 本時の学びの振り返りを授業を経て発生した感情とともに振り返らせる。 

    

総
　
論

国
　
語

社
　
会

数
　
学

理
　
科

音
　
楽

美
　
術

保
健

　
体
育

技
術
・

　
家
庭

外
国
語

学
校
保
健

共
創
型
探
究

語
り
合
い
の
時
間

－203－



★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
限られた材料で最適な耐久性を得るために工夫されてきた技術に気づき、身の回りの構造の

仕組みや伝統の技術に興味を持ち、技術的な視点で探究し続ける姿勢を持たせたい。 
 
●題材（ 構造と強度 ）に対する「ものがたり」の変容 

  

５５  本本題題材材のの目目標標                                               
（１）本題材の「ものがたり」の授業構想図                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

（２）本題材で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・ 材料や加工の特性等の原理・

法則と、材料の製造・加工方法

等の基礎的な技術の仕組みに

ついて理解する。 

・ 技術に込められた問題解決

の工夫について考える。 

・ なぜ三角形の形が構造として

強度が強いのか自分の言葉で説

明することができる。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・ 問題を見いだして課題を設

定し、材料の選択や成形の方法

等を構想して設計を具体化す

るとともに、製作の過程や結果

の評価、改善及び修正について

考える力を身につける。 

・ 三角形の構造が強度に大きく

関係していることを踏まえ、さ

らに強度を挙げるための工夫を

探究することができる。 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

 長く安全使いたければ頑丈に

作れば良い。材料をたくさん使

えば頑丈でいいものができる。 

（学習後） 

 限られた材料でも工夫すれば

想像以上の成果を得られる。身

の回りのものにもそういった工

夫が多く使われている。 

≪（授業者が考えた）題材学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
 構造を工夫するで、強度がこんなに上がるとは思わなかった。思い出すと自転車置き場の屋

根や瀬戸大橋には三角形の形が使われている。気づかなかっただけで、身の回りには強度を高

める工夫を取り入れているものがたくさんあることに驚いた。もっと身の回りのものの強度に

対する工夫を調べてみたいと思った。構造を何も知らず同じだけの強度を得ようと思うと材料

がたくさん必要になり環境などにもよくないと分かった。こういった工夫は持続可能な社会へ

貢献していると思う。これから木材を使ってものづくりを行っていくようなので、今回学んだ

知識を使い、安全に長く使える工夫を込めた作品を作っていきたいと思う。 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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学学びびにに向向かかうう力力,,  

人人間間性性  等等  

・ これからの社会の発展と材料

と加工の技術の在り方を考える

活動などを通して、生活や社会、

環境との関わりを踏まえて、技

術の概念を理解し、その技術を

評価し、適切な選択と管理・運用

の在り方や、新たな発想に基づ

く改良と応用について考える力

を身につける。 

・ 限られた材料で最適な結果を

出せる工夫が、持続可能な社会

へ貢献してきたことに気づき、

身の回りの構造と強度の関係に

興味・関心をもつことができる。 

（３）題材構成（全６時間） 

  

  

    

想像よりも木材の強度
が強いことに気がつき、
木目の向きによってその
強度が大きく異なってく
ることを理解する。同時
に、身の回りの木工製品
の木目の向きには計算
（工夫）された意図があ
ることを知る。 

木質ボードの存在を理
解させることで、限りあ
る資源を有効的に使おう
とする工夫が生活にあふ
れていることを知る。同
時に木質ボードを使った
ものづくりの視点を与
え、十分に使える強度に
するには環境に配慮した
最低限の資源だけでは不
十分である、という葛藤
を生み出したい。 
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接合の中でも、身
近なネジと釘に注目
させ、使用されてい
る場所の違いに気づ
かせる。同じ接合す
るための部品でも用
途によって使い分け
る必要があることを
実感させ、ものづく
りに向け、最適な選
択ができる力を育成
する。 

４ 
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10 年使える、という
縛りを作ることで、強
度と構造の関係につい
て着目させたい。 

具体的な強度の根
拠としてトラス構造
について説明する。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導              

（１）目標  
・ 限られた材料を使い、最適な強度を持った橋を作ることができる。 

・ 同じ材質、同じ量の材料でも構造を工夫することで自分が想像した以上の強度をもたせる

ことができることに気づく。 

（２）学習指導過程    

 学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応  〇教師のかかわり 

 １ ペーパーブリッジのル

ールを確認する。(個人) 
 
 
 
 ２ 前時までの学びを思い 

出し、最も強度が高い班
の形を考え共有する。(四
人班) 

  
 
 
 
３ ペーパーブリッジを作

成し、成果を全体で共有す
る。三角形を利用した橋が
強度的に優れていること
を知る。 

 
 
 
 
 
 

４ 三角形の構造に対する
発想を元にさらに強度を
上げる方法を調べたり、
話し合ったりして共有
し、各班で製作する。(四
人班) 

 

５ 一番強度の強い橋を作

った班の構造を共有し、本

時の振り返りを行う。 

 

 
 
 
 

・ 単純に厚く折り曲げた
橋では強度は十分では
ないはず。 

・ 自転車置き場の屋根や
段ボールの例をもとに
考えるのがいいと思う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
・ 三角形を増やしたらい

いのではないか。 
・ 三角形を二重に重ねた

らいいのではないか。 
・ 三角形の角度にコツが

あるのではないか。 
  
・ 想像力と工夫次第で、

限られた素材だけでも
かなりの強度をもった
ものを作れるのだな。 

・ 使う素材の量を増やせ
ば同等の強度を得られ
るが経済的ではないな。 

〇 スライドを使い短時間での理解を

図る。 

 
 

〇 前時までに学んだ身の回りの強度

を上げる工夫を伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
〇 班で一番良かったペーパーブリッ

ジを記録しておくよう伝え、最後に

共有する。 
 
 
〇 限られた素材で工夫し最適な強度

を得ることは持続可能な社会の実現

にもつながることに気づかせる。 
〇 気付きや不思議に感じたことを感

情を含めて振り返りに記述させる。 

７７  見見取取りり  

・ 振り返りの記述から、学ぶ前後で、ものづくりと強度の関係への意識の変化を見取る。 

学学習習課課題題：：強強度度をを最最大大限限にに得得らられれるる構構造造ととはは？？ 

Ｔ ：なぜ三角形のものだけこんなに強度が強いのでしょう。 
Ｓ１：駐輪場の屋根もこの形だし、三角形は強い形なのかも。 
Ｔ ：立体だから強いのだろうか。でも四角形はあまり強くなかった。 

Ｓ２：三角形を反対にしても強くはならなかった。三角形の頂点に対する力に強くなっている。 

Ｔ ：なるほど、力がかかる箇所がポイントなんですね。力のかかる向きはどうですか。 

Ｓ２：真上から下に向かって力がかかる。 

Ｓ３：斜めの辺にヒントがあるのではないかな。 
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外 国 語 科 

  

石 田 吏 沙 ・ 高 木 将 志 
 

 

コミュニケーションの喜びを実感する英語授業の創造 

－ 自分の考えや気持ちを伝えるための試行錯誤を通して － 
 

 
本校外国語科では、コミュニケーション意欲の向上をめざして研究を進めてきた。前回大会

では「コミュニケーションの喜び・感動を味わう英語授業の創造」を研究主題とし、「探究的

な学びにつながる単元構成の工夫」「即興で話す力を育む教師の支援の在り方」「英語でのコ

ミュニケーションに対する新たなものがたりが生まれる振り返りの工夫」について実践と分析

を行った。 

今期はこれまでの研究を引継ぎつつ、「カリキュラム設計」「単元構成」「振り返り」に焦

点を当てて研究を進める。問題解決のために必要なコミュニケーション能力を段階的に獲得し、

様々な試行錯誤を通して自分の考えや気持ちなどが伝わるという喜びを実感することで、生徒

のコミュニケーションに対する意欲をより一層高めたいと考える。 
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研究主題について 

 

 リクルート進学総研（2023）によると、世界で最も話されている言語は英語で、非ネイティブス

ピーカーを含めて約 15 億人が英語を使っている。ウェブサイト上で最も使用されている言語も英

語で、全体の 55.0％が英語による発信である。また、日本国内における在留外国人の数は年々増加

しており、2022 年には 300 万人を突破した。このようにグローバル化や情報化が急速に発展する社

会において、異なる言語や文化、価値観を乗り越えて関係を構築していくためには、英語によるコ

ミュニケーション能力が必要不可欠だと言える。 
本校外国語科では、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成に重点を置いて研究

を進めている。前回研究では「コミュニケーションの喜び・感動を味わう英語授業の創造」を研究

主題とし、「探究的な学びにつながる単元構成の工夫」を軸として実践を重ねた。単元の中に「伝

えたいことをうまく伝えられない」という困難を意図的に設定することで、既有の知識や経験を生

かしながら自分の考えや気持ちなどを一生懸命に伝えようとする生徒の姿勢を育むことができた。

しかしながら、実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能や外国語の背景にある文化に対

する理解が十分でなかったために、自力で問題を解決するまでには至らず、自分の考えや気持ちが

伝わるという喜びを十分に味わうことができなかった生徒もいた。 
そこでまず、本校外国語科における３年間のカリキュラムを再整理し、問題解決のために必要な

コミュニケーション能力の段階的かつ確実な獲得をめざすこととした。獲得したコミュニケーショ

ン能力をどのように活用していくか試行錯誤する過程を、単元構成や振り返りなどに効果的に取り

入れる。様々な試行錯誤を通して自分の考えや気持ちなどが伝わるという喜びを実感することで、

生徒のコミュニケーションに対する意欲をより一層高めたいと考え、本研究主題を設定した。 
 

 

実際のコミュニケーションを通して得た新たな見方・考え方をもとに、コミュニケ―ショ

ンに対する自己の考え方を捉え直した語りのこと 
 
 

研究の目的 

 
 実際のコミュニケーションにおいて、自分の考えや気持ちなどが伝わるという喜びを実感するこ

とで、コミュニケーションに対する意欲は高まると考える。その手立てとして、 
①コミュニケーション能力を段階的に獲得するためのカリキュラム設計 
②試行錯誤しながら自分の考えや気持ちなどを伝えるための単元構成の工夫 
③学びをつなぐための振り返りの工夫 

が必要であると考えた。その具体的方法と有効性について研究する。 
 

研究の内容 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１） コミュニケーション能力を段階的に獲得するためのカリキュラム設計 

（２） 試行錯誤しながら自分の考えや気持ちなどを伝えるための単元構成の工夫 

（３） 学びをつなぐための振り返りの工夫 

外国語科における「自己に引きつけた語り」とは 
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（１） コミュニケーション能力を段階的に獲得するためのカリキュラム設計 

Canale & Swain（1980）は、コミュニケーション能力を文法能力（grammatical competence）、社

会言語能力（sociolinguistic competence）、方略能力（strategic competence）の３つに分類した。Canale
（1983）は、社会言語能力から談話能力（discourse competence）を独立させ、４つの構成要素から

なるとした。英語教育用語辞典第３版（2019）によると、これらの能力は次のように説明されてい

る。文法能力は言語の規則体系についての知識とそれらの知識を使いこなす能力、社会言語能力は

ある言語が話されている社会の社会的・文化的ルールに従ってその言語を適切に使用する能力、方

略能力はコミュニケーションをより円滑に行うためのコミュニケーション・ストラテジーを効果的

に使う能力、談話能力は文と文を結びつけてまとまりのある文章を構成する能力である。応用言語

学事典（2015）によると、Stern（1983）はコミュニケーション・ストラテジー（communication strategy
：以下、CS）を「十分に習得していない第２言語で意思疎通する時に起こる種々のトラブルに対処

する技術」と定義した。 
コミュニケーション能力を構成する４つの能力に基づいて、本校外国語科における３年間のカリ

キュラムを整理したものが、以下の表である。なお、文法能力については各学年で取り扱う文法事

項のみの記載に留めている。また、各学年で重視する CS については、Sato・Yujobo・Okada・Ogane
（2019）がまとめた CS 一覧を参考に作成した。 

 文法能力 社会言語能力 談話能力 方略能力／CS 

１
年
次 

a 代名詞（人称、指示） 

b 接続詞（because） 

c 助動詞（can） 

d 前置詞 

e 動詞の時制及び相など 

（現在形、現在進行形、

過去形、過去進行形） 

◯言語の働き 

・命令、質問、申し

出、依頼（please, can

等） 

◯丁寧さの度合い 

・敬称（Mr. / Ms.） 

・please の使用 

・情報や内容を整理

する 

・話を組み立てる（導

入、展開、まとめ） 

・つなぎことば（first, 

second, third 等） 

・Mime（ジャスチャーなどの非

言語手段で伝える） 

・Literal translation（知らない

語句の代わりに、他言語から直訳

して表現する） 

・Listener support（相槌を打つ） 

・Asking for repetition（対話者

に繰り返しを依頼する） 

２
年
次 

b 接続詞（when, if, that） 

c 助動詞（will, must） 

d 前置詞 

e 動詞の時制及び相など 

（未来表現、現在完了形、

現在完了進行形） 

f 比較表現   g to 不定詞 

h 動名詞     j 受け身 

◯言語の働き 

・申し出、依頼（could, 

may, will, would 等） 

◯丁寧さの度合い 

・can, could の使い分

け 

・will, would の使い

分け 

・情報や内容を関連

づける 

・事実と自分の考え、

気持ちを区別する 

・つなぎことば

（besides, next, in 

fact, though 等） 

・Over-explicitness（通常求めら

れるよりも多くの語を用いる） 

・Self-rephrasing（情報を補足し

て言い換える） 

・Echoing/ Represent（対話者の

発話を繰り返す） 

・Asking for clarification（対話

者の発話内容の明確化を求める） 

３
年
次 

a 代名詞（疑問、関係代名 

詞) 

b 接続詞（that） 

d 前置詞 

g to 不定詞 

i 現在分詞や過去分詞の形

容詞としての用法 

k 仮定法 

◯言語の働き 

・指示、助言（might

等） 

◯丁寧さの度合い 

・may, might の使い

分け 

・内容の概要や要点

を捉える 

・つなぎことば（then, 

on the other hand, 

however, so, for 

example, in other 

words 等） 

・Response rephrase（対話者が

理解できない語句を言い換える） 

・Comprehension check（自分の

発話内容が相手に理解されたかを

確認する） 

・Asking for confirmation（自分

が相手の発話内容を理解できてい

るかを確認する） 
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本校外国語科では、文部科学省検定済教科書である SUNSHINE ENGLISH COURSE（開隆堂）を

使用している。本書には、表現に必要な技能を身に付けるための”Steps”や、それらを活用するパフ

ォーマンス活動”Our Project”が配置されている。”Steps”や”Our Project”を活用して、ALT や留学生等

に自分の考えや気持ちなどを伝える場を設定する。そして、言語材料や技能を実際に活用すること

で、コミュニケーション能力の向上を図りたいと考える。以下の表には、各学年における学習内容

や活動内容、生徒に身につけさせたい能力（談話能力などを中心に）を示す。 
 
【１年次】 

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
伝
え
合
う 

Steps における学習内容 身につけさせたい能力  Our Project における活動内容 

Steps1 

英語でやりとりしよう① 

・相手とのやりとりにおいて、す

ばやく質問に答える力 

 Our Project 1 あなたの知らない私 

・自分のことについて、マッピングを

使って話す内容を広げる。 

・内容を整理して、まとまりのよいス

ピーチをする。 

・聞き手からの質問に答える。 

Steps2 

考えを整理し、表現しよう 

・発想を広げる力 

・自分の考えや気持ちなどを整理

し、まとまりのある内容を話す力 

 

Steps3 

話の組み立て方を考えよ

う 

・わかりやすい話の構成を考える

力 

・自分の考えや気持ちなどを整理

し、まとまりのある内容を話す力 

 Our Project 2 この人を知っていま

すか 

・紹介したい人について、マッピング

を使って話す内容を広げ、整理する。 

・話す順序をよく考えて、わかりやす

いスピーチをする。 

・聞き手からの質問に答える。 

Steps4 

英語でやりとりしよう② 

・相手とのやりとりにおいて、す

ばやく質問に答える力 

 

Steps5 

絵や写真を英語で表現し

よう 

・絵や写真の特徴を説明する力  Our Project 3 私が選んだ１枚 

・自分が選んだ絵や写真について、メ

モやマッピングをもとにスピーチを

する。 

・スピーチの型を活用して、わかりや

すいスピーチをする。 

・聞き手からのコメントや質問に積極

的に対応する。 

Steps6 

文の内容を整理し、表現し

よう 

・図や表を使って、読んだ内容に

ついて情報を整理し、説明する力 

 

Steps7 

英語でやりとりしよう③ 

・相手とのやりとりにおいて、す

ばやく質問に答える力 

 

 
【２年次】 

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
伝
え
合

い
、
理
解
し
合
う 

Steps における学習内容 身につけさせたい能力  Our Project における活動内容 

Steps1 

情報をつなげながらメモ

をとろう① 

・内容の全体像と関連する情報を

わかりやすくまとめる力 

・情報を整理しながら、聞き取っ

たり伝え合ったりする力 

 Our Project 4 「夢の旅行」を企画し

よう 

・「夢の旅行」を企画し、プレゼンテ

ーションをする。 

・写真や地図を使って、聞き手にわか

りやすく伝える。 

・メモをとりながらプレゼンテーショ

ンを聞き、積極的にやりとりをする。 

Steps2 

文章の構成を考えよう 

・よりわかりやすい構成を考える

力 

・つなぎことばを使って、わかり

やすく伝える力 
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Steps3 

会話をつなげ、深めよう 

・あいづちを使って、リズムよく

会話を続ける力 

・疑問詞等を使った疑問文を使っ

て、話の内容を深める力 

 Our Project 5 こんな人になりたい 

・憧れの人物について、読み手にわか

りやすいポスター記事を書く。 

・ポスターを読んで、感想や質問を伝

える。 

Steps4 

相手にわかりやすい説明

をしよう 

・相手が知らないものや人につい

てわかりやすく説明する力 

 Our Project 6 この１年で得た「宝も

の」 

・１年間の自分の思いが聞き手に伝わ

るようにスピーチをする。 

・スピーチを聞いて、感想や共感でき

る点を伝えたり書いたりする。 

Steps5  説得力のある

主張をしよう 

・自分の考え（主張）を伝える力 

・客観的な事実や具体的な理由を

用いて、相手を納得させる力 

  

 
【３年次】 

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
伝
え
合
っ
て
正
し
く
理
解
し
、
折
り
合
い
を
つ
け
る 

Steps における学習内容 身につけさせたい能力  Our Project における活動内容 

Steps1 

ディベートをしよう 

・自分の考えや事実などを整理し、

伝え合う力 

・自分とは異なった考え（主張）

を理解し、議論する力 

  

Steps2 

メモのとり方を学ぼう 

・話の要点を聞き取ったり書いた

りする力 

 Our Project 7 記者会見を開こう 

・目的に沿って、わかりやすいスピー

チをする。 

・要点を聞き取って、質問したり答え

たりする。 

Steps3 

かんたんな表現で言いか

えよう 

・自分や相手の知っている簡単な

表現で言いかえ、相手に伝える力 

 Our Project 8 あなたの町を世界に

PR しよう 

・地元のものを外国の人に PR する台

本を考え、魅力的に演じる。 

・ディスカッションで、自分の考えや

理由を積極的に述べる。 

Steps4 

わかりやすい文章を考え

よう 

・つなぎことばを使って、話の流

れをわかりやすく伝える力 

・概要や要点を捉える力 

 

Steps5 

ディスカッションをしよ

う 

・自分の考えや事実などを整理し、

伝え合う力 

・相手との議論を通して、折り合

いをつける力 

 

 
（２） 試行錯誤しながら自分の考えや気持ちなどを伝えるための単元構成の工夫 

外国語科の授業において、生徒がコミュニケーション場面で出会った困難（伝えたいことをうま

く伝えられない）を乗り越えようと能動的に活動する姿を生み出すためには、どのような手立てが

有効なのだろうか。今井・野島（2005）は、「外国語学習は（特に日本人が英語を学習する場合の

ように母語と学習しようとする外国語が大きく構造的に異なっている場合）概念変化を必要とする
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学習なのである。」と述べる。人は母語の語についての意味知識や語彙の構造についてのメタ知識

を無意識のうちに外国語の学習に適応している。しかし、この知識は暗黙裡に持っている知識であ

るため、多くの人はその存在自体に気づいていない。外国語についての概念変化を起こすには、「意

識的に母語と外国語における潜在的な構造やパターンを分析・比較していき、母語と外国語の構造

のどこが同じでどこが違うのか、特に相違点について何がどう違うのかを自分で発見し、納得する

しかない。」としている。 
このことから、単元の中に「既有の知識（語彙や文法等）を用いても相手に伝わらない」という

困難を意図的に設定することで、生徒の試行錯誤や概念変化を促すことができると考える。アンケ

ートや表出物等から、生徒が当たり前だと考えていることや足りないコミュニケーション能力を分

析、把握することで、困難の設定に役立てたい。その際、困難の程度やコミュニケーションが成立

しない原因を限定し、問題（なぜ伝わらないのか）を焦点化できるようにする。生徒自身が自力で

問題を解決できるようにするために、必要なコミュニケーション能力を段階的に獲得し、コミュニ

ケーション場面の困難において、それらを実際に活用しながら試行錯誤する単元構成が必要であ

る。また、生徒に「伝えたい！」という思いを持たせるために、伝える材としては「自分自身のこ

と（好きなもの・人、学校、地域等）」を主に取り扱う。ALT や留学生等を伝える相手とすること

で、コミュニケーションを行う目的や場面、状況を意識して必然性のある言語活動を設定したい。 
 

（３） 学びをつなぐための振り返りの工夫 
授業において、そのときの気持ちや理由、気付きや学び等を記録する振り返りシートを活用し、

気持ちや考えを絵や数字、文字等で表出させる。毎時間の振り返りをもとにして、単元末にコミュ

ニケーションに対する自己の考えを書くことで、生徒が自分自身の変容や獲得したコミュニケーシ

ョン能力の価値に気づくための手がかりとする。また、教師は振り返りシートの見取りを通して生

徒の思考の流れやつまずきを把握し、単元構成や設定する困難の内容、程度の修正に生かす。単元

末の表出物の見取りを通して、生徒の考えの変容の有無やその理由を分析することで、コミュニケ

ーションに対する意欲を高めるために必要な要素について研究する。 
【気持ちや理由、気付きや学び等を記録する振り返りシート（例）】 
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成果（〇）と課題（●） 

 
研究内容（１）コミュニケーション能力を段階的に獲得するためのカリキュラム設計 

○ ３年間のカリキュラムを整理することによって、各学年で獲得をめざすコミュニ―ケーション

能力やそれぞれのつながりを明確にすることができた。 
○ コミュニケーション・ストラテジー（以下、CS）を明記することで、問題解決のために必要な

方略能力を生徒と共有することができた。また、実際のコミュニケーションにおいて CS を積極

的に活用しようとする生徒の姿が見られた。特に、Mime（ジェスチャーなどの非言語手段）や

Listener support（相槌）、Asking for repetition（繰り返しの依頼）は、どの学年においても使用さ

れていた。 
● 日頃の授業実践（教師の発話や ALT とのやり取り、1-minute talk 等）において CS を取り入れ

たが、生徒が実際のコミュニケーションにおいて十分活用できるレベルまで引き上げることが難

しいものもあった。特に、Self-rephrasing（情報を補足しての言い換え）や Response rephrase（対

話者が理解できない語句の言い換え）、Asking for confirmation（自分が発話内容を理解できてい

るかの確認）が難しく、単独の CS トレーニングが必要であると感じた。 
 
研究内容（２）試行錯誤しながら自分の考えや気持ちなどを伝えるための単元構成の工夫 

○ 伝える相手を ALT や留学生等に設定することで、英語を使う必要性を感じながらやり取りをす

ることができた。 
○ 単元の中に「既有の知識（語彙や文法等）を用いても相手に伝わらない」という困難を意図的

に設定することで、生徒の試行錯誤を促すことができた。自分の考えや気持ちなどを伝えるため

に必要な言語材料を活用するのはもちろんのこと、コミュニケーションを成立させるために必要

なコミュニケーション能力または自分に足りないコミュニケーション能力について、生徒一人一

人が考えることができた。 
● 伝える内容について、自分なりのこだわりをもたなければ「伝えたい！」という気持ちを強く

もつことはできない。伝える内容について深く調べたり理解したりするために、さらなる時間の

確保が必要である。 
● 令和５年度は、コロラド大学からの留学生との交流を一度しかもつことができなかった。継続

的な交流ができるよう、交流相手の確保や年間を通した交流計画が求められる。 
 
研究内容（３）学びをつなぐための振り返りの工夫 
○ 毎時間の振り返りにおいて書く視点を与えることで、生徒の気持ちの変化や思考の流れ、つま

ずきを見取ることができた。また、単元の前後でコミュニケーションに関する同じ問いを投げか

けることで、コミュニケーションに対する生徒の考えの変容や意欲の変化を見取ることができた。 
● 振り返りシートに書かれている気持ちや数値が同じでも、その理由は生徒によって様々である。

単元構成や設定する困難の内容、程度を修正する際に、一部の生徒の文脈に偏ってしまうことが

あった。生徒一人一人の文脈に寄り添えるよう、丁寧な見取りと単元構成や困難の調整が必要で

ある。 
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 第３学年２組 外国語科学習指導案  
 

  指導者  高木 将志 
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1111：：2200～～1122：：1100 
２２  単単    元元    名名      記記者者会会見見をを開開ここうう  --聞聞きき取取っったた情情報報をを伝伝達達ししよようう-- 
３３  学学  習習  空空  間間      ２２年年２２組組教教室室  

４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて          

（１）本単元は、学習指導要領解説外国語編「２内容（３）① エ 話すこと［やり取り］（イ）

日常的な話題について、伝えようとする内容を整理し、自分で作成したメモなどを活用しな

がら相手と口頭で伝え合う活動。」に対応している。 

日頃の外国語科の授業におけるコミュニケーション活動を通して、生徒は話す・聞く力を

少しずつ培ってきた。しかし、中学校においては、話す内容がより具体的になる。内容の難

易度が上がるため、伝えることで精一杯になってしまい、相手に言えたことで満足している

生徒が少なくない。また、本当の意味での「聞くこと」が疎かになっており、相手のことを

深く理解できていないという現状がある。 

本単元では「記者会見」の場面を設定している。話し手として自分の考えをまとめて発表

するだけでなく、聞き手（記者）として、話し手の思いに寄り添いながら内容を聞き取り、

第三者に報告する活動を行う。聞き取った内容を報告するという活動を設定することで、聞

き手はより集中して話し手の発表内容を聞き取るようになると考える。また、発表内容の確

認をしたり質問をしたりすることで、話し手に対するより深い理解につなげたい。発表の内

容や使われている単語が難しいから諦めるのではなく、どうにかして理解しようと試行錯

誤し、本当の意味で相手を深く理解できたときに、「相手のことをもっと伝えたい」という

気持ちがわくのではないかと考える。 

（２）本学級の生徒35名は、毎時間のコミュニケーション活動に意欲的に参加している。留学

生と交流をした際も、アンケート（N=101）において「相手に香川の良さを伝えられた。」

「既習表現を用いて相手の質問に答えることができた。」など、90％の生徒が話すことに対

して肯定的な回答をした。しかし、「相手が何を言っているか分からない。」「リスニング

力を上げたい。」など、68％の生徒は聞くことに対して苦手意識をもっていることがわかっ

た。そこで、聞くことに対する苦手意識を克服し、自ら積極的に聞こうとする姿勢を養うこ

とで、生徒のコミュニケーションに対する意欲を高めたいと考えている。 

（３）本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点に留

意したい。 

・ 実際に体験（経験）したことをもとに単元を構成することで、生徒自らが問題意識をも

ち、課題解決に自ら進んで取り組めるようにする。 

・ 課題に対する解決方法に関しては、生徒たちが考えた案を積極的に取り上げて実践する。

【単元構成の工夫】 

・ 学びを促進するために、実際に生徒自身が考え、選択し、実践するなど、試行錯誤でき

る場面を設定する。 

・ 生徒が自分の成長を見取りやすくするために、毎時間の振り返りを行い、自分の心情や

考えの変化が分かりやすいようにする。また、単元の前後で同じアンケートを実施し、自

身の変容を見取りやすくする。 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
話し手の話をただ聞くのではなく、相手を深く理解しようと試行錯誤し、聞き取った情

報を自分なりの表現で他者に伝えることの充実感を感じてほしい。 

●題材（英語を聞くこと）に対する「ものがたり」の変容 

５５  本本単単元元のの目目標標                                               
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・コミュニケーションを行う際に、相手

の話した考えや気持ちなどの内容を

聞き取り、正確に理解する技能を身に

つける。 

・「メモ」「聞き返し」「質問」「例を

出す」など、相手を深く理解するため

の方法を知り、身につけることで相手

の考えや気持ちなどを正確に理解す

ることができる。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・相手が話した内容に関して、自分の理

解度によって、相手を深く理解するた

めの適切なスキルを使い分け、使用す

る力を養う。 

・相手の話に応じて、どのように内容を

理解できるかを考えたり、適切なスキ

ルを使ったりして、相手のことを深く

理解することができる。 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

 他者の発表は、難しい単語も

あるので聞き取れない。内容を

理解することが難しい。 

（学習後） 

相手に質問をして得た情報を

まとめることで、内容を理解す

ることができる。また、その内

容を自分なりの表現で他者に伝

えることで充実感を得る。 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 
 これまでスピーチの活動を行ったときは、相手が話していることをなんとなく聞いて、あま

り理解していないにも関わらず、リアクションをして分かったふりをすることが多かった。先

日、留学生や ALT と話をしたときも、相手の話す英語が速かったり、難しい単語が多かった

りして、自分には理解できない部分が多かったので、途中で諦め理解したふりをしてしまっ

た。 
今回、記者として報告する活動をしたときに、質問したり難しい単語の意味を確認したりし

て、発表内容を深く理解しようとした。そうすることで、相手のことをより深く理解すること

ができるとわかった。聞き取った内容をまとめて自分なりの表現で相手に伝えることができた

とき、達成感があった。聞き手として、話し手の気持ちに寄り添いながら話を聞くことの大切

さを感じた。 
これまでの学習を通して、話す・聞く力がついてきた。外国の方と会ったときに、話すこと

を諦めたり恐れたりするのではなく、相手の話をしっかりと聞きたい。分からないことはその

ままにせず、相手に質問したり内容の確認をしたりして、相手のことを理解する姿勢を大切に

したいと思った。 

探究的な学び 
他者と語り合う 
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学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・話している相手のことをよりよく知

ろうとする態度を養う。 

・仲間と共に、問題解決を図ろうと協力

する姿勢を育む。 

・相手を深く理解するための方法を自

ら積極的に試そうとしたり、問題解決

を図るために、仲間と協力しようとし

たりすることができる。 

  

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分たちで課

題を解決しよ

うと試行錯誤

する場面をつ

くる。 

班で協働的に

試行錯誤し、

解決に向かう

ようにしかけ

る。 
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どうすれば即

興で質問する

ことができる

か試行錯誤を

行う機会をも

つ。 

生徒のやりと

りの中から解

決策を見つけ

出し、提示す

る。 
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取り組んで

きたことに

達成感を持

たせる。 

学びのつな

がりを意識

するための

問いかけを

行う。 

総
　
論

国
　
語

社
　
会

数
　
学

理
　
科

音
　
楽

美
　
術

保
健

　
体
育

技
術
・

　
家
庭

外
国
語

学
校
保
健

共
創
型
探
究

語
り
合
い
の
時
間

－221－



６６  本本時時のの学学習習指指導導  

（１）目標 
・ 選んだ人物の情報を調べ、相手を意識して発表することができる。 

・ 話し手の考えを聞き取り、聞き取った情報をまとめて他者に伝えることができる。 

（１） 学習指導過程 

 学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応  ○教師のかかわり 
１．本時の学習課題とコミュニ

ケーション活動のポイントを
確認する。 

 
 
 
２．班ごとに活動を開始する。 
 （１）スピーチ 
 （２）インタビュー 
 （３）記者の報告A新聞社 
 （４）記者の報告B新聞社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．ALTに記者会見をする。 
 
 
 
 
４．振り返りを行う。 
 
 
 

・ 聞く姿勢を大切にしよう。 
 
 
 
 
 
・ 私は〇〇になりきって、堂々

と発表しよう。 
・ 私は記者役だからキーワー

ドを聞き取って伝えられるよ
うにしよう。 

・ 「どのくらい〇〇をやってい
るか質問しよう」 

・ 即興で質問するのは難しい
なぁ。 

・ 聞き取った情報をまとめる
のが難しいなぁ。 

・ 〇〇ってどう表現したらい
いのかなぁ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 今回は質問してみたい。 
・ 聞き取った情報について伝

えることができた。 
 
 
・ 最初は、質問できてもまとめ

て伝えることが難しかったけ
ど、できるようになった。 

・ 即興で質問したり、考えたり
するのは大変だけど、できた
ときの達成感は大きかった。 

○ これまでの学習を振り返り、本時
の授業で達成すべきゴールを共有
する。 

 
 
 
○ 質問が停滞している班には疑問

詞を使って質問を考えるように助
言する。 

 
 
○ 効果的な質問をしている班を見

つけて賞賛する。 
 
 
○ 生徒の発言を基に、板書を活用

し、苦戦している班に質問案や表現
方法のアドバイスをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 ALTを相手に質問したり、報告し

たりしたことを賞賛する。 
〇 工夫した質問や、聞き取った情報

をもとに、自分なりの表現で紹介し
ている部分を全体で共有する。 

〇 単元前と後で比較させ、自己の成
長を実感させる。 

〇 ただ一方的なスピーチではなく、
相手の存在を意識することでやり
取りが充実することを実感させる。 

７７  見見取取りり  

 ・ 記者として質問するときに、発表者の発表内容にそった質問ができているか。（活動） 

・ 相手意識をもって話したり、聞いたりすることで成長を実感できているか。（振り返り） 

学学習習課課題題：：聞聞きき取取っったたここととをを分分かかりりややすすくく伝伝ええるるたためめににははどどううししたたららいいいいののだだろろうう？？  

T ：Let’s start the press conferences. 
S1：まずはなりきって考えを発表しよう。 
S1：Good morning, everyone.  I’m Umeko Tsuda. I was born in Tokyo. … 
T ：Speaker, please stop.  Now it is interview time. Reporters, please interview to the speakers. 
S2 : How long were you in America? 
S1 : I was in America for about ten years. … 
T ：Reporters, please stop the interview.  Now please get ready for the report.  You have two 

minutes.  You can work with your partners. 
S2 : 名前は津田梅子で、東京出身らしいよ。“She is from Tokyo.”でいけるね。 
S3：アメリカで英語の勉強をしたみたいだ。 
S2：そうだよ。だから“She went to America to study English.  
T ：Now reporters, please report about the speakers.  
S2 : We will report about Umeko Tsuda.  She is from Tokyo. 
S4 : She went to America to study English.  She stayed there for about ten years.…。 

－222－



  

 第２学年２組 外国語科学習指導案  
 

指導者  石田 吏沙 
 
１１  日日          時時      令令和和６６年年６６月月７７日日（（金金））1133：：0000～～1133：：5500 
２２  単単    元元    名名      FFSSJJツツアアーーズズ  －－PPllaann  aa  ttrriipp  iinn  KKaaggaawwaa!!－－  
３３  学学  習習  空空  間間      ２２年年２２組組教教室室 
４４  単単元元（（題題材材））ににつついいてて 

（１）本単元では、留学生のために「香川県旅行プラン」を企画し、プレゼンテーションを

行う。学習指導要領の（４）話すこと[発表] 「ア 関心のある事柄について、簡単な語

句や文を用いて即興で話すことができるようにする。」「イ 日常的な話題について、事

実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を

話すことができるようにする。」に基づき、設定したものである。事実や自分の考え、

気持ちなどを「整理」するとは、話し手として伝えたい内容や順序、聞き手に分かりや

すい展開や構成などを考えたり、事実と考えを分けて整理したりするなど、話す内容を

大まかな流れにしてコミュニケーションの見通しを立てることを意味している。 

英語によるコミュニケーションにおいて、中学生は限られた語彙や文法でコミュニ

ケーションを行わざるを得ない。「伝えたいことをうまく伝えられない」という困難に

出会った際、「なぜ伝わらないのか」を考え、「どうすれば伝わるか」試行錯誤しなが

ら自分の考えや気持ちなどを伝えようとする姿勢は、コミュニケーションを図る資質・

能力に欠かせないと考える。他者とのやり取りや様々な試行錯誤を通して、失敗（どう

しても伝わらない、分かってもらえない）や成功（なんとか伝わった、分かってもらえ

た）を体験することで、コミュニケーションの喜びの実感につなげたい。本単元を通し

て、香川県の魅力を再発見するとともに、生徒のコミュニケーションに対する意欲とコ

ミュニケーション能力をより一層高めたいと考える。 

（２）本学級の生徒35名は、対話的な活動を通して互いに学び合う場を大切にしている。ペア・

グループ活動において、自分の考えを積極的に伝えたり、他者の意見に耳を傾けたりするこ

とができる生徒が多い。一人一人の反応やつぶやきを拾い上げ、それぞれを比較したりつな

いだりすることで、生徒の考えをさらに広げ深めたいと考える。 

外国語学習に関するアンケートを33名に実施したところ、「英語を話すことが好きです

か」という問いに対して肯定的に答えた生徒は13名、否定的に答えた生徒は20名であった。

25名は「英語を話すのは恥ずかしかったり緊張したりする」という心理的な不安を抱えてい

る。英語を話すときに困ることとしては、「単語がわからない」「文法を習っていない」が

最も多く挙げられた。多くの生徒が「既習事項だけでは、自分が伝えたいことを伝えること

ができない」と考えている。伝えたいことをうまく伝えられないときの行動として、「ジェ

スチャーを使う」と答えた生徒は17名、「知っている単語で言い換える」が3名、「その他」

が7名、「だまる・諦める」が6名であった。本単元を通して、自分の考えや気持ちなどが伝

わるという喜びを実感することで、既習事項やコミュニケーション・ストラテジーを、生徒

にとって本当に価値あるものにしたいと考える。 

（３）本単元（題材）を指導する（個の「ものがたり」をつむがせる）にあたって、次の点

に留意したい。 

・ 香川県の食べ物や観光地等に関する事前学習を通して、「伝える材」に対する自分なり

のこだわりを持たせる。 

・ ALTや留学生を聞き手の一人として設定し、「伝える相手」と「伝える目的」を明確

にする。実際のやり取りを通して「伝えたいことがうまく伝わらない」という困難を

意図的に仕組むことで、「なぜ伝わらないのか」「どうすれば伝わるか」など、生徒

自身が思考を巡らせ、試行錯誤する場面を生み出す。 

・ プレゼンテーションを録画し、表現の変容を可視化する。振り返りシートの記入や

単元前後の自己の考えの比較を通して、自身の変容や成長に気付かせる。 
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★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 
 既習事項を活用し、試行錯誤しながら自分の考えや気持ちなどが伝わるという喜びを

実感することで、生徒のコミュニケーションに対する意欲を高めたい。 

●題材（英語を話すこと）に対する「ものがたり」の変容 

５５  本本単単元元のの目目標標 
（１）本単元の「ものがたり」の授業構想図 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

  

  

  

 
（２）本単元で育成する資質・能力 

知知  識識  

及及びび  

技技  能能  

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働

きなどを理解するとともに、これらの知識を、

聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによ

る実際のコミュニケーションにおいて活用でき

る技能を身に付ける。 

・語彙や表現についての知識を用いて、相手が

伝えたいことを理解することができる。 

・語彙や表現についての知識を用いて、自分が

伝えたいことを書いたり話したりすることがで

きる。 

思思  考考  力力，，    

判判  断断  力力，，    

表表  現現  力力  等等  

・コミュニケーションを行う目的や場面、状況

などに応じて、日常的な話題や社会的な話題に

ついて、外国語で簡単な情報や考えなどを理解

したり、これらを活用して表現したり伝え合っ

たりすることができる力を養う。 

・事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いて、まとまりのある内容を

書いたり話したりすることができる。 

学学びびにに向向かかうう力力，，  

人人間間性性  等等  

・外国語の背景にある文化に対する理解を深め

聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しなが

ら、主体的に外国語を用いてコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を養う。 

・聞き手に配慮しながら、主体的に外国語を用

いてコミュニケーションをとることができる。 

『『 もも のの がが たた りり 』』 のの 授授 業業  

（学習前） 
既習事項だけでは、自分

が伝えたいことを伝え

ることはできない。 

（学習後） 
既習事項を活用する（簡単な単語

や表現で言い換える、具体例を示

す等）ことで、自分が伝えたいこ

とを伝えることができる。 

 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫ ＊「自己に引きつけた語り」部分 
私は、英語で話すことが好きではなかった。言いたいことをなかなか英語にすることが

できないからだ。知っている単語も少ないし、今までに習った文法だけで言いたいことを

伝えるなんて無理だと思っていた。しかしこの単元を通して、今までに学んできたことを

使ってなんとか伝えられるかもしれないと思った。 
始めは、留学生に○○（自分が選んだ香川県の食べ物や観光地）がうまく伝わらず苦戦

した。日本特有のものだし、英語では表現できないと思った。まさか●●（既習事項）で

伝わるなんて思わなくて、びっくりした。自分が伝えたいことが留学生に伝わったときは、

本当にうれしかった。●●は○○を説明するときにも使えそうだ。簡単な単語や表現で言

い換える、具体例を示す、ジェスチャーをつけるなど、相手に伝えるための工夫はたくさ

んある。これからは途中で諦めずに、自分の言いたいことをどんどん伝えていきたい。 

探究的な学び 
 

他者と語り合う 
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（３）単元構成（全１０時間） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝える相手と目的
を明確にすること
で「伝えたい！」
という気持ちを高
める。 

英語を話すために
は多くの単語や文
法が必要である、
という自身が当た
り前に持っている
考えに気付く。 

同じうどんをおす
すめしたい仲間と
グループを組み、
調べを進めること
でこだわりをさら
に強くする。 

実際のやり取りを
通して伝わらない
という経験をする
ことで、自身の表
現を考え直すきっ
かけとする。 

全員に共通体験を
させる。 

単語のみで表現す
ることの難しさに
気付く。 

自分が知っている
簡単な単語や表現
での言い換えを促
す。 
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調べ学習を通して
新たな発見をする
ことで、「伝えた
い！」という気持
ちを高める。 

本単元を貫く問い
「相手に伝えるた
めに大切なことは
何か」を考えるこ
とで、表現の際に
必要な発想の転換
や言語材料、相手
意識に気付く。 

単語のみで表現す
ることの難しさに
気付く。 

実際のやり取りを
通して伝わらない
という経験をする
ことで、自身の表
現を考え直すきっ
かけとする。 

目的等を問うこと
で、既習事項を引
き出す。 

本単元を貫く問い
「相手に伝えるた
めに大切なことは
何か」を考えるこ
とで、表現の際に
必要な発想の転換
や言語材料、相手
意識に気付く。 
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他グループと比較
し自身に足りない
ものを自覚するこ
とで、内容をより
よいものにする。 

自分が本当に伝え
たいものを伝える
材にすることで、
こだわりが生まれ
る。 

直接的な単語が分
からずとも、既習
事項を使って自分
の伝えたいことを
伝えられることに
気付く。 

他グループと比較
し自身に足りない
ものを自覚するこ
とで、内容をより
よいものにする。 

本単元を貫く問い
「相手に伝えるた
めに大切なことは
何か」を考えるこ
とで、表現の際に
必要な発想の転換
や言語材料、相手
意識に気付く。 

本単元を貫く問い
「相手に伝えるた
めに大切なことは
何か」を考えるこ
とで、表現の際に
必要な発想の転換
や言語材料、相手
意識に気付く。 
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６６  本本時時のの学学習習指指導導  

（１）目標 
・ ALTや級友とのやり取りを通して、相手に伝えるために大切なこと（簡単な単語や

表現を使って言い換える、具体例を示す等）に気付き、自身のプレゼンテーションの

練り直しに生かすことができる。 
（２）学習指導過程 

学習内容及び学習活動 予想される生徒の反応 ○教師のかかわり 
 
１ 丸亀城のおすすめポイ

ントを確認する。 （全体） 
 
 
 
２ ALTとのやり取りを通し

て、伝えたいことが伝わる
かどうかを確認する。 

（全体） 
 
 
 
 
３ 伝えたいことを伝える

ために、ALTと再度やり取
りをする。 

（全体・グループ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ プレゼンを練り直す。 

（グループ） 
 
 
 
 
５ 本時の学びを振り返る。 

（個人） 

 
・ 丸亀城は高い石垣で有

名。総高は60m以上。 
・ 丸亀城の天守は日本一

小さい。 
 
・ 「石垣」はstone wallで

伝わりそうだ。 
・ 「天守」はどう言えばい

い？heaven protectでは、
伝わらないぞ。 

 
 
 
・ 「総高」はどうすれば表

現できるだろう？ 
・ 「天守」とは城の象徴。

昔は、見張りや最終防御施
設、倉庫などにも使われて
いた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ もっと簡単な表現で言

えないだろうか。 
・ どちらの言葉を使う方

がより分かりやすいかな。 
 
 
・ ただ単語を組み合わせ

るだけではうまく伝わら
ない。 

・ 単語がわからないとき
は、簡単な単語や表現で言
い換えることが大切。 

 

 
○ クイズを通して、キー

ワードを押さえる。 
○  丸 亀 城 の 写 真 や キ ー

ワードを提示する。 
 
○ 生徒が伝えたいものや、

うまく伝わらなかったも
のを取り上げる。 

 
 
 
 
 
○ わかりにくい言葉や表現

について問い返す。 
○ 様々な質問をすること

で、説明に必要な既習事項
を引き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

○ わかりにくい言葉や表現

について問い返す。 
○ 様々な質問をすること

で、説明に必要な既習事項
を引き出す。 

 
 

○ 本時の気持ちやその理由、

新たな気付きや学びについ

て、個人で振り返りシートに

記入させる。 

 

７７  見見取取りり  

・ 相手に伝えるために大切なこと（簡単な単語や表現を使って言い換える、具体例を示

す等）を意識して、主体的に外国語を用いてコミュニケーションをとることができる。

【プレゼンテーション・レポート】 

学学習習課課題題：：どどううすすれればば、、丸丸亀亀城城ににつついいてて JJoohhnn にに伝伝ええらられれるるだだろろうう？？  

S１：heaven protect では伝わらなかった。「天守」なんて単語、分からないよ。 
T ：「天守」をそのまま英語にするのは難しいね。天守って一体何？何のために使われていたの？ 
S１：城の象徴だから…symbol？天守は、城を守るためにも使われていたよ。 
S２：to protect と言えば、目的を伝えられるんじゃないかな。「見張り」は英語でどう言おう？ 
T ：「見張り」をもっと簡単な日本語で表現できない？ 
S３：「よく見る」はどう？look や see、watch なら簡単だよ。 
S２：see より watch の方がいい。注意深く見ている感じがより伝わると思うよ。 

S３：いいね！carefully も一緒に使ってみたらどうかな。 

－228－



学学校校保保健健    

 
高橋 妹子 

 

 

「チーム学校」として取り組む教育相談 

－－  羅羅生生門門的的アアププロローーチチをを援援用用ししたた教教育育相相談談体体制制とと継継続続的的なな支支援援  －－    

 

本校では支援のために、教育相談委員会を月 1 回のペースで開催している。管理職、学年主

任、（該当生徒）担任、養護教諭、SC、SSW をメンバーとし、気になるケースの情報や目標を共

有・検討する場としてきた。その結果、普段の学校生活とカウンセリングをどう繋ぐかといっ

た具体的な支援方法をメンバー間で共有した教育相談体制を築くことができた。一方で、生徒

自身の抱えている困難や背景が複雑なケースも多く、連携・協働を丁寧に進める必要があると

いう課題があった。 

そこで、本研究では、羅生門的アプローチを援用することでナラティヴ・アプローチを重視

した教育相談体制の充実を図り、今後の教育相談のあり方と教育相談委員会の役割について考

察することにした。 
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研究主題について 

 

 近年、子どもたちの抱える問題やその背景が複雑化・多様化しており、不登校児童生徒や校

内暴力件数の増加なども社会的な問題となっている。令和 4 年 12 月に改訂された生徒指導提要

においても、個別の重要課題を取り巻く環境の変化に伴い、性的マイノリティ・多様な背景を

もつ児童生徒への生徒指導（発達障害・精神疾患・健康課題・支援を要する家庭状況）につい

て新たに提示されている。教育相談の分野では「チーム学校」として校内の教員、スクールカ

ウンセラー（以下、SC）、スクールソーシャルワーカー（以下、SSW）が協働し、さらには関係

機関との連携を強化していくことがより一層求められるようになった。 

これまで、本校では、様々な課題を抱える生徒を包括的に支援するために教育相談委員会を

月 1 回のペースで開催している。管理職、学年主任、（該当生徒）担任、養護教諭、SC、SSW を

メンバーとし、気になるケースの情報や目標を共有・検討する場としてきた。委員会では、担

任（または学年主任、養護教諭）が該当生徒の事案を報告し、メンバーがそれぞれの専門性の

立場から見立てや支援計画を出して話し合った。また、それ以前の委員会で話し合ったケース

について、その後の経過を報告し、継続的な支援方法を話し合うことも行った。その結果、ケ

ースの短期的な目標・長期的な目標や、授業や部活といった標準的な学校場面でどのように関

わるか、当該生徒やその保護者との個別的な関わりをどうするか、普段の学校生活とカウンセ

リングをどう繋ぐかといった具体的な支援方法をメンバー間で共有した教育相談体制を築くこ

とができた。 

一方で、本校の教育相談委員会で検討するケースでは、生徒自身の抱えている困難感・ニー

ズ、保護者の問題意識・ニーズ、学校側の立場から考える見立てや目標設定にズレの大きいケ

ースが多く、保護者と学校が協働して生徒本人が主体的に自分の問題に取り組むことを支える

体制、すなわち生徒・保護者・学校が協働する体制をつくることに苦心するという課題があっ

た。よりよい協働の関係をつくるためには、関係者それぞれが各自の主観的な物語 (ナラティ

ヴ) を表現しあって、課題に取り組む必要がある。 

そこで、見る立場によってストーリーが変わることを重視する「羅生門的アプローチ」を援

用することでナラティヴ・アプローチを重視した教育相談体制の充実を図り、今後の教育相談

のあり方と教育相談委員会の役割について考察することにした。 

 

 

 

 

 

 

研究の目的 

 

教育相談委員会を中心とする教育相談場面に羅生門的アプローチを導入することにより、教

職員・SC・SSW・生徒本人・保護者が、生徒の教育相談上の課題に、継続的かつ主体的に関

与できるような教育相談体制を構築することを目的とする。 
 

 

生徒が、自分の心身の健康状態や周囲の人との関係をさまざまな角度から見つめ直すこと

を通して生まれる新しい自分の可能性に気づき、健康増進を実践するための語りのこと 

学学校校保保健健ににおおけけるる「「自自己己にに引引ききつつけけたた語語りり」」ととはは  
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研究の内容 
 

（１） 羅生門的アプローチとは（羅生門的アプローチを援用した教育相談体制） 

（２） 教育相談の入り口としてのチェックリストの導入 

（３） 継続的な支援のためのケース検討と記録の工夫 

 

（１） 羅生門的アプローチとは（羅生門的アプローチを援用した教育相談体制） 

羅生門的アプローチとは、黒澤明監督の映画「羅生門」に由来し、「立場や視点によって事実

の認識は相対的である」ことを前提として、これまで主流であった「計画―実行―評価」に主

眼を置く工学的アプローチと対比される形で提唱された授業の手法である。この手法では、教

師の経験と技術、技能を生かした「創造的な教授活動」、「即興的な働きかけや活動の重視」、多

様な視点からの「目標にとらわれない評価」が重視される。授業における羅生門的アプローチ

では、教師が子どもに意識を向けて授業計画を効果的に変化させていくことや、目標に拘束さ

れず授業の中で生ずる新たな可能性を見出そうとする教師の鑑識眼を培うこと、子どもが主体

的に学ぶことを促進する新たなカリキュラム開発に可能性を広げるといった効果があるという。 

教育相談において羅生門的アプローチを導入する意義は次のように理解できる。第一に「立

場や視点によって事実の認識は相対的である」という前提は、教職員・SC・SSW がそれぞれの

専門性に加えて、各自の個人的経験、価値観、感情をお互いに認め合うことにつながる。さら

に言えば、生徒自身や保護者が目の前の教育相談上の課題をどのように経験しているか、どん

な価値観や感情をもつているかも受容しながら支援を進めることも含むことができる。第二に

「目標にとらわれない評価」は、問題の改善や変化といった一般的な目標の達成を目指すので

はなく、そのケースに関して共有できる情報が増えることや新しい目標が見えてくることをめ

ざして継続的なケース検討や対応・支援を行うこととつながる。第三に、「創造的な教授活動」、

「即興的な働きかけや活動の重視」は、すでに行っている対応・支援や生徒・保護者の言動の

中の肯定的な要素を探求し、ケース検討や対応・支援の中で生徒や保護者や教職員の新しい可

能性を発見することを通して、その発見に応じて即興的に新しい対応を案出することと置き換

えることができる。これら羅生門的アプローチの要素を教育相談体制に応用した場合、本校に

おけるナラティヴ・アプローチを重視した教育相談体制のさらなる充実を図ることができると考え

られる。具体的には、教職員・SC・SSW のもつ、生徒の教育相談上の課題をめぐるナラティヴが

より肯定的なものに変化し、各自が主体的・創造的に対応・支援に取り組むようになることが

期待できる。また、その取り組みによって、生徒や保護者のもつ課題に関するナラティヴも変

化し、彼ら彼女らの主体的な取り組みも促進できると考えられる。 

 

 

 

 

【ナラティヴ・アプローチとは】 

 ナラティヴ（語り、物語）という概念を手がかりにして何らかの現象に迫る方法。（野口裕二『ナラティヴ・

アプローチ』勁草書房、2009）「語り」も「物語」も単なる出来事だけでできあがっているのではなく、その時

の「思い」や「感情」なども語られるが、「思い」や「感情」だけでは物語は成立せず、出来事があってはじめ

てその時の「思い」や「感情」が意味をもつ。複数の出来事の連鎖、すなわち複数の出来事を時間軸上に並べて

その順序関係を示すことがナラティヴの基本的な特徴である。 
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本研究では、羅生門的アプローチを援用した教育相談体制を構築するため、教育相談委員会

を次の通り工夫して実施し、その変化のプロセスを報告することとする。具体的には、まず、

教育相談委員会で取り上げる気になる生徒についてのチェックリストを導入する。さらに、教

育相談委員会での協議を中心として継続的な支援を行うため、委員会内でのケース検討のやり

方および記録の取り方を工夫する。 

 

（２）教育相談の入り口としてのチェックリスト導入 

チェックリストを導入する目的は、まず、教育相談委員会のケース検討で取り上げる必要性

の高い生徒を選ぶためである。毎月 1 回のペースで開催している教育相談委員会では、時間的

制約から扱う生徒の数が限られる。そこで、「スクール・ソーシャルワーク活用講座 in SGU 2019 

資料集[テキスト]」の「生徒支援のためのリスクアセスメント・チェックリスト」を改変した

チェックリストを導入した（図 1）。改変にあたっては、担任が日々の生徒とのやり取りの中か

ら直感的に確認しやすい項目にするよう留意した。さらに、チェックリストの導入によって、

担任自身にとって生徒の状況を把握するための着眼点が分かりやすくなり、生徒への理解が深

まり、重大事案の発生や担任一人による抱え込みを防止することも期待できる。そのことで、

課題を抱えた生徒対応における負担軽減にもつながると考えられる。 

【図 1 チェックリスト】 

 

（３）継続的な支援のためのケース検討と記録の工夫 

次に、ケース検討で取り上げた生徒のアセスメントシートを導入する。アセスメントシート
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の内容は附属高松中学校で使用されているものを参考に作成した。本研究では、本人の願いと

保護者の願いに加えて学校の願いを記載する欄を加え、小学校時代からの支援の経過を記入す

る欄を設けた。このアセスメントシートは、ケース検討を経て、養護教諭、担任、SC、SSW が

協力して継続的に加筆・修正するものとした（図 2）。 

【図 2 アセスメントシート】 

 

ケース検討の進め方は次の通り工夫する。まず、メンバーがそれぞれの立場から現状を話し

合う場とする。各自の専門的な視点については、バイオサイコソーシャルモデルに加え、授業

中の様子、学力など学校教員から見た現状を話してもらうことを重視する。加えて、メンバー

がそれぞれ生徒や保護者との関係をどのように体験しているかの主観的体験も話し合える場と

する。さらに、ケース検討の最後には、今後の方向性として、直近の目標と、“誰が”、“何をす

るか”を具体的にするよう努める（図 3）。 

【図 3 教育相談委員会（ケース会）の流れ】 
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最後に、ケース検討の記録は、検討中に記入したホワイトボードの写真とし、検討中の話の

展開を直感的に理解できて、かつ記録作成の労力が少なくなるようにする。図 4 はホワイトボ

ードの写真の例である。 

【図 4 ホワイトボードの記録（例）】 

 

 

研究の分析 

 

成果（〇）と課題（●） 

 

研究内容（１） 

〇 「立場や視点によって事実の認識は相対的である」という前提でケース検討を進めるこ

とで、参加した教職員がそれぞれの専門性（保健、教育、心理、福祉）の立場と、教職員

自身の価値観や感情といった個人的経験を自由に率直に語ることができた。その結果、生

徒や保護者の現状を多角的に捉えることができた。 

〇 教職員が互いの経験を率直に語り、それに肯定的なフィードバックが得られることによ

って、生徒や保護者との関わりの際に安心感・自信をもって対応を継続することができて

いた。また、教職員同士の支え合いや統一感といった感覚も高まり、体制として教育相談

活動を行うことが可能となっていた。 

● ナラティヴを重視する土壌づくりや教育相談委員会の立ち上げから始める場合には、教

育相談コーディネーターのさらに高いマネジメント力が求められる。どのようにマネジメ

ントするかの観点を整理して検討する必要がある。 
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研究内容（２） 

〇 チェックリストの項目を生徒に関わっている教員にとって直感的に確認しやすい項目に

したことで、チェックしやすい形式になり、担任への負担が軽減された。 

〇 具体的なチェック項目によって、ケース検討において、項目に関連する情報が出てきや

すくなった。生徒の状況を把握・共有するきっかけの資料となった。 

● ケース検討に取り上げる必要性の高い生徒を選ぶために行ったが、チェックリストにチ

ェックが入らなくても支援の必要な生徒がいる。チェックリストにとらわれすぎず、支援

の必要な生徒を見逃さないための工夫が必要である。 

 

研究内容（３） 

 〇 アセスメントシートを導入することで、生徒自身の現在の状況に加えて、小学校からの

情報や相談履歴も一つのシートで確認することができた。また、本人・保護者・学校の願

いの項目があることで、ニーズが可視化されて、支援の方法について考えやすかった。今

後、小学校との連携でも活用することが期待できる。 

 〇 ホワイトボードをケース検討の記録とすることで、記録を保存・参照する労力が大幅に

減った。また、各回の検討の流れがそのまま記録に反映されているため、ケース検討の場

におけるナラティヴを後から確認しやすかった。 

 ● アセスメントシートに担任、SC、SSW が情報を加筆したり修正したりすることが困難であ

った。個人情報をどの程度具体的に記載するかの基準を明確にすることや、シートの記載

を随時更新する負担をいかに軽減するかが課題であった。 
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「共創型探究学習　ＣＡＮ・シャトル」

「語り合いの時間」





 

共創型探究学習ＣＡＮの実践事例及びその分析 

➀ 重点項目とアンケート結果 

ア 仮説の精度 

 探究深化シートは、課題設定の重要なツールであり、教師は５つの

ステップで生徒に関わってきた。その中で特に課題が見られたのが、

ＳＴＥＰ４の「仮説」である。そこで、過去の事例を洗い出し、教員

間で関わり方を共通理解していきながら、特にＣＡＮ2022、2023 で

は「仮説に根拠があるかどうか」に重点を置いてきた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の逐語録は、教師による関わり方である。 
問い「なぜ植物は光合成を活発に行うのが難しいのか」 

ゴール「最も効率の良い光合成の方法を見つける」 

Ｔ ：「効率が良いってどういうイメージ？」 

Ｓ２：「えっと、太陽の光よりも活発に光合成を行うって感じです。」 

Ｔ ：「なるほど、太陽の光での光合成は不十分って思っているわけや

ね。どうして活発に行わせたいの？」 

Ｓ１：「地球温暖化が問題になっているからです。環境問題を解決した

いと思っています。」 

Ｔ ：｢すごい、提案性がある探究やね。じゃあどうやったら活発に光

合成を行うと考えているの？｣ 

Ｓ１：｢えーと、太陽とはちがう光かなと思っています。｣ 

Ｔ ：｢どんな光？｣ 

Ｓ１：｢太陽より強い光を当てたり、色を変えたりすると、活発に行う

かな。｣ 

Ｔ ：｢なるほど、それがみんなの仮説なんやね。どんな光とか、そこ

に根拠はあるの？｣ 

Ｓ１：｢いやー、まだ調べられていません。｣ 

Ｔ ：｢じゃあ、まず何色が良いとかを調べないといけないね。あと、

この光はどうやって生み出そうとしているの？｣ 

【各事例の関わり方について共通理解】 
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次の逐語録は、教師による関わり方である。 
問い「なぜ植物は光合成を活発に行うのが難しいのか」 

ゴール「最も効率の良い光合成の方法を見つける」 

Ｔ ：「効率が良いってどういうイメージ？」 

Ｓ２：「えっと、太陽の光よりも活発に光合成を行うって感じです。」 

Ｔ ：「なるほど、太陽の光での光合成は不十分って思っているわけや

ね。どうして活発に行わせたいの？」 

Ｓ１：「地球温暖化が問題になっているからです。環境問題を解決した

いと思っています。」 

Ｔ ：｢すごい、提案性がある探究やね。じゃあどうやったら活発に光

合成を行うと考えているの？｣ 

Ｓ１：｢えーと、太陽とはちがう光かなと思っています。｣ 

Ｔ ：｢どんな光？｣ 

Ｓ１：｢太陽より強い光を当てたり、色を変えたりすると、活発に行う

かな。｣ 

Ｔ ：｢なるほど、それがみんなの仮説なんやね。どんな光とか、そこ

に根拠はあるの？｣ 

Ｓ１：｢いやー、まだ調べられていません。｣ 

Ｔ ：｢じゃあ、まず何色が良いとかを調べないといけないね。あと、

この光はどうやって生み出そうとしているの？｣ 

【各事例の関わり方について共通理解】 
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このような根拠を問う関わりを繰り返す中で、生徒は探究深化シ

ートを修正しながら、検証すべき要因や変数を見いだすことができ

ていた。右図は、探究仮説を設定したことが、探究に役立ったかどう

かを、Ｒ２年からＲ５年まで比較したものである。この結果から、生

徒側も探究仮説が探究を方向づける重要な位置づけであるという意

識が高まっていると考えられる。 

 

イ 自己目標評価シートと探究振り返りシートによる自己評価 

ＣＡＮの探究活動が始まる前の３月、生徒は自己目標評価シート

を使って、各学年で身に付けてほしい資質・能力１に対して自己評価

を行った。右図は３年生用の自己目標評価シートである。生徒はそれ

ぞれの項目について４段階の自己評価を行う。そして 11 月にＣＡＮ

が終了した時点で、再び同じ項目の自己評価を行うことで、自身の変

容に気づきやすくなるのではないかと考えている。 

ＣＡＮが始まる３月とＣＡＮが終わる 11 月に、生徒は下の項目に

ついて４段階で自己評価（４…はい、１…いいえ）を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右図は、特に師匠として求められる資質・能力（上記項目①）が身

についているかどうかについて、３年生が自己評価した結果である。 

ＣＡＮを通して３年⽣（師匠）に⾝に付けてほしい⼒
（段取り、コミュニケーション、仕事を任せるなどチ
ームマネジメント能⼒）を明記している 

１ ３年生（師匠）は下資料の通り。 
２年生（弟子）は、サブリーダー

として、自分の意見をまとめ相手に
伝えたり、任された仕事に対して下
級生と協力してものごとを進めたり
する能力を身につけてほしい。 

１年生（見習い）は、先輩の探究
（仕事）を手伝う中で、チームの中
での自分の役割を見つけ、自分なり
に考えをもって動く力を身につけて
ほしい。 
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項目②や③についても、１年間クラスターリーダーを経験する中で、

力が付いたことを実感している生徒の割合が増えていることが分か

る。このように、ＣＡＮの前段階で一度自己評価をさせることは、自

分の学年が発揮すべき資質・能力を見習い、弟子、師匠それぞれの姿

として意識させることにもつながったと考える。 

一方、探究振り返りシートには、ＣＡＮが始まる前に個人目標を、

ＣＡＮ終了後に探究に必要な資質・能力の自己評価および振り返り

の記述をさせる。この記述からも、個人目標をもとに自己の活動を強

く内省し、自己をより良く変革したいという姿勢が現れていた。 

（３年生 Ｓ男） 

 

 
 
 
 

ウ 個の見取り 

 

このように数値で表れない、その子の学びを見取るため、抽出生徒

の見取りを３年間継続して行ってきた。教室担当が、生徒の毎時間の

様子や発言を１冊のノートに記録し、適宜その変容を共有してきた。

これにより、全体だけでなく個の変容や成⻑が見取りやすくなり、各

学年で身に付けてほしい資質・能力が備わったかどうかを見取ろう

と考えた。右は、それらのことを担当教員に意識してもらうために、

個の見取りをスタートした際に共有した視点２である。 

ＣＡＮ2020 から始めている個の見取りも、３年目を迎えたため、

当時１年生だった抽出生徒の３年間の継続的な見取りができた。以

下は、抽出生徒（Ⅰ男）の見取りの記録（抜粋）である。 

 

２ ＣＡＮの活動を通して、以下の①
〜⑤の内容について個に焦点をあて
記録していくことで教師が見取る。 

視 点 
①ＣＡＮの探究を通して、生徒にはど

のような力が育成されたのか。 
②どのように教師が関わり、その結果

生徒がどのように変容したか（しな
かったか）。 

③学年によって成⻑にどのような違い
があるのか。 

④生徒は探究の中でどのような困難や
葛藤にぶつかり、どのように乗り越
えたのか。 

⑤探究する中で教科での学びはどう活
かされているのか。 

【自己目標評価シート】 

【探究振り返りシート】 
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このような現状から、１年次のＩ男の特性として、｢自分のやりた

いことの実現のために周囲がいる｣と考えており、自分のやりたいこ

とはあるが、そのためには周囲に理解してもらう必要があることを

理解していないことがわかる。また、頭の回転が速く、興味も深いが、

回転が速すぎて周囲には理解できない。自分の頭の中では筋道だっ

ているため、飛躍していることに気づけないようすである。自分の考

えに固執するところがあり、周囲の意見を聞いたり、別の視点で見た

りすることが苦手である。 
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以下は２年次の I 男の見取りである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１・３年生と協力して取り組もうとする面もみられるが、基本的に
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自分がしたいことをするという感じ。２年時に身につけたいサブリ

ーダーとしての力は身についていないのではないかという印象であ

る。 

以下は、３年次におけるＩ男の見取りである。 
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最後の記述は、まさに異学年集団で学ぶＣＡＮの価値である。３年

間の、見習い→弟子→師匠としてのクラスターメンバーとの関わり

の中でＩ男が成⻑したことがうかがえる。 

以下は、重点項目イ、ウについての教員のコメントである。 
イについて（生徒は、各学年で身に付けつけるべき力を意識して活動していましたか） 

・今までは、身につけてほしい力を教員のみとりの視点として示してくださ

っていましたが、今年は適宜、生徒たちにも示してくださったおかげで、生徒

への意識づけができたと思います。生徒のＣＡＮ物語にも「見習いとして」な

ど、自身の立ち位置や、やるべきことを意識したような記述がみられました。 

ウについて（それらの力は、ＣＡＮによって身についたと感じますか） 

・異学年と探究活動を行うことで、身についた力も多いと思う。しかし、ＣＡ

Ｎのみでその力がついたのかどうか、判断が難しい。 

・異学年でああでもない、こうでもないと試行錯誤している姿をみると、Ｃ

ＡＮによって成長している力は必ずあると思いました。 

・個人によるところが大きいため一概には言えませんが、自己評価の機会ご

とに、意識づけを図ることはできたと思います。 

 

Ｉ男の担当教員より 
個の成⻑は、教師側からの指導や関

わりももちろん大切であると思うが、
何より大切なのがクラスター内のメン
バーであると実感した。今回みとった
生徒は、１・2 年生時には自分勝手な
行動が多く見られていたようだ。しか
し、今回のクラスター編成では、I 男
に頼らざるを得ない後輩が来たこと、
そして、自分の思い通りにしてくれな
い後輩だったことから、教師側から関
わることをあまりしなくても、生徒が
自分で考え、行動している様子が見ら
れ、成⻑していることが実感できた。
教師には何ができるのかということを
考えると、生徒が探究に真剣に取り組
めるような場を設定していくことが重
要であると思った。 
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次に示すのは、23〜27 頁に示したＣＡＮＬＯＧを書いた生徒（Ｓ

女）が３年間のＣＡＮを総括したＣＡＮ物語であり、ＣＡＮでの経験

を自分の学びとして意味付け、価値付けていることが分かる。 
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「結果だけが学びではない。」｢完璧でなくてよい。｣ 

この結論は、この生徒が３年間の探究の中で多くの困難や葛藤に

出会い、それを乗り越える過程を通して自ら獲得したものである。こ

のような学びこそ、深い学びであり、学びに向かう力へとつながるも

のだと考える。また、振り返りの視点を与えても全員がこのようにＣ

ＡＮを意味付けたり、価値付けたりできるわけではない。自分の本当

にやりたこと、知りたいことを考え、探究する価値のある問いを設定

し、多様な他者と関わり、困難や葛藤に出会い、自分と向き合うから

こそ生まれるものである。 
 

➁ 今後の課題と方向性 

ア 探究深化シートの形式 

右図は、「探究深化シートは探究を深めるのに役立ったかどうか」

について、Ｒ２年からＲ５年まで比較したものである。Ｒ３年以降、

役立った（項目の４・３）と答えた生徒の割合が減少している。ま

た、教師アンケートでも、探究深化シートに書かれる問いは大きな

問いである場合が多く、大きな問いに対する仮説を立てただけでは

探究の方向性が見いだせないのではないかという意見があがった。

そこで、ＣＡＮ2024 からは、右図のような新たな探究深化シート

を使用している。ゴール、問い、仮説については今までと変わらな

いが、仮説以下は探究方法を書くのではなく、大きな問いをさらに

細分化した小さな問いを複数書けるようにしている。探究深化シー

トの上半分を見ながら教師が関わったことも参考にして、問いを下

へ下へとより焦点化していくことで、検証すべき変数や要因に気付

くことができたり、仮説をより妥当なものに更新できたりするので

はないかと考えている。 
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イ 発表方法 

 ナラティヴ・アプローチの理論を取り入れ、ＣＡＮＬＯＧなどの記

述によって自己を内省することについては、先に述べたとおりであ

り、ＣＡＮを通して自分がどのような学びをして、どのように成⻑・

変容してきたかを表現する枠組みは形になっていると考えている。

しかし、探究そのものの内容を聞き手を意識して伝えるということ

については、その表現力や場の設定もふくめて課題が残るところで

ある。 

 例年６月に中間発表会、10 月にプレ発表会、11 月に最終発表会を

行っており、発表のもち時間は異なるが、共通することは、発表後に

質問の時間を設けていることである。令和４年度はシャトル講座「質

問力」を共通講座として実施し、質問するためのスキルを学んでいる

が、発表の内容が聞き手に伝わっていない場合、質問力以前の問題に

なってくる。 

 １人１台のタブレット端末は、発表に欠かせないツールになって

きており、視覚的な表現の幅は広がったとはいえ、使いこなせている

とは言えない。また、視覚的な表現物に頼ってしまう傾向もあるため、

タイトなスケジュールではあるが、共創型探究学習シャトルとも連

携しながら、聞き手を意識した発表の場をつくっていきたい。 
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「語り合いの時間」の実践事例 

１ 令和５年度の実施テーマの一部 

・働かなくてはいけないのか？ ・「ふつう」ってなに？ ・人数が多い方が正しいのか？ 

・「無駄」な事ってある？ ・「結果」と「過程」はどっちが大事？ ・「自由」とは？ 

・かっこいいってどんな人？ ・「常識」とは？ ・高い物の方が価値があるのか？ 

実施テーマは、１回目は、各学年団で検討して決定してたが、２回目以降は、複数のテーマを提示

し各学級で生徒に選択させるなど、テーマの決定に生徒が関わるような工夫を行った。 

 

以下は生徒の振り返りの一部である。 

テーマ「人数が多い方が正しいのか？」〈１年生の振り返りより〉  

 

 
 
 
 
 
 

テーマ「『常識』とは？」〈２年生の振り返りより〉 

 

 

 

 

 

テーマ「『ふつう』ってなに？」〈３年生の振り返りより〉  

 

 

 
 
 
 

【「語り合いの時間」の様子】 
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２ 令和５年度の取り組みにおける成果と課題 

以下は、令和５年度の「語り合いの時間」を終えた生徒の振り返りの記述である。 

 僕は、普段から答えのない問いについて考えることが好きで、暇さえあれば一人で考え込んでいた。

そのため、中学校に入り「語り合いの時間」ができたことはとても嬉しく、今まであまり人に話したこ

とのなかった自分の考えを語ることができたのはとても良い経験になった。自分一人で考えていては気

づくこともなかったであろう新しい視点で友達の意見を捉えることができたため、物事を多角的に考え

るきっかけにもなり自分の成長にもつながった。テーマについても、結論の出ない永遠の課題ともいえ

る興味深い物ばかりで、いつまでも語り合えそうだった。みんなと語り合うことで、自分の考えを改め

たり、逆に自信をもったり、更に自分の成長にもつながる良い時間となった。  

生活をしている中で、語り合いのテーマのように正解はないけれど、問いに対していろいろな想像を

しながら話し合うことは、人生の中でもあまりないので、不思議に思った。自由に考えたり、発言をす

る時は、話をよく聞いたりできるので、不安がない時間だったなと感じた。初めは決まったテーマで語

り合っていたけれど、だんだん自由に決めていけるようになって、同じテーマを選んだ人と語り合いを

すると、乗り気じゃないことを考えるよりも楽しかった。「語り合いの時間」は私にとって、毎日の生活

の中で当たり前と思っていることに対して、深く考える時間だと思うし、授業などで発表するときに、

「語り合いの時間」は友達の話をよく聞くことを身につけられる場だと思った。              

「語り合いの時間」は、生徒にとって、日常生活の中で当たり前に思っていたことや、今まで考えた

こともなかったようなことに真剣に向き合い、じっくり考えることができる場となっている。また、「語

り合いの時間」を通して、生徒はさまざまなことに疑問をもつようになったり、物の見方や感じ方が変

化したりと、問う力や考える力が身についてきていると感じている生徒が多い。「答えがない問いにつ

いて語り合うことは新鮮だった」「語り合いの時間でしか体験できないこと」など、答えのない問いにつ

いて考え、語ることは、多くの生徒にとって貴重な経験になっている一方、生徒一人ひとりが自らの生

活の中で問い、考えることは、まだまだ定着しているとは言い難い。    

令和６年度は、これまでの取り組みで得た成果を生かしつつ、新たに、実施回数やテーマの選び方を

見直し、生徒が身の周りの様々なことを問い、考え、語っていけるような手立てを考え、実践を重ねて

いきたい。 
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シンポジウム





【シンポジウム・講演】 

□ シンポジウムテーマ・・・・「授業づくりを語る～子どもとともに主体的な学びの場を創る～」 

 □ 慶應義塾大学 教職課程センター 教授 鹿毛雅治 先生 

 □ プロフィール 

 慶應義塾大学教職課程センター教授。神奈川県生まれ。横浜国立大学教育

学部心理学専攻卒業。慶應義塾大学大学院社会学研究科教育学専攻修士課程

修了、同博士課程単位取得退学。日本学術振興会特別研究員、慶應義塾大学

教職課程センター助手、専任講師、助教授、スタンフォード大学心理学部客

員研究員、東京大学大学院教育学研究科客員教授等を経て現職。95年「内発

的動機づけに及ぼす教育評価の効果」で博士（教育学）。専門は教育心理学

（特に、学習意欲論、授業論）。主な著書に『学習意欲の理論』（金子書房）、

『授業という営み』（教育出版）など 

  □ 本校の研究に寄せて 

「主体的、協働的に学ぶ」とはどういうことなのか―それを知りたいのであれば、ぜひ香川大学教

育学部附属坂出中学校を訪れるべきだろう。一人ひとりの生徒が活き活きと学びに向かう姿とそれを

支える教育環境の在り方にその答えが見出せるはずである。これこそ近未来の中学校の姿なのだ。 
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あ と が き 

 

テーマや条件を指示するだけで、自然な文章や物語、絵画等を作成してくれる生成ＡＩの登場に、私

たち教育関係者は、少なからず衝撃を受けました。膨大なデータを学習しているＡＩに対し、人間にし

かできないこと、人間だからこそできることは何か？ 

今、改めて、知識とは何か？授業とは何か？学校とは何か？学ぶとは？生きるとは？……等が問われ

ているのではないかと思います。 

 

「教育」という言葉で私たちが通常イメージするのは、学校や教室という場所で、１時間目から６時

間目という時間的な限定のもと、教える側の教師が教えられる側の子どもに、主として教科内容を教え

ていく、というものではないかと思います。しかし、平成 22 年度から開発を始めた共創型探究学習Ｃ

ＡＮにおいて、私たちは、子どもたちの学びに没頭する姿、生き生きとした自己の探究の語り、３年間

を通して大きく成長する姿、を見てきました。では、ＣＡＮでは、いつどこで誰が何を教えたのかを考

えると、探究の過程全ての時間において、校内外における様々な場所で、教師、先輩、地域の人々等そ

れぞれが教え役になり学び役になり、教科の知識だけでなく、対人関係の難しさ、粘り強く取り組む姿

勢、苦難に立ち向かう意味など、多様な教育環境の中で時を選ばず場所を選ばず、子どもたちは学んで

いたことが分かります。こうした子どもたちの姿を、教科の学習でも……という思いから、特に子ども

の情意面に着目し、学習環境も含めて、教師がどうかかわることが、子どもたちの豊かな自己の学びの

物語を紡ぐことにつながるのかを追究したのが、本研究になります。 

他者との多様な出会いの中で、自己の意味世界を広げていく経験を積み重ねることで、生涯にわたっ

て学び続ける生徒を育てる。不登校の子どもが約 30 万人と言われる中、本来は分離され得ないはずの

「学ぶことと生きること」について問い直す、「ものがたり」としての学びのカリキュラムについて提案

させていただきます。もちろん、未熟な私たちが、どれだけ子どもたちの自己物語の生成に伴走できた

か、また子どもたちは真に「学び続ける」の姿であったのか等、今後の研究の発展に向けて厳しくご批

判いただければ幸いです。 

また研究授業の公開だけでなく、シンポジウムでは、授業づくりにおける教師の葛藤やもがきの姿を、

授業後討議会のビデオ公開では、子どもを見取る鑑識眼を高め合う教師の学び合う姿を公開させていた

だきます。教師の大量退職、大量採用の今、教師力をいかに向上させるかが課題とされていることから、

あえて「授業づくりの裏側」を公開させていただきました。参観の皆様のご参考となれば幸甚です。 

 慶應義塾大学教職課程センターの鹿毛雅治先生には、研究の過程で、多くのご示唆をいただきまし

た。本日も、シンポジウム・講演にて、「授業づくりを語る～子どもとともに主体的な学びの場を創

る～」と題してお話をいただきます。今後の授業づくりに向けて多くの気づきが得られると期待し

ております。 

最後になりましたが、本研究を進めるにあたり、ご指導・ご助言をいただきました関係各位、機関の

先生方に心より感謝の意を表したいと存じます。 

                       令和６年６月７日  副校長  川田 英之 
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